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　プロローグ







　真夏の日差しが照りつけ、これでもかとばかりに強烈な日光が降り注ぐ中、佐さ伯えき玲れい二じは自転車で赤信号待ちをしながら額の汗を拭ぬぐった。

「暑いと言うか、すでに熱いだな」

　蟬の鳴き声が聞こえる中、忌々しげに太陽を睨にらみつける。

　まだ午前十時過ぎだというのに、すでに気温は三十度を超えていた。ＴＶだと地方によっては四十度オーバーというニュースも最早珍しくないのだが、東北の田舎町に住んでいる玲二にしてみれば三十度という気温も相当にきついものがある。

「この暑さなら、川で泳いでいた方が良かったな」

　この台詞せりふが玲二の住んでいる場所がどれほど田舎なのかを表しているだろう。何しろ携帯の電波ぎりぎり入るかどうかという場所なのだ。この街にも家から自転車で一時間以上を掛けて辿たどり着いている。

　本来なら高校二年の夏休みと言えば受験勉強で忙しいのだが、玲二はその辺を全く気にしていない。何故なら玲二の通っている高校から進学する者は極めて少なく、その殆ほとんどが地元に就職するのだから。

　それゆえの気楽さで、玲二は高校二年の夏休みを本来の意味である長期休暇として十分に楽しんでいた。もちろん課題は出たのだが、夏休みを満喫するためすでに片付け終わっている。

　そんな中、何故一時間以上も掛けてわざわざ街まで出て来たのかというと、単純に書店から楽しみにしている小説の新刊が入ったと連絡があったからだ。

「でも、もう少し涼しくなってからか……いや、父さんか母さんに車で送って貰もらえば良かったな」

　愚痴りつつ、Ｔシャツの胸元を扇あおいで中に籠こもっている熱気を外に逃がす。

　とは言っても、この気温だ。まさに焼け石に水以外の何ものでもない。

　赤信号を待っているほんの数分の間に、再び浮き出てきた汗を再度拭って少しでも暑さを忘れられる何かがないかと周囲を見回す。

　数十年前はそれなりに賑にぎわっていたのかもしれないが、今ではシャッターを閉めている店が六割を超えている。高校卒業後は地元に就職する者が多いとは言っても、子供の数自体が少なくなっているのだからどうしても先細りになってしまうのだ。

　現に玲二から少し離れた所にある場所でも家の解体が始まっていた。

「このまま過疎っていくんだろうな」

　そうは言いつつも、特にこれといった解決策はないので自分にはどうしようもない。

　そんな風に思ったときだった。『危ない、避よけろ！』と声を掛けられたのは。

　殆ど反射的にそちらへと視線を向けると、五メートルほどの鉄骨が目に入り……それが玲二がこの世で最後に目にした光景となった。
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「おお……やっと……」

　そんな声が聞こえてきて、玲二はふと目を覚ます。周囲に見えるのは何も無い白い空間。それが延々とどこまでも続いているように見えた。

「……ここはどこだ？」

　確か自分は鉄骨に押し潰つぶされたはず……と、本来なら死の恐怖を覚えて泣き叫ぶ場面なのだが、不思議と冷静に判断が出来ている。

「目が覚めたかね、我が後継者候補よ」

　そう話し掛けられ、声のした方へと意識を向けると、何故か自動的にその存在が目に入ってくる。

「光球？」

　そう、それは直径三十センチほどの光球だった。それがまるで興奮しているかのように激しく明滅しながら声を発しているのだ。

「我が光球だとするのなら、汝なんじもまた光球ということになるのだが。その辺は理解出来ているかね？」

　その光球の言葉を聞き、初めて自分の身体も眼前にあるのと同様の光球であることに気が付く。

　確かに手も足もなければ、当然視覚や聴覚といった感覚も無い。それなのに何故か見て、聞けるのだ。

「どうなっている？」

　自分の現在の状況を理解しつつも、全く焦りといったものが湧き上がってこないままに呟つぶやく。この辺は、田舎で育った大らかさゆえなのだろう。

　山奥では夜になれば殆ど明かりの無い中で山道を歩くというのも珍しくはない。そんな状況になったとき、パニックを起こすのが最も危険なのだから。その経験が普通なら混乱状態になるはずの状況で玲二を落ち着かせていた。

「落ち着け、後継者候補よ。……いや、取り乱してはいないか。さすが我が後継者候補と呼ぶべきか」

「後継者、候補？」

「うむ。そのために汝の魂が消滅する寸前に我がこの場に隔離したのだ」

　光球の話す魂の消滅という言葉に、鉄骨が迫ってくる場面を思い浮かべる玲二。確かにあの状況で助かる可能性はまず無いだろう。

「そうだな。確かに俺は死んだ……はずだ。じゃあここはいわゆる死後の世界って奴か？」

「否。ここは世界と世界の狭はざ間まにある一種の精神世界。我が後継者を捜して術を行使し、汝がそれに引っ掛かった」

　抑揚の少ない声でそう告げる光球に、玲二がピクリと反応する。

「それは、あれか？　お前が因果律とかそういうのに干渉して、俺を殺したとかか？」

　昨今の小説や漫画、映画、ゲーム等を嗜たしなむ玲二にとってはお馴な染じみの展開ではある。……もっとも、それが自分の身に起きたのだとしたら嬉うれしくはないのだが。

　しかし、目の前の光球は再び明滅しながら声を発する。

「否。我が行使した術は、我の後継者となり得る資質を持つ者の魂が死に瀕ひんしたとき、死後の世界へ向かう前に一時だけこの精神世界へと誘いざなう術である」

　その言葉を聞き、多少ではあるが気分が軽くなったように玲二には感じられた。この光球の言っている内容が事実だとしたら、自分の死はこの光球には何の関係も無いらしい。……ただし、その話している内容が全て事実だとしたら、だが。

　さすがに初めて会ったばかりの見知らぬ他人……と言うか見知らぬ光球の話を全面的に肯定は出来なかった。

　とは言え、いつまでもこのままという訳にはいかないので、玲二は話の先を促す。

「続けてくれ」

「うむ。先程も言ったが、我は自分の後継者たりえる存在を呼び出す術を行使した。その結果現れたのが汝となる。ゆえに後継者候補」

「さっきから気になってたんだが、何の後継者なんだ？」

「すでに消失寸前となっている魔術、魔獣術と呼ばれる魔術の後継者だ」

　どこか悲しげに呟き、明滅する光球。

「我は汝を呼び出したときに、その記憶を大雑把にだが読み取らせて貰った。我の世界は汝の世界とは違い、魔術というものが存在する。その魔術の中でも我は強大な魔力を持つ魔術師であった。そしてそれは我の一門も同様。その我の一門が生み出したのが魔獣術と呼ばれる魔術となる」

「生み出したのがお前の一門で、それがすでに消失寸前ってことは、かなりマイナーなんじゃないのか？」

「それは否定せん。そもそも魔獣術を使うための前提条件が、莫ばく大だいな魔力を持っていることなので、どうしても才ある者が集まった我が一門の者以外には使いにくい魔術なのだ」

「膨大な魔力って……それは俺にもあるのか？」

　その膨大な魔力が魔獣術とやらの前提条件である以上、その後継者と見なされた自分にもその魔力が無いと話にならないだろう。そう思って尋ねた玲二だったが、光球の返答は予想を超えたものだった。

「ある。と言うか、世界でも最高峰の魔力を持つと言われたこのゼパイル・ゾンドよりも巨大な魔力を持っている。それこそ汝の世界では汝以上に強大な魔力を持つ者は存在しないほどに。それほどの魔力を汝はその身に宿しているのだ。……魔術の無い世界に何故汝のような突然変異とも呼べる存在が誕生したのか。興味深い事例ではあるが、すでに我にはその謎を解き明かす時間は存在しない。ゆえに良く聞いて判断して欲しい」

　それから光球の語ったことは以下のようなものだった。

　この光球の世界には先程も言ったように魔術というものが存在している。そしてそんな魔術師たちの中でも選よりすぐりの魔力を持った、世界でもトップクラスといえる魔術師たちが集まって作ったのが、光球の言う一門らしい。

　魔術師のみの集団ではあったが、その戦力は一国を数時間で滅ぼすと言われるほどの戦力だったとか。そんな世界でも選りすぐりの魔術師たちが集まって生み出された、ある種の奥義とも言える存在が先程光球の告げた魔獣術と呼ばれている魔術だった。

　しかし、その魔獣術を使うには莫大な魔力が必要であり、光球の一門以外に使いこなせる者はいなかった。そして不幸なことに、一時代に天才と言われる魔術師たちが集まった影響か、下の世代には光球たちほどに才ある魔術師が現れることは無かったらしい。他にも、魔獣術を実行するときに魔術的な制約によりその効果を高めている関係上、一生で一度しか使えないというのも魔獣術が広まらなかった大きな理由だろう。

　そして天才と呼ばれる魔術師たちでも当然寿命は有限であり、一人倒れ、二人倒れとその人数を次第に減らしていくことになった。

　そんな一門の中で最後まで生き残ったのが目の前の光球であったが、それでも寿命には勝てない。自分たちの生み出した魔獣術がこのまま消え去るというのは我慢出来ない。しかしこの世界には魔獣術を継げる者はいない。なら他の世界なら？　という考えで、光球は己の命と魔力の全てを使い生涯最後の術を行使した。そして世界と世界の狭間に精神世界を創造し、数百年近く魔獣術を継ぐ資質のある魂が世界から離れていくのを捜しており、それに引っ掛かったのが玲二の魂だった。

「なるほど、大体の事情は分かった。……ちなみに、もしそれを断ったとしたらどうなる？」

「どうにもならん。汝はこのまま死後の世界へと旅立ち、新たな命として再び生を得るだろう」

「じゃあ、魔獣術を継ぐと言ったら？」

「その場合は我が汝の触媒となり、汝に新たなる肉体を授けよう」

　光球のその言葉を聞き、玲二の光球はピクリと動く。

「……ちょっと待て、色々と聞き逃せない単語があるんだが。まずはお前が触媒になるっていうのは？」

「そのままの意味だ。我の知識を汝に渡すために必要な手順となる」

「それは、あれか？　お前と俺が融合するという感じなのか？」

「否。我はあくまでも触媒に過ぎない。汝に必要最小限の知識を譲渡した後は、そのまま汝に吸収され消えていく。ただし、汝と我が一つになるというのは変わらない。主体はあくまでも汝であるが、倫理観の類たぐいは我の世界で生きるのに適応して変化するものと予想される」

　少なくとも自分の人格はそのまま残ると聞き、思わず安あん堵どの息を吐く玲二。そして次の質問に移る。

「必要最小限の知識？」

「そうだ。魔術とは想像力に多大な影響を受ける。ゆえに我の知識の全てを汝に授けると、それは固定観念となる。そして汝の魔術に悪影響を及ぼすだろう」

「……なるほど、知識については理解した。それで新しい肉体というのは？」

「汝は汝の世界で己の肉体を失っている」

　光球のその言葉に、目の前に迫ってきた鉄骨を思い出す。確かにあの鉄骨に潰されたのだとしたら、自分の肉体はまずまともな状態ではないのは玲二にも想像出来た。

「まあ、それは確かに」

「ゆえに、我と我が一門が魔力と技術の粋を集めて創造した、新たなる肉体に汝の魂を定着させる」

「なるほど、それが新たなる肉体か」

「また、汝が魔獣術を継いだ後に当然我は消滅する。ゆえに我と我が一門が残した幾つかの魔法道具は汝の物となる」

「世界最強の魔術師たちの遺産、か。至れり尽くせりだな。だが、新しい肉体となると魔力云うん々ぬんの話はどうなるんだ？」

「問題無い。魔力とは魂に備わっているものであり、肉体に備わっているものではない。ただし、注意せよ。汝が受け継ぐ魔獣術は、その存在を知れば多くの者が求めるだろう。我等の生み出せし魔獣はかつて一国の軍隊すらも滅ぼすだけの力を発揮したのだから。ゆえに、権力を持つ者たちは敵対すれば身の破滅を、そうでなければ自らの陣営に引き込まんと手を打ってくるだろう。そして後者の場合でもその者に協力しないのであればいっそのこと……と命を狙われるのは目に見えているだろう。ゆえに汝は魔獣術について出来るだけ隠さなくてはならん。その上で、汝に魔獣術で生み出された魔獣がどこまでも高みに昇って欲しい」

「魔獣術を隠さなければならないというのは理解出来たよ。それに、俺が持ってるっていう強大な魔力はそのままってのも。けど、それならお前自身がその肉体を使って生き返るという手段は使えないのか？　最初から俺が魔獣術を使うんじゃなくて、お前自身が育てた魔獣を高みへと導くとかすれば……」

「否。我が魂とその肉体は適合性の問題があり、なおかつ我の魂はすでに年老いて磨すり減っている。好奇心や探求心、未知への渇望と言ったものがすでに存在していない我では、魔術師としての生をこれ以上は望めない。そして何よりも、我の生み出せし魔獣は国が連合を組んで討っており、すでに存在していない。ゆえに汝なんじに我等が生み出した魔獣術の可能性を託すのだ。……これで汝に伝えるべき内容は全て伝えた。ゆえに問おう。我と我等が残せし魔術を継承するや否や？」

「このままここで断ったとしても、死後の世界とやらに行くだけなんだろうしな。いいだろう、その申し出を受けさせてもらう」

　玲二の言葉に光球が数回明滅する。

「感謝する。ではこれより始めよう」

「ああ。どうすればいいんだ？」

「難しくはない。この空間にいる時点ですでに準備は整っている。後は我と汝が接触すれば、自動的に完了して汝が再構成される。同時に新たなる肉体に汝の魂が定着して覚かく醒せいするだろう」

「分かった。……やってくれ」

「うむ。ではこれより開始する」

　そう宣言すると、光球は玲二の方へと近づき……そのまま重なる。

「佐伯玲二、汝に感謝を。そして新たなる人生に幸多からんことを」

　光球のその言葉と同時に、玲二の意識は闇に沈んでいった。







　第一章







　奥深い森の中にその建物は存在していた。周囲にあるのは天を突くかのような大樹ばかりであるにもかかわらず、何故かその建物には柔らかな日光が降り注いでいる。そんな建物の中は一切の人ひと気けが無く、生き物の気配も無い。だが、不思議なことに何故かその建物の床には埃ほこりは一切積もっておらず、清潔な状態が保たれていた。

　そんな建物の中にある一室で玲二……否、かつて佐伯玲二と呼ばれていた人物は目を覚ます。

「……ここは一体？」

　周囲を見回し、額に手を当て数秒考え込むが、すぐに何かを理解したかのように頷うなずく。

「そうか、俺はあの光球を吸収して……あぁ、なるほど。知識はある。そして意識は俺のままだ」

　呟つぶやきながら周囲を見回し、ようやく自分がベッドで寝ていたことに気が付く。床には魔法陣が描かれており、つい今し方まで眠っていたこの肉体に何らかの魔術を施していたのだろうと予想出来た。ベッドから起き上がり、枕元に置かれていた衣服を身につける。

「新しい肉体か。……どんな身体になったんだ？」

　あの光球、ゼパイル・ゾンドの用意してくれた水の入った桶おけへと自分の顔を映してみる。

　そこに映し出されているのは真っ赤な髪をした少年の顔だった。顔立ちはどちらかと言えば美形よりと言っても問題無いと思う程度には整っている。目の色は青で真っ赤な髪との対比が印象に強く残るだろう。身長百六十五センチ程度で、外見年齢的には十五歳前後といったところか。生前の年齢が十七歳だった玲二にしてみれば、二歳ほど若返ったことになる。

「もっとも、ゼパイルから貰もらった知識によると十分とんでもない肉体らしいが」

　玲二が教えて貰ったゼパイルの知識によると、この肉体はゼパイルとその一門が魔力と技術の粋を結集して作った……否、創ったものだ。老化によって一門が消滅していった経緯があるため、不老処置を施されている。

　そして不老ではあっても不死では無いというのがポイントだ。さすがに世界有数の魔術師たちが集まっても不老不死という人類の夢には到達出来なかったようだ。その代わりに驚異的な回復力が宿っており、身体能力に関してもかなり高性能に創られているらしい。

　ゼパイルの知識から自分の肉体の性能の情報を引き出し、大体の理解をした後はテーブルの上にあった水差しへと視線を向け、ふと気が付く。

「そう言えばこの水も数百年前の物なんだよな」

　そう呟き、コップへと水を注ぎじっと見つめる。ゼパイルの言葉が正しいのなら、魔獣術の後継者を捜すためにあの光球になって世界の狭はざ間まにある精神世界に引き籠こもったのが数百年前。当然この肉体や水、ベッド、衣服等にしても、ゼパイルが光球になる前に用意された物のはずだ。それがここまで新鮮な状態を保っているというのを考えると、世界でも有数の魔術師たちが集まって出来た一門というのを実感することが出来た。

　まるで山奥の清水を汲くんできたばかりと言われても、信じられるほどに新鮮な水だ。東北の山奥と呼んでもいいような田舎に住んでいた玲二としては、美う味まい水というのは飲み慣れていた。だが、それらと比べても天と地ほどの差があるように感じられ、あまりの美味さに一息でコップの中の水を飲み干し、さらに数杯。そしてようやく一段落する。

　ゼパイルからの知識でどこにどういう物があるのかというのは大体理解しているが、それはあくまでもゼパイルから譲られた知識だ。実際に自分の目で確かめる必要性はあるだろう。そう判断し、まず最初に部屋の中を見回す。

「ん？　これは……」

　最初に目に留まったのは、壁に掛けられている絵だった。そこには十二人が描かれている。

　地術、水術、風術、光術、闇術、時魔術、空間魔術、召喚魔術、錬金術、数術、古代魔術。そしてそれらを率いる火術を操るゼパイルの十二人だ。すなわち一国を数時間で滅ぼせると言われた一門というのが、この絵に描かれている魔術師たちなのだとゼパイルの知識が教えてくれている。

　だが、玲二がその絵に目を奪われたのはそれだけではない。その絵の中の一人、数術を操る人物の着ている服だ。それはどう見ても日本の中学生や高校生が着ている黒い学生服で、おまけに本人も黒髪、黒目と日本人の特徴を備えている。ゼパイルの知識からその人物のことを引き出す。

「タクム・スズノセ。数術士、か。これはどう考えても俺と同郷だろう」

　ゼパイルの知識にあるタクム・スズノセという人物は、不老という特性を持っていた。そしてタクム・スズノセの特性を取り入れ、より改良されて創り出されたのが今の玲二の肉体だとゼパイルの知識は教えている。

　だが、不老のはずの人物が死んでいる。それを不審に思った玲二は再度ゼパイルの知識を引き出す。

　その結果判明したのは、タクム・スズノセは大国の権力闘争に巻き込まれた末に毒を盛られたというものだった。その後は何とかゼパイルたちの下に逃げ込めたのだが、結局解毒が間に合わなくてそのまま……という流れのようだ。

「貴族とか普通にある世界らしいから、権力闘争に巻き込まれたらそうなるか」

　ちなみにタクム・スズノセの使う数術というのは彼個人のオリジナル魔術であり、彼以外に扱える者はいなかったらしい。その効果は対象を数値化出来るというものだった。玲二はゲームに出て来るステータスやアナライズ、鑑定といったものと同じだと判断する。

　この世界では全く未知の魔術であったらしいが、サブカルチャーをこよなく愛していた玲二にとってはなんとなく理解出来る能力だった。




「これは……時魔術を使ってこの屋敷の時間を止めていたのか」

　先程の部屋には他に気になる物が無かったため、外へと出て塵ちり一つ無い通路を見て思わず玲二は呟き、そしてゼパイルの知識に導かれるように廊下を進み、やがて数分と経たずに『この扉を開ける者、魔獣術の資格無き者には呪いが降りかからん』と書かれたプレートが掛けられている研究室へと辿たどり着く。

　この世界の文字で書かれている文章だったが、ゼパイルを吸収したおかげなのだろう、全く問題無くプレートの文字を読むことが出来ていた。

　ゼパイルの知識によると、魔獣術の後継者となれるほどの魔力を持たない者がこのドアを開けようとした場合、瞬時に燃やし尽くされるほどの業火が襲い掛かってくるらしい。

「随分と過激なセキュリティだ」

　茶化したように呟きつつも、そっと扉へと手を伸ばす玲二。ゼパイルから魔獣術の後継者としてお墨付きを貰っていたとしても、やはり万が一を考えてしまうのだろう。

　だが、伸ばした手はあっさりと扉へと触れ、本人も呆あつ気けに取られるほど簡単にドアは開かれる。

　安あん堵どの息を吐きつつ、研究室の中へと入って行く。

　研究室の中は先程の部屋と比べてかなり広かった。玲二の感覚で言うと三十畳ほどの部屋、となるだろうか。そのうちの半分、奥の方にある床には巨大な魔法陣が描かれている。入り口近くの半分は、寂しくテーブルが一つ置かれているだけだ。

　ただ、その代わりという訳ではないのだろうが、唯一存在しているテーブルの上には細さい緻ちな飾りの施された宝石箱がポツンと置かれているのを発見した。多少の危機感は抱いたものの、そっと手を伸ばして蓋ふたを開ける。宝石箱の中に唯一入っていたのは、直径十センチ程度の腕輪。

　腕輪を宝石箱から取り出して眺める。確かに一見すると綺き麗れいな腕輪にも見えるが、それでも宝石箱の方が細かな細工や宝石が埋め込まれていたりと金銭的な価値が高いように玲二には思えた。

　違和感。腕輪を手に取った玲二の頭を過よぎったのはそれだった。金銭的な価値の高い宝石箱の中に、それほど金銭的な価値が高くない腕輪を入れておくというのは普通に考えてありえないだろう。つまりこの腕輪には何かある。そう判断した玲二はゼパイルの知識を引き出す。

　幸い、手に持っている腕輪の知識は必要最小限と言われていた知識の中に入っていたらしく、その存在をすぐに理解する。

　この腕輪はゼパイル一門の空間魔術師リズィ・フローと、世界最高の錬金術師と言われたエスタ・ノールの二人をメインに、数術士のタクムも協力して魔力と技術の粋を集めて作りあげた代物で、ゲームではよくあるアイテムストレージで、名前は『ミスティリング』というらしい。

　思わぬ品にニヤリとした笑みを浮かべた玲二は、ミスティリングを一いつ旦たん宝石箱の中へと戻し、続けて部屋の奥にある魔法陣へと歩み寄っていく。

「これが魔獣術のための魔法陣、か」

　魔獣術。すでにそれがどんな魔術なのか、玲二はゼパイルの知識から引き出して知っていた。

　この魔法陣の中心で呪文を唱えると、魔法陣が施術者から魔力を吸収する。そして吸収した魔力を基に魔獣が生み出されるのだ。

　なお、生み出される魔獣に関しては、施術者の魔力、内面、性格、深層心理、趣味嗜し好こうといった様々な要素が複合的に関係してくるので、自分で任意に選んだりは出来ない。

　それだけならゼパイル一門の奥義と言える魔術とは言えないだろう。だが、この魔獣術により生み出された魔獣はある特性を持っている。すなわち、魔獣の体内に必ず存在している魔石を魔獣術により生み出された存在が捕食することにより、より強く、より強大に、より素早くと進化していくのだ。そしてその進化は捕食した魔石により千差万別であり、無限の可能性と称されるのに相応ふさわしい可能性を持っている。その進化の先、すなわち魔獣がどこまで強くなれるのかについては、理論上では際限が無いとなっているが当然そこまで魔獣を育て上げた者は存在していない。だが、ゼパイル一門の魔術師が魔獣術で作り出した魔獣は、一国の軍隊を相手にしても互角以上に戦えるほどの存在と化していたらしい。

　ただし、注意事項として魔獣術で生み出された存在が捕食出来るのは、あくまでもその魔獣や魔獣術を使った者が戦闘に参加して倒した魔獣の魔石でなければいけないという制限がある。これは、敵の魔獣と戦うことにより魔石の放っている魔力と、自分の魔力の波長を合わせることが魔石を吸収するためのプロセスの一つとなっているためだ。

　すなわち、魔獣術とは己と共に育っていく魔術、とでも言い換えられる代物なのだ。

　なお、魔法陣が吸収する魔力が莫ばく大だいなために、通常の魔術師では魔力どころか生命力や命といったものまで吸収されてしまい、さらに不純物が混ざってしまう関係で魔獣が生み出されずに儀式は失敗に終わる。

　改めて魔獣術についての知識を引き出すと、深く深呼吸をして魔法陣の上へと進み出る。

（ゼパイルとの契約もあるし、何より俺自身が魔獣術とやらには興味を惹ひかれている。ならここで試さない手はないな。……にしても、俺はもう少し慎重だったと思うんだが……これも吸収の影響か？）

　内心で呟つぶやく玲二。吸収前にゼパイルが言っていた変化、それがこれなのかもしれない。そう考えつつ、魔法陣の中央に立ち口を開く。

　魔法陣を起動させる呪文については、ゼパイルの知識の中に存在していたので躊躇ためらいは無かった。

『我、魔力と共に魔獣を生み出す者。魔獣と共に生きし者。我が魔力を喰くらい、我が内に眠る魔獣をこの世に顕現させよ。我と共に生き、我と共に死す。その姿を現せ！』

　魔力を言葉に乗せて紡ぐのがすなわち呪文。本来なら数年の修行が必要なその行為も、ゼパイルの知識を受け継いだ玲二は寸分の狂いもなくやってのけていた。世界最高峰の魔術師であるゼパイルですら驚いたほどの莫大な魔力をその言葉に乗せて。

　すると次の瞬間には玲二の乗っていた魔法陣が光り始め、徐々に、徐々にその輝きは強くなっていく。玲二から放たれた莫大な魔力を吸収してその光を増しているのだ。しかし、いくら玲二が莫大な魔力を持っているとは言っても、その魔力は当然無限ではない。魔法陣が輝き始めてから五分、十分、二十分。

「ぐぅっ！」

　やがて限界が近付き、魔法陣に片かた膝ひざを突く。そして次の瞬間、すでに周囲を見ることすら出来ないほどの輝きを放った魔法陣が一際眩まばゆく輝き……唐突に魔法陣からの発光が消え去る。

「で、出来た……のか？」

　限界近くまで魔力を魔法陣に吸い取られたため、半ば朦もう朧ろうとした意識のまま周囲を見回す玲二。その目に入って来たのは、艶つやのある黒。漆黒とでも呼ぶべき色の繭のようなものだった。その繭が次第にひび割れ……砕け散ったのを見た瞬間、玲二の意識は闇へと沈んでいく。気を失う寸前に玲二が感じたのは、ふさふさとした温かい何かと、『グルルゥ』という甘えたような声。そしてカランッと何かが床へと落ちる音だった。
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「グルルルゥ」

　そんな声を聞きながら目覚めた玲二が感じたのは、妙に手触りの良い温かい毛並みだった。

「……んあ？」

　目を擦こすりながら周囲を見回すと、まず目に入ってきたのはふさふさの毛並み。その毛並みを持った何かが、まるで玲二を守るかのように己の身体を枕にして玲二を寝かせていたのだ。

　そのことに気が付き、目の前にある毛を撫なでながら周囲を見回す。するとどこか心配そうに玲二の顔を覗のぞき込んでいた存在と目を合わせることになった。

『…………』

　お互いが無言でそれぞれの顔をじっくりと見つめ合う。

　玲二の目に映っているのは、黒く鋭いクチバシに円つぶらな青い瞳ひとみだ。その青い瞳は、どこか心配そうに玲二の様子を確認している。

　自分と同じ青い瞳だな、と何となく思った次の瞬間には目の前にある顔、すなわち猛もう禽きん類るいの顔が玲二の顔へと押しつけられていた。

「グルゥ」

　まるで猫が甘えているかのようなその仕草に、思わず笑みを浮かべながら鳥の頭を撫でる。

　するともっともっとと言うようにさらに頭を擦りつけてきた。そんな鳥の頭を撫でながら、ふとその全体を見渡した玲二が手を止める。

「グルゥ？」

　どうしたの？　とでも言うように小首を傾げる鳥をそのままに、自分が寄り掛かっていた場所へと視線を向ける。するとそこにあったのは、予想していた鳥の羽毛ではなく、滑らかな手触りの、まるでシルクのような毛並みだった。猫科……というよりは、獅し子しの身体のように見える。ただし前足に関しては猛禽類のそれらしく鋭く尖とがっていた。獅子の身体に猛禽類……否、鷲わしの頭、前足、そして折りたたまれてはいるが、背からは翼も生えている。そんな幻獣の名前を玲二は知っていた。

「グリフォン」

「グルゥ」

　正解、とでも言うように再び鷲の頭を擦りつけられる。そこまで呟き、玲二はようやく自分が何故気を失っていたのかを思い出すことが出来た。

「そうか、俺は魔獣術の儀式をやって……」

　グリフォンの存在に納得すると、改めて目の前にいる魔獣へと視線を向ける。躍動感に満ちている獅子の身体に、鋭くも愛らしい鷲の顔。折りたたんでいる翼を抜かした大きさは大体二メートルほどだろうか。
















　玲二の記憶にあるグリフォンと言えば、当然ゲームや小説に出てくるものだった。それらの知識では、グリフォンというのは非常に獰どう猛もうであり攻撃的となっている。しかし、目の前にいるグリフォンにそんな様子は一切無い。むしろ、仔こ猫ねこがじゃれついてくるかのように顔を擦りつけてくるその様子を見て、獰猛云うん々ぬんというのはちょっと考えられなかった。

「あるいは魔獣術で生み出されたグリフォンだからか？」

「グルゥ」

　そう呟いたとき、丁度タイミング良くグリフォンが喉のどの奥で鳴く。

「……もしかして俺の言葉を理解しているのか？」

「グルゥ」

　当たり、とでも言うように再びグリフォンが鳴くのを見て、ゼパイルの知識を引き出す。

　それによると魔獣術で生み出された魔獣の能力は、魔法陣に吸収された魔力量によって千差万別となっていた。つまり、玲二の莫大な魔力を基に生み出された目の前のグリフォンは、それだけ高い能力──少なくとも人語を解する能力──を持っているのだろう。

「なるほど、大体分かった。……まずは名前を付けるか」

　目の前のグリフォンは何故か最初から玲二に懐いてはいるが、本来の魔獣術の手順で言えば魔獣を生み出した後、名前を付けて初めて魔獣の存在が確立されるのだ。

「グリフォン、空、嵐……セトっていうのはどうだ？」

　セト。それはエジプト神話に登場する神の名前であり、嵐を司る神とされている。他にも荒々しさや戦争も司っており、偉大なる強さを象徴する神としても知られていると説明する。

　自分を守るかのように存在していた目の前のグリフォンを見て、連想された名前がそれだった。

「グルルルゥ」

　セトの由来を聞いたグリフォンも嬉うれしげに喉を鳴らす。

「よし。今日からお前はセトだな。俺は玲二。……いや、違うな。それは前の俺の名前だ」

　懐いてくるセトの頭を撫でながら考える。佐伯玲二という存在はあの鉄骨に押しつぶされて死んだのだ。今ここにいるのは、佐伯玲二がゼパイルを吸収した存在。いくら主な人格は玲二のままだとは言っても、そのまま佐伯玲二という名前を使うのはどこか違和感がある。また、ゼパイルの知識によればエルジィンというこの世界に佐伯玲二という名前が合わないというのも理解している。

「玲二……そうだな、これからはレイと名乗るか。よろしくな、セト。俺の名前はレイだ」

「グルルゥ」

　そう告げてセトが返事をした瞬間、脳裏にスキル一覧なるものが浮かび上がった。

「これは、何だ？」

　突然脳裏に表示されたその文章。レイの感覚で言えばゲームのステータス画面のようにも見える。……その割にはスキル一覧としか書かれておらず、ＳＴＲ、あるいは力、攻撃力といったゲーム的にお馴な染じみのものは表示されていない。それ以前にそこに表示されている名前はセトであってレイ、あるいは玲二では無いのだ。

　慌ててゼパイルの知識から情報を引き出す。

「……なるほど、お前の仕業かタクム」

　そう、魔獣術を作り出すにあたってタクムが手を出したのがこのスキル一覧だった。セトが魔石を捕食することにより、覚えたスキルを表示出来るようにしたのだ。さすが現代日本から転移してきた存在と言うべきだろう。

「いや、便利と言えば便利だからいいんだけどな」

　せっかく異世界へと来た、あるいは生まれ変わったというのに、微妙に日本の残り香がする状況に苦笑を浮かべ、セトと共に立ち上がる。

「グルル」

　と、そんなレイを見ていたセトが、今まで自分の陰となっていた場所から細長い物体をクチバシで咥くわえてレイへと差し出す。

「これは……鎌？」

　鎌、と言ってもそれは草刈り用の鎌ではない。柄の長さが二メートルほど、刃の長さが一メートルほどという、まさに死神の大鎌。デスサイズと呼ぶのに相応ふさわしい代物だった。

「これを、どうしろと？」

「グルゥ」

　これはお前のだ、と言わんばかりにクチバシに咥えた大鎌を差し出され、反射的に受け取る。

　柄の部分は黒く、刃の部分も黒い。総じて漆黒とでも呼ぶべき色をした大鎌を手に、レイはふと思い出す。

「そもそも俺がこの研究室に来たときは大鎌なんて存在していなかった。つまりいつの間にか現れていたんだよな。……考えられる可能性は一つ、か」

　今日だけで何回目だろうか。再度ゼパイルの知識から情報を引き出すと、その結果はすぐに出た。

「やっぱり魔獣術が原因、か」

　ゼパイルの知識によれば、魔獣を生み出す過程で莫ばく大だいな魔力が放出され、生み出された魔獣が許容出来る以上の魔力が放出されると、その余剰魔力はマジックアイテムとして生み出されるらしい。もちろんそうなるよう術式に手を加えたのはタクムだった。

　だがゼパイルやその一門が行った儀式では、放出された魔力全てが魔獣を生み出すのに使用されていたため、マジックアイテムが生み出されることは無かったらしい。つまりタクムがお遊びで付け加えた術式が、レイの莫大な魔力ゆえにその効果を発揮したのだ。

「で、タクムが関係しているとなると……」

　その大鎌を手に、ステータス、と内心で呟つぶやくレイ。すると当然とばかりに持っていたマジックアイテムのステータスが脳裏へと表示される。




【デスサイズ】




「って、死神の大鎌そのままの名前かよ。もう少しくらい捻ひねってもいいんじゃないか？」

　とは言っても、文句を言うべきタクムはすでにこの世に存在していない。溜ため息いきを吐きつつもデスサイズの説明を読んでいく。

　一つ目の能力は、魔術の発動体。莫大なレイの魔力で創られたマジックアイテムであるため、その性能は極めて高い。

　二つ目の能力は、セトと同じく魔石を吸収して新たな効果を獲得することが出来る。同時にセトと同じように獲得した能力のリスト化も可能。

　三つ目の能力は、重量軽減。デスサイズと同じ魔力波長を持つ者。つまりレイとセトに限り、殆ほとんど重さを感じずにデスサイズを振り回せる一方で、それ以外の者が持った場合は本来の重量となる。

　四つ目の能力は、魔力を通すことにより大鎌としての基本性能が上がる。

　これらの事柄が脳裏のステータス覧には表記されていた。

「これは……確かに魔術の発動体としての効果もある武器というのは嬉しい。嬉しいんだが……普通、こういうときは剣とかじゃないのか？　何で大鎌？」

　性能は圧倒的なのだが、使いこなすのが難しそうな玄人くろうと好みのマジックアイテム。それがデスサイズを持って感じたことだった。

　ひょいっとばかりにデスサイズを持ち上げ、重量軽減の効果を早速実感する。

　本来、この大きさの金属なら重量は十kgや二十kgどころではないだろう。だが、今レイが持っているデスサイズは殆ど重さを感じない。感覚的にだが百ｇあるかどうかといった所か。

「確かにこれは凄すごいな」

「グルゥ」

　レイの感嘆の言葉に、セトも喉の奥で鳴いて同意する。

「さて、最大の目標であった魔獣術は無事継ぐことが出来た訳だが……これからどうする？」

　セトの、まるでシルクのような滑らかな毛を撫なでながら呟くレイだったが、これからの目標はともかくこのままこの建物にいるという訳にいかないというのはすぐに分かった。何しろ飲料水はともかく、食料が十日分程度しか残っていない。

「いや、食料はあっても俺の分だけでセトの食う分が無いな」

　魔獣術で生み出された存在だといっても、当然生きている以上は食料は必要だ。セトの体長二メートル以上という大きさを考えると、この屋敷に留とどまっていられるのは一日。頑張っても二日といった所だろう。

「と言う訳で、早めに人のいる街なり村なりに行かないといけないんだが……」

　ゼパイルの知識によると、この屋敷は空間魔術による結界が張られているのだが、周囲の森には凶悪な魔獣が多数生息しているとある。何故そんな場所にこの屋敷を建てたのかと言えば、ここがゼパイルたちにとって一種の避難所のような場所だったからだ。そのため、凶悪な魔獣が多数生息しているこの森に強力な結界を張って魔獣は屋敷に入ってこられないようにし、なおかつ外敵への防衛用に魔獣を利用することを考えたのだ。

「それはいいんだけど、ファンタジー世界初心者の俺がそんな魔獣の住んでる森を抜け出せるかどうか……ってのは考えて欲しかったんだがな」

　愚痴るように呟き、思わず溜息を吐くレイ。

「グルルゥ」

　片方二メートル近くもある翼を広げるセトだったが、レイは軽く首を振る。

「空を飛んでいくのはちょっと難しいな。何しろ竜種すら住み着いているらしいし」

「グルゥ」

「気にするな。そもそもセトにしろ俺にしろ、どれだけの力を持っているのか分からないんだからな」

　セトの頭を撫でながら慰めるように話し掛けつつ、何か無いかと周囲に視線を向けると宝石箱が視界に入る。そう、ミスティリングの入っている宝石箱がだ。

　ミスティリングの中に何か使える物があるかもしれない。そんな期待を胸に宝石箱の前へとセトと共に移動する。

「グルルルルゥ」

　何故か宝石箱を見て機嫌良さそうに喉のどを鳴らすセト。その様子を見ていたレイは、グリフォンは宝物を集めるという伝説があったのを思い出す。

「セト、しばらくその宝石箱で遊んでてもいいぞ」

「グルゥ」

　その言葉に、セトは嬉しそうに宝石箱へと頰を擦りつける。レイはその様子を微笑ましげに眺めながらミスティリングへ右手を通す。するとレイの腕よりも幾分か大きかったはずのミスティリングは見る見る縮まり、レイの手首に丁度いい大きさへと自動的に変化した。

「で、ゲームとかだとリストが表示されるんだけど……あぁ、思うだけでいいのか」

　脳裏に展開されたリストを見たレイは思わず溜息を吐く。確かにミスティリングの中には幾つかの道具、それもマジックアイテムが入っていた。だが、その数は全部で十にも満たず、最も期待していた食料の類たぐいも存在していない。

　しょうがないので、現状を打破するために必要そうなマジックアイテムをゼパイルの知識から探っていく。その結果見つけたのは使えば自分がどの系統の魔術を使えるのかが分かる『診断のオーブ』と呼ばれる使い捨てのマジックアイテムだった。

　世界最高峰の魔術師であるゼパイルから莫大な魔力を持っていると断言されたレイは、自分がどのような魔術に向いているのかを確認するためにも診断のオーブをミスティリングから取り出して自分の魔術適性を調べることにする。

　自分の魔術適性を想像しながら診断のオーブへと掌てのひらを置く。これで使用者の魔術適性のシンボルがオーブへと現れるのだ。例えば水の魔術適性がある場合は水滴が、空間魔術の適性がある場合は扉が、錬金術の適性がある場合はフラスコが、という具合にだ。

　そして期待しながらオーブへと視線を向けたレイの目に映ったのは炎のシンボルただ一つのみだった。そして、炎のシンボルが現れたと同時に使い捨てのマジックアイテムでもある診断のオーブは、サラサラと細かい砂のようになって崩れていった。

「待て。ちょっと待て」

　数秒と経たずに消え去った診断のオーブのあった場所を見て、思わずといった様子で呟く。

「グルゥ？」

　少し離れた場所で宝石箱を愛めでていたセトも何かを感じたのか、振り向いてレイの方へと視線を向ける。

「俺の魔術適性が炎だけ？　それはあれか？　炎の魔術師であるゼパイルを吸収したからか？」

　そう呟きながらも、内心では違うだろうと判断する。吸収した際に得た知識によれば、確かにゼパイルは自分のことを火術士と称していた。だが、それは火の魔術が一番得意であったからそう名乗っていたのであって、当然のように他の魔術もある程度は使いこなしていたのだ。

「つまり、純粋に俺の適性は火の魔術にのみ特化している……のか？」

　ゼパイルにすら驚嘆された自分の魔力。それが火の魔術に特化しているのなら、予想以上の戦力になるのは間違い無い。だが……

「この森の中で魔術初心者の俺に火の魔術を使えと？」

　そう、問題はそれだった。当然火の魔術となると操るのは火であるのだが、周囲には森が広がっている。もし自分が魔術の制御に失敗したら、己の莫大な魔力で放たれた火の魔術はたちまちこの森を焼き尽くしてしまう可能性があるのだ。それも下手をしたらレイやセトごと。

「地水火風の中でも、せめて火以外だったら森の中でもそれなりに安心して使えたんだろうが……いや、どのみち明日には強制的にでもこの屋敷を出ないといけないんだから、手持ちの札で何とかするしかない」

　本来なら十日分の食料があるといっても、それはあくまでレイだけを対象にした場合だ。二メートルを超す肉体を持つセトにしてみれば、それこそ数食分にしかならないだろう。このままこの屋敷に残っていたら餓死をする。ゆえに明日にでもこの屋敷を出てなるべく早く村なり街なりに向かうというのがレイの出した結論だった。

「なら、まずは魔術をきちんと使えるかどうかの確認だな」

　ゼパイルから受け継いだ知識は、魔術を使うための必要最小限のものだ。固定観念が魔術に悪影響を及ぼす以上はしょうがないのかもしれないが、それでも今のレイにとってみれば恨めしい気持ちが浮かんでくるのはどうしようもなかった。

　未いまだに宝石箱を愛でている様子のセトからも心配そうな視線を向けられつつ、魔獣術に使う魔法陣から少し離れた場所へと移動する。

　一応床に描かれている魔法陣は魔獣術以外に反応はしないと知識は教えているが、それでも念には念を入れて困ることはないだろう。

　魔術の発動体であるデスサイズを握り、深く深呼吸をして意識を集中。すると自然に己の身に宿っている魔力を認識出来ていた。

　魔術とは言葉に魔力を乗せて発する呪文により世界を騙だまし、一時的に書き換え、己の望む結果を導き出す術だ。ゆえにその呪文は魔術師によって違うし、他の魔術師と同じ呪文を使っても同様の結果を得るというのは不可能に近い。もっとも、地水火風光闇以外の魔術はこの原則が異なっている部分もあったりするのだが、火の魔術適性しかないレイにとってはこれこそが魔術の真髄だった。

『炎よ、我が指先に集え』

　言葉に魔力を乗せ、呪文を唱える。この際に重要なのはイメージだ。呪文によって世界を書き換えるという過程は同じでも、術者のイメージが明確であれば明確であるほどにその効果は高くなる。そして、漫画、アニメ、映画、ゲーム、小説といったサブカルチャーを好んでいたレイにとって、その類のイメージはそう難しくはなかった。

　呪文によって世界の法則が書き換えられ、レイのイメージが浸透していく。

『小さき炎』

　呪文によってイメージが固定され、レイの右手人差し指の先に拳こぶし大の炎が現れる。

「人生初めての魔術、か」

　正確に言えば魔獣術こそがレイの人生初の魔術だったのだが、魔獣術は床に描かれた魔法陣の上で特定の呪文を唱えると魔法陣が施術者の魔力を吸収し、魔獣を生み出すという殆ど自動的に行われる魔術だ。最初から最後までを己の意志で行ったという意味では、確かに今の火の魔術がレイが自力で行った人生初の魔術と言えた。

「これ以上の魔術の練習はちょっと難しいな。下手をしたらこの屋敷ごと燃やし尽くしてしまう可能性もある。特に魔獣術の魔法陣を消失するのは絶対に避けたいし」

　チラリ、と魔獣術の魔法陣へと視線を向け、時間は無いとばかりに次にやるべきことを思い出す。

　ミスティリングの中に入っていたマジックアイテムの確認だ。その中の一つは使い捨てのものだったが、ゼパイルの知識によると残りはきちんとしたマジックアイテムだったからだ。

　よほどに宝石箱が気に入ったのか、猫のように喉を鳴らしながら顔を擦りつけているセトを横目に、先程同様にミスティリングのリストを脳裏に展開する。

　まず最初に目に入ったのは『ドラゴンローブ』だった。デスサイズという武器があるために防具を探したのだが、それっぽいのはドラゴンローブしか無かったのだ。

　小さく溜ため息いきを吐き、ゼパイルの知識からドラゴンローブの情報を引き出す。

　幸い、ミスティリングの中に入っている各種のマジックアイテムに関しては、ゼパイル曰いわく最小限の知識の中に入っていたので問題無く情報を引き出すことに成功する。











【ドラゴンローブ】

数百年を生きた竜の革を利用して作られたローブ。皮自体を竜の血や骨粉を使って染め上げているので、破格の魔術防御を誇る。また、竜の革を二枚重ね合わせて作られているローブで、革と革の間には竜の鱗うろこを挟んであるために物理的な防御力も高い。使われている革は火竜と水竜の物なので、暑いときには涼しく、寒いときには暖かくして快適な着心地を得られる。このローブを作った錬金術師、すなわちゼパイル一門の錬金術師であるエスタ・ノールが手を加えてあり、一見して高性能なマジックアイテムには見えないような隠いん蔽ぺい効果や魔力を通すことによりあらゆる汚れを消去する効果も付けられている。













　魔術防御の高さや物理防御が高いというその高性能ぶりに驚かされるが、何よりもレイを驚かせたのは、着るエアコンや洗濯いらずともいえる機能だった。

　ミスティリングのリストからドラゴンローブを選択すると、次の瞬間には右手に黒いローブが現れている。

　ドラゴンローブを身に纏まとい、次のアイテムへと目を移し、先程同様にゼパイルの知識から情報を引き出す。











【スレイプニルの靴】

八本足を持つ馬型の魔獣であるスレイプニル。その速度は地上を走る魔獣の中でも最高峰であり、なおかつ空をも走ることが出来る。その魔獣の革を使って作りあげた靴。効果としては装備している者の速度を上げてくれるというものと、数歩ではあるが空を蹴けって跳ぶことが可能になる。




















【風操りの腕輪】

装備している者に飛び道具、あるいは攻撃魔術が放たれたときに一度だけだが防いでくれる。使用後は十時間経たないと再度の効果を発揮しない。




















【剛力の腕輪】

装備している者の力を上げる腕輪。




















【吸魔の腕輪】

装備している者が敵を攻撃してダメージを与えた場合、ダメージ量に比例して魔力を吸収する。




















【ミスリルナイフ】

魔力と親和性の高いミスリル鉱石。その中でも最も高品質な鉱石を使って作られたナイフ。流した魔力量によって斬れ味が変化する。













　以上の五つをミスティリングから取り出して床へと並べる。

　使い捨てでもあった診断のオーブを入れて合計七つ。ミスティリングを合わせてこの八つのマジックアイテムだけがゼパイルがレイへと残した遺産だった。

　スレイプニルの靴を履き、ミスリルナイフの入った鞘さやを腰にぶら下げ、魔法を使う関係上吸魔の腕輪をミスティリングとは反対の左腕に身につけてからセトへと声を掛ける。

「セト、ちょっとこっちに来てくれ」

「グルゥ？」

　レイの呼びかけに、何？　と小首を傾げたセトが宝石箱から離れて近寄ってくる。

　そしてそんなセトへと風繰りの腕輪と剛力の腕輪を差し出す。

「このマジックアイテムをセトに身につけさせたいんだが、いいか？」

「グルルゥ」

　主人であるレイからのプレゼントに、嬉うれしそうに喉のどを鳴らしながら左右の前足を差し出す。

「これは……嵌はめられる、のか？」

　どう考えても腕輪の大きさよりも足の方が大きい。そう思いつつも、マジックアイテムだけに何とかなるだろうと判断して右足に風操りの腕輪、左足に剛力の腕輪を近づける。すると次の瞬間、スゥッと浮き上がった腕輪が大きさを変えてセトの両足へと綺き麗れいに収まった。

　さすがマジックアイテム、と感心しながら嬉しそうに喉を鳴らすセトの頭を撫なでるレイ。

　武器に魔獣術で作成されたデスサイズと腰に装備しているミスリルナイフ。防具に竜の革を使ったドラゴンローブ。足下にはスレイプニルの靴。そして右手首にはミスティリングを装備し、左手首に吸魔の腕輪。本人は全く自覚していないが、セトに装備させたマジックアイテムも含めて、この世界では超一級品とも言えるマジックアイテムばかりだった。

　装備した品を満足気に眺めていたレイだったが、ドラゴンローブに包まれた腹にセトが自分の頭を擦りつけてきた感触で我に返る。

「どうした？」

「グルルゥ」

　悲しげに鳴きながら、再びレイの腹へと頭を擦りつけるセト。

「腹が減ったのか？」

「グルゥ」

　コクリと頷うなずき、空腹を訴えるセト。それを見ていたレイも、自分がかなり空腹であるのに気が付く。

「そう言えば、起きてから何も食べてないしな。じゃあ、食堂で旅立ち前の最さい後ごの晩ばん餐さんと洒落しやれ込もう」

「グルゥ」

　頷いたセトと共に、研究室を出て食堂へと向かうレイ。

　その後、食堂の厨ちゆう房ぼうに残っていた味も素っ気もない黒パンを水でふやかして腹の中に入れ、最後の晩餐と呼ぶには寂しい夕食を終えた後は疲れもあって、寝室で異世界エルジィン最初の夜を過ごすのだった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　建物の周囲には巨大な樹木が連なっているにもかかわらず、何故か朝の清々しい光が差し込んでいる。周囲の空気も朝ということもあって非常に澄んでいた。もし森林浴をしたいという者がいたのなら、ここは絶好の場所だろう。……ここまで来られれば、だが。

　そんな建物から一歩を踏み出したレイとセトは周囲の様子を確認するように数分ほど進む。するとやがて屋敷に張られている薄い膜のような物が見えてきた。

「これが結界だな。ここから一歩でも出れば、そこは魔獣たちの楽園だ。覚悟はいいな？」

「グルルゥ」

　セトが勇ましく鳴き、レイもまたここまでは肩に担いでいたデスサイズをいつでも使えるように両手で握りしめる。

　本来であればレイとしてはもう少しこの場で魔術の訓練を行いたかったのだ。だが、そう出来ない事情があった。何しろ十日分残されていた食料は今朝の朝食ですでに底を突いてしまったのだから。十日分の食料をたった二食で食い尽くしてしまったのは、当然レイの隣で周囲を警戒しており、いつでもレイを庇かばえるように行動しているセトだった。

　本来なら森の中で自分が食べる分のパンを数個くらいは残しておきたかったレイだったのだが、空腹のために悲しそうな瞳ひとみでパンが欲しいと甘えてくるセトに負けてしまい、その結果最後のパンはすでにセトの胃袋の中だ。

　そのため、セトを含めた自分の食料を何とか工面する必要があり、レイとセトは森の外へと出る決断をした。

　当初はこの付近にいる魔獣を倒して食料にするという考えもあったのだが、竜種すら存在しているこの森で戦闘に関しては初心者でしかないレイが生き残るのはどう考えても難しい。それにレイにも、もう少し豊かな生活をしたいという欲望もある。

　そのため、森を出て街へと向かい、ゼパイルの知識にあった冒険者ギルドへと登録することを決めたのだ。冒険者ギルドに登録すれば、魔獣を倒して魔石とセトの食料を入手出来、倒した魔獣から得た爪や皮といった素材を売ることでレイの生活費になり、さらには依頼という名目で追加報酬を貰もらえる可能性もあるのだから。

　改めて決意を固めたレイは、セトと共に結界の外へと一歩を踏み出し……目の前の光景に啞あ然ぜんとする。

　結界を一歩外に出た途端に感じたのは、圧倒的な生き物たちの濃密な気配。レイになる前の玲二が住んでいたのは東北の田舎町。当然近くには山があり、川があった。ウサギやリス、鹿、猿、狐、狸、猪といった動物を見るのもそう珍しいことではない。山奥へと行けば、遠くからではあるがときには熊ですら見つけることもある。

　だが、今レイが感じている気配の数々は、それらと比べても圧倒的なものであり、結界の周囲を取り巻くように覆っている木や草といった植物、それらはすぐ近くに山のある生活をしていたレイにとっても、その殆ほとんどが初めて見る種類のものだった。

　さすがに数百年も放っておかれただけあって、道らしい道は無い。見上げるほどの大木が多数生えているので適当な間隔が開いており、歩くのにはそれほどの苦労はないのだが、それでも二メートルを超すセトにしてみれば多少の狭さは感じているらしく、ときどき苛いら立だたしげに喉の奥で唸うなっている。

「グルルゥ」

　翼を軽く動かしながら顔をレイへと擦りつけてくるセト。煩わしい地上ではなく遮る物の無い空を飛んで移動したいと態度で示している。

「落ち着け。昨日も言ったと思うが、この森には竜種も住んでるんだ。空を飛んでいったらあっさりと朝食にされてしまうぞ」

「グルゥ」

　レイの言葉にしょんぼりと肩を落とすセト。図体は大きいが、何しろ生後一日目なので忍耐というのがまだまだ足りなかった。




　結界を出てから三十分ほど。時間にすればそんなものだが、速度を上げるスレイプニルの靴を履いているレイと、グリフォンであるセトはかなりの速度で森の中を進んでいた。そんな中、ふと赤い果実を目に留めて手を伸ばす。

　だが、次の瞬間……

「グルルゥッ！」

　何かを警戒するように、セトが果実の生っている木の向こう側にある茂みへと向けて唸り声を上げる。

　レイはその唸り声に反応するようにしてそっと果実から手を離してデスサイズへと手を伸ばす。そのときの本人は全く気が付いていなかったが、レイの心に戦闘に対する過剰な恐怖心や躊躇ためらいといったものは一切存在していなかった。

　やがて、がさがさと音を立てて茂みが揺れ、セトが警戒している相手が姿を現す。

『…………』

　数秒、レイとセトは無言で目の前に現れた熊と見つめ合う。

　大きさは二メートル弱だが、縦に大きい分セトよりも大きく感じる。見るからにがっしりした身体付きをしており、同時にその毛には水を纏まとっていた。また、両方の手から三十センチほどの鋭く長い爪が伸びており、禍まが々まがしさを感じさせる。頭の中では何で毛の上から水が落ちないんだろうか？　と考えていたレイだったが、沈黙を破ったのは当然の如く目の前にいる水熊（仮称）だった。

「ガアアアアァァァァァァッッ！」

　周囲一帯へと響き渡るような雄お叫たけびを上げながら、四つん這ばいになってレイとセトへと襲い掛かる。

「ちぃっ、やるぞ、セト！」

「グルゥッ！」

　了解、とばかりに鋭い声を上げたセトは、デスサイズを構えたレイと共に水熊を迎え撃つべく進み出た。

「ガアアアッ！」

　獲物が逃げずに自分の方へと向かって来たと認識した水熊は、十センチはあろうかという牙きばを剝むき出しにしながら鋭い爪をセトへと振り下ろす。

　セトはその一撃を横に跳んで回避。跳んだ先に生えていた木を蹴けり、三角跳びの要領で攻撃を外した水熊の胴体へと前足の鉤かぎ爪づめを叩たたき付ける。

　セトが足場にしたためにメキメキと音を立てて折れた木をチラリと確認したレイは、セトの膂りよ力りよくに苦笑を浮かべながら刃の方ではなく石突きを先に出すような形でデスサイズを構える。この森の中では二メートルの長さを誇る大鎌を自由に振れるような場所は殆ど無いため、石突きの部分を槍やりのようにして使うことにしたらしい。

「ガァッ！」

　セトの鉤爪により切り裂かれるような一撃を受けた水熊は、苦く悶もんの声を上げつつもセト目掛けて再度その爪を振り下ろす。

　セトはその攻撃を後方へと跳躍して回避。攻撃を外した水熊はバランスを崩しよろめき……その隙を突き、レイがデスサイズの石突きを水熊の脇腹へと突き出す！

　ドスッという鈍い音を立てながら、水熊の纏っている水や毛を無視するかのように脇腹を貫通する石突き。

「ガアアァァッッ！」

　グニュリとした肉を貫く感触に軽く眉まゆを顰ひそめながらも、水熊がその右の爪を振り上げているのを見たレイは石突きを力任せに抜き、豪腕の一撃が振り下ろされる前に距離を取る。

　石突きを抜いた瞬間、僅わずかに水熊の血がこぼれ落ちるが、水熊はそんなのは気にしないとばかりに凶悪な爪を振り下ろす。

「ガアアアァァッ！」

　目の前の小さな生物如きに傷を付けられた驚きと苛立ちに吠ほえた水熊だったが、その傷は決して小さいものでは無かった。ただし、魔獣の生命力を考えた場合は致命傷というほどでも無い傷だ。
















　そんな水熊を観察しつつ、レイは自分の身体能力に内心驚きを隠せなかった。何しろ、突いたのはあくまでも石突きの部分なのだ。当然そこには刃がある訳でもないので、水熊の肉体を貫くほどの威力があるとは思っていなかった。

　新たに得た肉体の身体能力の高さに驚きつつも、決して油断はせずに水熊の様子を確認する。

「……何？」

　だが、今度はレイが驚く番だった。何と石突きで貫通された水熊の脇腹が纏っていた水で覆われたかと思うと、見て分かるほどの速度で再生しているのだ。レイが驚きで固まっている十秒程度で水熊の脇腹の傷から流れていた血は止まり、傷そのものも綺き麗れいに消え去ってしまう。

「つまり回復させる暇も与えずに一撃で大きなダメージを与えるしかないのか」

　チラリとデスサイズの刃の部分へと視線を向け、ふと気が付く。

（しまった。魔力を流せばデスサイズの威力が上がるのを忘れてたな。さすがに初戦闘で緊張……緊張？）

　そこまで考え、ようやく自分の緊張度合いに気が付いた。緊張はしているが、小説とかで新兵や素人しろうとが良くやるように緊張のあまり身体が動かないといったことがなかったのだ。

（それに関しては今はどうでもいい。それよりも現状の手持ちの札で一番攻撃力が高いのはデスサイズだが、この森の中で自由に振り回せるほどの空間的余裕が無いから難しい。かと言って炎の魔術を森の中で使うというのはどう考えてもまずい）

　レイが頭の中で考えている間にも、セト、水熊、レイの一人と二匹は迂う闊かつに動けずに膠こう着ちやく状じよう態たいとなっていた。

　水熊にしてみればセトに攻撃すればレイにその隙を突かれ、逆にレイに攻撃してもセトにその隙を突かれる。

　セトとレイにしてみれば、脇腹を貫通するほどの一撃を十秒程度で完全回復されてしまうのだから、無駄に攻撃しても意味は無いように感じている。

　水熊とセトが相手を威圧するようにお互いを牽けん制せいしている間、少し離れた場所でレイは必死で頭を働かせていた。

（どうする、一か八かデスサイズに魔力を通して大鎌の部分で振り切ってみるか？　……いや、そんな博ばく打ちのような真似は最後の手段にするべきか。かと言って他には……火事になるのを覚悟して火の魔術を使う？　それこそ駄目だろう。洒落しやれにならない火レベルの山火事になる可能性がある。……いや、待て。火事？　火の魔術？　デスサイズの柄……っ!?　そうか！）

　内心の考えを連想ゲーム的に一瞬で纏めたレイは、水熊と睨にらみ合っているセトへと声を掛ける。

「セト、もう一度水熊の体勢を崩してくれ！」

「グルゥッ！」

　任せろとばかりに高く鳴いたセトは、敵の意識を自分に向けさせるために水熊の周囲を歩き回る。

「ガアアァァ」

　水熊もさすがにその様子を捨て置けなかったのか、次第にレイから意識を逸そらしてセトへと集中していく。

　そんな時間が数分ほど続き、膠こう着ちやくした状態に我慢出来なくなったのか、唐突に水熊が高く吠える。

「ガアアアアアアアアッッッッ！」

　その雄叫びと同時に水熊の毛を覆っていた水が浮かび上がり、目の前で三個の小さな水球へと変化し、次の瞬間にはその水球がセトへと向かって撃ち出される。

（ここだ！）

　水熊とセトの様子に、ここが勝負の分かれ目と判断したレイは、意識を集中していつでも呪文を唱えられるように準備をする。

　空を裂くかのように水熊から放たれた水球、その数三つ。それを確認したセトは、木々の間を縫うようにして水熊との距離を縮めていく。

「グルゥッ！」

　セトが盾とした木に水球の一つが命中して幹を抉えぐる。

「グルルゥッ！」

　セトの頭を抉らんとした水球を一瞬で動きを止め、地に伏せて回避。頭上を通り過ぎていった水球は、背後にある木へとぶつかって木の幹と共に水を周囲へと散らす。

「グルルルルルルゥッ！」

　地に伏せた状態から、全身のバネを活いかして前に突進。水熊目掛けて急速に距離を詰める。

　その様子は、最後の水球が自分に命中するよりも前に水熊へ一撃を加えようとしている。

「ガアァァッ！」

　……ように、水熊には見えていた。そのために勝利の雄叫びを上げる水熊。しかし。

　空中で進路を変更し、セトの胴体目掛けて直上から襲い掛かってきた水球。その一撃はセトの身体に命中する直前、まるで何かに遮られたかのように唐突に砕け散った。

「ガァッ!?」

　何が起きたか分からない水熊。それも当然だろう。魔獣である水熊にはセトの着けている腕輪の一つ、『風操りの腕輪』に十時間に一度だけという限定ではあるが、飛び道具や攻撃魔術を防ぐ効果があるとは知らない。よって。

「グルルルルルゥッ！」

　水熊の懐に潜りこんだセトは、雄叫びを上げながら右前足で目の前にある水熊の足を掬すくい上げる。

「ガアアァッ!?」

　文字通りに足下を掬われ、その場に転倒する水熊。それはセトが着けているもう一つの腕輪である『剛力の腕輪』によって増した膂力によるものだった。

　セトを信じ、成り行きを見守っていたレイは水熊が倒れた瞬間に魔力を練り上げ、呪文を唱えながら転んだ水熊へと向かって走り出す。

『炎よ、汝なんじは蛇なり。ゆえに我が思いのままに敵を焼き尽くせ』

　魔力の籠こもった呪文により、世界が書き換えられる。その結果魔術発動体であるデスサイズに炎が集まり……

「はぁっ！」

「ガァッ!?」

　倒れ込んだ水熊の背へと再びデスサイズの石突きを突き刺して最後の呪文を完成させる。

『舞い踊る炎蛇！』

　呪文が完成した瞬間、デスサイズの石突きから放たれた炎で出来た蛇は水熊の背から頭部へと肉体内部を焼きながら昇っていき……

「ガアアアアアァァァァッッッッ！」

　己の脳を焼かれる恐怖と苦痛に満ちた悲鳴を上げ、水熊はそのまま地面へと崩れ落ちるのだった。




「何とか、なった……か」

「グルゥ」

　命を失い地面に横たわっている水熊の死体の隣で、レイもまた地面に座り込みながら思わず呟つぶやく。

「セトもよくやってくれた。お前がいなかったらこいつにここまで綺麗には勝てなかっただろうな」

「グルルルゥ」

　セトの頭をコリコリと搔かいてやりながら褒めるレイ。セトもまた頭を搔かれるのが気持ちいいのか、猫のように喉のどを鳴らしながら上機嫌で頭を擦りつけてくる。

　そんな状態が続くこと数分。気を取り直したレイが立ち上がる。

「この魔獣の死体をどうにかするにしても、取りあえずは場所を移動しないとな。恐らくすぐに別の魔獣が来るのは間違いないだろうし」

　周囲は水熊とレイたちとの戦いによる影響で木々が折れていたり、地面が削れていたりする。また、水熊が流した血の臭いや、身体の内部から焼かれたことによる肉を焼く匂いも漂っていた。

「で、問題はこの水熊をどうやって持っていくかだが……ん？」

　悩んでいたレイの目に入ってきたのは、右手に装備されているミスティリング。ゼパイルの知識によると生き物を入れることは出来無いとあったが、水熊はすでに死んでいるのだから問題は無いように思える。

「収納」

　水熊の死体に触りながら呟くと、次の瞬間には水熊の死体は跡形もなく消えていた。念のために脳裏にリストを展開すると、きちんと水熊の死体と表示されていたので収納は完全に成功したのだろう。

「なるほど、生き物は無理でも死体なら収納可能なのか」

　感心したように右手に嵌はまっているミスティリングを眺めていると、再びセトがレイへと頭を擦りつけてくる。

「グルゥ」

　早く行こう、とでも言うように再び顔を擦りつけてくるセトの背を撫なで、その場を後にするのだった。




「よし、ここまで来れば大丈夫だろう」

　水熊との戦いがあった場所から二十分ほど移動した場所でようやく足を止めて、セトと共に周囲の景色を見回す。

　すでに日差しもそれなりに高くなってきており、ジワジワとした暑さが周囲を包み始めていた。

　しかしレイは自動的に一定の温度を保ってくれる機能を持つドラゴンローブを着ているし、グリフォンであるセトに至っては全く気にした様子は無い。それでもさすがに水熊との戦闘後に殆ほとんど休み無しでここまで移動してきただけに、地面へと座り込んだ。

「グルゥ」

　撫でて、とでも言うように頭を擦りつけてくるセト。その愛らしい様子に心を癒いやされながらそっと手を伸ばす。

　そのままゆっくりとした時間が十分ほど過ぎ、水熊の解体をするべく立ち上がる。

「セト、水熊の解体をするから、血の臭いとかで他の魔獣が寄ってこないように警戒しててくれ」

「グルゥ」

　レイの言葉に小さく頷うなずき、少し離れた場所へと移動して周囲の様子を警戒するセト。

　その様子を頼もしそうに眺めながら、ミスティリングから水熊の死体を取り出す。

「さて……とは言っても、どうしたものか。熊の解体なんてやったことないぞ」

　レイには家で飼っていた鶏の解体くらいしか経験が無かったため、さすがに二メートル近い水熊の巨体を前に悩む。魔獣の解体方法は最小限の知識に入っていなかったらしく、ゼパイルの知識から情報を引き出すことも出来なかったため、最終的には独学での解体へ挑むことになり、デスサイズでは刃が大きすぎて解体に向かないということでミスリルナイフを取り出して水熊の死体と向き合う。

　本来は非常に高価なマジックアイテムであるミスリルナイフ。もしこの世界の冒険者が今からレイがやろうとしている光景を見れば、間違い無くどやすだろう。あるいは泣き出す者すらもいるかもしれない。だが、使える刃物がデスサイズとミスリルナイフしか無い以上、しょうがないというのがレイの正直な気持ちだった。

　そんな気持ちを抱きつつ、意を決して水熊の脇腹へと魔力を込めたミスリルナイフを差し込む。するとさすがミスリルと言うべきか、何の抵抗もなく、まるで水面に刃を刺したような感覚でスッとナイフの刃が毛皮へと差し込まれる。

　そのまま筋肉に沿って毛皮を剝はいでいくレイ。当然初めての経験だったので、間違って毛皮を切るといった失敗はそれなりにあったが、ナイフの斬れ味のおかげで比較的綺き麗れいな状態で毛皮を剝ぎ取ることには成功した。

　ひとまず剝ぎ取った毛皮はミスティリングの中へとそのまま収納し、次に水熊の心臓へと魔力を流していない状態のナイフを突き立てる。ズッと肉を切る感触の次に、コツッとナイフの刃先が何かにぶつかったので注意してナイフの刃でその異物を抉り取る。出て来たのは、レイの拳こぶし大の大きさの結晶、すなわち魔石。全ての魔獣がその身に宿している物質であり、同時に魔獣術で生み出した魔獣を成長させる上で必要不可欠の物。

　手に入れた魔石を破壊しないようにそっと横に置き、次は自分とセトの食料として水熊の解体へと取り掛かる。

　そこからは自分たちの食べる分の肉の解体で、なおかつ凄すさまじい斬れ味を誇るミスリルナイフがあるということで数分ほどで水熊は右腕、左腕、右足、左足、胴体、頭と六つの部位に分けられるのだった。

「グルゥ」

　血の臭いを嗅かぎつけたセトが、喉を鳴らしてレイへと近寄ってくる。その視線は水熊の胴体から取り出した内臓へと向けられていた。

「……腹が減ったのか？」

　その様子を見ながら、すでに癖になったようにセトの頭をコリコリと搔くレイ。

　魔獣の内臓ということで毒の類がある可能性も一瞬考えたが、セトが全く問題にしていない様子を見ると食べても大丈夫なのだろうと判断する。セトのおねだりするような視線に負けたという面もあったのだが。

「セト、食っていいぞ。ただ、胃と腸、精巣、肝臓は食わないようにな」

「グルゥ！」

　嬉うれしそうに喉を鳴らし、早速目の前にある内臓をクチバシで突つつき始める。

　レイが精巣と肝臓を食わないように言ったのは、うろ覚えの知識ではあるがフグがそこに毒を持っていたとＴＶか何かで見たからだ。胃と腸は言うまでもないだろう。

　よほど空腹だったのか、セトは瞬く間にレイに注意された以外の水熊の内臓を食べ尽くし、猫が満足したときのように喉をゴロゴロと鳴らす。

「落ち着いたみたいだな、ほら、ちょっと来い」

　レイに呼ばれて頭を寄せてきたセトのクチバシ、内臓を食べたために汚れているそこを近くの木から取った葉で拭ふいてやると、それが気持ちよかったのか、セトは目を閉じて喉の奥で機嫌良さそうに鳴いていた。

　やがてクチバシの掃除も一段落し、最後の仕上げとばかりに水熊から採取した魔石へと手を伸ばす。

「この魔石を食う……んだよな？」

「グルゥ」

　当然、とばかりに頷くセト。もしかしたらセトにとってはデザート感覚なのかもしれない、と思いながらも拳大の魔石を差し出すレイ。

　そしてセトはその魔石をクチバシで咥くわえ……特に躊ちゆう躇ちよもせず一飲みにする。

　レイがそんなセトの様子を注意深く見守っていた、そのとき。唐突に頭の中で声が響く。




【セトは『水球　Ｌｖ．１』を習得した】




　それはまるで、ＲＰＧで新スキルを習得したのを知らせるアナウンスメッセージのようだったが、レイはそのようなゲーム的な趣向を凝らす人物に不幸にも心当たりがあった。

「タクム、お前か……」




【セト】

　・水球　Ｌｖ．１

【デスサイズ】

　・なし




　毎度の如く行われたタクムのお遊び的な要素に溜ため息いきを吐きつつも、それが有用なのは事実だったので、諦あきらめたように受け入れるレイ。

　そんなレイに、どうかしたの？　とばかりにセトは顔を擦りつける。

「いや、何でも無い。それより水球ってのはあの水熊が使ってた奴だよな？」

　レイの言葉にセトは喉を鳴らしながら頷く。

「よし。なら早速使ってみてくれるか？　戦力の把握はしておきたい」

「グルルルルルゥッ！」

　セトが雄お叫たけびを上げると、クチバシのすぐ前に直径三十センチ程度の水球が現れる。その様子は、確かに水熊が使っていたものと同じように見えた。

「よし。次は、あそこに生えている木の幹にぶつけてみてくれ」

　レイの指示に従い、水球を飛ばすセト。放たれた水球は水熊のものよりも速度が遅かったが、それでもそれなりの速度は出ている。そしてそのまま木の幹へとぶつかり……木の表面だけを周囲へとばらまいた。

「グルゥ……」

　水熊の使った物に比べると、明らかに水球の飛んでいく速度も遅く、威力も低い。水球の数に関しても、水熊が三つを同時に使っていたのに対してこちらは一つだ。セトとしても自信があったのか、予想外の結果を見て残念そうに俯うつむく。

　そんなセトの背を、レイは励ますように撫でながら声を掛ける。

「そう落ち込むな。そもそもまだＬｖ．１なんだからこんなものだろう。お前ももっと魔石を吸収すれば水球のＬｖも上がるだろうし、他のスキルも入手出来るさ」

　本当？　とでも言うように小首を傾げてレイを見上げるセト。その様子は愛らしく、とても空の王者である鷲わしと百獣の王と呼ばれる獅し子しが合わさった姿とは思えないものがあった。

「ああ。それに水球は別に攻撃だけに使えるという訳じゃない。少なくとも、これでセトと一緒にいる間は水には困らないしな」

　そんなレイの言葉に、任せてと短く喉のどを鳴らしてあっさりと機嫌を直すセト。この辺りの単純さは生後一日目だからだろう。

「ともかく、水熊の解体も終わった。魔石の吸収も終わった。その効果も確かめた。なら血の臭いに惹ひかれて魔獣が来る前に場所を移動しよう」

　レイの言葉に頷いたセトと共に、急いでその場を離れる。

　そうして、そこには水熊の解体で流れた血とセトの食べ残した内臓の残りだけが残るのだった。




　水熊を解体した場所から移動して三時間ほど。レイは目の前に広がる光景に、思わず溜息を吐く。

　地面には六匹の狼の残ざん骸がいともいえる姿があった。毛皮を剝がれ、肉を切り分けられたその様子を見ながらレイの顔に浮かぶ表情は苦々しげなものだ。自分たちを襲ってきた狼をセトと共に倒したまでは良かった。

　グリフォンのセトと、ゼパイルたちの技術の結晶ともいえる、人外じみた身体能力を持つ身体。その二つの要素があれば狼程度は敵ではなかったのだから。だが、その狼を倒して解体をし始めたときに事情は変わる。毛皮は恐らく売れるだろうと判断し、肉も食用に切り分けた。しかし、レイとセトにとって最大の収穫であるはずの魔石が出てこなかったのだ。それも、六匹全ての体内から。

　セトを成長させるために必要な魔石が一つも入手出来なかったのを疑問に思い、ゼパイルの知識から情報を引き出すと、さすがに魔獣術に関わる知識のためか最小限と言われた中に入っていたのだろう。無事に引き出すことに成功する。




　魔獣、魔物、モンスター。呼称自体は多数あるが、それらが示すものは同一だ。すなわち、魔石と呼ばれる結晶を己の心臓に持つものの総称だ。

　魔石を持つものは基本的には攻撃性が高く、自分たち以外の種族を見つけると襲い掛かってくる。ゆえにこそ『魔』獣と呼ばれているのだ。

　しかし、現在レイの前に倒れている狼たち。これらは種別的には魔石を持っていない普通の獣でしかない。

　つまりこの狼たちをいくら倒したとしても、セトやデスサイズを成長させるための魔石は入手出来ないのだ。

　なお、普通の獣が何らかの手段──生まれつきの突然変異だったり、魔力スポットと呼ばれる場所に長時間いたり、何かの偶然で手に入れた魔石を吞のみ込んだり──で魔石を手に入れ、なおかつ子孫を残すことに成功した場合は、新たな魔獣としての生態を確立することになる。




　つまり、自分たちが倒した狼は魔獣ではなく単なる獣であり、当然魔石を持っていないというのを理解したのだ。

　狼を倒すのに使った労力を考えると、レイが溜息を吐くのもしょうがないといえるだろう。

　だが、このままここにいても解体の際に出た血の臭いで他の魔獣を引き寄せる可能性があると思い出し、再度溜息を吐きながら毛皮と肉をミスティリングの中へと収納する。

「しかし、これは……ちょっとまずいな」

「グルゥ？」

　どうしたの？　と小首を傾げるセト。そのセトの身体を撫なでながらレイは答える。

「結界から出てまだ数時間。それですでに水熊と狼の群れに襲われただろう？　つまり、この森の中には俺たちの予想以上に魔獣や獣の数がいる訳だ。そうなると、野営をするのもかなりの危険を伴う」

　セトの身体を撫でながら内心で考えを纏まとめていくレイ。数分後、ようやく考えが纏まったのかセトの顔を覗のぞき込む。

「なぁ、セト。俺がお前に乗って一気に森を駆け抜けるというのは出来るか？　休んでいるときに襲われる可能性を考えると、一気に森の外に出たいんだが。幸い竜種がいるのは森の奥深くだから、外縁部まで行けば竜種に襲われる心配もしなくていい」

「グルゥ！」

　大丈夫！　と言うように地面へと伏せて背に乗るように促すセト。

「よし、じゃあ一気に森を抜けるから……頼むな」

　さすがにセトに乗るとデスサイズが邪魔になるのでミスティリングの中へと収納し、ひらりとセトの背へと跨またがる。

「じゃあ出発だ！」

「グルルルルゥゥゥッ！」

　勇壮な雄叫びを上げ、地を蹴けるセト。その速度は森の景色が見る見る流れていくのを思えば容易に想像が付くだろう。

　レイもまたセトの背の上で苦笑を浮かべるしかなかった。

「なるほど、今までは俺の速度に合わせて手加減してたのか」

「グルゥ？」

　何？　とでも言うように喉を鳴らすセト。何でも無いというようにセトの頭をコリコリと搔かくレイだった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　月明かりが降り注ぐ中、セトは夜の森を疾走していた。鷲と獅子という空の王者と百獣の王の両方の特性を持っているグリフォンだったが、その上半身は鷲のそれである。にもかかわらず、セトの青い眼は仄ほのかに降り注ぐ月光の明かりを頼りに危なげなく地面を踏みしめ、夜の森を切り裂くかのような速度で走っている。

「ゼパイルの知識が正しいならとっくに森の外に出てもいいはずなんだが……」

　セトの速度に感心しながら呟つぶやき、周囲の様子を確認するレイだったが、森はまだまだ続いているように見えた。

（数百年でここまで森が広がるのか？）

　内心で呟きつつも、嫌な予感が脳裏を過よぎる。

　その嫌な予感を無視するかのように、セトの首筋を撫でながら話し掛ける。

「それにしてもセトは凄すごいな。午前中からずっと走り続けてるのに全く疲れた様子を見せないし」

「グルゥ」

　レイに褒められ気をよくしたのか、さらに速度を上げるセト。

　その様子に苦笑を浮かべつつも、グリフォンとしても常識外れの身体能力に感心するのだった。

　何しろセトが走り出してからは魔獣にも獣にも一度も襲われていない。正確には走っている途中で目が三つある猿だったり、五十センチはあろうかという牙きばを持った猪だったり、耳が刃状になっているような一メートル近いウサギだったりに遭遇してはいたのだ。だが、そのどれもが森の中を高速で走るセトに追いつくことが出来ずに振り切られていた。

　レイとしては、戦闘経験を積むためだったり、まだ正確には分かっていない自分の肉体のスペックをきちんと理解するため、あるいはセトやデスサイズの成長を促すための魔石の確保という意味もあって、狼のような獣はともかく魔獣との戦闘はしたいと思っていた。

　だが一度魔獣との戦闘を始めれば、それに釣られて集まってくる相手とも戦闘を行わなければならない。そのため、今はとにかく森を抜けるのを最優先目標として、ひたすらにセトに森の中を走って貰もらっていたのだ。

「グルゥッ！」

　そのとき。唐突にセトが鋭く鳴く。声に込められているのは警戒のようにレイには感じられた。

「セト、敵か？」

　レイの言葉に短く鳴くセトだが、レイの目には月明かりだけではどこに敵がいるのかも見つけることが出来ない。

　それでもいつでも反撃出来るようにと、腰に差していた鞘さやからミスリルナイフを抜いて構える。

「グルゥッ！」

　走り続けているセトが鋭く左の方へと顔を向ける。同時に何かが暗闇の中から飛び出す。

「ちぃっ！」

　舌打ちをしながら反射的にドラゴンローブで身を守るように何かを受け止める。

　レイにとって不運だったのは敵が左から襲い掛かってきたことだろう。右から襲い掛かってきたのなら、右利きであるレイはミスリルナイフで迎撃出来たのだ。逆に幸運だったのはぶつかってきた相手が予想外に小さかったことか。おかげでセトの背から転げ落ちるような真似をせずにすんだのだから。

「ギィッ！」

　ドラゴンローブで包まれた何かが鳴き声を上げる。咄とつ嗟さに右手に持っていたミスリルナイフを口で咥くわえ、ドラゴンローブにからめ捕られている相手を摑つかみ、目の前へと持ってくる。

（これは、ムササビか？）

　一見するとリスのような姿と大きさをしているが、その手と足の間には飛膜のようなものが見える。ここまではレイの知っているムササビと同じだ。違うのは尻しつ尾ぽ。何しろ本来はリスのような毛並みをしているはずの尻尾が硬質化しており、鋭利な刃物のようになっているのだ。

「ギィィィッ！」

　自分の身体を摑んでいるレイへと牙を剝むき出しにして威嚇する。口から生えている牙は三センチほどとレイから見れば小さいが、体長十五センチの刃ムササビ（仮）にしてみれば、十分すぎる大きさだろう。

　このまま暴れられても危険だと判断し、左手で身体を捕まえたまま右手で首の骨を折る。死んだのを確認してからミスティリングへと収納。

「グルゥ！」

　再び鋭い声で鳴くセト。今度は頭上から襲い掛かってきた刃ムササビを、口に咥えていたミスリルナイフを手に取って突き刺す。

　グニュウッという、肉を刃物で突き刺した感覚に微かすかに眉まゆを顰ひそめながら刃ムササビの死体をナイフから抜いてミスティリングへ。

　それから数分、木の上や茂みの中と至る所から襲ってくる刃ムササビをナイフで刺し、左手で捕まえてそのまま握りつぶし、セトが鋭いクチバシで喰くい殺し、鋭い鉤かぎ爪づめで引き裂く。だが、刃ムササビたちは仲間がいくら殺されようとも構うことなく襲い掛かり、そのたびに死体を増やしていた。

「くそっ、切りがない！」

　すでに慣れた様子で、ミスリルのナイフを空中で一いつ閃せん。上下二つに分断された刃ムササビが地面へと落ち、それが瞬く間に後方へと過ぎ去っていく。

　このままでは大規模な火災を覚悟して火の魔術でこの辺り一帯を燃やしてしまった方がいいのか？　そんな風に考えていた、そのとき。

「グルルルルルルゥゥゥッ！」

　注意を引くかのようなセトの声を聞き、視線を向ける。するとその視界の先では、ここまで延々と生い茂っていた木がようやく途切れているのが視界に入ってきた。

「出口、か」

　安あん堵どの息を吐きながら、横に生えている木から襲い掛かってきた刃ムササビの胴体へとミスリルナイフを素早く突き刺し、息絶えたところでミスティリングへと収納する。

「セト、ここまで来ればもう飛んでも大丈夫だ。一気に刃ムササビ共を置いていく。行け！」

「グルルルゥッ！」

　了解、とでも言うように高く鳴き、今まで畳んでいた片翼二メートルほどの翼を広げ、そのまま大きく羽ばたき……セトが地面を蹴って浮遊感を感じた数秒後には、セトの姿は森に生い茂っている樹木の上にあった。

　夜空には雲一つ無い状態で月が輝き、月の光を地上へと照らしている。そんな夜空を、セトは翼を大きく羽ばたかせて飛ぶ。夜というのも関係しているのだろうが、夜空にはセトとレイ以外の他には何も存在していない。まさに自分たちの貸し切りのようなその光景は、レイに改めてここが異世界だと強く認識させていた。

　だが、そんな時間も長くは続かない。

「グルルルゥッ！」

　何かを警戒するように鋭く叫ぶセト。その声を聞いたレイは、一瞬で意識を元に戻して周囲を鋭く観察する。

「……何？」

　周囲を見ていたレイの目に入ってきたのは、セトと同じように森の中から浮かび上がってくる無数の影、影、影。月明かりしかないので正確な数は把握できないが、それでも百程度はいるだろうと思わせる数だ。

　そこまでして追ってくる相手が何なのかというのはその影の大きさを見て殆ほとんど反射的に理解してしまった。そう、それはつい今し方まで自分たちを執しつ拗ように狙い続けていた刃ムササビで間違い無い。

（ムササビに出来るのは高い場所からの滑空だけってのが俺の常識だったんだが、自力で空を飛べるとはさすがファンタジー。だが、すでに俺たちは森を出ている。つまりはさっきまでのように火事を心配する必要も無い）

　ミスティリングからデスサイズを取り出し、羽ばたいているセトの翼へとぶつからないように注意して構える。

　何しろレイの肉体に生まれ変わってからまだ二日程度。なおかつセトの背に乗って飛ぶのも初めてなら、その背の上でデスサイズを構えるのも初めてなのだ。下手にデスサイズを振り回してセトの翼を傷つけ、この高さから地上に墜落でもしようものなら助かる可能性は非常に低い。

　今までの森の中とは違い、石突きでは無く一メートル程度の大きさの刃を刃ムササビの群れへと向けながら呪文を唱える。

　すでに森の中では無いとは言っても、ここが森の上空だというのは変わらない。つまりここで使う魔術は広域破壊を行いつつも、その効果範囲は森の上空という限定範囲に留とどめなければいけないのだ。

『炎よ、踊れよ踊れ。汝なんじらの華麗なる舞踏にて周囲を照らし、遍あまねく者たちにその麗しき踊りで焼け付くほどに魅了せよ』

　呪文を唱えながら魔術の効果範囲を指定し、最後のキーワードを口に出す。

『舞い踊る炎』

　そしてレイの魔力により書き換えられた世界は、その姿を現す。

　人間大の炎が数十、数百とその姿を現して自由自在に夜空を動く。明るく輝く炎が周囲を照らしながら空中を動いているその様は、確かに炎による舞踏と表現すべき光景だった。炎の舞踏会の中にいる刃ムササビたちは必死の抵抗を続けるが、自慢の刃状の尾を使ったとしても、あるいはその鋭い牙を剝きだしたとしても、踊り狂う炎に対しては無意味でしかない。一匹、また一匹と燃やされていく。その様子を見て咄嗟に逃げようとした刃ムササビたちもいたのだが、その殆どは炎に追いつかれて一瞬にして燃やし尽くされ、消し炭へと変えられる。それでも何匹かの刃ムササビは運良くレイの指定した魔術効果範囲から逃げ出すことに成功し、森の中へと逃げ込むのだった。

　魔術を使用してから数分。すでに月明かりの照らす夜空に刃ムササビの姿は無く、魔術によって現れた炎もまたレイが指を軽く鳴らすと姿を消す。残っているのは翼をはためかせているセトと、その背に跨またがったレイのみだった。

「グルゥ」

　夜空を舞う炎に花火を思い浮かべて眺めていたレイは、セトの声によって我に返る。

「悪い、ぼうっとしてた。……そうだな。取りあえず森からちょっと離れた所まで移動してくれ。そしたら一休みしよう」

　レイの言葉にセトが高く鳴き、その雄お叫たけびが数分前までは刃ムササビと炎が舞っていた夜空に高く響き渡るのだった。




　セトが夜空を羽ばたく中、レイはその背でミスティリングにデスサイズを収納するのと入れ違いに刃ムササビの死体を一つ取り出す。

　同時に左の腰へと差していたミスリルナイフで刃ムササビの身体を切り裂いていくと、その心臓には数センチ程度の魔石が存在していた。

「魔獣、か。けど……」

　レイは先程の戦闘を思い出す。あのとき、セトは刃ムササビをかなりの数食い千切っていた。そうなると当然魔石もセトに吸収されたはずなのだが、スキル習得のアナウンスメッセージを聞いた覚えは無かった。念のためにセトのスキルをチェックしてみるも、そこに表示されているのは水球Ｌｖ．１だけで変更は無い。

　疑問に思ったレイは、再度ゼパイルの知識を探る。

　それによると、魔石を体内に取り込めば必ずスキルの習得が出来る訳ではないとあり、あまりに実力が低すぎる魔獣の魔石を取り込んでも意味は殆ど無いらしいという事実も新たに判明するのだった。それらの事情を考えると、刃ムササビは実力が低く、水球を習得出来た水熊は強かったということなのだろう。




　森から二十分ほど移動し、広い草原へと到着する。その中でも大きな岩のある場所へと降り立ち、レイはようやく一息吐ついた。

「取りあえずは一安心、か」

「グルゥ」

　岩へと寄り掛かりつつ草の生えている地面へと腰を下ろすと、セトが喉のどの奥で鳴きながら頭を擦りつけてくる。そんなセトの頭を撫なでていると、安堵のためだろう、自分が酷ひどく空腹であったことに気が付く。

「……腹が減ったな」

　思わず口から出たレイの呟つぶやきに、セトもまた同様だと喉を鳴らす。

　腹が減っては戦は出来ぬと、セトに落ちている倒木を拾ってきて貰もらい簡単な魔法で火を付け、水熊の肉をミスリルナイフで切って枯れ木に突き刺して串くし焼やきにしてセトと共に口へと運ぶ。

「……美う味まい」

　まず最初に感じたのは圧倒的に芳ほう醇じゆんな肉の味だった。以前、近所に住んでいる猟師が仕留めた熊肉を食べさせて貰ったことがあったレイだが、そのときの感想は『まあ、不ま味ずくはない……かな？』というものだった。それに比べて水熊の肉はレイの知る熊肉とはすでに別物と言っても間違いでは無いほどの味だ。魔石を取るときに解体して結果的に血抜きとなったのが良かったのだろう。血ち腥なまぐささは殆ど感じられず、微かに残る血腥さも風味豊かな、と表現すべきものになっている。

　ただ、惜しむらくは調味料が全く無いので純粋に肉の味しかしないことだろうか。せめて塩だけでもあれば随分と違うのだろうが。

　実はレイは知らなかったが、魔獣の肉というのは基本的に持っている魔力が高ければ高いほどに美味くなる傾向がある。もっとも、あくまでも傾向は傾向でしかない。魔力が高くても不味い肉を持つ魔獣や、魔力が低くても美味い肉を持つ魔獣というのも存在しているのだが。そういう意味では、初めて食べるのが水熊の肉だというのは幸運だったのだろう。

　こうして、レイとセトは予想外に満足出来る食事を楽しむのだった。




　食事を終え、地面に寝そべっているセトへと寄り掛かり食休みをしていたレイだったが、不意にデスサイズを手にして立ち上がる。

　突然のその行動に、少し目を開けてレイへと視線を向けるセトだったが、周囲に危険は無いと判断したのか食休みに戻るのだった。

　レイはそんなセトの様子に微かに笑みを浮かべ、少し離れた場所まで移動して、デスサイズを近くにある岩へと立て掛けてから身体の調子を確かめるかのように柔軟体操を始める。

　レイの記憶にある玲れい二じの身体は確かにそれなりの柔らかさを持っていたが、レイの身体は予想以上の柔軟さを持っていた。

　まず、立ったままで膝ひざを曲げずに手を真っ直ぐに伸ばすと掌てのひらがペタリと地面に触れることが可能で、さらにまだまだ余裕がある。

　その後も中学や高校で習った柔軟体操を適当にこなし、数分。準備運動はもう十分だと判断したのか、岩に立て掛けてあったデスサイズをその手に取り、両手で持って構える。

「はぁっ！」

　気合いの声と共にデスサイズの刃が空を裂く。だが、本人は何か気に入らないらしく、首を傾げつつ再びデスサイズを構える。

　無言で再度一いつ閃せん。前のときとは身体の捻ひねりが違っていた。デスサイズを振り下ろすときに腰の回転を意識し、その動きが正確にデスサイズに伝わるように放たれたのだ。

　たった二度の振り下ろしでデスサイズの扱いを理解したのか、そのまま右から左への横よこ薙なぎ、あるいは下からの掬すくい上げるような一撃と、他にも思いつく限りの素振りを延々と繰り返す。

　そんな状態が続くこと三十分ほど。最初は腕力任せでどこかぎこちない扱いだったデスサイズを、次第に自由に、そして素早く、鋭く操れるようになっていく。その一撃は、普通の戦士が見たら思わず嫉しつ妬とする速度と鋭さ、と言えば想像出来るだろう。

　袈け裟さ懸けに振り下ろしたデスサイズの刃が地面にぶつかる直前で止め、刃を真上に来るように調整しながら撥はね上げ、そのまま真横へと薙ぐ。

　もし今の一連の攻撃が人間に加えられたのだとしたら、まず袈裟懸けに大鎌で斬られ、その後切り上げられた一撃で右腕を切断され、横薙ぎの一閃で首が胴体から飛ばされるだろう。

　その後も大鎌を連続で振るい、ときには水熊に対して使ったように石突きの部分を槍やりのように使ってデスサイズの一撃と組み合わせたトリッキーな動きを見せつつ、普通の武器に比べると酷く扱いの難しい大鎌という異形の武器の扱いに急速に習熟していく。

　すでに現在のレイの動きは、一撃を入れては止まって、また一撃、といったようなぎこちない動きではなく、演舞と言っても過言ではないほどに研ぎ澄まされた舞となっていた。振るわれる刃の一撃は空気を切り裂くかのような鋭さを持ち、石突きで貫かれた一撃は生半可な鎧よろいなら貫通するような威力が込められている。

　そんな死の演舞とも言える動きをレイは一心不乱に続けていた。そしてその動きはますます研ぎ澄まされていき……

「はぁああぁぁぁぁっ！」

　渾こん身しんの一撃で真横にデスサイズを一閃してその動きを止めた。

　デスサイズでの訓練を始めてからすでに数時間。デスサイズに殆ほとんど重さを感じさせないという能力があったとしても、一度の休憩も無しに身の丈以上もある大鎌を振り続けていたレイは息一つ乱していなかった。そんな様子に、レイは世界最高の魔術師たちが創りあげた肉体の能力をしみじみと実感する。何しろ額に汗がうっすらと浮かんでいるが、見て分かる変化と言えばその程度のものなのだから。

　その結果に満足し、デスサイズを持って焚たき火をしている場所へと戻ると、セトがおかえり、とでも言うように喉の奥で鳴いてレイを出迎える。

　通常のグリフォンとは違い、セトはレイの桁けた外はずれの魔力を基に生まれてきているのでその思考力は通常よりもかなり高く、さらには魔力的にレイとセトは繫つながっている。レイの言葉を理解しているのがその証拠だろう。今もレイがやっていたのは自分の肉体のスペックを確認するというのと、大鎌という扱いにくい武器を使いこなすための訓練だと分かっていたので、甘えたがりのセトであってもじっと我慢していたのだ。

　だからこそ。

「セト、水を貰えるか？」

「グルゥッ！」

　そんな大好きなレイに頼まれると、喜んで水球を発動させるのだった。

　セトに出して貰った水球がプカプカと浮かんでレイの前で停止すると、そこに手を突っ込んで水を掬って汗を洗い流し、人心地付くと地面に座っているセトの身体へ寄り掛かる。そんなレイの行為を、甘えた鳴き声を発しながら受け止めるセト。

　頭を擦りつけてくるセトの相手をしながら、内心で明日の予定を考える。

（取りあえず、当初の目的通りに街か村に行くとして……どっちに向かう？　幸か不幸か森からある程度離れても街道と呼べる物は発見出来なかった。となると、この森はかなり辺境にあると考えていい）

「まあ、その辺は街なり村なりに行けば判明するか」

「グルゥ？」

　どうしたの、と喉の奥で鳴いているセトの頭をコリコリと搔かきながら何でも無いと首を振る。

「とにかく、明日だ。明日の朝になったら人のいる場所を探しに行こうか。セト、見張りを頼めるか？」

「グルゥ！」

　任せろ、とでも言うようなセトの鳴き声を聞きつつ、シルクのような体毛と心地よい体温に包まれて眠りに落ちるのだった。











【セト】

　・水球　Ｌｖ．１　　ｎｅｗ


　　　　直径二十センチほどの水球を一つ放つことが可能。威力としては木の幹に命中すればその表面が弾はじけるくらい。






【デスサイズ】

　・なし
















　第二章







　朝日も昇ってきた頃、セトが喉のどを鳴らしながら自分の身体に寄り掛かって眠っているレイに対して身体を揺すって起こす。

「ん？　セト……か？」

「グルゥ」

　目を擦こすりながら周囲を見回すと、すでに太陽がその姿を完全に現しており、早朝であることが理解出来る。一度大きく伸びをし、立ち上がって身体の調子を確かめる。昨夜ゆうべは寝る直前まで身体を動かしていたのだが、筋肉痛のようなものは一切無い。ここでもまた、自分の肉体の能力に驚く。

「グルルゥ」

　セトの声に振り向くと、そこには水球が浮かんでいた。これで顔でも洗えということなのだろう。

「助かる」

　短く礼を言って昨夜と同じように水で顔を洗い、眠っている間もセトが面倒を見ていたおかげでまだ燃えている焚き火で水熊の肉を焼いて朝食を取り、出発の準備は完了した。

「さて、そろそろ出発しようと思うんだが……昨夜は見張りを任せたけど、体力的に大丈夫か？」

　レイの問いに全く問題無いと喉でゴロゴロと鳴くセト。

　通常のグリフォンなら一晩徹夜すれば多少の疲れは見せるのだが、セトはレイの莫ばく大だいな魔力を使った魔獣術によって生み出されたグリフォンだけに、一晩程度の徹夜は問題無いらしい。

「そうか。なら、早速行こうか」

　レイの言葉を聞き、森の中のときと同じく背を屈かがめて乗るように促す。レイは感謝の意味を込めてその背を軽く撫なでてからデスサイズを持ったまま跨またがる。

「グルルルルルルルゥゥッッ！」

　高く鳴き、数歩の助走で翼を羽ばたかせて、まるで空を走るようにして駆け上がっていくセト。そして十分な高度を取ったところで首だけを自分の背に乗っているレイの方へと向ける。

「グルゥ？」

　どっちに行くの？　と尋ねてくるセトに南の方を指し示すレイ。特に南を示したのに理由があった訳では無い。自分の中の直感に従っただけだった。

「グルゥッ！」

　レイの指示に鋭く鳴き、一路南へと進路を取ってその翼を羽ばたかせる。

「……凄すごいな」

　セトの背から眺める光景に、思わず言葉を漏らす。

　レイの眼前に広がっているのは、どこまでも突き抜けるような青空と、一面に広がる緑の絨じゆう毯たん。見渡す限り街や村といった人工物は一切存在しない。

　レイが空からの景色を見て喜んでいるのが分かったのだろう。セトは嬉うれしげに鳴き、より大きく翼を羽ばたかせて空を疾走する。

「……っと、見とれてるだけじゃなくて俺の素性を考えておかないとな」

　そもそも自分はこの世界の常識というものを全く知らない。そのため、世間知らずに見られてもおかしく思われないように自らの設定を考えておかないといけない。そう判断したレイは、景色を眺める気持ち半分、自分の設定を考える気持ち半分で頭を働かせる。

（冒険者として暮らさざるを得ない以上、魔術師という設定は絶対に必要だ。セトと一緒にいるとなると召喚術やテイマー系の能力を持ってるという設定も必要だな。それでいて世間知らずでもいいような設定……）

　今まで読んだり見てきた小説やら漫画、映画といった内容で似たようなものを思い出し……次の瞬間レイの脳裏に浮かんだのは、人里離れた山奥で修行をしていた魔法使いの見習いが、師匠に修行の旅に出されるといった自分が佐伯玲二だったときに読んだ漫画だった。

　そこに現在の自分の境遇を一つ一つ当て嵌はめていく。

（人里離れた山奥に師匠と二人だけで住んでいたので世間について疎い……ＯＫ。その師匠から習った魔法、いや魔術が火の魔術と召喚術……は、セト以外を召喚しろと言われたら困るからテイマーってことにしておくか。ゼパイルの知識によると一応テイマーというのも存在しているらしいし。で、その魔術の師匠に一通りの魔術は教えたからと修行のために空間魔術で見も知らぬ場所に転移させられて、相棒のセトと一緒に魔獣を狩りながら彷徨さまよっていたら街なり村なりを発見した、と）

　頭の中で一通り自分の考えた設定に矛盾が無いかどうかを考え、問題無いだろうと判断する。

　深く考えてみれば、魔術師の修行をしていたのにデスサイズという巨大な大鎌を武器にしていたり、その大鎌が魔術の発動体……いわゆる一般にいう杖つえだったり、修行に出すのに無一文で放り出したり、レイの他にセトも高価で高性能なマジックアイテムを装備していたりと、色々おかしな点は多々あるが、それ以上説得力のある設定が思い浮かばなかったので満足そうに頷うなずくのだった。

　設定を決めてから、数時間。特に何事も無くセトとその背に乗ったレイは、空の旅を楽しんでいた。いや、寧むしろ飽きていた。しばらくは上空からの景色を楽しんでいたレイだったが、延々と同じ景色を眺めているとさすがに飽きてくる。襲い掛かってくる魔獣や、野盗に襲われている商人や貴族の馬車といった存在、あるいは魔獣に襲われている冒険者のような小説で良くある展開が無いかとも思ったのだが、現実はそれほど甘くは無く、全く何も起きないまま時は流れる。

　そしてさらに数時間。太陽も直上へと昇り、時間的にそろそろ昼食をどうしようかとレイが考え始めたとき。

「グルルルルゥッ！」

　セトが注意を引くような鳴き声を上げたのだった。

「どうした？」

　レイの問いに、視線を前へと向けるセト。その視線を追うと、そこには明らかに人工物……というよりはたくさんの家々が存在していた。それも村ではなく、数万人規模は存在していそうなかなり大規模な街だ。魔獣対策のためか街を城壁で覆っている、いわゆる城壁都市とでも呼ぶべき造りになっている。

　さすがに街が近いためだろう。その街から続く街道のような物が眼下には存在している。もちろんコンクリートや石畳で造られた道路ではなく、街に出入りする人々の足や馬車で踏み固められて自然に出来た道路だ。

（さて、どうするか。まず、セトに乗って上空から直接街の中に入るというのは問答無用で却下だろう。となると大人しく入り口から入るのがベストなんだが……入り口近くにセトで直接降りる、というのも門番なりなんなりを警戒させてしまいそうだな。これも却下。なら少し離れた所に着地して、そこからセトと一緒に歩いて街に向かうか）

　下の道路を通っている者たちがセトの方を指さして驚きの声を上げているのを見ながら方針を決める。

「セト、もう少ししたら地上に降りてくれ。飛んでじゃなくて地上を歩いてあの街に向かおう」

　レイの頼みに小さく鳴き、翼を大きく羽ばたかせて街の方へと向かうセト。それから数分、街までの距離が歩いて十分ほどの場所で、レイとセトは空の旅を終えることにした。

　地面へと着地したセトとレイは、街へと続く道路を歩いて行く。その周囲にはセトが着地する所を見ていたためか、一人と一匹からかなりの距離を取って街へと向かう旅人や商人、あるいは冒険者と思おぼしき武器を装備している者たちの姿があった。

（なるほど、あれが冒険者か。武器は剣に槍やり、そして弓。杖を持っているのは魔術師か？）

　それと悟られないように踏み固められた地面を歩き、周囲の様子……中でも冒険者と思われる者たちを観察するレイ。冒険者たちの方も、自分たちが観察されているのに気が付いているのか、あるいは純粋にグリフォンであるセトを警戒しているのか、レイたちの方を警戒していた。

　そんな状態が十分ほど続き、ようやく街の入り口が見えてくる。そこには当然と言うべきか、予想外と言うべきか、五人の兵士たちがそれぞれ槍や剣で武装してレイたちを待っていたのだった。

「……」

　さすがに自分たちから手を出す訳にもいかず、無言で兵士たちに近付いていくレイ。その後に大人しく従って歩いているセト。そんな風に自分たちに近付いてくる一人と一匹の様子を見ていた兵士たちだったが、距離が縮まるにつれて緊張感が満ちていく中で、唐突に兵士の中から一人の男が前に出る。

（他の兵士たちが若いのに比べて、三十～四十代。恐らく兵士たちの纏まとめ役といったところか？）

　そんなレイの予想を裏付けるように、顎あご鬚ひげを生やした中年の男は声を掛けてくる。

「私はギルムの警備隊隊長を務めているランガという者だ。君はこの街に用があって来たと思ってもいいのかな？」

　厳いかつい容よう貌ぼうにもかかわらず、その口から発せられたのは予想外に軽い声だった。その違和感に戸惑いつつも、頷くレイ。

「そうなんだが……この出迎えの様子を見ると、何か問題があったりするか？」

「グリフォンのようなランクＡモンスターを連れているだけに皆みんな戦々恐々としていてね。すまないけど、向こうの詰め所でちょっと話を聞かせて貰もらえるかな？」

　ランガの言葉に周囲を見回すと、確かに門の近くにいる者たちの視線の多くがレイとセトへと集まっていた。特にセトに向けられている視線には恐怖とも畏い怖ふとも取れる色が浮かんでいる。

　ランクＡモンスターという区分は理解出来なかったレイだが、それでも視線の意味が理解出来ないほどに鈍い訳では無い。

（確かに予想以上にセトを怖がっているみたいだな。となると、大人しく詰め所の中で説明をした方が結果的に早くすむ、か）

　内心で溜ため息いきを吐き、男の声に頷く。

「分かった。俺も別によけいな騒動を起こしたい訳じゃないし、そっちの方が良さそうだな」

「悪いね。さすがにグリフォンのような高ランクモンスターを連れた人物をそのまま素通りさせたら、上司に怒られるんだよ」

　厳つい顔に似合わぬ軽い口調で事情を説明するランガ。どうやらその厳つい顔と正反対の軽い口調は、レイやセトを警戒して意図的に出したというよりも、単なる素だったらしい。

　見かけと性格が違う、どこかアンバランスなランガの案内に従い、門の脇にある小さな建物へと向かう。

「その、悪いけどグリフォンが入れる大きさは無いから、外で待ってて貰ってもいいかな？」

「ああ、構わない。セト」

　レイの後ろを大人しく付いて来ていたセトの名前を呼び、嬉しそうに顔を擦りつけてくる頭を撫でながら声を掛ける。

「俺は建物の中で話があるから、セトは近くで休んでてくれ」

「グルゥ？」

　大丈夫？　と青い瞳ひとみを向けて小首を傾げるセトに、頷きを返す。

「大丈夫だ。俺の実力は知ってるだろ？」

　レイの言葉に安心したのか、短く鳴いて詰め所の脇にある草むらに寝転がるセト。一晩の徹夜と、ここまで休み無しで飛んできたことでさすがに多少の疲れはあるのか、その目をゆっくりと閉じるのだった。

　当然、警戒をしていないという訳ではない。並のグリフォンと比べてスペック的に圧倒的な差があるセトは、視覚情報以外の嗅きゆう覚かくや聴覚、あるいは第六感や魔力といったもので、身体を休めながらも警戒をするのはそれほど難しいことではない。

「俺が詰め所の中にいる間、誰かがよけいなちょっかいは出さないようにして貰えるか？」

「もちろん分かってるよ。私としてもグリフォンを怒らせるような事態なんて考えたくないしね。そうだな……君」

　ランガが、近くにいた兵士へと声を掛ける。

「何でしょうか？」

「私と彼が詰め所で話している間、誰かがグリフォンによけいなちょっかいを掛けないように見張っていてくれるかな」

「え？　自分が、ですか？」

「そう。君が」

「……了解しました」

　不承不承、といった感じで頷く兵士。

　どのようなランクが設定されているのかレイは知らないが、少なくとも警備兵たちの様子を見る限り、ランクＡというのは相当に危険なカテゴリだろうというのは容易に予測出来る。それゆえに兵士の気持ちが理解出来ない訳でもないし、レイとしてもこれから世話になる相手を無駄に怖がらせたいとも思えないために、兵士を安心させようと声を掛ける。

「グリフォン、セトは基本的に大人しい。ただ見ているだけなら何もしないから安心してくれ。ほら、ああやって日向ひなたぼっこをしているのを見れば、危険だとは思えないだろう？」

「はぁ……た、確かにそう言われれば、大人しそうに見えるかも」

　セトとしては目を瞑つむって周囲を警戒しているのだが、それは側はたから見た限りでは分からない。寧ろ猫が気持ちよさそうに昼寝をしているように見えるその光景に、兵士の顔から微かすかにだが恐怖の色が消える。

「じゃ、詰め所に行く前に……これを」

　兵士が落ち着いたのを見たランガが、どこから出したのか布きれのようなものをレイへと手渡す。それを受け取ったはいいものの、何のために渡されたのか分からず眉まゆを顰ひそめ、ランガへと視線を向ける。その様子に苦笑を浮かべながらランガは口を開く。

「……君ね。大鎌の刃をそのままで街に入る気だったのかい？　剣を抜き身でぶら下げている人なんていないだろう？　槍はともかく、そんな大きな刃をそのままで街に入る……なんてのはさすがに立場的に見逃せないんだよ」

「……了解」

　言われてみれば納得の説明だった。




　詰め所の中に入り、ランガに勧められて椅子へと座るレイに、ランガは木のコップに入った水を手渡す。

「悪い、助かる」

　さすがに何時間もセトの上で飲まず食わずだったために、短く礼を言ってコップを受け取って口を付ける。

　冷たい……とはとても言えない温度だったが、それでも喉のどが渇いていたためかそれなりに美う味まく感じた。

「もう一杯どうかな？」

　再度コップに水を汲くみ、レイの返事を聞く前にテーブルの上に水の入ったコップを置き、レイの向かいへと腰を下ろすランガ。

「さて、まずは何から聞くべきかな。いや、その前に自己紹介をしておこうか。先程も言ったが、私はこのギルムで警備隊の隊長を務めているランガだ」

「俺はレイで、表にいるグリフォンはセトだ。よろしく頼む」

　短い自己紹介が終わり、いよいよ本題とばかりにランガが口を開く。

「そうだね、まずはこの質問から行こうか。このギルムには何の目的で？」

「冒険者ギルドに登録しようと思って。……冒険者ギルドはある、よな？」

　もしかしたら冒険者ギルドが無いかもしれない。若干だがそんな不安を滲にじませつつ問いかけたレイに、ランガは当然とばかりに頷うなずく。

「そりゃあ当然じゃないか。小さな村にも冒険者ギルドの支部があるのが普通なのに、辺境で唯一のこの街に無い訳がないだろう？」

　ランガのその言葉にレイは大きく安あん堵どの溜息を吐き、前もって考えておいた設定を口にする。

「良かった。何しろ生まれてからずっと師匠との二人暮らしだったから、どうも世情には疎いんだ」

「……さっきの口ぶりからすると、この街に冒険者ギルドの支部があるかどうかも分からなかったのにかい？」

　口調は柔らかいが、噓は見逃さないといった感じでランガが問い掛ける。

「さっきも言ったけど、生まれてからずっと山奥で師匠と暮らしてたんだ。その師匠にしても魔術馬鹿で、常識には疎かったし」

「……魔術？　魔法じゃなくてか？」

　不思議そうに尋ねてくるランガに、レイは小首を傾げながら尋ね返す。

「魔法？　うちの師匠は魔術って言ってたけど……こっちでは魔法って呼ぶのか？」

「……なるほど。確かに君は一般常識を知らないようだね。魔術なんて呼んでいたのは数百年も前のことで、今では魔法と呼ばれている」

　数百年、という所で微かに眉を顰めたレイだったがすぐに気を取り直して話を続ける。

「それが本当なら、確かにうちの師匠はよほどの世間知らずとしか言えないか。まあ、修行に出てこいと言って空間魔術……いや、今風の呼び方なら空間魔法で転移させるんだから、それもおかしくはないかも」

「修行？」

「一通りの魔法を修めたから、後は自分で修行して力を磨けと言われて放り出された」

　レイの言葉を聞いたランガは、思わず気の毒そうな視線をレイへと向けながら言葉を続ける。

「なるほど、それで冒険者な訳だ。ちなみに、表にいるグリフォンは君の魔法で？」

「セトに関しては魔法で従わせてる訳じゃなくて、子供の頃から一緒に育って来たんだ」

「……テイマー、なのかな？」

「俺自身に自覚は無いけど、分類上は多分そうなると思う」

「うーん、召喚魔法とかじゃないのか。……そうすると……」

　レイの言葉にランガは数秒ほど何かを考え、やがて口を開く。

「一応、この街の冒険者にもモンスターをテイムしている者は存在する。ただ、それでもランクＡモンスターのグリフォンを……なんて冒険者はいなくてね。辺境にあるおかげで腕利きの冒険者が揃そろっているこのギルムでも、冒険者がテイムしているモンスターとなるとランクＤまでが殆ほとんどで、極稀まれにランクＣといったところだから、どうしたものかと思ってね」

　そう言うランガだったが、そもそもこの世界の常識を知らないレイにとっては、ランクＡとランクＤの具体的な違いというのは分かっていない。戦闘力や危険度によるランクだというのは予想出来るのだが。

「それと、一応この街に入るには税金を払わないといけないんだけど。山奥で暮らしていたんなら、お金の類たぐいは持って無い……よね？」

　確認するようなランガの言葉に、頷くレイ。

　このエルジィンという世界では、基本的に銅貨十枚で銀貨一枚。銀貨十枚で金貨一枚。金貨十枚で白金貨一枚、白金貨十枚で光金貨一枚となっている。

　レイに分かりやすく説明するとしたら銅貨一枚が百円、銀貨一枚が千円、金貨一枚が一万円、白金貨一枚が十万円、光金貨一枚が百万円といったところか。

「で、基本的に冒険者以外の人──つまり旅人とか商人とかだね──は街に入るたびに銀貨一枚の税金が必要になる」

　冒険者が街に入る際に税金が掛からないというのは単純な話で、税金を掛けると冒険者たちがその街を拠点として使わなくなるからだ。考えてみれば当然の話なのだが、街の中と外を行ったり来たりする必要性のある依頼も多いのに、そのたびに銀貨一枚を取られていては堪たまったものではない。そのため、街を治める貴族たちは冒険者ギルドに所属している冒険者がギルドカードを見せた場合に限り街に入る際の税金を免除している。銀貨一枚の税金よりも、冒険者たちに依頼を受けて働いて貰もらった方が結果的に利益が大きいと判断しているからだ。

　ランガからそのような話を聞いたレイは思わず溜ため息いきを吐く。

「つまり、現在の俺はまだ冒険者じゃない。だから税金が必要だと？」

「そうなるね。師匠から餞せん別べつとかは貰わなかったのかい？」

　ランガの質問に小さく首を横に振るレイ。そもそも師匠というのはあくまでも設定でしかない以上は餞別なんて貰えるはずもない。

「うーん、出来れば私がお金を貸して上げたいんだけど、その辺は規則で禁止されているし……」

　呟つぶやきながらレイをじっと見つめるランガ。

　ランガの立場としては、怪しい人物を街に入れる訳にはいかない。しかし、目の前にいるレイという人物はランガの経験から考えても悪人には見えない。それどころかグリフォンというランクＡモンスターを従え、身の丈以上もある大鎌を操るという、見るからに腕の立つ人物なのだ。

　このギルムは、エルジィンにある大陸の中でも中央大陸の大国であるミレアーナ王国、その中でも人口十万人近くを誇る、辺境唯一にして最大の街である。それゆえにモンスターの討伐という依頼が多く、襲ってきたモンスターに対処するという意味でも、腕の立つ冒険者はいればいるほどに街の安全を守るための力となってくれるのだから、ここでみすみす逃す手は無いというのがランガの考えだった。

「そうだね。じゃあ何か売ってもいいような物とかは無いのかな？　それを私たちが代わりに街の中にある店に売りに行くとかは出来るけど」

「売ってもいいような物……あ、こういうのとかでも？」

　ランガの言葉に、ふと思いつき、脳裏に展開したミスティリングのリストから刃ムササビの死体を二十匹ほどと、水熊の毛皮を取り出す。

「こ、これは……アイテムボックス!?　それにこれは魔の森の入り口に巣くっているジャルムと……ウォーターベアの毛皮!?」

　どこからともなくレイの手の中に現れてテーブルの上に置かれた刃ムササビ──ジャルム──の死体と、水熊──ウォーターベア──の毛皮に驚きよう愕がくの表情を浮かべるランガ。

　なお、レイは全く理解していなかったが、ミスティリングのようなアイテムボックスと呼ばれる種類のマジックアイテムは非常に稀き少しようであり、世界でも数えられるほどの数しか現存していなかったりする。それゆえにランガは驚愕の表情を浮かべたのだ。

「これは、その……もしかして君が仕留めた……のかな？」

「そうなるかな。転移先の森でいきなりその水熊……ウォーターベアとかいうのに襲われて、セトと一緒にどうにかね。初めての実戦だったから、予想以上に苦戦したけど」

「なら、君が転移させられた場所は魔の森ということになる。少なくとも、私の知ってる限りウォーターベアとジャルムの存在が確認されているのは、この辺だと魔の森しかないからね」

「魔の森？」

「ああ。ランクの低いモンスターも多いが、それ以上にランクの高いモンスターが生息している場所として危険視されている森だよ。森の中からモンスターが出て来ることは特殊な例外を除いて殆ど無いから、冒険者たちが進んで出向くことはない。特定のモンスターの素材を得るという依頼のために出向く冒険者はいるみたいだけど。それにしても、初陣でＣランクのウォーターベアを倒すというのはちょっと信じられないね」

「確かに俺一人だとちょっと厳しかったかも。セトがいたからこそ勝てたんだし。で、この毛皮とジャルムとかいうのは買い取って貰える？」

「あ、ああ。すぐに手配するよ」

　レイの言葉に我に返ったランガが部下を数人呼び寄せると、毛皮とジャルムを持たせて街の中へと走らせる。

「申し訳ないけど、買い取りの査定に少し時間が掛かると思うからしばらくこの詰め所で待ってて欲しい」

「そんなに気を遣わなくてもいいさ。グリフォンを連れていきなりやって来て、さらに街に入るために支払う税金を持って無いような俺にここまでしてくれたんだ。ちょっとの時間待つくらいは何でも無いよ」

「そういって貰えると助かるかな」

　苦笑を浮かべるランガだが、元々はランクＡモンスターのグリフォンを連れた相手なので、手荒な真似をしてもまず勝てないと判断して丁重に対応したというのが正しいところだ。

　そして詰め所の中でレイとランガが世間話……という名の情報収集を始めてから一時間ほど。普通なら昼食の時間が終わり、午後からの仕事を始める頃になって、ようやく毛皮やジャルムを売りに出ていった兵士たちが詰め所へと戻ってきた。

「隊長、ただいま戻りました。これがそちらの方の品を売った金額になります」

　兵士が渡した小さめの袋をそのままレイへと渡すランガ。

「その、ウォーターベアの毛皮は処理の仕方に失敗した所が多かったらしく、本来なら金貨七枚らしいのですが金貨五枚に。ジャルム二十匹に関しては、解体すらしていなかったので解体費用込みで一匹銀貨一枚の合計金貨七枚になりました」

（金貨七枚か。予想よりちょっと安かったな）

　内心で舌打ちするレイだが、その原因が自分の解体のミスとあっては誰も責めるに責められない。

　袋の中から金貨を一枚取り出してランガへと渡すと、お釣りと共に首飾りを渡される。

「はい、税金の方確かに。銀貨九枚のお釣りです。それと、テイムされたモンスターや召喚獣を街中で連れて歩く場合は、この従魔の首飾りを見て分かる場所に着けておいて下さい。テイムされたモンスターや召喚獣が暴れたりして被害を出した場合、その処罰は主人の方にいきますので注意して下さい。なお、グリフォンほどの大きさのモンスターを連れているのなら、街の東の方にある夕暮れの小麦亭という宿がお薦めです。と言うか、そこくらいしかグリフォンを休ませられる大きさの厩きゆう舎しやがある宿は無いというのが正確な所ですが」

「冒険者ギルドは？」

「街の中に入って、大通りを真っ直ぐに進めばすぐに見えます」

「なるほど。色々と手間を掛けさせてしまったかな。ありがとう」

「いえ。では、ようこそギルムへ。よい出会いがありますように」

　ランガにそう送り出され、レイは詰め所を出るのだった。




　ギルムの大通り。現在そこはざわざわとした声に包まれていた。

　いや、それ自体はいつものことであり、特におかしいことではない。いつもと違うのは、ざわめきの中心に一人の男──というよりは少年──と一匹のグリフォンがいたことだろう。

　周囲から向けられている視線が気になるのか、喉のどの奥で小さく鳴くセト。一瞬だけ周囲のざわめきが静まるが、すぐにまた元のざわめきが戻る。

　だが、それも無理はない。何せグリフォンというランクＡモンスターが街の中を堂々と歩いているのだから。その首にテイムされたモンスターや、召喚獣であることを示す従魔の首飾りが掛けられているからこそこの程度ですんでいるのだ。もしこれが野生のグリフォンだった場合、周囲の住人たちは逃げ、冒険者や騎士、兵士といった存在が武器を構えて向き合っているだろう。

「気にするな。お前が何もしなければ向こうも何もしないさ」

　そう言ってセトの頭を撫なでるレイだったが、そのレイにしても柄の長さ二メートル、刃の長さ一メートルという大鎌を持っているのだ。もしセトがいなかったとしても注目を集めていたのは間違いないだろう。

　そんなざわめきと共に大通りを歩くこと二十分ほど。ランガに聞かされていた通り、冒険者ギルドと大きく書かれた看板の掛かっている建物がレイの視界へと入って来た。ゼパイルの知識のおかげで文字を読むのに不都合がないというのは幸運だったのだろう。

「セト、あそこに従魔や馬車用の待機スペースがあるから、そこで待っててくれ。この首飾りがよく見えるようにな」

　レイの声にセトは喉を鳴らしながら頷うなずき、指定された場所へと向かう。それを見送ったあと、レイもまた冒険者ギルドの入り口にある扉へと手を伸ばす。

　ギィッと音を立てて開く扉。そこでレイの目に入ってきたのは予想外の光景だった。荒くれ者が大勢集まり、好き勝手に酒を飲み、ときには喧けん嘩かをし、下品なほどの大声で笑い声を上げている。……そんな光景を予想していたレイだったが、目の前に広がっていたのはそんな予想とはかなり違う光景だった。確かに冒険者ギルドに酒場が併設されていたが、そこには五人の冒険者らしき者たちが酒を飲んでいる他は数人ほどがポツポツといるだけで、殆ほとんどの席は空いている。

「いらっしゃいませ。用件の方は何でしょうか？」

　レイがギルドの中を物珍しそうに眺めていると、唐突に声を掛けられる。声のした方へと視線を向けると、そこには受付らしき場所が複数あり、その中の一人がレイへと声を掛けていた。

　さすが冒険者ギルドの顔というべき受付を任されているだけあって、数人いる受付嬢たちは皆が皆美形と表現しても構わない容姿を誇っている。猫耳や犬耳をした獣人や、エルフらしき耳の尖とがった女性。そして当然いる普通の人間。その中でもレイに声を掛けたのは、黒髪をポニーテールにした人間の受付嬢だった。

「ギルドの登録を頼みた……」

　そこまでレイが口に出したとき、酒を飲んでいた集団の方から唐突に下品なまでの笑い声が聞こえて来る。

「ぎゃはははは！　ここはお前みたいな貧弱なガキが来る場所じゃないぞ！　僕ちゃんが行くのはママのスカートの中だろう？」

「そうからかうなよ、バルガス。ほら、ビビッちまって声も出せないじゃないか」

「坊主、お前がここに登録に来るには十年……いや、十五年は早いんじゃないか？　そんな貧弱な身体で冒険者が出来るとでも思ってるのか？」

「そうそう。武器だけは大きいのを持ってるようだが、モンスターに対してハッタリなんか意味がないんだぜ？」

「おい、絡むな。打ち上げだってのに、よけいな騒ぎを起こしてどうするんだよ」

　五人のうち素面しらふ気味の一人が止めようとしているものの、残りの四人はすでに大分酔っ払っているのだろう。制止の声も関係ないとばかりに、レイに対して小馬鹿にするような野次を飛ばしている。

「ちょっと、新人に絡むのは止めて下さい！」

　さすがにレイがこのまま絡まれ続けるのは可哀想だと思ったのだろう。あるいは受付嬢としての職務上というのもあるかもしれないが、受付嬢がそう声を上げる。だが、それがよけいに気に入らなかったのだろう。レイだけではなく、受付嬢まで揶や揄ゆするかのような声が上がる。

「は、何だ。レノラはそんなガキが好みか？　そんなガキじゃ夜も満足させて貰もらえないだろ？　俺に任せれば充実した夜を過ごさせてやるぞ。だから今夜辺り付き合えよ」

「……いい加減にして下さい。最近の貴方あなたたちは問題行動が目にあまります。これ以上こちらの業務を妨害するようでしたら、こちらとしても相応の対応をしなければなりませんが？」

「はいはい。全く、これだから受付嬢ってのは気位ばっかり高くていけねえ」

　酒が入っているためだろう。普段ならまず口に出さないだろう言葉を口にする男たち。

　そんな態度に、レイの前にいた受付嬢が先程よりもさらに鋭い視線を冒険者たちへと向けるが、最初に止めに入った冒険者以外はそれに気が付いた様子は無い。

（ああいう酔っ払い相手に構っても碌ろくなことにはならないし、さっさと手続きを完了して……いや、待てよ？　奴等の中で打ち上げがどうとか言っている男がいたな。ギルドに併設されている酒場で打ち上げをやってるってことは、つまり何らかの依頼を成功させた直後の可能性が高い訳だ。なら……）

　レイの脳裏を、以前読んだ小説の内容が過よぎる。その主人公は今のレイと同じような目に遭っている状態で逆に相手を挑発し、賭かけ試合を持ちかけて当座の資金を得ていた。もちろん玲二であった頃の自分ならあのような体格のいい男たちに対して敵対するような真似は出来なかっただろう。だが、今の自分はウォーターベアというモンスターとさえ互角に戦えるのだ。

　そう判断したレイはリスクとリターンを天てん秤びんに掛け、即座にリターンを選択する。

「フン」

　野次を飛ばしている男たちに向かって露骨に鼻で笑ってからギルドの受付嬢の方へと向き直るレイ。

　当然、男たちは自分が馬鹿にしていた相手に逆に馬鹿にされるという行為に耐えられるはずも無く、頭に血を上らせて怒鳴りつける。

「てめえっ、今俺たちを鼻で笑いやがったな!?」

「クソガキが！　ギルド登録に来たばかりの新米如きが。自分の立場ってものを教えてやろうか？　あぁん!?」

「おいおい、バルガスもゾリトも落ち着けよ。あいつはゾリトの言葉通り登録に来たばかりの新米だぜ？　無理して強がってるのさ」

「新米だからこそ年上に対する礼儀ってのは教えてやらなきゃいけねぇだろ」

　そんな風に言っている四人と、頭を抱えている一人。そんな五人を意図的に無視して受付嬢へと声を掛ける。

「ギルドの登録を頼みたいんだけど」

「え、ええ。……って、ちょっと、貴方大丈夫なの？　あの人たちはああ見えても歴戦の冒険者なのよ!?　そんな風に挑発なんかしたら……」

　レイの見た目と冒険者たちを見比べ、心配するように尋ねる。だが、レイは問題無いと笑みを浮かべて話の続きを促す。

「……まあ、貴方がそう言うのなら説明を続けますけど……本当に気を付けて下さいね？　あの人たちは腕が立つ割には何度も問題行動を起こしてきた人たちなんだから。……ん、コホン。では説明に移りますが、その前に改めて。私は冒険者ギルドギルム支部の受付をしているレノラといいます。よろしくお願いしますね。では、こちらの用紙に名前、年齢、戦闘で使える特技があったら書いて下さい、代筆はいりますか？」

　受付嬢の言葉に大丈夫だと言葉を返し、ペンを手に取り、渡された紙に名前をレイ、年齢を十五、特技の欄に魔法、近接戦闘、テイムモンスターありと書き込んで受付嬢へと手渡す。

　ちなみに、エルジィンでは名字を持っているのは貴族やそれに準じる者。あるいは何らかの偉業を成し遂げた褒美として与えられるのが一般的だ。なので、当然この世界に来たばかりのレイに名字は存在しない。

「はい、ありがとうございます。ギルドカードが出来るまで多少掛かりますので、その間にギルドの説明に移らせて貰います」

　渡された紙を事務員へと手渡し、受付嬢は軽く一礼をしてから改めてギルドの説明をするために口を開く。

「まず、冒険者ギルドというのはランク制で、最下級のランクＨからＧ、Ｆ、Ｅという風に上がって行きます」

「そうなると、ランクＨというのは初心者用？」

「そうですね。より正確に言えばＥ、Ｆ、Ｇが初心者用、あるいは駆け出しや新人のランクとなっいます。同時にＣとＤまで上がればベテランで、ＡとＢは一流や腕利きとなります」

「……じゃあ、ランクＨは？」

　レノラと名乗った受付嬢の言葉にランクＨの説明が無かったのを不思議に思ったレイはそう尋ねる。

「ランクＨは戦闘を必要としない、いわゆる街の中だけで出来る依頼のみ受けることが出来るランクです。例えば店の商品や倉庫の整理や、店番、草むしりといった、雑用仕事ですね。ランクＨの依頼に限って言えば、冒険者というよりも街の住人が小遣い稼ぎでやるという人もいます」

「なるほど」

　レノラの言葉に納得したように頷いたレイは、説明の続きを促す。
















「ちなみにランクに関してですが、実はランクＡよりも上のランクＳというのもありますが、これに関しては世界でも三人しか存在していません。それほどの規格外の……より正確には人外の存在と表現するのが正しい人たちですね。このミレアーナ王国の王都にも一人存在しますよ」

　人外の存在という言葉に一瞬だけ反応しそうになったレイだったが、幸いレノラはそれに気が付かずに説明を続ける。

「ここまでで何か質問はありますか？」

　そう尋ねてくるレノラの言葉に、レイは気になっていたことを口に出す。

「ギルドに登録した場合、ランクＨから始まるということだけど、街の外に出る必要がある依頼を受けるためにはどうすれば？」

　そもそも、レイの目的は魔獣術で生み出されたセトとデスサイズの強化だ。そのためには必然的に街の外でモンスターを相手にする必要があり、当然の疑問だった。

「ランクＨの冒険者が外に出る必要のある依頼を受けるには、ギルドの試験官にある程度の戦闘能力があると認められれば、ランクＧに上がって街の外での依頼を受けることが可能になります」

「なるほど、試験官に……」

　レイが頷いたのを確認し、納得したと判断したのだろう。レノラは説明を続ける。

「続いて依頼に関してですが、あそこにボードが幾つもあるのが分かりますよね？　あのボードは依頼ボードと言って、ランクＧ用、ランクＦ用といったようにランクごとに受注可能な依頼を貼り付けています。その依頼書を受付に持ってきて受理されれば依頼の受注は完了となります」

　レノラの見ている方へと視線を向けると、確かにそこには幾つものボードが存在している。その際、先程絡んできた冒険者たちが嘲ちよう笑しようを浮かべているのも見えたが、特に気にした様子も無く無視してレノラへと視線を戻す。

「なお、依頼書に書かれている報酬については、街に納める税金やギルド側の手数料を抜いた金額になっているので、依頼を達成した場合は報酬額全てが支払われることになります」

「なるほど、面倒な計算をしなくてもそのまま報酬が全部貰えるのは嬉うれしいな」

「そうですね。レイさんは大丈夫なようですが、冒険者の中には計算が苦手な人もいるので。……それで、依頼に関してですが規定日数が書き込まれているものについては、その日数以内に仕事を終えることが出来ない場合報酬の三割を違約金としてギルドに払って貰うことになるので注意して下さいね」

　違約金として報酬の三割と聞き一瞬眉まゆを顰ひそめたレイだったが、それもすぐに納得した表情を浮かべる。規定日数というのが無ければいつまでも依頼を達成しないような者も出て来るだろうし、その際のペナルティとしては妥当だろうと判断したためだ。

「依頼についてですが、ランクＧ以降は基本的には自分のランクの一段階上までの依頼を受注可能で、下限はありません。例えばランクＦ冒険者の方が受けられる依頼はＨ、Ｇ、Ｆ、Ｅの四つといった具合ですね」

「一段階上までというのは、やっぱり無理な難易度の依頼を受けるのを防ぐために？」

「ええ。冒険者というのは荒っぽい仕事も多いので、当然血の気の多い方もいらっしゃいます」

　そう言い、ニヤニヤとした笑みを浮かべながらレイへと視線を向けている冒険者たちを一いち瞥べつするレノラ。

「ですので、冒険者を守るという意味でもそういう規則になっています」

「なるほど。なら、ランクを上げるには具体的にどうすれば？　ランクＧに関してはある程度の戦闘技術があればいいってことらしいけど」

「ランクアップに関しては、規定回数の依頼をこなした後に申請すればギルド側で審査をし、ランクアップ可能かどうかを判断します。ただしＥからＤに上がるとき、ＣからＢに上がるときは別個にランクアップ試験を受けて貰うことになっていますね」

（ランクアップ、か。受けられる依頼が自分の一つ上のランクまでだと考えると、強力なモンスターの魔石を手に入れるための討伐依頼を受けることを考えれば、なるべく早くランクアップした方がいいだろうな）

　内心で呟つぶやきながら、話の続きを促すレイ。

「今のランクと多少似ていますが、パーティランクというものがあります」

「パーティランク？」

「はい。複数人の冒険者でパーティを組んだ場合、メンバーの平均ランクがパーティランクとなってギルドカードに明記されます」

「パーティを組む上でのメリットは？」

　そんなレイの質問に、笑みを浮かべつつ口を開くレノラ。

「何と言っても、ソロで行動するよりも戦力が充実することですね。一人より二人、二人より三人、三人より四人といった風に。他には、ソロだと自分のランクより一つ上の依頼しか受けられませんが、パーティだと二つ上のランクの依頼を受けられるといったところでしょうか」

　その話を聞くも、レイ自身はパーティを組む気は無い。魔石を欲しているというのを他人に知られたく無いというのもあるが、レイにはセトという相棒がいるのだから無理にパーティを組む必要は無かった。

「それと、ランクというのは冒険者やパーティだけではなくモンスターにも設定されています。例えばランクＣモンスターと戦う場合は、ランクＣパーティが若干の余裕を持って勝つことが出来る、という風にですね」

「……それだと、ソロだったりパーティの人数だったりで個人によって違うんじゃ？」

「確かにそうです。なので、モンスターランクに関してはあくまでも目安程度と考えて下さい。当然、ランクＤパーティがランクＣモンスターを倒したりといったことはそれなりにありますから」

　モンスターにも個体差がある以上、あくまでも目安でしかないと言われ、納得するレイ。

「ランクに関しては以上ですね。それと、今回は冒険者として登録したのでギルドカードの作成に関しては無料ですが、紛失した場合は再発行手数料として金貨五枚が必要になるので気を付けて下さい」

「金貨五枚？」

「はい。それなりに高度な技術が使われていますので」

　予想外の高額さに驚くも、高度な技術が使われているマジックアイテムだと言われれば納得するしかない。

「それで、冒険者となってモンスターを倒したら素材を入手することになります。その素材に関しては、ギルドで買い取りもしていますが街中にある店で売っても構いません。基本的にはギルドでの買い取りは一～二割ほど安くなりますが、買い取り査定が素早かったり同じ素材が市場に大量にある場合でも一定の値段となります。それと、ギルド以外で取引をして何らかのトラブルが起きたとしてもギルドでは関知しませんので」

「それだと多少安くてもギルドで売った方がいい……のか？」

「そうですね。安心度という点ではお薦めです。少しでも高く売りたかったり、交渉に自信があるのなら街中の店で売るといいですよ。……ああ、そう言えば忘れてましたね」

　不意に何かを思い出した様子のレノラに、首を傾げて視線を向ける。

「ギルド同士がマジックアイテムで密に連絡を取ることが可能なので、ここで作ったギルドカードやランクは他の街の支部でも使用可能となっています。それと……」

　再び酒場でニヤニヤとした笑いを浮かべている冒険者たちへと視線を向けるレノラ。

「依頼やその他の関係で冒険者同士が何らかの揉もめ事を起こしたとしても、一般人に被害が出ない限り冒険者ギルドは基本的に関知することはありません」

「なるほど」

「以上です。長々とした説明でしたが、分からないことがあったら随時聞いてくれればこちらで教えますので、安心して下さいね」

　レイが自分の言いたいことを理解したと判断したレノラは、そう言ってギルドの説明を終えるのだった。

　レノラの言葉を聞き終えたレイは、改めて先程から自分を見ている冒険者たちへと視線を向ける。するとそこではギルドの登録が終わるのを今か今かと待ち受けている四人の姿があった。最初にその四人を止めていた一人は、すでにその四人と自分は関係ないという意思表示なのか離れた場所で一人チビチビと飲んでいる。

　その四人が何を考えているのかは、受付嬢の説明にあった揉め事には関知しないという説明が全てだった。現在のレイはまだギルド登録前の一般人でしかない。さすがに冒険者が一般人へと暴力を振るえばギルドからのペナルティが科されるが、それが登録したばかりだとしても冒険者同士なら問題は無いと判断したのだろう。

「何か質問はありますか？」

　受付譲の言葉に、数秒考えて口を開く。

「例えば、ＨランクやＧランクの冒険者がＣランクやＢランクの討伐依頼の魔物を倒した場合は？」

「残念ですが、依頼を受けていない状態で魔物を倒してもそれは依頼達成とは認められません。ただ、その魔物の素材の買い取りは可能です」

「ぎゃははは。登録したばっかのガキがＣランクやＢランクの魔物を倒すだってさ。寝言を吐ぬかすのもいい加減にするんだな」

「起きた状態で寝言を言うとか、どれだけ器用に寝てるんだか」

　レイの質問を聞きつけたバルガスとゾリトと呼ばれた冒険者たちが再度絡んでくるが、レイはそれを無視したまま受付嬢との会話を続ける。

「なるほど、説明してくれて助かった。ギルドカードはどのくらいで出来る？」

「えーっと……はい、出来ました。カードはこちらとなります。表記されている内容が正しいかどうかをきちんと確認して下さい」

　受付嬢の言葉に従い、ギルドカードを確認するレイ。ギルド登録場所が冒険者ギルドギルム支部となっており、名前がレイ、ランクがＨ、年齢十五歳と表記されている。

「特に問題は無いな。……最後に質問を一ついいか？」

「はい、何でしょうか？」

　その質問にニヤリとした笑みを浮かべ、わざと先程から絡んできているバルガスたちへ聞こえるような声で尋ねる。

「さっきから妙に絡んでくる、無様で醜く騒ぐしか能のない一団がいるんだが、あの酔っ払い共のギルドランクは？」

「手て前めえっ！」

　酔っ払っている影響もあるのだろう。レイの質問を装った挑発に、即座に怒り狂う面々。

「……その、あそこにいる方々はランクＤパーティの『鷹たかの爪』の方々です」

「『鷹の爪』？　俺はてっきりゴブリンの涎よだれとか、そういう身のほどにあった名前だと思ってたんだけど」

　レイがそう呟いた途端、『鷹の爪』の面々が座っている場所からバキィッ！　という破壊音が聞こえてくる。そちらへとレイが視線を向けると、バルガスと呼ばれた男がバトルアックスをテーブルへと振り下ろし、破壊しているところだった。

「登録したばかりのガキがいい度胸だ。ちと表に出ろ。身のほどというものを教えてやるからよ」

「いいだろう。どうせついでだ。ゴブリンの涎全員纏まとめて相手にしてやるよ」

「あぁ!?　言ったな小僧！」

「礼儀ってもんを教えてやるよ！」

　それぞれが自分の武器を持ち、ギルドを出て行くレイの後を追いかけてくる。

　そしてギルドから出ようとしたところで、ふとレイが立ち止まって先程の受付嬢へと声を掛ける。

「戦闘の心得があれば登録初日でもランクＧになれるんだよな？」

「え？　あ、はい。その通りですが」

「なら、ランクＧへのランクアップを申請するから、その権限を持つ人をギルドの表に寄こして欲しい」

「は、はい。分かりました」

　受付嬢へとそう言い残し、今度こそ本当にギルドから出て行くレイだった。




　冒険者ギルドの建物の前。現在、レイはそこで自分に絡んできた冒険者四人と向き合っていた。……正確には対たい峙じしていた、と表現するべきか。

「へっ、今さら泣いても腕の一本や二本じゃ許してなんざやらねえからな」

「『鷹の爪』を侮辱した報いを受けさせてやるよ」

　バルガスがバトルアックスを、ゾリトが長剣を構えながらレイを相手に凄すごみを利かせる。

　その後ろでは、二人の連れである冒険者二人がそれぞれ弓と短剣を持って、ニヤニヤとした笑みを浮かべながらレイの方を眺めていた。

　そして四人とレイの周囲には、距離を取りつつも街の住人が野次馬として群がっている。

　このときバルガスたち四人が周囲に集まっている野次馬たちの声を注意して聞いていれば、レイがセトと共に大通りを歩いてきたと野次馬が近くの者たちに話している声が聞こえただろう。

　ちなみにセトはと言うと、レイが冒険者ギルドから出て来たときにはすでに気配や魔力といったもので気が付いていたのだが、首を上げたところでレイの目配せを受け、再び寝転がったまま目を瞑つむってしまう。

　いつもレイに甘えているセトだが、今レイの目の前に立っている冒険者たちの腕を殆ほとんど本能的に察し、特に問題が無いと判断したのだった。

　なお、バルガスたちは酔っ払っている影響や生意気なレイを思う存分痛めつけるという興奮で、セトの存在には全く気が付いていない。

　いや、普通は街中にグリフォンがいると予想出来る方がおかしいのは事実なのだが。

「さて、ゴブリンの涎共。せっかくだから賭かけをしないか？」

「……賭け、だと？」

　ゴブリンの涎、という不名誉極まりないパーティ名に額に青筋を立てながらも、バルガスはレイに話の先を促す。

　それを聞いた野次馬たちもゴブリンの涎というパーティ名に失笑を浮かべていたのだが、弓矢を持った男が鋭く周囲を睨にらみつけて黙らせる。

「ああ。賭けだ。さっきの話を聞いていたんだが、お前たちは奇跡的にも、一生分の運を使い果たして、ようやく依頼を成功させたんだろう？　で、その打ち上げをやっているときに冒険者登録をしに来たばかりの俺に絡んできて、本当のことを言われてその無意味に高いプライドが……」

「黙れ！　さっきから黙って聞いてれば何を好き勝手に言ってやがる！　一生分の運を使い果たした？　奇跡的？　ようやく？　手前こそ登録したばかりの新人が、何を偉そうに俺たちを見下してやがる！」

　一々挑発してくるレイに、バトルアックスを思い切り振って威嚇しながら吠ほえるバルガス。

　その斧おのを振ったときに出た空気を切り裂く音は、バルガスが決して口だけの男ではないことを証明していた。

「まあ、難しい話はいいだろう。そこで賭けの内容だ。俺がお前たちゴブリンの涎四人と順番に一人ずつ戦っていく。それでお前たちが勝ったら……そうだな」

　懐から金貨と銀貨の入った袋を取り出し、腰からミスリルナイフを抜き、右腕からミスティリングを外す。

「金貨六枚に銀貨九枚、ミスリルナイフ。そしてアイテムボックス。これらをお前たちにくれてやろう」

　レイの差し出した物を見たバルガスたちが大きくざわめく。周囲の野次馬たちの中でも、ある程度マジックアイテムに詳しい知識を持つ者は信じられないとばかりに口を開き、周囲の者たちにレイの出した品がどれだけの価値があるのかを説明している。

「ふざけるな！　今日ギルドに登録したばかりの、しかもお前みたいなガキが何でそんな物持ってる！　偽物で俺たちを誤魔化そうったってそうはいかねーぞ！」

　バルガスの咆ほう吼こうのような怒声。それも無理はない。金貨や銀貨はともかく、ミスリルナイフにアイテムボックス。それらを実際に買うとしたら、それこそ光金貨が数十枚、下手をしたら数百枚は必要になるのだから。

　だがそんなことは知ったことかとばかりに、目の前にいる四人相手に挑発するような目を向けるレイ。

「本物かどうかは、もし俺に勝てたらどこかで鑑定するなり何なり好きにしろ。さて、それより俺がこのレベルの品を出す以上、お前たちにもそれ相応の物を出して貰もらわないとな」

「……」

　レイの言葉に黙り込む四人。しょせんバルガスたちはＤランクの冒険者でしかないのだ。アイテムボックスというマジックアイテムは見るのすら初めてなのに、それと同等の品物などあるはずも無い。野次馬たちに対するピエロの如く晒さらし上げられている現状に、殺意の籠こもった目でレイを睨みつけるのみだった。

「どうした？　お前たちの賭ける品は無いのか？　なら、そうだな。お前たちが今持っている全財産でどうだ？　依頼達成の祝いに来てたんなら、ある程度は持ってるんだろう？　それとも冒険者ギルドに登録したばかりの俺に負けるのが怖いか？」

　レイの言葉に、視線に込める殺意を増しながらバルガスは頷うなずく。

「……いいだろう」

「バルガスッ!?」

　頷いたバルガスに非難の目を向ける仲間たち。

「お前等も覚悟を決めろ。ここまで虚こ仮けにされて逃げ出したりしたら、俺たちは明日からずっと笑いものだぞ！　それに勝てばいいんだよ、勝てば。そしたらあのアイテムボックスにミスリルナイフは俺たちの物なんだ」

　バルガスのその言葉に物欲を刺激されたのか、それとも後には退ひけない状況だと理解したのか。残り三人の男たちも目を据わらせてレイを睨みつける。

「決まったらしいな。なら、お前たちの全財産もそこに置いて貰おうか」

　レイの言葉に、四人が懐から金の入った袋を取り出してミスティリングの置かれている場所へと放り投げる。

　その様子に、小さく頷くレイ。丁度そのタイミングでギルドの扉を開けて一人の男が出て来たのだが、気配を殺していたためにそれに気が付いたのは少し離れた所にいるセトとレイのみだった。

「さて、このままここに賭けの賞品を置いといて戦ってるときに誰かに盗まれでもしたら面白くないな。……セトッ！」

　レイの声に不審そうな顔を向けていたバルガスたちだったが、誰に呼びかけたのかはすぐに分かった。……否、強制的に分からされた。

「グルルルルゥッ！」

　雄お叫たけびのような声を上げながら、グリフォンが賞品の前に着地したのだ。ミスティリングやミスリルナイフを守るかのように立ちはだかったセトに、野次馬たちもただ啞あ然ぜんとすることしか出来なかった。それでも逃げ出した者が殆どいないのは、レイがグリフォンを従えているという情報が野次馬たちの間で囁ささやかれていたのと、実際にセトの首にテイムされたモンスターや召喚獣であるとの証あかしである首飾りが掛けられていたからだろう。

　……当然、一般人なら普通はまず見ることのないグリフォンを見てみたいという怖い物見たさというのもあるのだろうが。

「ひ、ひぃっ！」

　長剣を持っていたゾリトが悲鳴を上げて地面へと座り込む。バルガスを始めとした他の面々も啞然としてセトへと視線を向けていた。

　そんな四人を相手に、レイは笑みを浮かべつつ口を開く。

「安心しろ、お前たちの相手をするのは、あくまでも俺だけだ。セト、俺がこれからこいつら四人と一人ずつ戦っていく。勝者にお前の足下にある賞品を渡すんだ」

　レイの言葉に小さく鳴いて頷くセト。

「ということだから安心しろ。ほら、まずは誰からだ？」

『…………』

　そう尋ねるレイだが、バルガスたちは先程までの威勢はどこに消えたのか、ただ顔を青くして黙り込むだけだった。その顔からは数分前まで残っていた酔いの色もすでに消え去っている。

「はぁ、だんまりか。……ならまずはそこで腰を抜かしているゾリトとかいう奴からだな。ほら、いくぞ」

　勝手に宣言し、デスサイズを手に腰を抜かしたゾリトへと歩を進めるレイ。

「ひっ、ひぃっ！　来るな……来るなぁぁぁぁぁぁっっっっっ！」

　徐々に近付いてくるレイに恐怖を覚えたのか、ゾリトは地面に転がっていた己の長剣を必死に摑つかんで顔をレイに向けたその瞬間。すでにレイの姿は目の前にあり、デスサイズの柄を横よこ薙なぎに振るおうとしているところだった。それだけではない。何かが崩れ落ちる音を聞いたゾリトがそちらへと視線を向けると、そこでは仲間二人が地面へと倒れ込んでいるのを目にすることになる。レイから目を離したのはほんの一瞬だったはずだが、一秒にも満たない時間でランクＤパーティに所属している冒険者二人が気絶させられたのだ。

　そして、次の瞬間にはデスサイズの柄が横薙ぎに振るわれ、肋ろつ骨こつを砕かれつつ吹き飛ばされたゾリトは冒険者ギルドの壁へと叩たたき付けられ……

「がふっ！」

　べしゃっ、とでも表現出来そうな音を立てて地面に倒れ込み、意識を闇へと沈ませた。

　地面に倒れ、無様を晒して気絶している三人を一いち瞥べつし、最後に残っているバルガスの方へと振り向き……

「ちぃっ!?」

　目の前に広がったバルガスの顔と、振り下ろされそうになっているバトルアックスを見て咄とつ嗟さにデスサイズの柄を横薙ぎに振るう。

　ギィンッ！　という甲高い音を立てつつ、お互いの武器が弾はじかれる。

　いくら殺さないように手加減をしているといっても、デスサイズの柄とまともに打ち合って刃こぼれすらしていないバトルアックスに、初めて興味深そうな目を向けるレイ。

　言うまでもなくデスサイズはレイの莫ばく大だいな魔力を物質化して作られた……否、正確には創られたマジックアイテムだ。魔石を吸収することによりスキルを増やしていくという特性や、付与されている数々の性能を考えると、実はミスティリング以上の稀き少しよう品だったりする。

「その斧、何らかのマジックアイテムだな？」

「うるせぇっ！　糞くそっ、糞っ、くそがああぁぁっっ！」

　憎悪に染まった目でレイを睨み、バトルアックスを振り下ろし、はね上げ、叩き付ける。

　その速度や技術はそれなりに高度なものであり、見る者が見ればランク以上の戦闘能力だった。少なくとも剣筋も何も無く、ただ闇雲に長剣を振り回していたゾリトよりはよほどマシだろう。

　だがバルガス必死の猛攻も、レイの身体能力や高い五感を以もつてすれば見切るのはそう難しい話ではない。振り下ろされた一撃は右足を後ろへと引き、半はん身みになることで回避し、薙なぎ払うような一撃は柄で弾く。地面を擦こするような位置からはね上げられた一撃は柄を滑らせるようにしてその攻撃を逸そらす。

　そんな攻防のやり取りが続くこと数分。さすがに全力で斧を振り回し続けていたバルガスも限界なのか、レイが後方へと下がるように強引に横薙ぎの一撃を繰り出してレイとの距離を取る。

「ぜはぁっ、はぁっ、はぁっ……」

　レイとの距離を取ったバルガスは、息を整えつつ痺しびれてすでに感覚のない腕の様子を確かめる。

　デスサイズの能力の一つである重量軽減。使用者であるレイにとっては殆ほとんど重さを感じないが、その一撃を受けた方は百kgを超す金属の塊をぶつけられている状態なのだ。それを考えると、バルガスは短時間の打ち合いのみとは言ってもよく持ち堪こたえている方だろう。

「さて、そろそろ手は出尽くしたか？　なら俺の方から行かせて貰うが」

「黙れぇぇぇぇっっっっ！」

　軽い挑発に、まだ息も完全に整っていないというのに再び突っ込んで行くバルガス。この辺が戦闘技術の割にはまだランクＤで燻くすぶっている理由なのだろう。

　叫びと共に振り下ろされようとしているバトルアックスの一撃。それを目にしたレイは、斜め前、すなわちバルガスの真横へと跳び、スレイプニルの靴を発動させて空を蹴ける。三角跳びの要領でバルガスの懐へと飛び込み、バトルアックスが完全に振り下ろされる前に腕、脇腹、膝しつ関かん節せつの三ヶ所をデスサイズの石突きで殆ど同時に殴りつける。

　腕の関節を折られてバトルアックスが地面へと叩き落とされ、脇腹を殴られて肋骨を折られ、膝関節を砕かれて地面へと倒れ込む。

　それらの攻撃は瞬まばたき一つするかどうかという一瞬で行われ、バルガスは地面に倒れ込んだまま痛みに気絶した。

（倫理観の適応化、か。なるほどな）

　ゼパイルに言われた言葉を思い出しながら頷くレイ。モンスターとの戦いに関してだけでは無く、人との戦いにも躊ちゆう躇ちよを覚えないのはそれが理由なのだろうと納得出来る出来事だった。




　一対四の戦い。それも、今日冒険者ギルドに登録したばかりの新人が一でランクＤ冒険者が四なのだ。

　普通に考えればどちらが勝つのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだったその戦いだったが、実際に始まってみれば新人がランクＤの冒険者四人を完封するという結末に終わった。

　もちろんレイが勝った理由としては色々と挙げられるが、それでも見ている方としては納得する者半分、信じられない者半分といった様子だ。それほどまでに冒険者のランクというのはある意味で絶対視されているのだ。

　納得する者は、レイがランクＡモンスターであるグリフォンを従えているのだから、それだけの技量はあるだろうと思っていた者たち。信じられない者の方は、身長百六十五センチ程度で、決して筋肉質でも大柄でもない、寧むしろ小柄なレイの見た目で判断した者たちだ。

　そんな野次馬たちの視線を浴びながら、レイはセトに近付き口を開く。

「セト」

「グルゥッ！」

　その声に嬉うれしそうに喉のどの奥で短く鳴いてから場所を空け、戦いの賞品として守っていた品々をレイへと渡す。

　まずはミスティリングを右腕に装備し直し、ミスリルナイフを腰に戻す。自分の金が入った袋を懐に入れて、バルガスたちの金が入った袋は騒ぎにならないように纏まとめてミスティリングの中へと収納する。

　その様子に野次馬のうち数人の舌打ちが聞こえ、その音を鋭く聞きつけたレイは舌打ちをした者の顔を脳裏に刻みつける。

「さて、そろそろいいか？」

　そう声を掛けて来たのは、戦いが始まる前に気配を消してギルドから出て来た男だった。そろそろ頃合いと見て話し掛けたのだったが、その言葉に小さく首を振るレイ。

「いや、もうちょっと待ってて欲しい」

　男へと短く返事をし、地面に転がっている長剣、短剣二本、弓、矢が入っている矢筒、そして最大の目的であるバトルアックスを順番にミスティリングの中へと収めていく。

「……武器まで奪わなくてもいいと思うが」

　そんな様子を見ていた男が窘たしなめるように声を掛けるが、レイは無言で首を振る。

「そもそも絡んできたのはこいつらだし、賭かけの内容も現在持っている全財産なんだから、武器も当然入る」

「……まあ、いい。元々冒険者同士の争い事にギルドは介入しない方針だからな。それよりすでに確認するまでもないと思うが、一応規則なので確認させてもらう。お前がレイだな？」

「ああ」

「ＨランクからＧランクへのランクアップを希望した」

「戦闘の心得があれば登録初日でもＨからＧへのランクアップは可能と聞いているけど」

「確かに」

「で、今の戦闘で俺の戦闘の心得というのは確認できたと思うけど……ランクアップは？」

「文句無しに、な。まさかギルドに登録したばかりの新人がランクＤパーティを一人で根こそぎ倒すとは……この目で見ててもちょっと信じられないが、自分の目で見たものを信じられないほどに頭は固くないつもりなのでな」

　苦笑を浮かべる男の言葉に興味が湧き、その様子を観察する。歳の頃は三十代後半から四十代といった中年で、頰に付いている傷を見る限りでは恐らく元冒険者なのだろう。身長は先程のバルガスと同じ百九十センチ程度で、なかなかに筋肉の付いている身体をしているように見える。

　そんな男にギルドの中へと入るように促され、見物は終わりとばかりに散っていく野次馬を尻しり目めにレイは再びギルドの中へ向かう。

　その様子を確認したセトは、再び先程まで寝転がっていた場所へと戻るのだった。




「ギルドに入ってから言うのも何だけど、あの四人はあのまま寝かせておいていいのか？」

「先程も言ったがギルドは冒険者同士の争いには介入しないからな。それよりもギルドカードを」

　男の声に従ってギルドカードを渡すと、すぐさまカウンターの奥の方へと移動していく男。その背を見送りながら何となくギルドの内部を見回すと、先程の騒ぎを見ていた者たちが驚きよう愕がくの表情だったり、納得の表情だったりでレイの方へと視線を向けていた。

　特にその中でもレイのギルド登録を行ったレノラはレイの無事な姿を見て安あん堵どの表情を浮かべつつ、バルガスを倒したからこそレイが無事なのだと思い至って微かすかに驚きの表情を浮かべる。

　遠巻きに見守っている者たちの中、一人の男がレイへと近付いていく。

　その男にレイは見覚えがあった。最初にバルガスたちと一緒に飲んでいたメンバーの一人で、新人であるレイに絡んでくるバルガスたちに付き合っていられないとばかりに一人離れて酒を飲んでいた男だ。

「驚いたと言うか、やっぱりと言うか……まあ、収まる所に収まったって感じだな」

「……あんたは？」

「ルーノ。知ってると思うが、あんたに絡んでいった馬鹿たちと臨時のパーティを組んでた男だ」

「……臨時？」

「そう。今回の依頼はあいつ等だけじゃ厳しかったらしくてな。俺が助っ人ととして臨時でパーティを組んだ訳だ。にしてもあいつ等も、何を考えてあんたみたいな化け物に絡んだのやら」

　化け物。その単語を聞き、レイの頰がピクリと動く。

　別に化け物呼ばわりをされたのが気に障った訳ではない。そもそも自分の身体が半ば化け物じみているというのはレイ自身が一番知っているのだから。だが、あくまでもそれは自分の肉体の性能を知っているレイだからこそ言えることである。セトの存在にしても、ギルドの内部にいたのでは気が付かなかっただろう。

「何で俺をそんな風に判断したんだ？　見た目で……じゃないだろう？」

　怪しい動きは見逃さない、とばかりにルーノの様子を注視する。

　だが、ルーノは素早く首を振り、敵対の意志がないことを態度で示す。

「おいおい、そんな目で見ないでくれ。言う。正直に言うから」

「……で？」

　レイに促され、冷や汗を滲にじませつつルーノは説明を始める。

「俺の目は一種の魔ま眼がんって奴でね」

「魔眼？」

「ああ。……とは言っても、見ただけで相手を石化するとか魅了するとか、そういう強力な魔眼じゃない。俺の魔眼の能力は一つだけ。魔力を見ることが出来るってだけなんだよ」

「魔力を見る……ねぇ」

「そうだ。今回バルガスたちと組んだのも、ここから徒歩で何日か行った所にあるダンジョンに魔力を使った罠わなが多く仕掛けられている階層があってな。そこの攻略のために俺の魔眼が必要だった訳だ。で、俺の魔眼で見たところ……あんたの魔力は正直化け物という言葉以外では表現出来ない量と濃度を持っている」

「……なるほど。一応納得しておこう」

　頷うなずきながらも、レイの興味はダンジョンの方へと移っていた。

　ダンジョン。それは魔力が何らかの原因で集まり、半ば物質化して核となったときに創られる存在だ。その核により力を得たモンスターがダンジョンの主であるボスモンスターとして存在しており、そのボスモンスターが倒されるまでは徐々にだがその規模を広げていく。

　そして一度でもボスモンスターを倒してしまえば、ダンジョンはその時点の規模で固定化される。

　なお、ダンジョンはその性質上魔力溜だまりが起きやすいので、通常の獣がダンジョンに入り込んでモンスター化するというのは良くある話だ。また、ダンジョン内にいるモンスターの数が一定数以下になると、核がどこからかモンスターを転移させてくるなり、新たに生み出すなどしたりする。

　核を破壊すればダンジョンも消え去るのだが、それをしないのはダンジョンが生み出すモンスターの素材や、それを目当てにして集まってくる冒険者たちの落とす金、素材を買い取るために集まってくる商人たちといった利益が不利益を上回っているからだろう。

（ダンジョン……モンスターが多くいるのなら、魔石を求めてセトと一緒に行ってみるのも悪くない。問題としてはデスサイズにしろ、炎の魔法にしろ、セトが戦闘行動を行うにしろ、それだけの空間的余裕があるかどうかだな）

　レイが頭の中でそう考えていると、ギルドカードを持っていった男が戻ってくる。

「何だ、バルガスとは派手にやり合った癖に、臨時とはいえパーティを組んでたルーノとは仲良くやってるようだな」

「グラン、よけいなことは言わないでくれよ。せっかく俺がバルガスの仲間じゃないって誤解を解いたんだから」

「ルーノは相変わらずか。レイ、一応紹介しておくとルーノはそれなりに腕の立つ冒険者だ。基本的には戦士と言ってもいいんだが、ある程度の攻撃魔法を使え、ある程度の回復魔法も使えて、ある程度のシーフの技能も持っているという便利な奴だ」

　ギルドカードを渡しながらルーノの能力を説明する男──グラン──の話を聞きながら、レイはボソリと呟つぶやく。

「つまりは器用貧乏な訳だ」

「……いや、まあ、外れちゃいないんだけどさ」

「それにこいつは、パーティにいれば便利な奴なのは間違い無いんだ。どうだ、ルーノとパーティを組んでみる気はないか？」

　ルーノとパーティを組むことを勧めてくるグラン。

　グランにしてみればレイは期待の新人──普通、新人はランクＤ冒険者四人を相手に一方的な戦いは出来ないが──であり、その実力には期待していた。だが、登録直後にいきなりランクＤパーティと揉もめ事を起こすなど、対人関係に問題を抱えているように思えたのだ。そこで、オールマイティな能力を持っており、人間関係も無難にこなすルーノとパーティを組ませれば上う手まい具合に回るのではないか。そう考えたのだが。

「すまないが、しばらくはソロで動くつもりだ。相棒もいるしな」

　あっさりと断るレイ。そもそもモンスターの素材を売るときに一番高額で売れるのは基本的には魔石だ。だが、レイの目的はその魔石をセトやデスサイズに吸収させることであり、そうなるとパーティを組んだときに確実に揉めるという判断があった。

「……まあ、確かにグリフォンが仲間にいればちょっとやそっとの相手はどうにでもなるだろうが」

「グリフォン？」

　ずっとギルドの中にいたルーノなので、当然セトの存在は初耳だった。

　それに気が付いたグランが、ニヤリとした笑みを口元に浮かべる。

「そこにいるレイはな、何とグリフォンをテイムしてるんだよ」

「……本当か？」

　信じられない、といった様子で尋ねるルーノだったが、レイはギルドカードをミスティリングへと収納しながら頷いて答える。

「さて。ランクアップの更新もすんだし、俺はそろそろ失礼させて貰もらうよ。そろそろ宿も取らないといけないし。ランクアップの件は助かった。ありがとう」

　グランへと礼を言い、ギルドを出て行くレイ。その後ろ姿を見送りながら、グランとルーノの二人はこれからは色々と騒がしくなるという予感を覚えるのだった。




　ギルドの外、セトが寝そべっている場所へとレイが近付くと、目を瞑つぶっていたセトが顔を上げて嬉うれしげに喉のどの奥で鳴いて出迎える。

「待たせたな。宿泊場所は夕暮れの小麦亭とかいう場所しかないらしいから、さっさと行くとしようか」

　セトの滑らかな毛を持つ背中を撫なでながら話し掛けるレイだったが……

「グルルゥ」

　生まれてからここまでレイと離れたことが無かったセトは、レイへと頭を擦りつけて甘えてくる。

　結局それから十分ほどセトに構ってからギルドを出発するのだった。




「ここだな」

　呟いたレイはセトと共に道に立ち止まる。そんなレイとセトを避けるようにして通行人たちが歩いて行くが、そんなのは気にしないとばかりに看板を見上げる。

　その看板には地平線に沈む夕日とその夕日に照らされて赤く染まる小麦が描かれていた。『夕暮れの小麦亭』という宿の名前をそのまま表した看板と言えるだろう。

　宿の大きさ自体はレイがギルドからここに辿たどり着くまで見てきた他の宿と大して変わらない。一階が酒場兼食堂となっており、二階と三階が宿になっているというオーソドックスな造りとなっている。違うのは宿の裏に建てられている厩きゆう舎しやの大きさだろう。そこだけで他の宿がそのまま入るくらいの大きさを持っている。本来、この夕暮れの小麦亭という宿は一定以上の規模を持つキャラバンや傭よう兵へい団、あるいはこの街に立ち寄った貴族のお供たちが泊まることの多い宿なのだ。

　ギィッと扉を開けると、そこには午後も半ばを過ぎていないという時間だけあって殆ほとんど人の姿は無かった。一階の食堂で食事をしている者たちが数人いる程度だ。

「いらっしゃい。お食事ですか？　それともお泊まりで？」

　宿に入ったレイを見た恰かつ幅ぷくのいい中年の女がそう声を掛けて来る。

「宿を頼む。それと、表に俺がテイムしたモンスターがいるから厩舎も」

　レイの声を聞いた女はニコリと人好きのする笑顔を浮かべながら頷く。

「はい、ありがとうございます。宿泊料金前払いとなってまして、朝と夜の食事付きで一泊銀貨三枚となります。ただし十日以上滞在の場合は金貨二枚に銀貨七枚にさせてもらっています。それと、テイムしたモンスターというのは？」

「グリフォンなんだけど……」

「……なるほど」

　グリフォンと聞いて一瞬動きを止めたが、すぐに我に返ったのが目の前にいる女がその辺の男よりも肝が太いことを示していた。

　冒険者や傭兵といった相手と日々やり取りしているだけはあるのだろう。

「グリフォンほどの大物となると……厩舎の使用料や餌代も込みで一泊銀貨二枚となります。十日以上滞在の場合は金貨一枚に銀貨八枚となります」

「分かった。よろしく頼む」

　殆ど悩みもせずに頷き、懐から出した袋から金貨五枚を取り出して手渡す。

　そもそも、この街でセトを連れて泊まれる宿がここしかないと聞いている以上、悩む余地は無いのだからしょうがない。

「ありがとうございます、ではお釣りの銀貨五枚となります。早速宿の者が厩舎に案内しますので、グリフォンを一緒に連れていって貰えますか？」

「分かった。それと空腹だから食事をしたいんだけど」

「はい。ただ、朝と夜の食事以外に関しては別料金を貰ってますが」

　女の言葉を聞き、受け取った銀貨から一枚を手渡す。

「用事をすませたら昼食を取りたいから用意して欲しい。それとグリフォンの分もな」

「分かりました。……申し遅れました、私はこの夕暮れの小麦亭の女将おかみをやっているラナといいます」

「そうか、俺はレイ。表にいるグリフォンはセト。よろしく頼む」

「はい、よろしくお願いします。……あぁ、来たようですね。あの子が厩舎まで案内しますので」

　ラナに呼ばれて来たのは、二十歳前後に見える青年だった。ラナの息子なのか、良く似た顔立ちをしている。

「この子は私の息子でドラムといいます。厩舎の担当をしてるのでモンスターについてはこの子に話をして貰えれば。ドラム」

　ラナに促され、ペコリと頭を下げるドラム。純朴そうな顔つきで母親譲りのニコリとした笑みを浮かべる。

「初めまして、ドラムといいます。早速ですが厩舎の方に案内させて貰いますね。最初だけ僕と一緒に来て下さい。モンスターに警戒されると大変ですので」

　ドラムの言葉に頷うなずき、二人で表へと向かう。ちなみにラナに関しては頼まれた食事の準備をするらしく、さっさと厨ちゆう房ぼうへと足を向けていた。




「うわぁ……立派なグリフォンですね」

　それがセトを見たドラムの第一声だったが、それを聞いたレイは意外そうな顔をドラムへと向ける。

　このギルムに来てから、セトを見る者は皆みな恐れや怯おびえといった表情を見せていた。それだけに純粋に感心の声を上げるドラムの様子が新鮮に映ったらしい。

「お客様、その、撫でても大丈夫でしょうか」

　それどころか、触ってもいいかとも尋ねてくる。その様子はセトにとっても好ましい反応だったらしく嬉しそうに喉を鳴らし、レイも口元に笑みを浮かべて頷く。

「ああ。セトもお前のことが気に入ったらしい」

「では、失礼して……」

　ゆっくりと手を伸ばし、セトのシルクのように滑らかな毛が生えている背中を撫でる。

「凄すごい……グリフォンに触れたのは初めてですが、こんなに滑らかな手触りなんですね」

　感動したように呟くドラムだったが、当然その滑らかな手触りはセト特有のものであって標準的なグリフォンはもっとごわごわとしている。

「満足してくれたところで、そろそろ厩舎の方に案内して貰っていいか？」

「あ、はいっ！　すぐに案内します！」

　ドラムの案内に従い、宿の入り口の近くにある道から脇へと入りそのまま進んでいくと、ほどなく厩舎が見えてくる。

　さすがにキャラバンや傭兵団といった面々を迎え入れるのに相応ふさわしく、夕暮れの小麦亭の一階部分と殆ど変わらない広さだ。

「さ、どうぞ」

　ドラムの言葉に従って厩舎の中へと入ると動物やモンスター特有の匂いはするものの、清潔に保たれている。また、現在夕暮れの小麦亭に泊まっている客のものなのだろう馬の姿もあった。

　だが、殆どの馬はセトの姿を見るなり落ち着かない様子になって周囲を見回し、小刻みに体を動かす。

　生物としての格の違いを本能的に感じ取っているのだろう。

「あー、すいません。見ての通り他のお客様の馬があの様子なので、少し離れた場所で休んで貰いますね」

　ドラムは申し訳なさそうに頭を下げると、馬から一番離れている場所へとセトを連れていく。

「では、セトはここで過ごして貰うということでいいでしょうか」

　ドラムに名前を呼ばれ、喉の奥で小さく鳴いて了承の意を伝える。

「……レイさん、もしかしてセトって人の言葉を理解してる……んですか？」

「ランクＡモンスターなんだから、人の言葉くらい大抵は理解出来るさ」

　もっとも普通のランクＡモンスターが理解出来るのは、あくまでもある程度の人間の言葉であってセトのように完かん璧ぺきに理解出来る訳ではないのだが。

「ドラム、セトの世話は任せるな。朝食を食べてから殆ど何も食べてないので、落ち着いたら何か食べ物をやってくれ」

「あ、はい。わかりました」

「じゃあ、セト。ここで大人しくしてるんだぞ」

「グルゥ」

　寂しそうに鳴くセトの頭をコリコリと搔かいてからレイはその場を後にした。




「お客さん、食事の用意出来てますよ」

　宿屋の中へと入ると、ラナに声を掛けられ食堂の席に着く。

「さすがに夕食の仕込み前なので、あり合わせの物ですが……」

　そう言って出されたのは、肉の入ったシチューに、たっぷりのパン。野菜サラダにチーズとワインだった。

　腹の鳴く音に負けたようにシチューの肉を一口。嚙かみ締めた途端、肉の旨うま味みが口の中に広がりながら、ほろりとほどける。

「美う味まいな」

　思わず口から出た言葉に、丁度横を通ったラナが笑みを浮かべながら頭を下げる。

「ありがとうございます。うちの宿は料金が他の宿に比べて高いので、料理には力を入れてるんですよ」

（一泊銀貨三枚。つまり三千円で朝食、夕食付き。十分安いと思うんだが……まあ、日本とファンタジー世界の辺境にある街じゃ物価が違って当然か）

「ちなみに、このシチューの肉は何の肉なんだ？」

　レイが食べたことのある肉としては、日本にいるときに近所の猟師に分けて貰もらった猪の肉に似た味がしたので興味本位で尋ねてみたのだが、その質問に返ってきたのはラナの不思議そうな顔だった。

「何の肉って……ファングボアの肉ですが。この辺では一般的な肉なんですけど、食べたことありませんか？」

　その言葉に一瞬口に運ぶスプーンを止めたレイだったが、すぐに何でも無いような顔をして話を続ける。

「いや、師匠から修行してこいと空間魔法でこの辺りに無理矢理転移させられたんで、冒険者になったのも今日なんだ」

「あぁ、ローブを着てると思ったら魔法使いでしたか。うちの料理をしっかりと食べて修行を頑張って下さい」

（一般的な常識を調べるためにも、明日はギルドじゃなくて図書館かどこかで情報収集か）

　何とかラナを誤魔化し、パンと野菜サラダ、チーズを味わって食べて最後に水で薄めたワインを飲む。

　それでも若干酔っ払ったのを見ると、ゼパイル一門の創った身体であってもアルコールには弱いらしいというのを思い知ることになる。




「ふぅ……今日一日で随分と色々あったな」

　二階の角部屋。そこがレイが借りた部屋だ。ラナが他の宿よりも料金が高いと言っていただけあり、部屋の中は小こ綺ぎ麗れいでベッドや布団も綺き麗れいに整えられていた。特に布団は小まめに干しているのか、太陽の匂いがする。ドラゴンローブを脱ぎ、ベッドへと寝転がりながら呟つぶやく。

「そう言えば、明日この世界について調べるときは暦なんかも調べておいた方がいいだろうな」

　そこまで口にし、ふと右腕に装備しているミスティリングが視界に入ってくる。それを見て、つい数時間前にバルガスたちから巻き上げた金品を思い出した。

　寝転がっていた状態から起き上がり、脳裏にリストを表示して金の入った袋四つを取り出してベッドの上へとその中身を広げる。数えてみると、白金貨が八枚に金貨が四枚、銀貨十五枚に銅貨九枚とかなりの金額が入っていた。

「この金額を見ると、迷宮探索ってのはかなり儲もうかるらしいが……広さがなぁ」

　色々なモンスターが現れ、その死体から剝はぎ取れる素材に魔石。稼げる金額も多いとなれば、レイにとっては……否、冒険者にとっては非常に魅力的な場所だろう。ただし当然ローリスクハイリターンという訳にはいかないので、一定以上の戦力は必要になる。そしてレイにとって一番痛いのは、迷宮というだけあって通路とかが狭いだろうと予想出来ることだ。当然普通の冒険者が戦闘をする分にはそれほど問題は無いのだろうが、デスサイズほどの長物や二メートルオーバーのセトが戦うのはちょっと厳しいだろう。

「ダンジョンに行くにしても、もう少し戦力を整えてからだな」

　ひとまずそう結論づけたレイは、金を一ひと纏まとめにして自分の袋に入れると、次にバルガスたちから奪った武器をミスティリングから取り出す。

　長剣が一本。短剣が二本、弓と、矢が入っている矢筒。そしてメインのマジックアイテムであるバトルアックスだ。

　ちなみに長剣がアイアンソード、短剣が両方ともアイアンダガー、弓はそのまま弓。バトルアックスに関しては『パワー・アクス』というらしい。

　名前が分かったのは、ミスティリングの効果だった。脳裏にリストを浮かべたときに武器の名前が表示されるという効果により、レイは少なくとも手に入れた名称不明のアイテムをミスティリングの中に入れることで名前だけは分かるようになったのだった。

　ベッドに広げられた武器を一通り眺めていくが、すぐに溜ため息いきを吐いてミスティリングの中へと戻していく。

　そもそも、長剣やバトルアックスを使うにはデスサイズが邪魔になる。短剣に関してはより高性能なミスリルナイフがある。辛うじて使えるとすれば、遠距離から攻撃出来る弓程度だろう。

「長剣はいざというときの予備として持っておくか。短剣なんかは投とう擲てきや剝ぎ取り用として使えないこともないだろうし。弓とバトルアックスは……まあ、すぐに決める必要もないか」

　そもそもバルガスたちから奪った金があるので懐にはかなりの余裕があり、急いで売る必要も無いと判断したレイはラナからお湯を分けて貰い、体を拭ふいてから夕食までゆっくりと過ごすことになる。

　ちなみに夕食はケルピーというモンスターのステーキと、内臓の煮込み料理だった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　レイとセトがギルムにやって来たその日の夜。街の中心部、そこには屋敷……と呼ぶには大きすぎるが、城と呼ぶには小さすぎるという建物が建っていた。

　辺境の街だけあり、見栄えの良さよりもいざというときの籠ろう城じようを考えて建てられている、無骨な印象を与える建物だった。

　この建物の主人。それはこのギルムを治めているラルクス辺境伯、ダスカー・ラルクスである。

　ラルクス辺境伯が治めているのはミレアーナ王国にある辺境全てなのだが、いくら広大な土地を治めていようとも街はこのギルムしか存在していなかった。

　当然これまでギルムを治めてきた代々のラルクス辺境伯たちも、己の領地を栄えさせようと行動は起こしたのだが……辺境、すなわちモンスターの存在により新たな村や街を築くのは諦あきらめざるを得なかったのだ。

　何しろ夜になると街の外では街道をモンスターが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こするため、そんな中で家屋を築けと言ったところで引き受ける大工がいない。昼間の間だけ家を建て、夜になったらギルムで過ごすという手段を取った者もいたのだが、翌朝には建てたはずの家が破壊されてしまっているのでどうにも出来ない。

　それを防ごうと外壁を最初に作ろうとした者もいたが、こちらも一晩で全ての外壁を造れる訳ではなく、翌朝には建設途中の外壁が全て破壊されているのが常であった。

　本来、このギルムは辺境におけるミレアーナ王国の拠点として造られた街だ。夜毎に現れるモンスターを相手にどうやってこの街を造りあげたのかというと、純粋に出て来るモンスターを全て倒すという力業だった。それを行うために、中央大陸の中でも大国と呼ばれるミレアーナ王国の軍隊のうち半数近くがギルムが完成するまでこの地に集結していたというのだから、どれほどの規模だったかが分かるだろう。

　ともあれ、そんな経緯で造られたギルムの領主は執務室で提出された報告書を見て思わず天を仰いだ。

　そして次の仕事が終わったら飲もうと思っていたワインを気付けに一口、二口と飲んで深呼吸。

　その後、部屋に飾ってある鏡を見て自分の顔を確認する。

　鏡に映っていたのは四十代ほどの中年の男であり、どちらかと言えば強こわ面もてという印象を与える。また、口元に生えている髭ひげもその印象を強めているだろう。

　その後、深呼吸をしてから再び執務用の机へと戻って、先程まで見ていた書類へと再び目を通す。

　そこに書かれているのは、一人の人間がギルムに入ったという内容だった。このギルムはラルクス辺境伯領では唯一の街だ。それだけに規模も大きく、人口も十万人近い。普通ならそのような街に見知らぬ者が一人入って来たところで領主であるダスカーの所まで情報は上ってこないだろう。まあ、その人物が凶悪な犯罪者であったり、あるいは王都の大貴族の跡継ぎだったりするのなら話は別だろうが。

　しかし、今ダスカーの前にある報告書に書かれている内容はそれらに匹敵するような出来事だった。

「……ランクＡモンスターであるグリフォンを従えた男、だと？」

　一度読んだ後も、何度も何度も読み直す。だが、そこに書かれている内容は何度読んでも変わらない。

「夢でも幻でも無い、か。これは喜ぶべきか、悲しむべきか」

　ランクＡモンスターを従えた男。それも報告書を読む限りでは冒険者志望となっている。それが真実本当の内容なのだとしたら、この街はこの上なく強力な戦力を手に入れたことになる。辺境であるがゆえに強力なモンスターが出現するギルムとしては、純粋に戦力として考えればまさに天てん佑ゆうと言ってもいい。

「だが、あまりにもタイミングが良すぎる」

　書類を見る……否、睨にらみつけながら呟いたダスカーは、深い溜息を吐いて近くにあった鈴を鳴らす。するとすぐに扉をノックする音が部屋へと響く。

「入れ」

「失礼します。ダスカー様、お呼びでしょうか」

　そう言いながら部屋に入ってきたのは、二十代ほどの男だった。ダスカーの部下で、秘書的な役割を果たしている男である。

「ああ。警備隊隊長のランガを呼んでくれ。提出された報告書の件について話を聞きたい」

「分かりました。すぐに」

　自分の命令を聞き、素早く敬礼して部屋を出て行く部下の背を見送り、椅子へと体重を掛けて目を瞑る。そしてしばらくすると、再びドアをノックする音が聞こえてきた。

「入れ」

「はっ、警備隊隊長のランガであります。自分をお呼びと聞きましたが」

「うむ。お前を呼んだのは提出された報告書の件でだ」

「はい」

「この報告書にはランクＡモンスターのグリフォンを従えている者が街に入ったとあるが」

「間違いありません」

「……その人物はどのような者だった？　お前の印象でいいから話せ」

　ダスカーの言葉に、昼間に会ったレイの姿を脳裏に浮かべながらランガは口を開く。

「まず、容姿に関してですが、身長は自分の胸くらいまでしかありませんでした」

「それは……随分と小柄だな」

　グリフォンを連れた冒険者を希望する者ということで、てっきり巨漢を想像していたダスカーだが、自分の予想とは随分違うらしいと頷うなずく。

「外見に関しては、赤い髪に青い瞳ひとみで、どちらかと言えば整った顔立ちと言ってもいいと思います。武器として身の丈以上の長さを持った大鎌を持っていました。また、アイテムボックスを持っているのも確認ずみです」

「……本当か？」

　ダスカーからの疑わしい視線を真っ向から受け止め、ランガは頷く。

「はい。間違いありません」

「何だ、その目立ちまくっている格好は」

　小柄な体格。身の丈を超える大鎌。世界でも稀き少しようなアイテムボックス。そしてグリフォン。それらのイメージを頭の中で連想していくと、どこからどう見ても目立つ印象しか残さない。他国のスパイや工作員といった可能性も考えていたダスカーだったが、そのような存在がここまで目立つ出いで立ちをするはずも無い。

「その者の街に入った後の行動は？」

「報告によると、そのまま冒険者ギルドに直行。ギルドに登録した後はランクＤパーティと諍いさかいを起こしたそうです」

　冒険者たちとの諍い。それを聞き、ダスカーの頰がピクリと動く。

「つまり、その少年の目的はこのギルムの冒険者たちを潰つぶすことにあるのか？」

「いえ。こちらに流れてきた情報によると、冒険者たちの方から因縁を付けて絡んでいったらしいです」

　その言葉を聞き、思わずほっとしたような息を吐く。冒険者たちの存在は辺境にあるギルムにとっては生命線も同様だ。戦力としても、経済としても。もし何らかの手段を使って冒険者たちを一掃したとしたら、恐らくこのギルムは遠からず滅びることになるだろう。そう判断しているダスカーにとって、ランガの言葉は安あん堵どの息を吐くのに十分なものだった。

「その少年の様子を聞いている限りでは、目立たないように行動するという感じはないようだが……他国のスパイや工作員といった可能性は無いか？」

「そう、ですね。恐らくですがその可能性はかなり少ないと思います」

「根拠は？」

「その少年は一般常識に非常に疎い所も見受けられましたし、街に入るのに税金が必要だというのも知りませんでした。そして何より、銀貨や銅貨といった貨幣も一切持っていませんでした」

　その説明に思わず眉まゆを顰ひそめるダスカー。だが、それは先程までの危機感によるものではない。

「一般常識を知らず、貨幣の類たぐいも持って無いだと？　……今までどこで暮らしていたんだ？」

　少なくともこの中央大陸で貨幣は十分に広まっている。それなのに、街に来るのに銅貨一枚すら持っていないというのはどう考えてもおかしいのだ。

「本人によると、ずっと山奥で魔法の師匠と二人で暮らしていたらしいですが……」

「が？」

「その、魔法ではなく魔術という言葉を使ってました」

「……何？」

　魔法と魔術。それは両方とも同じ意味の単語だが、魔術という言葉は廃れて久しい。そもそも現在では魔術という単語を知らない者も多いだろう。

「どれだけの山奥だ、それは」

　呟つぶやきながらも、この時点でダスカーはレイが他国のスパイや工作員である可能性を殆ほとんど排除していた。

「それが、本人もどこだったかは分かっていなかったらしいです。魔法の修行が終わったので、後は冒険者にでもなって修行をしろと転移魔法を使われて魔の森に放り出されたとか」

「魔の森か」

　低く呻うめくダスカー。この街から徒歩で十日程度の位置にある森であり、ランクの低いモンスターで言えばスライムなり、あるいはそもそもモンスターですらない野生の獣が、ランクの上を見れば竜種すら生息しているという、まさに魔獣の森。魔の森だ。

「はい。そこでウォーターベアとジャルムを仕留めたらしく、その毛皮と死体を売って税金としました」

「ランクＣのウォーターベアを倒す、か。まあ、グリフォンを従えているのだから、そうおかしな話でもないか」

　ウォーターベアはランクＣ、ジャルムはランクＦのモンスターだ。ただし、ジャルムのランクはあくまでも一匹でのランクであり、群れている場合はランクがＤまで跳ね上がる。

「お前の話を聞く限りでは、他国の者という可能性は少ないと判断してよさそうだな」

「自分もそう思います。確かに戦力としてはかなりのものがありますが、潜入させるというのにあそこまで目立たせる必要は無いでしょう。あるとしたら囮おとりという線でしょうが……」

　そこまで口に出し、何かに気が付いたように首を横に振る。

「そもそもグリフォンのようなモンスターを従えている者に囮をさせる意味がありませんね。もっと他に使い道はいくらでもありそうですし」

「だろうな。だが、万が一が無いと言い切れないのも事実だ。一応お前はその少年、レイとか言ったか？　そいつを気に掛けておけ」

「それは見張れ、という命令でしょうか？」

「いや、命令でもなければ見張れという意味でも無い。純粋に気に掛けておいてやれという意味だ。お前の話を聞く限りでは戦闘技術に関してはともかく、師匠と二人で暮らしていたせいか人との接し方が苦手なようだ。せっかくグリフォンを従えるほどの者だというのに、下らない揉もめ事で貴重な人材を失いたくないからな。特に貴族派の連中には気をつけておけ。奴らが接触しているようなら連絡を寄こせばこっちで対処する」

「了解しました」

　貴族派。それはすなわち大貴族を中心として集まった派閥のことだ。現在のミレアーナ王国では国王派、貴族派、中立派の三派が権力闘争を行っている。まあ、割合的には六：三：一程度でダスカーの所属する中立派は圧倒的少数なのだが。

　だが、勢力が小さいゆえにより巨大な派閥である貴族派からは度々ちょっかいを出されているのも事実。特に貴族派は国王派に負けている分だけ中立派に対してちょっかいを掛けてくることがある。そんな連中がグリフォンを従えているレイにちょっかいを掛けてきたとしたら……その後の出来事を予想して苦虫を嚙かみ潰したような表情を浮かべるダスカーだった。







　第三章







　レイがギルムへと着いた翌日。朝食を食べて出掛ける準備もすませたレイは、厩きゆう舎しやへと来ていた。

「グルゥッ！」

　厩舎へと入って来たレイを見たセトが、嬉うれしげに喉のどを鳴らす。

「昨夜ゆうべはよく眠れたか？」

　元気一杯、とでも言うように伸びをするセト。その頭をコリコリと搔かきながら笑みを浮かべる。

「そうか。それで、今日はどうする？　一応ここには図書館があるらしいから、俺はそこでちょっと調べ物をしようと思うんだが」

　レイの言葉に、頭を擦こすりつけてくるセト。自分も連れて行って欲しいと身体全体でアピールし、呆あつ気けなく陥落するのだった。

　朝食のときにセトを厩舎から連れ出すかもしれないとドラムには言ってあるので、特に何かを気にする必要も無くセトと共に表通りへと出る。

　セトが通りへと姿を現した瞬間、昨日と同じように道を歩いていた人々は驚きよう愕がくの表情を浮かべて数歩後ずさるが、昨日一日でレイとセトについての情報もある程度は出回ったのか、悲鳴を上げて逃げるような者は殆どいなかった。つまり従魔の首飾りを見もせずに逃げ去っていった者が数人ほどいたのだが。

　周囲のそんな反応を見て、喉の奥で悲しそうに鳴くセト。そんな相棒の背を慰めるように撫なでながら、朝食時にラナから聞いた図書館へと向かう。

　大通りを歩き、冒険者ギルドの前を通り過ぎ、屋台で美う味まそうな串くし焼やきがあればそれを買ってセトと二人で食べる。……もっとも、セトの大きさやレイの身体に似合わぬ大食いのために、串焼き三十本を銀貨数枚で買ったりしながらだが。

　だが、そんな風に大量に買い物をするレイを見て上客と判断したのだろう。あるいは従魔の首飾りを見て安心だと判断したのかもしれないが、積極的に声を掛けて来る者も多かった。商人にしてみれば、モンスターでも何でも金を使ってくれる相手は客という認識なのだろう。

　そんな食べ歩きをしているような状態で道をしばらく歩いていると、ラナに教えて貰もらった建物が見えてくる。図書館だ。ただし図書館とは言っても、ギルムはあくまでも辺境の街であるために蔵書の数はそれほど多くないと聞かされていた。だが、それでも現状のレイにとって必要な知識を得る場所はここしかなかったのだ。

「セト、ここで待っててくれ」

　昨日の冒険者ギルドのときのように、馬車や従魔用の場所でセトと別れて図書館内部へと入る。否、入ろうとしたそのとき唐突に横から声を掛けられる。

「あら？　レイさん？」

　その声の持ち主が誰なのかというのは、すぐに分かった。何しろ前日にあったばかりの相手なのだから。

　そんな風に思いながら声のした方へと振り向くと、そこにいたのはやはりレイの予想した相手だった。

　強く印象に残っている黒髪のポニーテール、服装は前日に見たようなギルドの制服ではなく、動きやすさを重視した服装だ。

「えっと、確か……」

「レノラです。もう、昨日会ったばかりなのに名前を忘れるなんてちょっと薄情じゃないですか？」

　私、怒ってますとでも言いたそうな表情で軽く頰を膨らませるレノラに、小さく頭を下げるレイ。

「そうそう、レノラだった。えっと、それでどうしてここに？」

「ギルドの関係でちょっと調べておきたいことがあったので。それよりもレイさんはどうしてここに？」

「今まで師匠と一緒に山奥で暮らしていたから、どうしても常識が分からないんだ。だから、少し図書館で勉強しておこうと思って」

　レイの言葉を聞き、納得したように頷うなずくレノラ。

「ああ、そう言えばレイさんは字の読み書きが出来るんでしたね。えっと、でも……図書館の使い方とか知ってます？」

「……」

　山奥で暮らしていた、というレイの言葉から何となく尋ねたレノラだったが、返って来たのは無言だった。

　日本にいたときの図書館なら使った経験があるレイだが、当然そんなものがこのギルムで通用するはずも無い。

　黙り込んだレイを見て、大体の事情を理解したのだろう。この辺りの察しの良さは冒険者ギルドで受付嬢をやっているからこそのものだろう。
















「いいでしょう。せっかくの有力な新人なんですから多少の骨身は惜しみません。幸い時間もあることですし、少し付き合いますよ。さ、行きましょう」

　そう言い、レイを先導するかのように図書館の中へと入っていくレノラ。

　レイにしても、図書館の利用方法を教えて貰えるというのに文句があるはずもなく、大人しくレノラの後を追って図書館へと入っていく。

「いらっしゃ……あら？　レノラさん？　何か調べ物でも？」

「ええ。ギルドの方の関係でね。はい、これがギルドからの証明書。レイさん、図書館を利用するには一日銀貨五枚が必要ですが、持っていますよね？」

　前日の『鷹たかの爪』との賭かけを覚えていたレノラの言葉に頷くレイだが、レノラ自身は利用料金を払う様子が無い。

「ああ、俺は問題無いけど……」

　銀貨五枚を取り出しつつ、レノラの分は？　と目で尋ねるレイ。

「ギルドの仕事として必要な場合、証明書を発行して貰えば無料で利用出来るんです」

「……なるほど」

　この世界では本という存在は高価な物であり、貴重な本ともなれば、白金貨や光金貨で買うことも珍しくはない。それを閲覧できるのだから銀貨五枚はしょうがないのだろう。そんな中、ギルド職員は限定的とはいっても無料で図書館を利用出来ると知り羨うらやましいと思ったレイだったが、ギルドが図書館や街に与える影響を考えればある意味当然ともいえるだろう。

「この銀貨五枚っていうのは保証金も含まれているので、退館する際に本に対して傷を付けたり汚したりしていなければ銀貨三枚が返却されますよ。ただ、逆に銀貨三枚以上が必要なほどに損傷や汚れを与えては追加料金が必要になりますけど」

　図書館の受付の代わりだとでも言うように説明をしてくるレノラの言葉に頷くレイ。

「それと、何かを書き写すときに必要な場合は紙十枚とペンのセットが銅貨三枚で売ってますから、必要なときはそちらを利用すればいいかと」

（さすがに貸し出しはやってないか）

　日本にいたときとは全く違う価値観に、今さらながら小さな驚きを覚えつつもレノラの言葉に頷くと、先程から仕事をレノラに取られていた司書が一枚の紙をレイへと差し出す。

「これは？」

　そんなレイの質問に、これもまた答えたのはレノラだった。

「図書館から退館するときに司書の方からサインを貰うんです。このサインと引き替えに保証金が支払われるので、忘れずにサインを貰って下さいね」

「……レノラさん、私の仕事が……」

　ボソリと呟つぶやかれた司書の声に、我に返るレノラ。レイの常識知らずな様子に、思わず受付嬢として行動してしまったらしい。

「あ、ごめんなさい。つい……」

「まあ、私としては楽が出来るのでいいですけど。さ、それよりも中へどうぞ」

　レノラが乾いた笑い声を上げつつ、それでもレイを引っ張って受付から離れて図書館の中へと入っていく。




「……なるほど」

　それが図書館の内部を見たレイの口から漏れた一言だった。

　レイの感覚で言うのなら学校にある図書館を数個ほど繫つなげたような大きさとでも表現すべき場所に、高さ二メートルほどの本棚が規則正しく並んでいる。その中には大小様々な本が並べられていて、司書のいるカウンターの近くには四人用の机と椅子のセットが数組並んでいた。

「さて、私はギルドの調べ物があるから禁書庫の方に行くので一緒に調べたりは出来ません。もし分からないことがあったら、あそこのカウンターにいる司書の方に聞けば教えてくれると思いますので」

　レノラがそう言って視線を向けた方には、カウンターで何らかの仕事をしている四十代ほどの中年男性の姿があった。

「ありがとう。その……助かった」

　色々と手間を掛けさせた礼を言うと、レノラは笑みを浮かべて首を振る。

　その笑みは、昨日ギルドで見たような職業上の笑みでは無く、レノラ個人としての笑みのようにレイには感じられた。

「構いませんよ。それより私の方の調べ物は時間が掛かるので、レイさんは自分の調べ物が終わったら私を気にせずに帰って下さいね。私の方は恐らく閉館くらいまで粘ることになると思いますので」

　そう言い、図書館の奥の方へと消えて行くレノラの後ろ姿を見送り、早速とばかりに司書へと声を掛ける。

「すまない、ちょっといいか？」

「はい、なんでしょう」

「ゼパイルという人物のことを調べてるんだが、それに関係している本がどこにあるか教えて欲しい」

「ゼパイル、ですか？　ちょっと待って下さい。確か以前にどこかで読んだような……」

　少しの間、何かを思い出すようにしていた司書の男だったが、すぐに笑みを浮かべながら口を開く。

「あぁ、どこかで聞いた名前だと思ったら魔人の名前ですね」

「……魔人？」

　あまりに予想外の単語に思わず聞き返すレイだったが、司書の男は逆に不思議そうな顔をして尋ねてくる。

「あれ、違いましたか？　でもゼパイルで有名な名前なんてそれくらいしか知りませんが」

「……取りあえずその魔人について書かれている本を見せて貰えるか？」

「神話やお伽とぎ噺ばなしの類たぐいですから、そこの通路をまっすぐ進んで行き止まりの右側の棚にあるはずです」

「そうか。ありがとう」

　司書へと礼を言い、教えて貰った本棚の場所まで移動して関係ありそうな本を数冊抜き取り机へと移動する。

　自分の予想していたのと随分斜め上に外れていそうな状況だったが、それでも自分が吸収したゼパイルに関しての知識はどうしても知っておくべきだ。そう判断し、本のページを開いて読んでいく。




　ゼパイル。それは数千年もの昔に実在したと言われる人物で、魔術師の集団を率いていた。それだけならそれほど特別でもないのだが、その率いていた魔術師たちが全て当時の世界でも有数と言われる者たちであり、なおかつ本人もそれらの魔術師を率いるだけの魔力を持っていた。

　その戦力は国一つを瞬時に滅ぼせる魔術師たちの集まりであったとされ、それだけに当時数多あまたの国から危険人物扱いをされていた。その戦力を己のものにしようと力ちから尽ずくで従わせようとした国もあったのだが、その国はその日のうちに国民ごと全て消滅したと言い伝えられる。その魔力の強大さから魔術を究めた人、すなわち魔人と称されるようになった。

　特にその長おさでもあったゼパイルは、自らの一門が生み出した魔術の秘奥を守るために複数の国家の軍と渡り合い、その使い魔である巨大な狼は矢を防ぎ、魔術を喰くらい、口からは幾種類ものブレスを吐き、爪や牙きばは神の祝福を受けたと言われている伝説のマジックアイテムでさえも貫いたという。




　その、あまりと言えばあまりな内容に思わず額を押さえるレイ。ゼパイルの自己申告によると死後数百年程度のはずが、実際は数千年。十倍近いその差に、レイは頭を抱えることしか出来なかった。

（巨大な狼。これが恐らくゼパイルの魔獣術で作り出されたモンスターだったんだろうが……確かにこの伝承にあるだけの力を持つなら魔獣術そのものを狙われてもおかしくは無い、か）

　内心で呆あきれと驚きよう愕がくを込めて魔獣術の凄すごさを呟きつつも、魔獣術について知られることの危険性を再確認しながら、全ての本を本棚へと戻す。

　その後は自分の精神的な安定のためにも、冒険に役立ちそうな本やこの世界で役立ちそうな情報の書いてある本を読んでいく。

　それらを読んで理解したのは、一日が二十四時間で、およそ三十日で一ヶ月。十二ヶ月で一年と、地球との差異は殆ほとんど無いと言うものだった。

　ただし時計は一種のマジックアイテムであるため、持っているのは大商人や貴族といった存在に限られる。ならそれ以外の者たちはどうやって時間を知るのか。それは三時間ごとに街中で鳴らされる鐘の音だった。六時、九時、十二時、十五時、十八時、二十一時の一日六回鳴らされる鐘で、一般人は時間を知るのだ。

　他にも冒険者をやっていく上で必要そうな内容の本を読み進めていくが、その中でもレイの関心を一番惹ひいたのは『魔物の解体　初心者編』というタイトルの本だった。

　何しろウォーターベアの毛皮を剝はいだのは良かったものの、処理が杜ず撰さんだったために安く買い叩たたかれたのだ。これから冒険者として生活していく以上、魔物の解体方法はまさに必ひつ須すと言ってもいいだろう。とはいえ、この本全てを書き写すというのも時間が掛かり過ぎると判断したレイは、再び司書へと話し掛けることにする。

「すまない、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

「はい、なんでしょうか」

「この本を買い取るとかは出来るか？」

　そう言って持っていた魔物の解体　初心者編を差し出すレイ。だがそれを見た司書は、すまなさそうな顔をして首を横に振る。

「申し訳ありません、本の売買はしてないんですよ。もし始めてしまうと切りがないですし。……あ、でも」

　謝りつつもレイが差し出した本を見て、何かに気が付いたように顔を上げる。

「でも？」

「その、街の本屋に確かこれと同じ本があったと思います。見かけたのは二週間ほど前ですし、在庫も一冊だけだったので今もまだあるかどうかは分かりませんが」

「その本屋がどこにあるのかを教えて貰もらえるか？」

「はい、構いませんよ」

　司書から本屋の場所を聞き、これからどうするかを迷う。銀貨二枚という、それなりの額を払って入ったのだから出来ればもう少し本を読みたい。しかし司書が本屋で見たという魔物の解体　初心者編という本は何が何でも買っておきたい。しばらく迷ったレイだったが、図書館にある本は無くならないので、また後日来ると決めて受付で渡された書類にサインを貰い、保証金を返して貰って図書館を後にする。

　なお、案の定レノラはまだ禁書庫で調べ物をしているらしく、その日はそれ以上レノラと会うことも無いまま、図書館の外で待っていたセトと共に教えられた本屋で金貨一枚と言うかなりの金額を出して目的の本を購入。他にも着替えや細こま々ごまとした物を買いながら夕暮れの小麦亭へと帰ったのだった。
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　レイが図書館の中で本を読んでいる頃、街から徒歩数時間ほど離れた位置で一つのパーティがモンスターを相手に戦闘を繰り広げていた。

「くそがぁっ！」

　大柄な男が罵ば声せいを口に出しながら持っていた巨大な斧おのを振り下ろす。

「ギギ！」

　振り下ろされた斧で頭部を切断された体長一メートルほどの蟻だったが、断末魔の声を上げながらもなお動き続けている。

「バルガス！　油断するな！」

　長剣と盾を持った男が自分たちのリーダーへと声を掛け、首を失ったままバルガスに突っ込んだ蟻を盾で防ぐ。同時に素早く近づいて来た男が頭を失った蟻の足を素早く斬り落としてようやく戦闘は終了する。

「おいっ、バルガス！　いつも通りに行くのは無理だって言っただろうが！」

　長剣と盾を持った男、ゾリトがバルガスへ向かって怒鳴りつけた。

「分かってるよ！　けど何でこんな雑ざ魚こ共を俺たちが相手にしなきゃなんねぇんだよ！」

　苛いら立だたしげに持っていた斧を地面へ叩きつけ、刃が地面を抉えぐり、土砂と石を周囲へと撒まき散らす。

「落ち着け。俺たちは借金を抱えている身なんだ。踏み倒したりしたらお尋ね者間違い無しだぞ」

　短剣を持った男の言葉に、バルガスは苛立たしげに舌打ちをする。

　借金。そう、ランクＤの冒険者パーティである『鷹たかの爪』は、現在借金を抱えているのだ。

　全ての始まりは、迷宮から無事戻って来た打ち上げのときに起こった。

　元々粗暴で粗野といった性格をしていたバルガスが冒険者ギルドに登録に来た相手に絡んだのだが、その絡んだ相手が悪かった。売り言葉に買い言葉とばかりにギルドの前で有り金を賭かけて決闘し、見事に敗れてしまったのだ。そして持っていた武器や金は根こそぎ持って行かれ、残ったのは骨折等の怪我を負った身体だけ。

　特にバルガスに至っては、迷宮で手に入れたばかりのマジックアイテムでもあるバトルアックスを奪われるという、踏んだり蹴けったりの状態となっていた。

　そして怪我をしたからには治療院なり回復魔法を使える魔法使いに頼んで回復して貰わなければならないのだが、『鷹の爪』の面々は有り金全てをレイに取られており、治療費どころかその日の食事代すらも残っていなかった。

　だが、『鷹の爪』はランクＤの冒険者パーティだ。つまり、そこそこの信頼や実績がある。その信頼や実績のおかげでギルドから治療費やある程度の生活費を借りることが出来た。そして借りた金は当然返さなければならず、ソルジャーアントの討伐依頼を引き受けているのだ。

　武器に関しては、レイに奪われた武器の前に使っていたものを予備として残してあったので、借金に関しては純粋に治療費と生活費のみとなっている。

　ギルドからの借金をしている以上、それを踏み倒すという真似はまず出来ない。ギルドは世界中の支部とマジックアイテムで密に連絡を取り合っているので、そんなことをすればたちまち自分たちが手配されると分かりきっているからだ。そんなものになりたくない『鷹の爪』の面々は、必死に依頼をこなすのだった。

「誰がゴブリンの涎よだれだぁっ！」

　レイに付けられた不名誉なパーティ名を否定しながら。
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　図書館に行った翌日。最初の鐘が鳴ってから少し経った頃、レイの姿は冒険者ギルドの中にあった。セトは当然ギルドの外にある馬車や従魔用のスペースで待っている。

「一昨日おとといとは全然違うな」

　一昨日ギルドに来たときは、依頼が貼ってあるボードの前に冒険者はほんの数人しかいなかった。

　だが、今は混雑……とまでは言えないものの、かなりの人数がボードの前に立ち、自分のランクで受けられる依頼を熱心に読み進めている。

　レイにとっては意外な展開だったが、冒険者ギルドが最も賑にぎわうのは朝なのだ。考えてみれば当然だが、朝に依頼を受けて日中にその依頼をこなし、夕方には戻ってきて報酬を受け取る。それが街で生活する上では最適の生活時間なのだから。

「おい、あのローブ着てる若いの。あれがバルガスたちを一人でやったって奴か？」

「何？　俺はバルガスとそう大して差がないくらいの大きさの奴だって聞いたぞ？」

「俺が聞いたのは華きや奢しやな女冒険者って話だったが……」

　見慣れぬレイの姿を見た冒険者たちが話している内容を聞き流しながらＦとＧのボードに貼られている依頼を眺めていく。

　とは言っても、レイとしてはＦランクやＧランクの依頼には殆ど期待していない。何しろ、魔獣術の特性として弱いモンスターの魔石を吸収しても殆ど意味がないのだ。だからここの依頼で適当な魔物の討伐依頼を受注し、セトやデスサイズがスキルを吸収出来るレベルの魔物を捜す……というのがレイの狙いだった。

「だが、それにしても……まあ、初心者用の依頼だからと言われればそれまでなんだが」

　レイの目に入ってくる依頼の内容は、ファングボアや一角ウサギの肉を納入といった本当に雑魚相手の依頼であったり、ポーションの材料となる薬草の採取。あるいは大怪我をしたときに使う麻酔薬のための材料等々。どれもこれも似たようなものだった。

　そんな依頼を見て溜ため息いきを吐く。あくまでもついでの依頼だとは言っても、いくら何でも依頼の討伐対象が弱すぎた。と言うよりも、ファングボア、一角ウサギは共に魔物ではなく魔の森で戦った狼のような野生動物である。基本的にＧランクのこれらの依頼は常時依頼という形式になっており、本来なら街中の依頼しかしてこなかったランクＨからランクＧに上がったばかりの者たちの訓練用の依頼なのだ。

　次々に依頼書を眺めていくと、Ｆランクの依頼にはゴブリンの討伐、スライムの魔核の納入、ポイズントードの討伐といった弱めの魔獣の討伐や、魔核等の納入依頼があった。その中でレイの興味を引いたのは、ゴブリンの討伐依頼だった。理由としてはファンタジーと言えばゴブリンだろうという程度でしかないのだが。

　その依頼書にはゴブリンの討伐は常時依頼であり、討伐証明部位は右耳。五匹の討伐を最低限とする。右耳一枚につき銅貨三枚と交換といったことが書かれている。

　いくら低ランク冒険者用の依頼と言っても報酬の安さに思わず眉まゆを顰ひそめるレイだが、五匹分の耳を持ってくれば銅貨十五枚。すなわち銀貨一枚と銅貨五枚になる。レイの泊まっている夕暮れの小麦亭は一泊銀貨三枚だが、それはギルムでも高級な宿だからこその値段なのだ。ギルドに登録したばかりの初心者は、一泊銅貨五枚程度の安宿に泊まるのが普通であり、そこで自分と同じような境遇の相手を捜してパーティを組むというのが一般的なのだから。

　ゴブリン討伐依頼の紙を剝がし、このギルドに初めて来たときに話したポニーテールの受付嬢の所へと持っていく。

　それを見ていた周囲の冒険者の幾人かは意外そうな顔をしてその様子を眺める。ランクＤの冒険者四人を相手に渡り合えるというのに、受けた依頼がモンスターの中でも底辺に近い位置にいるゴブリン退治というのが意外だったのだろう。











【ゴブリン】

人の子供ほどの背丈を持つ鬼族の魔物。緑色の皮膚をしており、額に指先ほどの短い角を持つ。個体として見た場合は非常に弱く、一般人でも喧けん嘩か慣れしている者なら楽に倒せる程度の実力しかない。しかし基本的に群れる習性があり、数匹ずつ纏まとまって行動することを好む。また稚拙ではあるが知能があり、拾ったり盗んだりした武器で武装している者も僅わずかながら存在する。













　前日に図書館で読んだ本の内容を思い出し、一瞬世話になったレノラの姿を捜すも、受付にその姿は見えない。そのため依頼の紙を猫の獣人と思おぼしき受付嬢へと渡すと、不意に驚かれる。

「え？　君、もしかしてレノラが言ってた……」

「レノラ？」

　聞き覚えのある名前に思わず問い返すと、その受付嬢は頷うなずく。

「うん、そうそう。この前私が休んでいるときギルドに登録したんでしょ？　とても冒険者に見えないような十五歳くらいの赤い髪をした人だったって言ってたからすぐに分かったわ。残念だけど、レノラは今ちょっと用事でここにいないんだけど……あ、私の名前はケニーよ。よろしくね」

　笑みを浮かべてそう告げ、レイが差し出した依頼書を受け取る。

「ゴブリン退治かぁ。えっと、レイ君って言ったっけ。見かけによらずかなり強いって聞いてるから問題は無いと思うけど、くれぐれも油断しないようにね」

「ああ、それでゴブリンの場所なんだけど……」

「それなら、基本的にギルムの街道沿いにある森の中に出没すると報告が入っているわ。最近だと商人や旅人を集団で襲ったりもしているらしいのよ」

「ゴブリンにそこまで知能が？」

「もちろん、普通は無いわ。だから、もしかしたら希少種が生まれている可能性もあるの。くれぐれも気を付けてね。希少種に遭遇したりしたら、すぐに逃げ出すのよ。冒険者なんてのは、命あっての物種なんだから」

　希少種というのは一種の突然変異として生まれてきた個体のことだ。希少種の場合は大抵が基になった種族のモンスターよりも高い能力を誇っており、ギルドで公表しているモンスターのランク的には一段階上がる。つまりこの場合はゴブリンのランクがＦなので希少種はランクＥ相当のモンスターとなる。

　受付嬢にゴブリンのことを教えて貰もらった礼を言い、依頼を受理して貰ってギルドから外へと出る。

　すると、ギルドから出て来たレイを見つけたセトが嬉うれしそうに喉のどを鳴らして近付いていく。それを見た数人の通行人が立ち上がったセトに驚きよう愕がくの視線を向けるが、セトはそんな様子を無視してレイへと頭を擦こすりつける。

「悪いな。じゃあ早速行くか」

「グルゥッ！」

　頭を撫なでられながら掛けられたレイの言葉に鳴いて応こたえるセト。そんなセトと共に、大通りを歩いて門まで向かうのだった。




「やぁ、二日ぶりだね。君の活躍はここまで聞こえてきてるよ」

　門の側にいたランガが、レイとセトの姿を見るなりそう声を掛けてくる。

　活躍、と言われて思い当たるのがバルガスとの一件しかないレイは、思わず苦笑を浮かべながらミスティリングからギルドカードを取り出してランガへと渡す。

「一応言っておくと、正当防衛だったんだけど」

「所持金だけじゃなくて、武器も奪ったと聞いてるよ？」

「……まあ、正当防衛だし」

　そっと視線を逸そらして言葉を返したレイは、続いてセトの首に掛かっていた従魔の首飾りを外してランガへと渡す。

「可哀想に……『鷹たかの爪』の面々は昨日、今日と暗い顔をして外に向かったよ。……問題無し、と。じゃあ気をつけて。まあ、君にはこのグリフォンがいるんだから、心配はいらないんだろうけどね」

「せいぜい気を付けるよ。セト。まずは上空から捜すか」

　レイの言葉に喉を鳴らして地面に伏せたセトの背へと跨またがると、セトは数メートルの助走をつけてその大きな翼を羽ばたかせ、呆ぼう然ぜんと見送っているランガを尻しり目めに上空へと昇っていく。

「グルルルルルゥッ！」

　ギルムから少し離れると、まるでストレスを発散させるかのように高く鳴くセト。その背を撫でながらレイは内心考える。

（考えてみれば、セトもまだ生まれて間もないんだよな。生まれが魔獣術と特殊でも、生後数日なのに宿の厩きゆう舎しやに閉じ込められていたんじゃストレスも溜たまるか）

　明日あしたからはなるべく依頼を受けて街の外に出ようと考える。

　本来ならレイの目的はセトとデスサイズを育てることであり、そのためには別に冒険者になるというのは必ひつ須すでは無い。だが、ギルドには常に情報が集まっており、高ランクモンスター討伐の依頼が貼り出されることがある。それらはレイにとって非常に有益な情報であり、依頼なのだ。ただ、現状のランクでは高ランクモンスターの討伐依頼があっても受けることが出来ない。それを考えると、現状の目的は少しでも依頼を受けてランクを上げることだろう。

　そんなことを考えている間に、ギルドの受付嬢から聞いた街道沿いの森が眼下に見えてくる。通常の旅人や冒険者ならこの森まで来るのに徒歩で数時間は掛かるというのに、セトに乗ったレイはギルムを出発してから僅か十数分で到着していた。それだけでもグリフォンの……いや、セトの機動力の高さは明らかだった。

「セト、モンスターは見えるか？」

　レイの問いに、空を飛びながら首を左右に振るセト。地上には森が広がっており、枝や葉に隠されて森の様子は遮られている。さすがにセトでも、その状態でゴブリンを見つけるのは難しいらしい。

「上空から奇襲を仕掛ければ手っ取り早かったんだが、これじゃしょうがないか。セト、地上に降りてくれ」

　レイの声に短く鳴き、翼で調節しながらふわり、と表現出来そうな優雅さで地上に着地したのは、グリフォンの面目躍如といったところだろうか。

　セトの着地の見事さに一瞬見み惚ほれるが、すぐに意識を切り替えて森の様子を探る。

「ちょっとここからだと分からないな。セト、森の中に入ってみるか」

　レイの問いにセトが承諾の鳴き声を上げ、そのまま森の中へと入っていく。

　本来であれば森の中という狭い場所は、炎の魔法やデスサイズという長柄の武器を使うレイにしてみれば好ましくない戦場だ。だが今回の場合はゴブリンが相手ということで、そこまで神経質にならなくてもいいと判断して森の奥へと入っていく。

　そして森の中へと入ってから一時間ほどした頃。唐突にレイの前を歩いていたセトが動きを止め、何かを警戒するように喉の奥で鳴きながら周囲を見回す。

　だが、さすがに街道沿いの森とは言っても、ここまで奥に入ってくるとそれなりに太い幹を持つ木が生えて枝や葉で太陽の光を遮り、まだ昼間だというのに周囲は薄暗くなっている。それにレイはドラゴンローブのおかげで感じてはいなかったが周囲の気温もかなり高くなっており、普通の冒険者ならその暑さと汗で疲労度が増していただろう。

「グルゥッ！」

　そんな状況の中、短く吠ほえたセトが水球を発動させてそのまま草むらで覆われている茂みへと撃ち放つ。

　そして次の瞬間。

「ギィッ！」

　聞き苦しい悲鳴がその茂みの中から聞こえ、二十匹近いゴブリンがその姿を現したのだった。

「待ち伏せ……いや、こんな森の奥で待ち伏せも何も無いか。となると、偶然ゴブリンたちの集団にぶつかったのか？」

　デスサイズを構え、ゴブリンを観察しながら呟つぶやくレイ。

（錆さびた長剣が二、同様の短剣が三、残りは棍こん棒ぼうか。……知能の高いゴブリンは武器を持つこともあるという話だったが、まさか全員が武器持ちとはな。偶然……な訳はないか）

「はぁっ！」

　背後のゴブリンが先制攻撃とばかりに投げつけてきた石を、デスサイズに魔力を流して一いつ閃せん。周囲にあった直径一メートルほどの巨木ごと切断する。

　その行為を行ったレイ本人にしても、まさかその太さの幹を持つ木を切断出来るとは思わなかったのか、一瞬驚愕の表情を浮かべる。だが、すぐに気を取り直し倒れこんでくる木を戦闘へと活用するべくセトに叫ぶ。

「セトッ、木が倒れて分断したらゴブリンを各個撃破していくぞ！」

「グルゥッ！」

　レイの指示にセトが鳴いて応え、木がゆっくりとだが、確実にゴブリンの一角へと倒れていくのを見ながら内心の考えを纏める。

（やっぱりギルドで聞いたように希少種が現れたと判断した方がいいだろうな。そしてここに姿が見えないということは、指揮官が前線に出て来る危険性を悟る程度の頭はある、か）

「ギィギィッ！」

「ギィッ！」

「ギギギィ」

　何かを叫びながら、倒れてくる木から回避するように二手に分かれるゴブリンたち。その様子を確認したレイは、デスサイズを構えたまま向かって右側へ。セトは左側へとそれぞれ突っ込んでいく。

「はぁっ！」

　突然木が倒れこみ、混乱しているゴブリンたちの中へと飛び込んでデスサイズを振るうレイ。魔力を流している状態では、巨木すらも抵抗を感じさせずに斬り裂く鋭利さを持つのだ。ただのゴブリンにそれを防ぐことが出来るはずも無く、振るわれたデスサイズの刃は周囲にいたゴブリンたちの胴体や四肢、あるいは頭部といった部分を何の抵抗もなく斬り飛ばす。

　一閃。ほんの一度の攻撃で、レイの周囲にいたゴブリンたちの殆ほとんどは絶命、あるいは瀕ひん死しの状態へと追い込まれていた。

　錆びた長剣を持っていたゴブリンは、殆ど反射的に振るわれたデスサイズを防ごうと武器を突き出してはいた。だが、バルガスが使っていたようなマジックアイテムのバトルアックスならともかく、錆びた長剣でデスサイズを防ぐというのは、巨大な滝の水をコップ一杯で受け止めろと言っているようなものだ。結局抵抗らしい抵抗も出来ず、長剣、腕、胴体と滑らかに斬り裂かれて内臓や血を地面へと散らかすだけだった。

「ギィッ!?」

　ただ一度の攻撃で仲間の半分以上を失ったのを見たゴブリンたちは、自分自身が生き残るために四方八方へとバラバラになって一目散に逃げ出していく。

　そこに追撃をしようかと一瞬考えたレイだったが、受けた依頼はあくまでもゴブリン五匹の討伐だ。それ以上のゴブリンを倒す暇があったらセトやデスサイズの糧となるようなレベルのモンスターを仕留めた方が効率がいい。そう判断して追撃をすることは無かった。

「グルルルゥッ！」

　そして木の反対側から聞こえて来るセトの雄お叫たけび。そちらも問題無く片付いたのだろうと判断したレイは、巨木を乗り越えてセトのいる方へと移動する。

　そこに存在していたのは、水球で腹の皮膚を弾はじき飛ばされ、あるいは鋭利な爪を持つ鷲わしの前足で斬り裂かれ、鋭く尖とがったクチバシで嚙かみ千切られて事切れていたゴブリンたちの死体だった。その数は四匹。レイよりも二匹少ないが、レイが一撃で六匹を仕留めたのに対して、セトは一匹ずつ攻撃してこの数を倒したのだ。ゴブリンの逃げ足を思えば十分な戦果と言ってもいいだろう。

　近づいて来たレイを見て、褒めて、とばかりに頭を擦りつけてくるセト。周囲に散らばっているゴブリンたちの死し骸がいとの対比に思わず苦笑を浮かべる。

　少しの間その頭を撫なで回してその成果を褒めてやり、水球を使ってゴブリンの血で汚れたセトの顔を洗う。それが一段落した所で討伐証明部位の回収に取り掛かるのだった。

　ちなみに、ゴブリンの場合は買い取ってくれる素材は存在しないので、剝はぎ取れるのは討伐証明部位の右耳と魔石だけである。

「セト、討伐証明部位と魔石の回収をする間の周囲の警戒を頼む」

　自分の頼みにセトが喉のどを鳴らして頷うなずいたのを見たレイは、腰のミスリルナイフ……ではなく、ミスティリングからアイアンダガーを一本取り出す。バルガスの仲間から奪った品だ。ゴブリンの剝ぎ取りにミスリルナイフは勿もつ体たいないという判断だった。

　討伐証明部位であるゴブリンの右耳を切り落とし、胸を斬り裂いて心臓から小指の爪先ほどの魔石を取り出す。

（ウォーターベアはともかく、人型のモンスターを倒しても特に心に乱れは感じないか。これもゼパイルを吸収したおかげなんだろうが、俺が殺した……とか言ってウジウジと悩むような真似をしなくてもすむのはラッキーだったな。恐らくこの様子だと人を殺すのにも多少の嫌悪感は覚えるだろうが、それだけだろう。ここは日本じゃなくてエルジィンなんだから、郷に入っては郷に従えって所か。そもそも獲物を仕留めるのに忌避感を覚えるのなら、最初から冒険者とかにならなきゃいいんだし）

　内心でそんな風に考えながらも、ゴブリンの右耳と魔石を次々に剝ぎ取っていくレイ。

　ちなみに、一応ということでゴブリンの魔石を回収しているものの、最弱のモンスターと呼ばれるだけあってその魔石を吸収してもセトにしろデスサイズにしろスキルを覚えるのは無理とレイは判断していたので躊ちゆう躇ちよ無くミスティリングへと回収していく。ゴブリンの魔石は一つにつき銅貨一枚と激安の買い取り価格なのだが、それでも無いよりはマシと考えたのだった。

　セトの倒した四匹分の剝ぎ取りを完了し、地面に落ちているゴブリンが持っていた武器へと視線を向ける。どれも使い物にならないというのは明らかであったため、先程逃げたゴブリンたちに回収されて再利用されないようにデスサイズの石突きで破壊して行く。

　その行為が一段落した後は、自分が倒したゴブリンたちの方へと戻って剝ぎ取りを開始する。

　デスサイズの一撃で倒したゴブリンなので、セトが倒したゴブリンとは違い殆どが胴体や手足、あるいは首といった部位が切断されており、地面へと内臓や血、肉片をばらまいていた。そんな状態の中からゴブリンの頭部を捜して右耳を切り取り、心臓から魔石を取り出していく。そうやって数匹目の死体へと手を伸ばしたところで、ふと異変に気が付く。まるで何者かが自分の様子をじっと観察しているようなそんな視線。

　近くで警戒しているセトも同様なのか、周囲の様子を窺うかがうように鋭く視線を送っている。

（違和感はあるが、決定的な位置を摑つかませない。……ギルドで聞いた希少種か？　狙いは何だ？　無難な所ではこのまま俺たちをやり過ごす。あるいはこっちの剝ぎ取りが終わって気の抜けた瞬間を狙っての奇襲か？　希少種なら魔石は貰もらっておきたい所だな。誘おびき出せるといいんだが）

　自分たちの隙を窺っているであろうモンスターを倒すべき敵と定めたレイは、最後の一匹の右耳を切り落とし、心臓から魔石を取り出そうとし……唐突に自分の方へと向かって来る飛ひ翔しよう音を聞き、咄とつ嗟さに地面を蹴けってセトの側へと移動する。

　次の瞬間には、つい数秒前までレイが触っていたゴブリンの死体へと赤い何かが命中し、周囲へと派手な火の粉を巻き上げた。

「森の中で炎の魔法だと!?　しかも収束も何も出来てない。セトッ！」

　レイの声に素早く反応して高く鳴いたセトが水球を発動。ゴブリンの死体から吹き上がる炎が周囲の草木へと燃え移る前に鎮火に成功する。

　その様子を確認しながら周囲に素早く目を向けていたレイだったが、頭上の木の上に何者かの気配を感じ反射的にデスサイズを頭の上へと突き出す。

　ギィンッ！　という鋭い音を立てながらレイの頭部へと向かって振り下ろされた長剣はデスサイズの柄に弾かれ、その衝撃で刀身の半ばほどの場所で砕け散る。

「はぁっ！」

　それを確認するまでもなくデスサイズを一閃。襲い掛かってきた相手もその一撃を防ぐべく盾を構えるが、長剣同様に真っ二つに斬り裂かれた。

　それでも盾を犠牲にすることでデスサイズの一撃から逃れたその存在は、盾への一撃で吹き飛ばされた衝撃を利用してセトとレイから距離を取り、地面へと着地する。

　そこまできて、ようやくレイは目の前の相手を観察する余裕が出来たのだった。

　半ばから折れた長剣を持ち、もう片方の手には真っ二つにされてしまった小型の盾の残ざん骸がい。それらを持ってレイの方を睨にらみつけているのはゴブリンだった。しかし普通のゴブリンと違うのは、その皮膚の色だろう。普通のゴブリンが緑色の皮膚をしているのに対して、目の前にいるゴブリンは赤い皮膚をしている。また、その背丈も普通のゴブリンと比べると頭一つ分ほど大きい。

「なるほど、希少種か。言い得て妙だな」

　あからさまに普通のゴブリンと違うその姿を見て口元に笑みを浮かべるレイ。あるいはそれを自分への侮ぶ蔑べつと受け取ったのか、希少種のゴブリンは半分に斬り裂かれた盾を投げ捨て、刀身半ばになった長剣を構え……

「ギィッ！」

　鋭く叫んだかと思った次の瞬間、希少種の目の前には炎の玉が浮かび上がっていた。

（セトの水球に似ているな。となると、炎球とでも呼ぶべきか？　ゴブリンにしては戦士としての腕もそれなりで、なおかつ初級だと思われるが攻撃魔法を使う。魔法戦士型とでも呼ぶべきか。だが、その魔法も実際に放たれなければ意味は無い！）

　希少種のゴブリンがその炎球を撃ち放つよりも前に地面を蹴って素早く間合いを殺し、デスサイズに魔力を通しながらその炎球ごとゴブリンへと斬りかかる。

「ギィ!?」

　振り下ろされた大鎌の刃は、炎球を斬り裂き霧散させ、薄くではあるが希少種のゴブリンの胸へも傷をつけていた。

　己の炎球を消し去られたことに焦り、持っていた長剣の破片をレイ目掛けて投げつけてくる。

　ゴブリンのその焦りはある意味で当然のものだった。基本的に一度発現した魔法は他の魔法による攻撃か、あるいは魔力の通った武器で無ければ消し去るという真似は出来ないのだが、ゴブリンが魔力を通せる武器を見たのはこれが初めてだったからだ。

「確かにお前は魔法を使えるし、剣技もそれなりで、希少種の名に相応ふさわしいだけの能力は持っている。けど、お前の最大のアドバンテージはその気配を殺す能力だ。こうして姿を見せた以上、お前は狩られる獲物に過ぎないんだ……よっ！」

　デスサイズの刃をわざと大ぶりの一撃で振り下ろし……何とか回避したゴブリンが安あん堵どしたその一瞬の隙を突き、石突きで足下を払う。

「ギィッ！」

　悲鳴を上げつつ、それでもなお立ち上がろうとしたゴブリンだったが、最大のミスはレイへと意識を集中しすぎたことだろう。必殺のはずの上空からの一撃を防がれ、仲間内で己のみが使えていた炎の魔法を苦もなく消滅させられたのだから無理もないのだが……それでもやはり、レイのみに意識を集中し過ぎたのは致命的なミスだった。

　デスサイズの柄によって足を掬すくわれ、地面に尻しり餅もちをついたままのゴブリンの背後にはいつの間にかセトが忍び寄っており……鷲の鋭い鉤かぎ爪づめと、獅し子しの強力無比な腕力でその首を薙なぎ払うような一撃を放つ。

　セトにとってはいくら希少種といえども、しょせんゴブリンはゴブリンでしかない。冒険者ギルドのランク的に見ても、ＡとＦという圧倒的な実力差がそこにはあるのだ。希少種ゆえに普通のゴブリンよりランクが一段階上だとしてもしょせんはランクＥであり、最後まで生物としての格の差を知ることが出来無かったゴブリンは、ゴキリという聞き苦しい音を立てて首の骨を粉砕され、その命の灯ともし火びを消しさるのだった。

「セト、良くやった」

　レイの呼びかけに甘えてくるセトの頭を一通り撫でてから、素早くゴブリンの心臓から魔石を抜き出す。他のゴブリンの魔石より一回り大きい希少種の魔石をセトとデスサイズのどちらに吸収させるか数秒迷ったレイだったが、セトの遠距離攻撃スキルが水球しかないのは不便だと判断してセトへと差し出す。

「セト」

　レイの掌てのひらの上に乗っていた魔石をクチバシで咥くわえて一飲みにするセト。そして……




【セトは『ファイアブレス　Ｌｖ．１』を習得した】




　以前にも聞いたアナウンスメッセージが頭の中に響き渡る。

「……炎球を使ってたゴブリンの魔石で、何でファイアブレスなんだよ」

　溜ため息いきを吐き、そう呟つぶやくレイだった。




　レイとセトの目の前には普通のゴブリンとは違う赤い肌のゴブリン、つまり希少種の死体が転がっている。首をセトに一撃でへし折られて殺されたために、外傷は殆ほとんど見受けられない。その希少種の死体を前に、レイはセトを撫でながら考えていた。

（一応希少種。つまりはレア物な訳だ。基本的にゴブリンから剝ぎ取れる素材は無いが、それが希少種だとしたらどうだ？　もしかして使える部位がある可能性もある。幸いミスティリングに収納しておけば時間の流れもないから腐るなんてこともないようだし、取りあえず収納しておくか。使えるかどうかは冒険者ギルドで聞くなり図書館で調べるなりすればいいしな）

　結論を出すとその死体へと手を添え、ミスティリングの中へと収納する。

（討伐証明部位の右耳に関しても、提出しない方がいいな。もし俺が希少種のゴブリンを倒したことが知られたらその魔石をどうしたのか聞かれるのは間違い無い。倒したときに一緒に魔石を破壊してしまったと言えば取りあえずの問題は無いだろうが、同じようなことがいつまでも続くのは不審がられる恐れがある。なら、希少種とはやり合わなかったということにしておくのがいいだろう）

「グルゥ？」

　考え込んでいたレイへと、どうしたのとばかりに頭を擦りつけてきたセトの頭を撫なでながら周囲を見回す。

　今回の依頼の目的はゴブリンの最低五匹の討伐。それに関しては一匹が希少種の攻撃により討伐証明部位である右耳を切り取れなかったが、それでも九匹分の耳は確保しているので依頼自体は完了している。

「そして時間的余裕はまだまだある、か」

　木々で遮られて薄暗い空を見ながら呟く。ゴブリンとの戦闘が数分、希少種との戦闘も数分だったことを考えると、まだ昼前なのだ。

　昼食は宿の方に金を払って用意して貰っているのだが、当然レイの分だけであり、その量に関しても小さい身体に見合わず燃費の悪いレイにとってはかなり足りない。

「となると、俺やセトの食事のためにも食えるモンスターを狩る必要がある訳だな」

　レイの呟きが聞こえていたのだろう。そうだ、とばかりに小さく鳴くセト。

「よし、じゃあモンスター捜しといくか」

「グルゥッ！」




「……見つからないな」

「グルゥ」

　レイの言葉に、悲しそうに小さく鳴いて応こたえるセト。

　希少種のゴブリンを倒してから一時間ほど森の中を歩いて獲物を捜しているのだが、一向に見つかる様子は無い。

　だが、それもある意味では当たり前なのだ。元々この森はギルムへと続く街道の脇にある森であり、旅人や商人に被害が出ないように定期的にギルドがモンスター駆除の依頼を出しているのだから。本来ならレイやセトに倒されたゴブリンたちもその依頼で倒されていたはずだったのだが、希少種というリーダーを得たゴブリンたちは森の奥に避難したり、リーダーの指示に従って身を潜めていたおかげで難を逃れ、街道を通る者たちを襲っていたのだ。

　そのまま森の中を進んで行くと、空腹を訴える腹の音を聞いて哀れだと思われた訳でも無いだろうが、レイの前を進んでいたセトが動きを止めて周囲を見回す。

　その様子から何らかの魔物がいると判断したレイは、いつでも攻撃出来るようにデスサイズを構えて獲物を待ち構え、次の瞬間……

「っ!?」

　近くにあった茂みから鋭く小さい何かが飛び出してくる。

　それを反射的にデスサイズで斬り飛ばすレイ。斬り飛ばされた物体は空を飛び、近くにあった木の幹にビチャリと湿った音を立てて叩たたき付けられる。

　何が襲ってきたのかとその木の幹へと一瞬視線を走らせたレイの目に映ったのは、赤黒い色をした細長い肉片だった。

「蛇の類たぐいか？」

　小さく呟いたレイだったが、その疑問は次の瞬間には茂みから躍り出てきた存在によって解決する。現れたのはレイの膝ひざ上うえくらいまではありそうな巨大な蛙。その皮膚は斬り飛ばされた舌と同じような赤黒い粘液で覆われており、表情の一つも感じさせない無感情な視線でレイとセトを見ている。

（この森で蛙……確かランクＦの依頼にポイズントードの討伐依頼があったな……こいつのことか？）

　レイが内心で呟くのを察知した訳でも無いのだろうが、次の瞬間には蛙特有の跳躍力を使って地を蹴けりレイへと無言で襲い掛かってきた。だが……

「馬鹿が」

　蛙特有の跳躍力とは言っても、それはしょせんランクＦの魔物でしかない。レイは敵が襲い掛かってくる軌道を冷静に読み取り、その軌道上にデスサイズの刃を差し出し、軽く魔力を流す。

「ゲロッ!?」

　跳躍したことで空中に身を置き、軌道を変更出来なかったポイズントードは、その身を横に一いつ閃せんされて地面へと着地。そしてその衝撃で上半身と下半身が分かれて、地面へと転がるのだった。

　身体を二つに分割されて地面に転がっているポイズントードの皮膚は赤黒い液体に覆われており、見るからに毒！　と強く自己主張をしているように見える。セトに周囲の警戒を頼んで、ミスティリングから昨日本屋で買った魔物の解体　初心者編を取り出してポイズントードの項目を開く。

（剝はぎ取れる素材は舌、体内にある毒袋、後ろ足二本か。だが……）

　本と見比べながら地面へと視線を向ける。そこには舌をデスサイズによって切断され、身体を二つに切断されたポイズントードの死体。舌に関しては、レイへと伸びてきたのをそのまま切断したので根本からとはいかないが回収が可能だ。後ろ足に関しては丸々無傷なのだから、これも状態はいい。だが、ポイズントードの素材で一番高く買い取って貰もらえる部位である毒袋に関しては、胴体と一緒に真っ二つに斬り裂かれており、とても回収出来る状態ではない。というよりも斬り裂かれた箇所から毒液が溢あふれてすでにポイズントードの内臓ごと傷み始めていた。

　小さく溜息を吐き、アイアンダガーを使って漏れ出ている毒液に触れないように注意しながら心臓からゴブリンよりも多少大きい魔石を取り出し、次に後ろ足二本をばっさりと切り取る。

　なお、この後ろ足は素材というより食材としての買い取りとなり、モンスターの肉を扱っている肉屋に毒抜きされて店頭に並べられるのだ。

　今回剝ぎ取れなかった毒袋は、薬剤師により解毒剤や魔物に使うための毒に、舌は一般的に弓の部品として使われる。

　魔石と後ろ足、木の根元に落ちている舌も回収してミスティリングへと収納する。

　なお、ポイズントードの討伐証明部位は水かきのついた右手なのだが、毒液により腐りかけていたのを見たレイは微かすかに眉まゆを顰ひそめて切り取るのを諦あきらめた。

「剝ぎ取れる素材は全部剝ぎ取ったし、次を捜すか」

　レイの言葉にセトが短く鳴き、意気揚々と道無き道を歩いて行く。

　途中で木になっている果物を発見しては啄ついばんで味見をしているセトの様子に笑みを誘われながらも、初めての依頼ということでそれなりに警戒しながら森の中を進んだのだが……結局それ以上のモンスターを見つけることが出来ず、ギルムに戻ることになったのだった。




「討伐証明部位のゴブリンの右耳、九匹分だ。確認して欲しい」

　ギルムのギルドで、ケニーの前にミスティリングから取り出したゴブリンの右耳を置くと、それを見たケニーだけではなく隣にいたレノラまでもが驚きよう愕がくの表情を作る。

「ちょっ!?　え？　ソロでゴブリンを九匹倒したの!?　初めての依頼で!?」

「強いとは思っていましたが、こんなに強いなんて……」

　冒険者登録をすませ、さらにはランクもＧに上がったばかりの冒険者がゴブリン九匹を倒したのだ。もちろんケニーはともかくレノラはレイが『鷹たかの爪』を倒したというのを知っている。だが、それはあくまでも街中での賭かけ試合のようなものであり、実戦ではない。その実戦での強さの証あかしを目の前で見せられ、改めてレイの強さを実感する。

「いや、確かに強いって聞いてたけどこんなに強いとか……凄すごいわね、レイ君」

　ケニーはケニーで、レイの予想外の強さに最初に感じた驚きを通り越して感心へと変わっていた。

「セトもいたから、この程度は問題無いよ。それよりも精算をして貰えるか？」

　その一言で我に返ったのだろう。ケニーは慌てて計算を始める。

「えっと、右耳一つにつき銅貨三枚だから、銀貨二枚に銅貨七枚ね。いや、それにしてもレイ君は凄いわね。ちなみに……希少種とかは……？」

　これほどの強さを持っているレイなら、ゴブリンの希少種も倒せたのではないか？　微かにそんな希望を抱きながら尋ねるケニーだったが、レイは黙って首を横に振る。

「ゴブリン自体はそれなりにいたけど、希少種は見つけられなかった」

「そっか。……分かったわ。その辺は上に報告しておくわね」

　ペコリと頭を下げる受付嬢に頷うなずき、冒険者としての初日は終わったのだった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　ゴブリン討伐依頼を完遂させた翌日、レイとセトの姿は街道上にあった。ただし以前とは違って上空を飛んでおらず、普通に街道上を歩いて移動している。

　実はレイとしては今回も空を飛んで移動しようと思っていたのだが、街から出るときにランガに出来れば街の近くで飛んだり、街道に着地するのは止めて欲しいと頼まれたのだ。昨日、街道上でセトの姿を見た者が何人かおり、その目撃者でもある商人や旅人たちに散々訴えられたらしい。

「さて、今回の依頼はソルジャーアントの討伐な訳だが……」

　ギルドで貼り出されていた依頼の内容を思い出す。

　ここ数日、街の近く──と言っても徒歩数時間圏内だが──で頻繁に見られるようになったソルジャーアントの討伐依頼であり、討伐証明部位は背に生えている短剣状の突起となっている。買い取り価格は突起一つにつき銅貨五枚とゴブリンの二倍ほどだ。

　レイがギルドの受付嬢から聞いた話によると、恐らく巣別れによってギルム近くにクイーンアント、いわゆる女王蟻が来ているのではないかということだった。ただしソルジャーアントはランクＦだが、クイーンアントはランクＣなので、発見しても手出しをしないようにと念押しされている。

（ウォーターベアもランクＣだった。そうなるとその魔石はセトにしろデスサイズにしろスキルを習得出来る可能性が高い。なら狙わない手はないな）

　内心で考えながら、ソルジャーアントの姿を捜して街道をセトと共に進んでいく。

「グルルルゥ」

　そして街道を歩き始めてから一時間ほど。代わり映えしない景色で注意力散漫になっていたレイだったが、隣を進むセトの唸うなり声を聞いて意識を戦闘状態へと切り替える。

　デスサイズを構え、周囲の様子を確認していると街道脇の茂みからぬうっとばかりに黒い何かが姿を見せた。

　その黒い何かの正体は巨大な蟻、すなわち討伐対象のソルジャーアントであり、向こうもレイたちを見つけたのだろう。巨大なハサミ状になっている顎あごをガチガチと鳴らして威嚇する。

「ギギギギギ！」

　鳴き声はともかく、外見に関しては大きさ以外は殆ほとんど普通の蟻と変わらない。唯一違う所があるとすれば、それは討伐証明部位でもある背中から生えている短剣状の突起だろう。

「ギギ！」

　短く鳴き声を上げながら走り出すソルジャーアント。その鋭い顎で嚙かみ千切らんと真っ直ぐにレイへと向かって来るのだが、その速度は決して速いと言えるものでは無い。少なくともレイにとっては、昨日戦ったゴブリンの希少種の方がよほど強敵に感じられた。

「ふっ！」

　デスサイズに魔力を流し、レイへと嚙みつこうと顎を開いたソルジャーアントを真っ二つに斬り裂く。

　本来ソルジャーアントは手足の一本を失ったとしても普通に行動を出来るのだが、さすがに身体を二つに切断されてしまってはそういう訳にはいかなかったらしく、ピクピクと足を痙けい攣れんさせながらもやがてその動きを止める。

　一匹倒したのも束の間、目の前で倒れているソルジャーアントが出て来た茂みから一匹、二匹、三匹、四匹と後続が姿を現す。

　その様子に思わず舌打ちをするレイ。

「セト、ファイアブレスだ！」

「グルルゥッ！」

　レイの声に高い鳴き声を上げながら口を開くセト。すると次の瞬間にその口から炎が吐き出された。昨日のゴブリン希少種の魔石により新たに覚えたスキルだが、Ｌｖ．１と低レベルなために炎の吐息は細く、射程も二～三メートルといった所だ。

　それでもその炎はソルジャーアントにそれなりのダメージを与えることには成功したらしく、殺すまではいかないまでも動きは確実に鈍っていた。

　そしていくら数が多いとしても、ただでさえ動きの遅いソルジャーアントの動きがさらに鈍くなってしまってはそれはすでにレイにとって敵ではなく、戦うべきモンスターでもなく、単なる獲物へと成り下がる。

「はあぁぁっ！」

　デスサイズに魔力を通し、刃で首を飛ばし、胴体を真っ二つにする。あるいは石突きで腹を掬すくい上げるように殴りつけて空中に浮かせ、刃を一閃、幹から竹たけ割わりにする。

　セトも水球を使い頭部の一部を破裂させ、あるいはファイアブレスを一匹に集中して吐き続けて消し炭にする。その強力無比なクチバシで胴体を貫き、鉤かぎ爪づめで首を吹き飛ばす。

　戦闘が始まってから数分。ほんの数分で三十匹を超えるソルジャーアントは全て殺し尽くされ、その体液や身体の一部を地面へと散らかすことになるのだった。

「グルルルルゥッ！」

　勝利の雄お叫たけびを上げるセトの横で、追加の敵が来ないかどうかを警戒するレイ。だが、それから数分が経っても茂みは静かなままであり、ようやく戦闘が終わったと安あん堵どの息を吐く。

　そのままセトに周囲の警戒を頼み、討伐証明部位である背中の突起と魔石を回収していく。

　もっとも、ファイアブレスで燃やし尽くされたソルジャーアントに関しては完全に消し炭となっており、突起も魔石も回収は不可能だった。

（威力の高すぎる攻撃をした場合は、魔石や討伐証明部位を回収出来なくなるのは当然か）

　そう思いつつ、ミスティリングから魔物の解体　初心者編を取り出してソルジャーアントの項を開く。

　本にはソルジャーアントで剝ぎ取れる素材は薬に使える触覚と、防具に使える腹部の甲殻と書かれている。

　触覚はアイアンダガーで簡単に切断して剝ぎ取れたのだが、問題は腹部の甲殻だった。

　ナイフを甲殻の隙間へと刺し入れて切り取っていくのだが、レイにしてみるとかなり難しい作業で、甲殻自体に傷は無いが本に書いてあるように上う手まい具合に剝ぎ取れず、ソルジャーアントの腹部の肉がくっついているのだ。

　それでもしばらく時間を掛けて甲殻を外すことには成功し、それらを纏まとめてミスティリングの中へと収納する。

「これで最低限の討伐依頼は果たしたな。後はクイーンアントを捜すだけだが……」

　溜ため息いきを吐きながら周囲を見回すレイ。そこにはソルジャーアントの死し骸がいが三十匹分ほど散らばっている。先行部隊と思われる一団でこの数なのだ。ここからクイーンアントを目指すとなると、どれだけのソルジャーアントと戦わないといけないかと思わず溜息を吐く。

　ソルジャーアント自体はそれほど強い相手ではない。いや、はっきり弱いと言っても問題無いだろう。

　だが、問題は疲労度だ。今回の三十匹は倒した後も殆ど疲労を感じていない。だが、今全滅させたのと同規模のソルジャーアントとの戦闘を数回、十数回、あるいは数十回繰り返せばどうなるか。

　確かにレイにしろセトにしろ、その肉体は一般人や一般的なモンスターよりも強きよう靱じんに出来ている。だが、それでも無限の体力がある訳ではない。疲れれば動きが鈍るのは当然だし、動きが鈍れば当然攻撃を食らうことになるだろう。

　かと言って、ランクＣモンスターであるクイーンアントの魔石を見逃すというのは惜しすぎる。

「さて、どうするべきか」

　何となくデスサイズの柄でソルジャーアントの胸部の部分を突つつきながら考え……ふと、その甲殻に違和感を覚えた。

（何だ？　俺はこの甲殻を見て何に違和感を覚えたんだ？　この甲殻は普通……そう、大きさはともかく、外見は普通の蟻とそう変わらない物だ。それは間違い無い。だが……っ!?）

　内心でそこまで呟つぶやき、ようやく違和感の正体を理解する。蟻の巣別れで巣から旅立つ蟻というのは、普通羽の生えている蟻、俗に言う羽蟻なのだ。だが、今レイの目の前に倒れているソルジャーアントの甲殻には羽の類は一切付いていない。

（つまり、エルジィンの蟻は羽蟻になる習性がないのか？　あるいは巣別れしたこのソルジャーアントたちが羽蟻にならない種類の蟻なのか……どちらにしてもチャンスであるのは間違い無い、か）

　クイーンアント率いる蟻たちの全てが空を飛ぶ羽を持っていない……というのは楽観的すぎる考えだろう。だが少なくとも、レイとセトが倒したこのソルジャーアントたちは羽を持っていなかったのだ。つまり真正直に地上を進んでクイーンアントに向かうよりは、セトに乗って上空からクイーンアントに奇襲を仕掛けた方が勝率が高い、とレイには思えた。

　クイーンアントに統率されている群れは、その中心であるクイーンアントを倒してしまえば群れを維持できなくなってそれぞれが周辺へと散らばっていくとギルドの受付嬢から情報を得ていた。しばらくはギルム周辺でソルジャーアントが出没する回数が多くなるだろうが、クイーンアントのように群れのボスに統率されている状態よりはマシだろう。

「……セト」

　周辺の警戒をしつつも、ソルジャーアントの死体を啄ついばんでいたセトがレイの呼びかけに顔を向ける。

「上空からクイーンアントを捜索しよう。そして奇襲を仕掛けて一気にクイーンアントを仕留める」

　その提案を短く鳴いて了承し、身を屈かがめるセト。レイはデスサイズを持ったままその背に跨またがる。

「グルルゥッ！」

　セトは高く鳴き声を上げ、数歩の助走の後にその鷲わしの翼を羽ばたかせる。まるで空中を蹴けるかのようにグングン上空へと昇っていく速度を楽しみつつ、地上へと視線を向ける。するとつい先程まで自分たちがいた場所へと別のソルジャーアントの集団が向かっているのを発見し、再度の戦闘を回避出来たことに笑みを浮かべるのだった。

「俺とセトが倒した所まで辿たどり着くにはもうしばらく時間が掛かるだろうけど、あのままあそこにいたら否応なく消耗戦に巻き込まれていたな。早めに決断して正解か」

　同感だ、とばかりに短く鳴くセト。その首筋を撫なでながら、街道沿いに広がっている草原や林を上空から眺めていく。

　そうして空を飛び始めてから二十分ほど。ときどきゴブリンらしき姿は見つけるものの、目当てのクイーンアントの姿はどこにもなかった。

「やっぱりそう簡単には見つからない、か」

「グル……グルゥッ！」

　レイを慰めるかのような鳴き声を上げかけるセトだが、その途中で鋭い鳴き声へと変化する。それは警戒の鳴き声。

　その声を上げた理由はすぐに分かった。林の中から敵が現れたのだ。比較対象が無いが、恐らくはソルジャーアントよりも一回りほど大きい。またその背には羽が生えており、空を飛んで一直線にセトへと向かって来ていた。その数五匹。

「空を飛べて、なおかつソルジャーアントよりも大きいか。近この衛え蟻、インペリアルアントとでも呼ぶべきか？　まあ、どのみち敵は敵だ。行くぞ、セト！」

「グルルルゥッ！」

　雄叫びのような鳴き声を上げながら翼を羽ばたかせ、自分たちへと一直線に向かって来るインペリアルアントにセトも躊躇ためらうことなく突き進む。

　そしてお互いの距離が縮まり……

「グルルルゥッ！」

　セトの鳴き声と共にその顔近くに水球が一つ現れ、インペリアルアント目掛けて放たれる。

「ギギギギ！」

　先頭を飛んでいたインペリアルアントは身体を斜めにしてその攻撃を回避するが、その後ろを飛んでいたインペリアルアントはそうもいかなかった。回避仕切れずに羽へと命中し、同時に破裂する水球。羽の殆ほとんどを水球と共に破裂させ、地上へと落下していく。

　残り四匹になったインペリアルアントを見据え、セトに負けじとレイも呪文を唱え始める。

『炎よ、集えよ集え。汝なんじ等は個にして群。群にして個。我が声を以もつてその姿を現せ』

　呪文を唱え終えると、レイの持っていたデスサイズの先端に一メートルほどの炎の固まりが生成されていた。自分たちに向かって来るインペリアルアントへと向かい、デスサイズを思い切り振るうレイ。同時に、炎は真っ直ぐに敵へと向かって飛んでいく。

　だが、その速度はセトが最初に放った水球の半分程度しかなかった。当然インペリアルアントたちはその炎を避よけるようにして分散し……

『咲き誇る炎華！』

　レイがその魔法を発動させると同時に炎が爆発。周囲へと拳こぶし大の炎を大量に、なおかつ高速で撒まき散らす。

　花火をイメージして作った魔法だったが、爆発した後の炎の威力はそれほど高くはない。

　それでもインペリアルアントの羽を燃やすには十分な威力があり、二匹が羽を燃やし尽くされて地面へと墜落していく。

　そして残るインペリアルアントは二匹。だが。

「グルゥッ！」

　セトの振るった鉤爪で胴体を砕かれ。

「はぁっ！」

　レイの振るったデスサイズの刃で真っ二つに分断される。

「よし、次はクイーンアントの位置を……」

　レイが呟いたその瞬間、周囲へと耳障りなほどに巨大な鳴き声が響き渡った。

「ギギギギギギギギギィッ！」

　声の主はセトの前方三十メートルほどの位置にある木の近く。そこにはソルジャーアントやインペリアルアントとは比べものにならないほどに巨大な、五メートルを超えるほどの体長を持つ蟻の姿があった。すなわち。

「クイーンアント」

「グルゥッ！」

　レイの呟きに鋭く鳴いて同意するセト。その勇ましさに笑みを浮かべ、首を撫でる。

「良し。じゃあ……行くぞ！」

「グルルルルルゥッ！」

　レイの声に応こたえて高く鳴き、セトは地上にいるクイーンアントへと向かって急降下していく。

「はああぁぁっ！」

　セトの急降下に合わせ、デスサイズへと魔力を流しながらクイーンアント目掛けて大きく振るう。

　それを迎え撃とうとクイーンアントは口を開き……

「っ!?　やばい、セト！」

　感じた危機感そのままにセトへと声を掛け、それを汲くみ取ったセトは翼を大きく羽ばたかせて強制的に真横へと移動する。

　そして次の瞬間、一瞬前までセトのいた場所をクイーンアントの口から放たれた液体が通過していく。

　回避したその液体が地面へと落ち、煙をあげながら周囲の土を溶かしているのを見たレイは、あの液体の正体が酸……いわゆる蟻ぎ酸さんの類たぐいであると判断する。

「ギギギギギ！」

　自分の攻撃が外れたのが不満なのだろう。叫び声を上げながらその巨大な前足を振るってくる。

　その一撃をセトが搔い潜り、上空を通過する前足へとレイがデスサイズを振るい、その刃は何の抵抗もなくその巨大な前足を斬り裂き、前足は振り下ろされたその勢いのままにあらぬ方向へと飛んでいく。

「ギィッ!?」

　ソルジャーアントと違い痛覚も発達しているのか、短く悲鳴を上げるクイーンアント。その隙を突いて、レイはセトの背から飛び降りる。

　ズサァッという音と土煙を上げながら地面へと着地したレイは、すぐにその場を跳躍。同時に振り下ろされたクイーンアントのもう一本の前足が、レイが一瞬前まで存在していた場所を叩たたき潰つぶす。

　そのまま連続して跳躍し、クイーンアントと距離を取る。そこまでして、ようやくレイはクイーンアントを観察する余裕が出来た。

　上空から見たときに感じたように五メートルを超える体長。腹部は肥大化しており、その先にはまるで尻しつ尾ぽのように鋭いトゲが生えている。

（……ここまででかいとはな。さすがにちょっと予想外だ）

「けど、まあ……」

　デスサイズを構えてクイーンアントへと鋭い視線を向ける。

「やるしかないよな！」

　そう叫び、クイーンアントへと向かって走り出すレイ。そして上空にはレイを援護しようと水球を撃ち続けるセトの姿がある。

　放たれた水球を煩わしそうに後ろ足を一振りして破壊するクイーンアント。だが、セトの狙いは水球でダメージを与えることではない。レイがその並外れた身体能力を使ってデスサイズの間合いまで入り込む隙を作ることなのだ。そして、その目的は果たされる。

『炎よ、汝は蛇なり。ゆえに我が思いのままに敵を焼き尽くせ』

　魔の森でウォーターベアの命を奪ったその呪文を唱えながら、あのときと同じように……否、今度は石突きではなく刃の部分を振り下ろす。

　サクッとした軽い感触でクイーンアントの右側真ん中の足へと大鎌の先端が刺さり……

『舞い踊る炎蛇！』

　魔法が解放される。同時にデスサイズの刃が刺さったクイーンアントの足へと炎の蛇が潜り込んでいった。

「ギギギギギギギ！」

　身体の内側から焼かれる痛みに悲鳴を上げるが、それだけで終わらないのはさすがにクイーンアントと呼ぶべきだろう。痛みに耐えながら、反対側の足で火の蛇が体内を焼きながら移動している方の足を引き千切ったのだ。

「何っ!?」

　予想外の光景に驚きよう愕がくしたレイが、咄とつ嗟さに後方へと跳躍してクイーンアントとの距離を取る。

　そして殆ど同時に地面に投げ捨てられたクイーンアントの足から炎の蛇が姿を現し……そのまま霧散して消えていった。

「ギギギ！」

　クイーンアントは自らに傷を付けた目の前の小さな人間に対して怒りのままにその口から蟻酸を飛ばし、残った足を振り回し、その鋭い顎あごで胴体を切断しようと隙を狙ってくる。

　その攻撃の殆どを回避し、あるいはデスサイズで受け流す。

「しぶといんだよ！」

　振り下ろされた前足を回避しつつデスサイズを一いつ閃せん。残っていた左の前足を斬り飛ばし、これで残っている足は左中足、左後足、右後足の三本のみとなっている。だが、それでもクイーンアントの攻撃は熾し烈れつを極めた。その身体から生えている毒針が木へと突き刺さり、あるいは吐き出された蟻酸が岩をも溶かす。

　そのしぶとさにある種の感心を覚えながらも、上空にセトの姿があるのを確認してクイーンアントの注意を引きつけるべく、デスサイズを大きく振るって注意を引きつける。

『炎よ、我が意に従い敵を焼け』

　呪文を唱えるとデスサイズの前に直径三十センチほどの炎の球が現れ、レイはデスサイズを振りかぶり……魔法を発動させる。

『火球！』

　セトの使う水球の炎バージョンとも言える炎の塊は、振り下ろされたデスサイズに従って高速で飛ばされ、クイーンアントへと向かっていく。

　だが、クイーンアントもまた、目の前にいる小さい生き物が使う炎の魔法に関しては体内を焼かれてその威力を知っているため、まともにその攻撃を受けずに地に伏せることで回避する。

　……それが、レイの狙いとも知らずに。

　地に伏せる。すなわちすぐに次の動きに移るのは難しいということだ。その隙を突くかのように、上空で待機しつつ戦闘へと介入する機会を探っていたセトが地上へと急降下してくる。クイーンアントも最初は水球を放ってくるセトを脅威に思ったのかその存在を気に掛けていたのだが、実際に自分にダメージを与えるレイがより危険度の高い存在と認識したのだろう。また、セトもそれを狙ってレイとクイーンアントが激しい戦いを繰り広げている間は手出しすることなく隙を窺うかがっていたのだ。それもこれも、クイーンアントの決定的な隙を突くこの一撃のために。そしてセトはレイが作った千載一遇とも言える好機を見逃すような真似はしなかった。

「グルルルルルゥッ！」

　雄お叫たけびを上げ、剛力の腕輪により増強された強力無比な膂りよ力りよくで鷲わしの鉤かぎ爪づめを振りかぶり……落下の速度と合わせてクイーンアントの頭部へと叩き付ける。

　グシャッ、という聞き苦しい音が周囲へと響き、クイーンアントの頭は粉々に砕け散ってその肉片を周囲へと撒き散らす。

「グルルルゥッ！」

　勝利の雄叫びを上げるセト。それはおかしな話では無かっただろう。何しろ頭を砕いたのだから、普通はそれで勝ったと判断しても間違いではない。だが、セトはソルジャーアントと戦ったときのことを忘れていた。

　そしてレイやセトが戦っている相手はソルジャーアントより上位の存在であるクイーンアントなのだ。その生命力の強さは当然ソルジャーアントを上回る。

　それを示すかのように、頭部や足の殆ほとんどを失ったにも拘かかわらず左中足を振りかぶる。

　セトの雄叫びを聞いていたレイの目にその光景が映し出され……

「セトッ、避けろぉっ！」

　咄嗟にそう叫び、地を蹴けりデスサイズを構えてセトへと向かう。

　レイのその声に反射的に地を蹴り空へと逃れるセト。このときに幸運だったのは、クイーンアントの攻撃が振り下ろしや切り上げといったものではなく、横よこ薙なぎの一撃だったことだろう。上空へと飛び攻撃を回避するセトと、横薙ぎの一撃を放つクイーンアント。その交差はほんの一瞬の差でセトに軍配が上がった。

　横薙ぎに振るわれた攻撃はセトにかすり傷すら付けることなく空を虚しく斬り裂く。

　そしてその懐にはレイの姿が。

「大人しく死ねぇっ！」

　大きく、素早く、そして鋭く振るわれたデスサイズは、クイーンアントの右後足を斬り飛ばし、毒針をも切断する。

「はぁっ！」

　返す刃で残っている左中足と左後足も纏まとめて切断し、クイーンアントは頭、六本の足、毒針の全てを失い、今度こそ本当に動きを止めたのだった。

　先程の件もあるのでそれでもなお警戒を解かずにデスサイズを構えるレイだったが、クイーンアントが動きを止めてから数分。それだけ経っても本当に動かないというのを確認し、ようやく緊張を解く。

　空を飛んでいたセトが地上へと降りてきて低い声で鳴きながら頭を下げる。自分が油断してレイを危険な目に遭わせたことを反省しているらしい。

　その頭を撫なでながら、首を振るレイ。

「気にするな。確かに油断したのは悪かったが、そもそもセトは生まれてからまだそれほどの時間が経ってる訳でもないんだからな。同じ過ちを繰り返さなきゃいい」

「グルゥ」

「それに今回はたまたま俺が離れた位置にいたから気が付いたが、立場が逆になるときだってある。そのときはセトが助けてくれるんだろ？」

「グルゥッ！」

　任せろ、とでも言うように、先程とは違う自信を感じさせる鳴き声を発するセト。

　その様子に笑みを浮かべ、デスサイズを手にクイーンアントの死し骸がいへと向かう。

「さて……これを解体する訳だが……」

　いつものようにミスティリングから魔物の解体　初心者編を取り出して調べてみるが、そこにはソルジャーアントやインペリアルアントはともかく、クイーンアントの解体方法は載っていなかった。

「と言うか、あの羽付きは本当にインペリアルアントって名前だったのか」

　安直すぎないか？　とも思ったレイだったが、自分が使う魔法の名前も安直であると自覚していたので、それを言葉に出すことは無かった。

「となると、解体は後回しにして死体はミスティリングに入れておくとして……魔石だけでも取っておくか」

　呟つぶやき、まずはデスサイズで斬り飛ばした足や毒針の部分をミスティリングへと収納し、アイアンダガーを抜いてからどうやって魔石を取り出すのかを考える。

　頭を失った後のやり取りで足や毒針がなくなり、胴体だけになっている。それはいいのだが、うつぶせの状態で倒れているために一番柔らかな腹が地面と接触しているのだ。そして、魔石を取り出すには柔らかい腹の部分から裂くのが手っ取り早い。

「セト、悪いがこの身体を引っ繰り返して腹の部分を上に向けてくれないか？」

　レイの言葉に小さく鳴き、自分の倍以上の大きさを誇るクイーンアントを特に苦労した様子も無く引っ繰り返す。

　その様子に、純粋な身体能力でならクイーンアントよりもセトの方が上だと確信するレイ。だが、それでもセトはクイーンアント相手には善戦できても勝利するのは難しかっただろう。それは何故か。

（純粋にセトの経験不足だろうな。セトは生後一週間も経っていないが、クイーンアントはこのエルジィンという世界の野生を生き残ってきたんだ。そしてそれは俺にも当て嵌はまる）

　身体能力や潜在能力、魔力といった諸もろ々もろを考えると、レイとセトがランクＣ程度のモンスターを瞬殺出来ないのがおかしい。本来ならそれだけの性能差があるのだから。だが、セトは生後一週間にも満たない経験しか無く、レイにしても戦闘という経験はセトとそう変わらない。ゼパイルを吸収したことにより、殺すという行為に対する忌避感は殆ど無いが、それだけで生き残ることが出来るほどこの世界は甘く無いのだ。

（学ばなければならないな）

　内心で呟き、クイーンアントの腹部へとアイアンダガーの刃を振り下ろし……

　キンッ！　という甲高い金属音を立て、刃が立たずに跳ね返される。

「甲殻に覆われていなくてもこれか」

　アイアンダガーをミスティリングへと戻し、腰の鞘さやからミスリルナイフを抜き、刀身に魔力を流して腹部へと刺し込む。するとさすがにミスリル製と言うべきか、何の抵抗もなくクイーンアントの腹を斬り裂いていく。

「……ん？　心臓がある？」

　虫には本来心臓と呼ばれる器官は無く、背脈管というものがその代わりを果たしている。そのため、本来は心臓にある魔石を捜すのに苦労するとばかり思っていたのだが、クイーンアントの体内にはきちんとした心臓があったのだ。

「まあ、昆虫系でもモンスターであることは変わらないんだし、ありと言えばありなのか？」

　疑問に思いつつ魔石を取り出すレイ。その魔石はレイの拳こぶしほどの大きさだった。

「さすがにゴブリンの魔石とは格が違うな。……さて」

　魔石を片手に持ち、地面に置いてあったデスサイズを手に取ったレイは、セトへと声を掛ける。

「悪いな、セト。このクイーンアントの魔石はお前じゃなくてデスサイズに吸収させようと思う」

　構わない、と喉のどの奥で鳴くセト。レイはその様子に小さく笑みを浮かべ、魔石を空中に放り投げて魔力を込めたデスサイズを振るう。

　何の抵抗もなく魔石が切断され、次の瞬間にはまるで煙のように消滅する。これがデスサイズの魔石を吸収する方法であり、同時にそれはセトの吸収と同じく魔石の消滅を意味していた。




【デスサイズは『腐食　Ｌｖ．１』を習得した】




　セトのときと同じように脳裏に響くアナウンスメッセージ。

　どうやらセトが吸収してもデスサイズが吸収してもアナウンスは流れるらしい。

「にしても、腐食か。恐らく蟻ぎ酸さんの影響だろうが、また微妙なものを」

　苦笑しながらクイーンアントの胴体をミスティリングに収納して、ギルムへと向かうレイ。

　この日の報酬はソルジャーアントの魔石と素材、合わせて銀貨七枚とランクＧの冒険者にしては破格のものとなったのだった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　ギルムの冒険者ギルド。その受付嬢でもあるレノラは、ポニーテールの毛先を弄いじりながら憂ゆう鬱うつそうに上司から渡された書類を眺める。

　その書類には色々と複雑な文章が書かれていたが、要約すれば以下の通りだった。




・レイという冒険者を注意して見ておくこと。

・その冒険者が貴族派や国王派と揉もめ事を起こした場合は直ちに上司に報告すること。

・その冒険者が他の冒険者に絡まれた場合も同様に直ちに上司に報告すること。




「はぁ……」

　書類を眺めながら思わず溜ため息いきを吐く。

　幸いもう少しで昼の鐘がなる頃合いなので、ギルド内部に冒険者の姿は殆ど無い。いても少し早めの昼食を取っている数名程度だ。

「どうしたの？　そんな溜息なんか吐いて」

　レノラの隣にいる同僚が不思議そうに尋ねてくる。猫の獣人であるケニーだ。猫族の特徴でもあるしなやかな肢体を見せつけるかのように伸びをしているが、ゆさりと揺れる胸を見ると、自分の胸の小ささにコンプレックスを感じているレノラは軽い嫉しつ妬とを覚える。

「ほら、これよこれ」

　大きな胸から目を逸そらすようにして、持っていた書類を渡す。

　ケニーも昼前で相手をする冒険者が誰もいないのが暇だったのか、特に躊躇ためらいも無く書類に目を通す。

「えーっと、何々？　……ちょっと、これってどういうこと？　レイって、あのレイ君でしょ？」

　最初は好奇心で書類を読んでいたケニーだったのだが、その文章を読み進めるに従って頰が引き攣つっていく。

「見ての通りよ」

「でも、基本冒険者同士の争い事にギルドは不介入でしょ？　なのに何かあったらすぐに報告しろだなんて」

「それもだけど、最後の決裁印を見てみなさいよ」

　レノラの言葉に書類の最後に押されている決裁印へと視線を向け、一瞬動きが止まるケニー。数秒ほどしてようやく口を開く。

「ちょっと、これってギルドマスターの決裁印じゃない！」

「そうよ」

　ギルドマスターの決裁印。すなわちこの書類に書いてある命令は、ギルドマスターから出されたものだということになる。

「あんた何やったの？」

「私は別に何もしてないわよ！」

　思わず疑いの眼まな差ざしで自分を見てきたケニーへと、強い口調で返すレノラ。

「だって何もしてないなら、何でギルドマスター直々の命令なんか受けてるのよ。それとも、あんたレイ君と何か特別な関係でもあるの？」

「別に特別な関係なんか無いわよ」

「じゃあ、なんでこんな命令が？」

「レイさんが人族だったせいか、ギルド登録時に私が話し掛けたからよ。後はこの街のことを教えて上げたりはしたけど……それだけよ？」

「うーん、確かにそれだけだと……あるいは、レイ君があんたを狙ってるんじゃないのかとも思ったんだけど」

　ケニーの言葉に軽く首を振るレノラ。

　だが、ケニーの言っていることは決して間違ってはいない。何しろギルドの受付嬢と言えばギルドの顔でもある。当然受付嬢を採用する者も相応の美人を選ぶことになり、結果的に冒険者ギルドの受付嬢は冒険者たちの憧あこがれ、高たか嶺ねの花、恋人にしたい相手、一晩でもいいから共に過ごしたい相手、という存在になる。

　レイもまたそういう意味でレノラを口説いているんじゃないのかと言いたいケニーだったが、レノラとしては自分が口説かれているという感じはしなかった。

　ギルドで受付嬢をやっていれば、自然と冒険者たちに口説かれる回数は多くなる。いや、日常茶飯事と言ってもいいだろう。ギルドには酒場のスペースもあるので、毎年数人は酔っ払ってレノラたちに酌をしろと絡んでくる者たちが出て来るのだ。……もっとも、そういう存在はギルドの業務を妨害したとして、そのままギルドの地下にある牢ろうへと直行。翌日には業務妨害の罰金としてそれなりの額を泣く泣く支払う羽目になるのだが。

「それはまず無いわね。そもそもレイさんは女を自分から口説くとかそういう性格はしてないわよ。どちらかと言えば自分の目標に向かってまっすぐに突き進むから、女に対してはあまり興味がないというか……それは直接会話したケニーも分かるんじゃない？」

「そう、ね。レノラはともかく、私と話しているときも特に下心のあるような視線は無かったし」

　レイと話していたときのことを思い出し、そう告げるケニー。

　レノラに比べて男好きのする身体をしているだけに、男の視線に関しては敏感だった。そのケニーが、レイからは他の冒険者から感じるような舐なめるような視線を感じなかったのだ。もちろん男である以上何度か自分の胸に視線を向けていたのは分かっていたが、あくまでもそれだけでしかなかった。

「なるほど。その書類を見る限りじゃ、ギルドマスター期待の新人ってところなんでしょうね。ソロで行動出来るほどの力を持っている上に、グリフォンまでテイムしているんだし」

　呟きながら、改めて脳裏にレイの姿を思い浮かべるケニー。ローブを纏まとい、巨大な鎌を持っているその姿は非常に目立っていたため、さして苦労もせずにどのような人物だったのかを思い出すことが出来た。

「でも、期待の新人ってだけでギルドマスターがそこまで特別扱いするかしら？」

「うーん、でもレイ君の実力を考えれば特別扱いも無理は無いと思うけどね。ほら、最初の依頼でゴブリン十匹近くの討伐証明部位を持ってきたり、その後なんかソルジャーアント三十匹分くらいの討伐証明部位を持ってきたじゃない」

　ケニーの言葉に、改めてレイの実力を思い出すレノラ。

　ソロの新人がそれほどの実力を持っているのなら、確かにギルドマスターに特別扱いされても仕方ないのかもしれないと納得してしまう。それほどの強さを持っているのだ。

「そう、よね。グリフォンを従えているってことそのものがレイさんの実力を示しているようなものだし」

「でしょ？　それにレイ君って確かまだ十五歳でしょ？　その年齢であの実力じゃ将来的にランクＳも狙える逸材よ」

　ギルドランクＳ。それは世界でも三人しか存在していない人外の実力を持つ者たちだ。自分が注意しておくように言われたレイもいずれそのような存在になるのかもしれない。そう思うと、ゾクリとした何かを感じるレノラだった。

「で、その肝心のレイ君は今日来てないの？　朝にも見た記憶は無いけど」

　朝の混雑の中でも冒険者たち個人の顔を覚えているのはさすが冒険者ギルドの顔である受付嬢といったところだろうか。

「さすがに二日連続で討伐依頼を受けたんだから、今日は休んでるんじゃない？」

「まあ、それもそっか。ソルジャーアント三十匹以上だもんね」

「と言うか、何でいきなりレイさんを気にするのよ？」

「だって、将来的に上に昇っていくのが確実な子なら親しくなっておきたいじゃない。年上女房もいいものよ？　それにほら、私ってば男好きのする身体をしているし」

　得意げに言いつつ、豊かな胸を腕で挟んで強調するケニー。

　その様子に、ピクリとコメカミに血管を浮かばせつつも口元に薄い笑みを浮かべるレノラ。

「確かにケニーはそうかもしれないけど、向こうがそうだとは限らないわよ？　それに大体、いくら才能があるとは言っても今はまだランクＧ。ランクＳに昇格するとしてもまだまだ掛かるでしょうし、その頃になったらケニーも立派な行き遅れでしょうね」

　レノラの言葉に、今度はケニーがピクリとする。

「あらあら、身体付きが貧弱な子は考えも貧弱なのかしら」

「……ケニー、喧けん嘩か売ってるの？」

「それはレノラでしょう？」

　一触即発。まさにそんな状態の二人だったが、次の瞬間には昼を知らせる鐘の音が周囲へと響き渡る。

　二人の状態をまたか、と見ていた他のギルド職員や受付嬢たちもさっさと昼食を取るべくカウンターから離れていく。

　後に残されたのは運悪く昼の当番として残された者たちと、女のプライドを懸けて睨にらみ合っているレノラとケニーのみ。

　仲が良いほど喧嘩する、近親憎悪、類は友を呼ぶ。色々と似たような言葉はあるが、レノラとケニーはまさにそれを象徴するような二人だった。

　こうして、平和とも言えないが危険でもないギルドの日常は過ぎていく。























【セト】

　・水球　Ｌｖ．１

　・ファイアブレス　Ｌｖ．１　　ｎｅｗ


　　　　太さ五十センチほどのファイアブレスを吐くことが可能。ファイアブレスの温度は八百度程度。






【デスサイズ】

　・腐食　Ｌｖ．１　　ｎｅｗ


　　　　対象の金属製の装備を複数回斬り付けることにより腐食させる。Ｌｖが上がればより少ない回数で腐食させることが可能。


















　第四章







　早朝。いつも通りにギルドの中は冒険者たちで混み合っている中、レイがすでに慣れた様子で扉を開けて入ってくる。

　今日はギルドに向かおうとしたときにセトがまだ眠っていたので、ギルドにはレイ一人で来ていた。

　まだギルドに登録してから数日なのでレイのことを知らず、低い身長と一見すると華きや奢しやな体格をしているのを見た冒険者たち何人かがカモが来たとばかりに絡もうとしたのだが、周りの者たちに『鷹たかの爪』の末路を聞かされると頰を引き攣らせて顔を背ける。

　そんな冒険者たちを横目にＦランクの依頼が貼ってあるボードの前へと向かおうとしたそのとき……突然大声がギルド内部へと響き渡った。

「聞いてくれ、緊急依頼の募集だ！　依頼内容はギルムから一日ほど離れた場所に集落を造ろうとしているオークの殲せん滅めつ。報酬は、前報酬として金貨五枚。依頼達成後に白金貨二枚だ。他にも貢献度合いによっては別途報酬を出す。また、オークの討伐証明部位である右耳の買い取りも普段は銀貨三枚だが、今回は銀貨五枚とする。なお、知っての通りオークはランクＤモンスターだが、集団になるとランクＣ扱いだ。それでもやれると判断した者だけ参加してくれ。希望者は一時間後までに受付で依頼の登録をして、ギルド二階にある会議室に集合だ！」

　元冒険者なのだろう。右耳の上半分が無いその男の声は、ギルド内の隅々まで響き渡った。

「オークの数は!?」

　Ｃランクの依頼が貼られているボードの前にいた男が大声で尋ねる。

「不明。ただし最低でも五十匹以上は確実とのことだ」

　五十匹。その数が知らされた途端、周囲の冒険者たちがざわめく。

「おい、オークが最低でも五十匹ってことは」

「ああ。間違い無く希少種、あるいは上位種が率いている。そうなるとオークメイジなんかも交ざっている可能性が高い」

「……どうする？」

「当たればでかい。何せ、参加しただけで金貨五枚に白金貨二枚だからな。だが、それだけの高額報酬ってことは、当然危険もそれ相応にある訳だ」

「俺はやめとくわ。以前オーク三匹相手にパーティが半壊したことがあったからな」

「俺は参加だ。その報酬はでかいし、何よりオークの集落がここから一日程度の場所に造られてみろ。ギルムにオークの被害が広がるぞ」

　そんな話を聞きながら、レイは本で見たオークに関する情報を思い出す。











【オーク】

顔が豚の亜人型モンスターの総称。身長は成人男性並。基本的には剣や槍やり、棍こん棒ぼうといった接近戦を行うための武装を好むが、弓を使うオークアーチャーや、魔法を使うオークメイジ、全ての能力がオークより上のオークジェネラルといった上位種も存在している。ただし、上位種は通常のオークに比べると絶対数が少ない。













　戦闘技術自体は高くないのだが、力は強く小手先の技は力で押し負けることが多い。

　オークの種族は基本的に雄のみであり、繁殖には他種族の雌を使用する。このとき、一番多く使われるのが人間の女である。

　群れる、ということの有用性を本能レベルで理解しており、基本的には数匹～十数匹の群れを作って暮らしている。

　ただし希少種や上位種が現れた場合はより多くの群れを纏まとめ上げるため、百匹単位の群れを率いていることも珍しくない。




（さて、どうするかだが……まあ、参加だな。何しろ緊急依頼ということだからギルドへの貢献度も相当期待出来る。報酬も破格だ。そして参加条件がランクに関係無いというのもありがたい。マイナス要因としては不特定多数に俺の戦闘力が知られることだが……まあ、ゴブリンの涎よだれ相手にやりあっておいて今さらそれを言ってもな。ただ、この依頼が終わった後に煩わしい勧誘が増える可能性は考えておくべきか）

　領主からギルドマスターへと、ギルドマスターから顔見知りの受付嬢であるレノラへと、レイが他の冒険者たちに絡まれたらすぐに知らせるようにという通達が出ていることを知らないレイは、この依頼を受けることのメリット・デメリットを比較してあっさりメリットがデメリットを上回るのだった。

　小さく頷うなずき、ギルド登録のときやその後の依頼で担当してもらったポニーテールの受付嬢、レノラの下へと足を運ぶ。

「あ、レイさんお早うございます。依頼ですか？」

　と笑顔を浮かべながら尋ねてくるレノラへと挨あい拶さつを返しながら頷くレイ。その隣では猫の獣人族らしい受付嬢が他の冒険者の依頼書を処理しながらもレイへと視線を向けていたのだが、幸か不幸かレイがその視線に気が付くことは無かった。

「さっきのオーク討伐の依頼を受けたいんだけど」

　オーク討伐。その言葉を聞いたレノラは数秒固まる。

「ちょっ、レイさん!?　相手はランクＤのオークですよ!?　いくらレイさんでも……」

　レイの言葉に慌てたように言葉を紡ぐレノラ。そして、それはレノラの横で他の冒険者からポイズントード討伐の依頼を受理しようとしていたケニーも同様だった。

「レノラの言う通り、それはちょっと危険じゃない？　それにオークは群れるとランクＣ扱いなんだから、ランクＧのレイ君は……レイ君は……」

　そう言いつつも、これまでにゴブリンやソルジャーアントを一人で倒してきたことを思い出し、思わず言葉に詰まる。

　それはレノラも同様であった。レイの戦闘力だけを考えれば、討伐隊の足手纏いにならないのは明らかであり、何よりもレイにはグリフォンのセトという従魔もいるのだ。

　だが、それを知っていても世間知らずでどこか放っておけないレイに対してはどこか心配性になってしまうレノラだった。

　だが、レイは何の問題も無いと言葉に詰まった二人に向かって口を開く。

「オークを倒せる戦力を持っていれば問題無いって話だけど？」

「その、まあ、そうなんですが……」

「なら問題無い。少なくともランクＣのウォーターベアを魔の森で仕留める程度の実力は持っているからな」

『ウォーターベアッ!?』

　思わず揃そろって大声を上げ掛けたレノラとケニーだったが、すぐに自分の口を塞ふさいでそれを防ぐ。

「それに魔の森って……なんであんな危険な場所に行ってるんですか。もしかして昨日ギルドに来なかったのは魔の森に？」

　思わず出て来たレノラの問いに、隣で話を聞いていたケニーも同感だとばかりに頷く。

　なお、ポイズントード討伐の依頼書を持ってきた冒険者は特に文句を言うでもなくそんなケニーの様子を……正確には揺れる胸へと視線を釘くぎ付づけにされていた。

「いや、あー、まあ、話せば長くなるからまた今度。それでオークの件は？」

「……まあ、確かにウォーターベアを倒せる実力があるのなら問題は無いでしょうが……でも、Ｇランクのレイさんがこの依頼に参加するとなるとまず間違い無く悪目立ちしますよ？　『鷹の爪』みたいに絡んでくる人たちもいるでしょうし」

　心配そうにそう言うレノラだったが、レイはむしろ望む所とばかりに口元に笑みを浮かべる。

「そのときは、また賭かけ試合が開かれるかも」

「……出来れば止めて下さい……」

「そう？　賭け試合なら私は見てみたいかも」

「ケニー……あんたは、取りあえずこっちに構わないで自分の仕事をしなさい」

　レイの言葉に諦あきらめの息を吐き、同時にケニーへと注意しながら手元の書類にレイの名前を書き込むレノラ。

「オーク討伐の受付完了です。後は二階にある会議室で待っていて下さい。依頼の詳しい説明がありますので」

　その言葉に頷き、ギルドの二階へと続く階段へと向かうのだった。




　ギルドの会議室、と言っても日本と違ってプロジェクターやら黒板やらがある訳ではない。広い空間に椅子と机が乱雑に並べられているだけで、本来は会議室の中央に置かれているであろう大きな机は部屋の隅に寄せられていた。

　すでに登録をすませたのだろう。二十人ほどの冒険者たちがすでに部屋の中へと集まっている。

　恐らくパーティを組んでいる者たちなのだろう。三～五人ほどのグループで集まっており、オーク討伐をどう進めるべきかで話を進めていた。そんな中へとレイは歩を進めていく。

　他の者たちは数人のグループを作っているというのに、そこに一人で入って来たローブに身を包んだ小柄な少年。当然その姿は非常に目立ち、会議室にいた者たちの視線を一身に集める。

　ガタッ！　そしてそんな視線を送っていた者たちのうち、唐突に一人の魔法使いらしき男が椅子に座ったまま後ずさり、その音が会議室へと響き渡る。

「おい、どうしたんだ？」

「……いや、何でも無い」

「あいつに何かされたのか？　何なら俺が話を付けてもいいが」

「やめろ！　奴には関わるな！」

　レイ自身は炎の魔法に特化しているので分からなかったのだが、魔法使いの中には極稀まれに他人の魔力を感知出来る者もいる。そしてその能力を持っていた魔法使いの男がレイの身に宿る圧倒的とも言える魔力を感じ取ったのだ。

　訝いぶかしそうに騒いでいた魔法使いの男を見るが、すぐに視線を逸そらし、部屋の隅にあった空いている椅子へと腰を下ろして他の冒険者たちを観察する。

「おい、あれって確か」

「ああ。『鷹の爪』を倒したとか言う奴だろ？　俺も今日聞いた」

「けど、それが本当ならまだランクＧでしかないだろ？　オーク討伐は早すぎないか？」

「まあ、バルガスを正面から倒せる相手なんだから心配はいらないと思うがな。あいつは戦闘力だけで言えばランクＣ相当だし。……その分脳筋なんだが」

「戦力になればいいが……足を引っ張られるのは勘弁して欲しいな」

「そう言えば、その『鷹の爪』は？　奴等はオーク討伐に参加しないのか？」

「何でも、あの小僧に負けたときに武器も有り金も奪われたらしくて、ギルドの借金を返すのにそれどころじゃないんだろうよ」

「借金があるのならよけいにこのオーク討伐に参加すればいいものを。稼げるのは確実なんだし」

「だから、武器も奪われたんだよ。今は予備の武器を使ってるって話だ。そんな武器でオークの、しかも希少種や上位種に率いられた群れと戦いたいと思うか？」

「……まあ、何となく分かった」

　レイから少し離れた所にいる男四人の冒険者パーティが小声で話しており、聞き覚えのある名前に反応したレイだったが、すぐにそれが誰の名前なのかを思い出し、興味を失う。

　さすがにオークの群れに対する討伐依頼ということで会議室に集まっている冒険者たちはそれなりの雰囲気を醸し出している。人数的には男と女の割合は大体七：三といった所で、レイが思っているほどには女の数が少なくなかった。

　そしてまた冒険者たちの方でもレイに興味があるのか、チラチラと視線を向ける者が多い。

　興味はあるが、人を遠ざけるような雰囲気を放っているレイには話し掛けにくい。そんな、どことなく居心地の悪い雰囲気が漂っている会議室の中へと新たに三人の冒険者たちが入ってくる。

　そしてその人影を見た会議室にいた者たちからは、レイを見たときとは比べものにならないほどのざわめきが起きた。

　その様子に興味を引かれたレイが視線を向けると、まず最初に目に入ったのは先頭にいる男だ。年齢的には三十代後半～四十代前半といった所だろう。緑の髪をしており、その顔にはどこか年とし甲が斐いもない悪戯いたずら小僧のような笑みを浮かべ、自分に向けられている視線を真っ向から受け止めている。悪戯少年がそのまま大人になった人物というのがレイの感じた第一印象だった。まるで巌いわおのような筋肉に覆われているためか、身長自体はそれほど高くないのに重量感はかなりのものだ。巨大なバトルアックスを背負っており、それが男の武器なのだろう。バトルアックスを武器としているという点ではバルガスと同じだが、バルガスをゴブリンとするなら、こちらはサイクロプスとでも表現すべきほどに纏まとっている雰囲気が違う。背負っているバトルアックスもどこか目を引きつけるような魅力を放っており、マジックアイテムであろうというのは魔力を感じ取れないレイにも予想出来た。

　その男の後ろを歩いているのが三十代ほどの女冒険者。手に杖つえを持っているところを見ると魔法使いなのだろう。動きやすいようにしているのか、青い髪が肩口で切り揃えられている。その女冒険者も部屋に入って来た瞬間、反射的にレイへと視線を向けると、その魔力を直視してしまい思わず後あと退ずさる。

　後退った女冒険者を受け止めた、三人組の最後の人物は若い男だった。年齢的にはレイとそう大差ないか一つ二つ年上、といったところか。腰には鞘さやに収めた剣を下げており、動きの素早さを重視しているためだろう、何らかのモンスターの革を使ったと思われるレザーアーマーを身につけている。

　薄い青の髪や顔つきを見る限りでは、前を歩いている二人の血を引いているのだろうと納得出来る程度には似ている顔立ち。その人物が自分にぶつかった女の見ている方、つまりレイへと視線を向けるともう片方の男へと女を任せてズカズカと近寄り、レイの目の前で立ち止まると口を開く。

「おい、お前。母さんに何をした!?」

　座っているレイの胸元を摑つかんで引き寄せながら。

　これが、ギルムでもランクＡパーティとして有名な『雷神の斧おの』とレイのファーストコンタクトだった。

　自分の胸元を摑み上げている男……というより少年の顔を見ながら、レイは無表情に相手の目を見返す。

　それが気に入らなかったのか、レイを睨にらんでいる少年は先程よりも大きな声でレイへと告げる。

「答えろ。母さんに何をしたのかと聞いてるんだ」

「……放せ」

　不愉快そうに眉まゆを顰ひそめながら口を開くレイ。

　それも当然だろう。レイ自身はまるで身に覚えがないことで絡まれているのだから。

「いいから答えろ。そっちがその気なら俺も相応の態度を取らせて貰もらうぞ？　……これが最後だ。答えろ」

「……」

　これ以上は話しても無駄だと判断したのだろう。レイは無言で自分の胸元を摑んでいる男の手首へと手を添える。

　そして、ひと思いにその手首を握り潰つぶそうとしたその瞬間。

「ロドス、手を放せ。その少年は正真正銘私には何もしていない。私が勝手にこの少年を見て驚いただけだ」

　ロドスと呼ばれた少年とレイの顔の間に、ハスキーな声と共に一本の杖が差し入れられた。

「けど、母さんっ！　母さんが何もされてないのに後退るなんて普通じゃない！」

　どこか男っぽい口調で言葉を発する女にロドスは言い募るが、女は小さく溜ため息いきを吐いてロドスの頭へと杖を叩たたき付ける。

　ボグッ！　と、まさに鈍器で肉を殴ったような音が周囲に響き、レイの近くでその音を聞いてしまった冒険者たちは思わず痛みを想像して眉を顰める。

「ぐぎゃっ！」

　ロドスもまた当然のことながら頭を押さえて床へと踞うずくまるが、そんな様子には目もくれずに女はレイへと頭を下げる。

「すまない、少年。息子が無礼を働いた。許して欲しい」

「……」

　無言で視線を返すレイに、女は床に踞っていたロドスをひょいとばかりに持ち上げて強引に頭を下げさせる。

「この通りだ。ロドスも反省しているし、二度とこのような失礼な真似はさせない。だから今回のことは水に流してくれると嬉うれしい。もちろん無条件で、とは言わない。何かあったら私たちが手を貸すと約束しよう。これでも『雷神の斧』というランクＡパーティだから、力になれるとは思う」

　ランクＡパーティ、という単語にピクリと反応するレイ。早くギルドのランクを上げ、より強力なモンスターとの戦闘を望むレイにとってランクＡパーティとは繫つながりを持っておいて損になるものでは無い。そう判断したレイは小さく頷うなずく。

「何か実害があった訳じゃないし、ランクＡパーティに貸しを作ったということで納得するよ」

　レイの言葉を聞き、女は安あん堵どの溜息を吐く。

（あの瞬間、この少年は間違い無くロドスの手首を砕くつもりだった。それにこの馬鹿げた魔力。こんな相手と敵対する羽目にならなくて助かったと言うべきか）

　内心で呟つぶやきながら、レイを目の前にして改めて口を開く。

「すまない、自己紹介がまだだったな。私はミン。今、少年に絡んだ馬鹿息子の母親だよ」

「母さんっ！」

　ロドスの言葉を無視して、面白そうに三人の様子を眺めている男の方へと視線を向ける。

「あれが残念ながら私の夫で、『雷神の斧』のリーダーでもあるエルクだ」

　自分を紹介する声が聞こえたのだろう。エルクと呼ばれた男が口元に笑みを浮かべながら三人へと近付く。

「おう、うちの息子が絡んで悪かったな。女房に紹介されたようだが、エルクだ。ま、よろしくな」

　見た目そのまま、といった感じで豪快に笑うエルク。レイにしてもその様子を見て毒気が抜かれたのか軽く溜息を吐いて口を開く。

「レイだ。こちらこそよろしく頼む」

「って、それだけかよ。もっと何かこう、ないのか？　好きな食べ物とか、好みの女のタイプとか」

「エルク、お前は少し黙っていろ」

　ミンの声に不承不承といった感じで黙り込むエルク。この三人の中で誰が最も発言力を持っているのかは、この光景を見れば明らかだった。

「一応私たちは長いことギルムで冒険者をやっているんだが、君の顔を見た覚えは無いな、最近この街に来たのかな？」

「つい先日この街に来たばかりで、ギルドに登録してからまだ数日くらいだよ」

　その言葉に最初に反応したのは話をしていたミンではなく、そしてミンの後ろにいたエルクでもない。ミンの隣で胡う散さん臭くさげにレイへと視線を向けていたロドスだった。

「はぁ!?　お前、ここの冒険者たちが何のために集まってるのか分かってるのか!?」

「オークの討伐だろう？」

　さらりと返すレイだったが、それが自分を馬鹿にしているように感じたのだろう。ロドスは顔を真っ赤にしてレイを睨みつける。

　だが、再度暴発するかと思ったその瞬間、再びその後頭部にミンの持っていた杖が振り下ろされた。

「がっ！　か、母さん。そうポンポンと息子の頭を殴らないでくれよ。っていうか、その杖は魔法発動体であって棍こん棒ぼうじゃないだろ」

「黙ってろ、私が話しているところに口を突っ込んで勝手に険悪になるな」

「けど！」

　ロドスがさらに何かを言い募ろうとしたとき、先程下で緊急依頼だと叫んでいた男が会議室の中へと入ってくる。

　それを見たミンも話はここまでと判断したのだろう。夫と息子を引っ張ってレイの近くにある椅子へと座る。

「皆みんな、良く集まってくれた。人数的には……」

　そう言い、会議室の中を見渡す男。

「三十人といった所か。俺は今回の依頼を仕切らせて貰うボッブスだ。依頼の大まかな内容は、先程も言ったがオークの討伐任務となる。報酬は前金として金貨五枚。依頼終了後に白金貨二枚。また、貢献度によっては追加でボーナスも検討しよう。それとオークの討伐証明部位である右耳もこの任務に参加している者に限り通常は銀貨三枚の所を銀貨五枚とする。ここまではいいな？」

　ボッブスの声に皆が頷く。

「オークが集落を造っている場所は、ギルムから一日ほどの距離にある。数に関しては最低五十匹。……いいか！　あくまでも最低で五十匹だ。当然これより多い数がいると想定してしておくように。また、その数から考えて希少種や上位種が率いているのは間違い無いだろう。出発は今日の昼過ぎになるから、準備が出来た者から正門前に集合するように。予定としては道中で一泊して集落付近に明日あしたの昼過ぎに到着。その後は夜まで休憩して夜襲を行う予定だ。質問はあるか？」

　質問はあるかとの問いかけに、冒険者の一人が口を開く。

「オークメイジの存在は確認されているか？」

「現在はまだ確認されていないが、まずいると思った方がいいだろう」

「この依頼を達成した場合のギルドへの貢献度は？」

「当然次のランクへ上がる際には考慮させてもらう。ただし、あくまでも活躍した者に限るがな。この依頼に参加しただけで無条件に、とはいかない」

「集落まで移動するための馬車はギルドの方で用意してくれると考えていいのか？」

「ああ。ただし、独自に用意出来るというのならそれでも構わない。その場合は空いたスペースに物資を積み込んで行くことになるだろう」

「その物資はギルドの方で出してくれるのか？」

「そうなる。ただし、これも独自で用意出来るのならそちらを使っても構わない」

「指揮系統は？」

「指揮に関しては、俺が執ることになっている」

　冒険者たちからの質問に淀よどみなく答えていくボッブス。

　その質問を聞いていたレイもまた手を挙げる。

「物資の輸送手段に協力出来ると思うけど、それも貢献度にプラスされると考えてもいいか？」

「物資の輸送手段に協力？　それはどのような手段だ？」

　ボッブスの言葉に、右手に嵌はまっているミスティリングを見せる。

「これはアイテムボックスの一種でミスティリングという。これを使えば物資の輸送に関しては問題無いと思う」

　そう言いながら、ミスティリングの中から解体用のナイフを取り出して見せ、その後再びミスティリングへと収納する。

「アイテムボックスって……本物か!?」

「俺、初めて見たぞ」

「俺もだ。と言うか、あんな高額なマジックアイテムは普通一生に一度見れるかどうかってところだろ？」

　会議室の中にいる者たちはレイが『鷹たかの爪』と揉もめたと知っている者も多いようだったが、賭かけの賞品としてアイテムボックスを賭けたというのを知っている者は少なかったらしい。

　そして知っていた者の中でも数名は、レイへと観察するような鋭い視線を送っていた。

　そんな視線を意図的に気が付かない振りをして、レイはボッブスへと視線を向ける。

「……いいだろう。そのアイテムボックスを利用して物資の輸送に協力してくれるというのなら、ギルドに対する功績とさせてもらう」

　それからも細こま々ごまとした質問が飛びボッブスがそれに答えていった。

「よし、他に質問は……無いな？　これで解散とする。昼過ぎには正門前に集まっておくように」

　ボッブスがそう告げ、その場で解散となる。会議室の中にいた冒険者たちは早速準備をするために外へと向かい、残っているのは何らかの相談をしている数人のみとなっていた。

　そんな中、他の冒険者たちと同様に外へと出ようとしたレイの背に声が掛けられる。

「すまないがレイ君、と呼んでもいいかな？　その、出来ればでいいんだが、後学のためにもアイテムボックスを見せて欲しいのだが。当然、それほど貴重なアイテムを見せて貰もらうのだから、相応の礼は後日させてもらう」

　そう声を掛けて来たのは、『雷神の斧おの』の女魔法使いミンだった。ハスキーな声は先程聞いたときと同様なのだが、その顔は興奮で薄うつすらと赤く染まっている。

「構わないけど、ミスティリングは俺以外には使えないようになってるんだけど？」

「ああ、それでもいい。是非頼む」

　強引としかいいようのない態度に押されるように、右腕に嵌っていた腕輪を手渡す。

「へぇ、これが……なるほど、確かに強力な魔力を感じる」

　感心しているミンの横では、ロドスが相変わらず胡散臭そうにレイへと視線を向けていた。

「ふんっ、結局は自分の実力じゃなくて強力なマジックアイテム頼りかよ。それなら俺だって……がっ！」

　最後まで言葉にすること無く、エルクの拳こぶしが頭へと振り下ろされる。

「と、父さん……」

「お前な、ミンの興味が他の人に向いてるからって拗すねすぎだぞ」

「父さん、別に俺はそんな!?」

「側はたから見てれば見え見えなんだよ。ったく。……悪いな、レイ。こいつは見ての通りお前と同じくらいの年齢なんだが、どうにも母親離れが出来なくてな」

　エルクの言葉に、チラリとミスティリングを熱心に調べているミンへと視線を向けるレイ。そこには当初出会ったときの冷静さは噓のように消え失うせ、目を輝かせているミンの姿があった。

「父さん！　お前もいい加減にしろよ。ギルドに登録したばかりの低ランクの癖に、偉そうな口を利き過ぎだぞ」

　そして再びロドスの頭にエルクの拳が振り下ろされ、床で踞うずくまることになる。

「ったく、図星を突かれたからってムキになるなよ」

「お、俺は別に……」

　殴られた頭を押さえつつ口を開こうとするロドスだったが、その前にいつの間にか近くにいた新たな人影に気が付く。右耳が欠けているギルドの職員でもあるボッブスだ。

「エルク、悪いがこいつをちょっと借りるぞ」

　どこか気安く声を掛けるボッブスに、エルクも同様に気安く頷うなずく。

「ああ、構わない。こっちもそろそろ準備を始めないといけないしな」

　そう言い、ミンが熱心に見ていたミスティリングをレイへと返し、そのまま会議室を出て行く。

　それを見送り、ボッブスはレイへと鋭い視線を向けながら口を開く。

「レイだったな。『鷹の爪』を一人で倒せる実力があるのなら、オークも相手に出来ると思っていいのか？」

「オークと戦ったことはないけど、ウォーターベア相手なら何とかなるから、大丈夫だと思う」

　ウォーターベアという単語に、小さく目を見開くボッブス。

「なるほど、それなら恐らく問題は無いだろうな。ただ、依頼を受けるのはあくまでも自己責任だ。力及ばず、何てことになっても文句は無いな？」

　ボッブスの言葉に小さく頷くレイ。

「よし。なら、お前はこの後、昼前には準備を整えてギルドに来てくれ。そこで物資を預かって貰う」

　ボッブスの言葉に、レイはミスティリングを撫なでながら頷く。

「ところで、テイムしたモンスターがいるんだけど」

「ああ、それについては問題無い。こちらとしても戦力が増えるのは歓迎だ。ただし、他の冒険者相手に怪我をさせるような真似はしないようにな」

「セトは賢いから、危害を加えられなければ自分からちょっかいを出すような真似はしないよ」

　それで話は終わり、レイは会議室を出て行くのだった。




「あ、レイさん。依頼の方はどうでしたか？」

　会議室を出て、ギルドの一階へと戻ると受付嬢のレノラが声を掛けてくる。

「ああ、問題無いよ。無事に依頼を受けられた」

「そうですか。でも、相手はオーク。それもかなりの数と聞いていますから気をつけて下さいね。ギルドとしても将来有望な新人にいなくなられるのは困りますし」

　そう話すレノラの目にはレイを心配する色が浮かんでいた。

「そうよ。レイ君はまだまだ新人なんだから、難しいところはランクの高い人たちに任せて、生き残ることを考えないと」

　突然聞こえてきたその声はレノラの隣で様子を窺うかがっていたケニーの声だ。

「ちょっと、さっきと随分態度が違うじゃない」

「そりゃそうでしょ。だって『雷神の斧』が参加するのよ？　オークが何匹いても、エルクさんたちならどうとでもなるでしょ」

　そんなケニーの様子に、これ以上何を言っても無駄だと判断したのだろう。改めてレイへと向き直るレノラ。

「とにかくレイ君。今回のオーク討伐の依頼はかなり危険なことになるだろうから、くれぐれも気をつけてね」

「あ、ああ。もちろん油断はしないようにするさ。さて、俺も色々と準備があるからそろそろ行くよ」

「レイさん、お気を付けて」

「レイ君、無事に帰ってきたらお姉さんが褒めて上げるから、怪我をしないようにねー」

　レノラは軽く手を振り、ケニーは自慢の大きな胸を強調するようなポーズでレイを見送る。そんなポーズを取ったまま、何かを思いついたかのような笑みを口元へと浮かべながら。

　まだギルド内部に残っていた面々は、自分たちのアイドルでもある受付嬢たちの様子に嫉しつ妬との目を向けたりもしていたのだが、レイはそれに気が付かずそのままギルドを出て行くのだった。




　ギルドを出たレイは、早速必要な道具を買い揃えるべくギルドの近くにある冒険者用の商店街へと向かっていた。

　冒険者が集まるギルドの近くということで、その冒険者たちを目当てにした武器屋、防具屋、道具屋、中にはマジックアイテムを売っているような店もある。そんな一角へと向かっていたレイだったが、不意に右肩を叩たたかれて後ろを振り向く。

「えへへ。来ちゃった」

　振り向いた先にいたのは頭部から猫耳を動かしている獣人の女であり、レイにとっても当然その顔に見覚えはあった。何しろ、つい数分前まで話していた相手なのだから、忘れろと言うのが無理だろう。

「ケニー……だったよな？　何か俺に用でも？」

　そんなレイの言葉に、不満そうに頰を膨らませるケニー。

「そういう言い方は無いんじゃない？　レイ君ってば冒険者が大勢参加する依頼って初めてでしょ？　だから少しお手伝いしようと思ったのよ」

「それは助かるけど……ギルドの方は？」

「ああ、それは大丈夫。今日はオークの件で腕に自信のある冒険者はそっちに行っちゃったし、今の時間なら冒険者の人たちもあまり来ないから私がいなくても十分対応可能だし」

　堂々とサボってもいいのか？　そうも思ったレイだったが、実際にケニーの言葉通り大勢の冒険者が参加する依頼を受けるのは初めてであり、その際に必要な物資に関してもセトと一緒に活動しているときとは違ってどのような物を揃えればいいのか分からないというのも事実だった。

　数秒ほど悩んだレイだったが、やがて小さく頷いて口を開く。

「その、確かにケニーの言う通りこういう大規模な依頼を受けるのは初めてだから、色々と教えてくれると助かる」

　そう言い、よろしく頼むと小さく頭を下げたレイへと視線を向けながら、ケニーは自分の選択が間違っていなかったことを確信する。

（良し！　好感度アップね。レノラには今日の夕食を奢おごらされることになったけど、それだけの価値は十分にあったわ）

　内心でそんな風に考えつつも、表情に出さないように頷いてレイへと手を伸ばす。

「任せて。ギルドの受付嬢になってから、それなりに長いんだから。さ、行きましょ」

　レイの手を摑つかみ、そのまま近くにある道具屋へと向かっていく。

　大きさ自体はそれほどでも無いのだが、店舗の周辺は小まめに掃除をしているのか小こ綺ぎ麗れいでゴミの類たぐいも殆ほとんど落ちてはいない。

「いい、レイ君。こういう風に店の周辺を綺麗に掃除しているお店は、それだけお客さんを大事にしているの。特に女の冒険者は汚い店よりもこういう綺麗な店に入りたがるのは分かるわよね？」

「……それは確かに分かるけど、俺が知りたい内容とはちょっと違うような」

　そもそも、レイはケニーが今言ったような女ではなく立派な男だ。そんなレイにしてみれば、店の周辺は多少汚くてもいいから良い品を安く売っている店を紹介して欲しいというのが正直な気持ちだった。

　だが、そんなレイの様子にケニーは笑みを浮かべて首を左右に振る。

「自分でも分かってると思うけど、レイ君の外見は他の人よりもちょっと……その……」

　最後まで喋しやべることなく言い淀よどむケニー。

　ケニーから見れば……否、このエルジィンという世界に住む者の目から見ると、レイの外見は小さいのだ。先祖代々モンスターと戦ってきたのが影響しているのか、この世界の住人の身長は基本的に高い。エルフやドワーフ、獣人といった例外がいるにしても、人間の大人は百八十センチを超える身長の持ち主というのは珍しくもないし、二メートルオーバーの者もかなりの数存在している。そんな中で百六十五センチ程度の身長しかないレイは、十五歳と言われても疑われるほどの大きさでしかない。

　それゆえに、乱暴な性格の持ち主が多く集まるような道具屋へと行けば、絡まれることは明白だった。

（レイ君自身も強気だしね）

　内心で呟つぶやき、レイのを手を引きながら道具屋の中へと入っていく。

「ほら、絡まれるのも面倒でしょ？」

「まあ、確かに」

　レイ自身としては、絡んでくる相手を倒して『鷹たかの爪』のように賭かけ試合にしてもいいのだが、面倒な事態にならないというのなら、確かにそっちの方が楽だというのも事実だった。

「だから、レイ君は少なくともギルムである程度その名前を知られるようになるまではこういうお店で買い物をした方がいいと思うわ。ほら、こういうお店なら乱暴な人たちに絡まれる心配も少ないでしょう？」

　それでも絶対と言い切れないのは、ここが辺境にあるこのギルムだからこそなのだろう。中には女の冒険者でも気に食わない相手に嚙かみついていくというのはそれほど珍しくはないのだから。それでも絶対数で言えば今ケニーやレイが入ったような店の方が安心出来るというのも事実だった。

「へぇ、確かに」

　店の中を見回し、ケニーの言葉に思わず同意するレイ。

　店の外と同じく綺麗に整理整せい頓とんされており、売り物のアイテムもきちんと種類ごとに分かれて棚の上に置かれている。

「ほら、こっちこっち。レイ君は魔法を使えるけど、回復魔法は使えないんでしょ？　ならポーションの類は必ひつ須すよね」

　そう言い、棚の上に幾つも整理されて置かれている瓶へと視線を向けるケニー。

　レイの感覚で言えば試験管というのが正しいだろうか。透明度はそれほど高くないガラスに青色の液体が入っているのが見えた。

「ガラスって、戦闘中とか移動しているときに割れたりしたら大変なんじゃ？」

「ああ、大丈夫よ。少しの衝撃では割れないように作られているから。一応、こんなのでも広義的な意味で見ればマジックアイテムなんだから」

「……へぇ」

　ケニーの言葉に、思わずポーションへと視線を向けるレイ。

　高度な技術を使って作られている訳ではないが、それでもこのような生活に密着しているマジックアイテムというのは広く使われている。そして、そのマジックアイテムを作るのに必要なのがモンスターから取れる魔石であり、それゆえにギルドでは魔石を高く買い取っているのだ。

「で、レイ君はポーションを使ったことは？」

　レノラから聞いた世間知らずだという話を思い出し、念のためとばかりに問い掛けたケニーの言葉に、レイは小さく首を左右に振る。

「今日初めて見た」

「……でしょうね」

　曖あい昧まいに頷うなずきつつも、確かに世話好きのレノラが放っておけないほどに世間知らずだと納得する。

「使い方は簡単で、飲むか傷口に掛けるかするだけでいいわ。傷口に掛ければ怪我をした場所が治るし、飲んでも同じ効果を得られるの。けど飲んだ場合は少しの間だけ、凄すごく弱いけど常時回復効果を得られるわ」

「なら、飲んだ方が圧倒的に得なんじゃ？」

　傷を癒いやすという効果が同じで、なおかつ弱いとはいっても常時回復効果があるのだ。それなら飲んだ方が絶対的に得だろうと思って口にしたレイだったが、ケニーから返ってきたのは苦笑だった。

「確かに純粋な効果だけで考えれば飲んだ方がいいんだけど……」

　そう言い、そっとレイの耳元へと口を寄せる。

　微かすかに香ってきた甘酸っぱいような香水の匂いに一瞬鼓動が速くなるレイだったが、ケニーはそんなレイには構わずに小声で呟く。

「とてつもなく不ま味ずいのよ。だから普通は飲むなんてことをしないで、傷口に直接掛けているわ。何でも一度飲むと数日間は食べ物の味が分からなくなるくらいの味らしいから、レイ君も気を付けてね」

「……ああ」

　予想外の言葉に驚きつつも、それでも念のためにと十個ほどのポーションをレジへと持って行き購入するレイ。

　ミスティリングのあるレイにとっては大量のポーションを持ち運ぶのに苦労はしないため、いざというときの手段は幾つあってもありすぎるということは無かった。

　その後も道具屋でケニーから色々と説明を聞きつつ、三十分ほど過ごすのだった。




「じゃ、私はそろそろギルドの方に戻らなきゃいけないから、そろそろ行くわね」

「ああ、その……色々と教えてくれて助かった。ありがとう」

「いいのよ」

　レイのお礼に笑みを返しつつ、一瞬だけだが心臓が高鳴った自分に驚くケニー。

（色々と放っておけないのは事実だけど、別に私は年下好きって訳じゃ無いと思ってたのに……あ、これちょっとまずいかも？）

　ケニーが以前レノラに言ったように、レイを狙うというのは冗談だったはずなのだ。だが、その冗談が冗談では無くなりそうな気がしたケニーは何かを誤魔化すように口を開く。

「いい、オークは強いんだからくれぐれも注意するようにね。怪我とか絶対にするな……とは冒険者のレイ君には言えないけど、くれぐれも気を付けてね」

　そう告げ、レイの返事を聞かずにさっさとギルドへと走っていくケニー。

　薄うつすらと頰が赤く染まっているのを自覚したための行動だった。

　だが、レイはそんなケニーの事情を知るはずもなく、ギルドの方が忙しくなるんだろうなという程度の感想しか持たずにケニーの後ろ姿を見送るのだった。




「あら、お帰りなさい。早かったですね。今日はお休みですか？」

　夕暮れの小麦亭へと戻ると、丁度入り口でラナと鉢合わせをする。その恰かつ幅ぷくのいい身体でこれでもかとばかりに大量の食材を手にしているのは、今日の夕食用なのだろう。

「丁度良かった。これから依頼で何日か留守にするんだけど」

「はい、分かりました。ただ、貰もらっている日数分の料金を過ぎてしまったら部屋にある荷物はこちらで預かることになります。その後三ヶ月経っても戻ってこない場合、処分することになりますがよろしいですか？」

「ああ、分かった。それとセトも連れていくことになるから」

「分かりました。出発はいつになりますか？」

「昼くらいかな」

「では、出発前に食堂の方に顔を出して下さい。お弁当を用意しておきますので」

　短くそれだけを言うと、食堂の方へと消えていくラナ。昼食の準備や夕食の仕込みで忙しいのだろう。

　その姿を見送ったレイは部屋へと戻り、ドラゴンローブとスレイプニルの靴を脱いでからベッドへと横になる。

　何しろ基本的な荷物は全てミスティリングの中に入れてあるので、部屋に置いてある私物はそれこそ着替えや小銭程度しかない。
















（オークの群れ。それも希少種か上位種に率いられている可能性が高い、か）

　希少種と上位種。この二つは明確に違う。例えば以前にレイが倒したゴブリンの希少種。これはゴブリンそのものの突然変異だ。それに対してゴブリンの上位種となると、ハイ・ゴブリンのようにゴブリンそのものよりも上位の存在としてこの世に生を受けたモンスターだ。

（どのみちオーク自体もランクはそれなりに高いから、スキルの習得に関しては期待出来るだろう。ただ、セトやデスサイズの特異性についてはあまり目立たせない方がいいのも事実、か）

　ただでさえ現状のレイはその実力や装備等で非常に悪目立ちしている。それに加えてミスティリングの存在を大勢の前で披露したのだから、現状のままでもいずれ何らかの魂胆を持った相手が近付いてくるのは避けられないだろう。現に会議室でミスティリングを見せたときに鋭い視線を送ってきた者も数名いた。そこに加えて水球やファイアブレスを使うグリフォンや、切り結んだだけで相手の装備を腐食させる効果を持ったデスサイズの存在が表おもて沙ざ汰たになった場合……

（いや、待て。セトの水球やファイアブレスに関しては誤魔化しようがないが、腐食に関しては俺の魔法と言い切れば誤魔化せないこともない……か？）

　敵の金属製の装備を腐食させるというデスサイズのスキルは、どちらかと言えばモンスターよりも人間相手の方が有効に働く。

　考えてみれば当然なのだが、己の爪や角、牙きばや尻しつ尾ぽといった身体の一部が武器のモンスターと違い、人間は武器や盾、鎧よろいといったもので武装しなければ戦闘力が極端に落ちる。そしてそれらの武器の大半が金属製であることを考えると、そういう相手にこそ腐食というスキルは天敵と言ってもいいだろう。

（セトにはグリフォンとしての基本的な能力のみで戦って貰う。そして俺は腐食のスキルはなるべく隠す方向で進める……といったところか）

　臨機応変……というよりは、半ば行き当たりばったりで流れに任せた方がいいと判断したレイは、勢いを付けてベッドから立ち上がり、出発の準備を始める。

　昼にはまだ少し早いが、元々のボッブスとの約束が昼前にギルドに行くというものだったので、ここの食堂で昼食を食べてから向かえば丁度いいと判断したのだった。




「はい、これ。今日の夕食にでも食べて下さいね」

　食堂に入った途端にバスケットにたっぷりとサンドイッチの入った弁当を渡される。

　いつもの弁当と違ってかなりの量が入っているのか、ずっしりと重い。その重量感に意表を突かれ、思わず尋ねる。

「いつもより随分多いようだけど？」

「そりゃそうですよ。十日分の宿泊料を貰ってるのに数日も留守にするって言うんですから、このくらいは奮発させてもらいます。あと、今日の昼食はそこから天引きってことでいいですよ。座って下さい、すぐに料理を持ってきますから」

　こうして夕暮れの小麦亭で昼食を取り、弁当としてたっぷりのサンドイッチも貰って満足したまま厩きゆう舎しやへと向かうのだった。

「グルルゥ」

　レイが入って来たのを見たセトが嬉うれしそうな鳴き声を上げる。朝にレイが迎えに来たときは、まだ眠っていたのでギルドには連れていかなかったのだ。

　同時に厩舎の中にいた他の馬たちが落ち着き無くそわそわし始める。

　自分たちより生物としての格が圧倒的に上のセトの活発になった気配に、再び恐怖を覚えたのだ。

　そんな様子に苦笑を浮かべながらもセトを厩舎から出すレイ。

「セト、これから泊まりがけでオークの討伐に向かう」

　分かった、とでも言うように短く喉のどの奥で鳴くセト。

「ただし、今回は俺とセトだけじゃない。全部で三十人程度の集団での行動だ。だから俺はともかく、セトの特殊性を他の奴等に知られるのは面白くない。セトも妙な奴等に絡まれたりするのは面倒だろう？　街の外ならともかく、中だと殺したりすれば事件として色々と面倒なことになるのは間違い無いだろうし。だからオーク退治をしている間は基本的に水球とファイアブレスの使用は禁止だ。もちろん命の危機とかそういうときはセトの判断で使っても構わないが」

「……グルゥ」

　不承不承、といった感じで承知するセト。その頭を撫なでながら、宥なだめるように口を開く。

「その代わりと言ってはなんだが、今回のオークはかなりの数がいるらしい。それにゴブリン討伐のときに戦ったような希少種や、まだ見たことも無い上位種といった存在もいるらしいから、魔石に関しては期待出来る。それにセトにとってはオークの肉とかも興味あるだろう？」

「グルルルルゥッ！」

　その一言で機嫌を直したのか、嬉しそうに鳴くセト。

　食べ物で機嫌があっさりと直ったその様子に苦笑を浮かべつつ、早速冒険者ギルドへと向かう。




　いつも通りに通行人に驚かれ、あるいは怖がられつつも屋台で適当に食べ物を買ってはセトへと与え、昼食を食べた直後だというのに自分でも食い、そして多めに買ってミスティリングの中へと収納していく。

　そんなことをしながら道を歩き、冒険者ギルドの前へ。そしてセトはレイが何も言わなくても馬車や従魔用の待機スペースへと移動してゴロリと寝転がるのだった。

　そんなセトの頭を軽く撫でてから、レイはギルドの中へと入っていく。

　ギルドの内部はもう少しで昼ということもあり、酒場のスペースに十人近い冒険者たちが座って昼食を取っていた。だが、レイがギルドの内部へと入ってカウンターへと近付いて行くにつれ、その中の数人が食事を取りながらもレイの様子を観察する。

（……誰かに見られている？）

　カウンターへと近付きながら視線を向けられているのを感じるレイ。この場所、この時期に注目される理由となると恐らく自分の持っているミスティリングを見たオーク討伐隊のメンバーだろうと当たりを付ける。

（オークの集落まで移動する間も安心は出来ないらしいな。だが、まあ……）

　口元へと微かな笑みを浮かべる。

（襲ってきたらそれ相応の対処をするまでだ）

「レイさん？」

　カウンターの中でそんなレイの姿を見たレノラに声を掛けられ、笑みを消す。

「あれ、レイ君。どうしたの？　何か忘れ物？」

　レノラの隣にいたケニーもまたそう尋ねてくる。

　昼近い時間帯ということもあり、暇なのだろう。実際軽く見回しても依頼書が貼られているボードの周辺に数人の姿があるだけでカウンター内部の職員たちも出払っているのか数が少ない。

「いや、俺はボッブスとかいうギルド職員に昼前に来るように言われてたから。それよりも随分人数が少ないみたいだけど？」

　チラリ、とカウンター内部へ視線を向けてから尋ねる。

「オーク討伐で使用する物資や馬車の用意とかの作業に、かなりの人数が引っ張って行かれましたから」

「それよりも、ボッブスさんに呼ばれるなんてどうしたの？　もしかしてレイ君、オーク討伐に行くのを止める気になったとか？」

「いや、物資の輸送の件でちょっと」

「物資の輸送？　何でそれでレイ君が呼び出されるの？」

　その問いにレイが答えようとした、そのとき。

「来たか」

　レイとの会話を楽しみたいケニーの声を遮ったのは低く、しかし存在感のある声だ。

「あ、ボッブスさん」

「お、お疲れ様です」

　レノラとケニーもすぐにその存在に気が付き、小さく頭を下げて大人しくなる。

　そんな二人に一瞬視線を向けたボッブスは、特に何も言わずにレイへと向かって口を開く。

「こっちだ、付いて来い。物資の準備は出来ている」

　それだけ言ってカウンターから出てギルドの裏口へと向かう。

「その、行ってらっしゃい」

「気をつけて戻ってきてね」

　レノラとケニーからの見送りの言葉に小さく頷うなずき、ボッブスの後を追う。

　ちなみに、レノラたちと会話をしている間もしつこく向けられていた酒場からの視線は、ボッブスが姿を現した途端にあっさりと離れていくのだった。




「これが運んで貰もらいたい物資だ」

　ボッブスの言葉に、目の前にある物資の山へと視線を向けるレイ。

　そこにあったのはポーションやマナポーションといった物の他にも、毒消しや麻ま痺ひ解除薬のような薬品類、干し肉やドライフルーツ、乾パンといった保存食、テント等今回の討伐で必要になると思われる様々な物資の山だった。討伐対象のオークたちがいるのはギルムの街から一日程度の距離だが、行きに一日、討伐してすぐに帰って来られる訳でもないので向こうで一日、帰りに一日と合計三日。そして何か不測の事態が起きたときの予備等も考えるとその量は、小さな山と言ってもいいほどに積み上がっている。

「運べるか？」

「任せてくれ」

　ボッブスの言葉に小さく頷き、物資の山へと触りながら次々とミスティリングの中へと収納していくレイ。

　ボッブスは感心したようにその様子を眺めている。

　そして十分も掛からずに全ての物資の収納を終え、確認の意味も込め、ボッブスの指示に従って数度物資の一部をミスティリングから出したり収納したりを繰り返す。

「よし、物資はお前に全て預ける。それと、お前はソロだったな。今回の依頼では、少なくともオークの集落に辿たどり着くまでは『雷神の斧おの』と行動を共にしろ。オークの集落に向かう途中でお前が死んで物資が使えなくなったりしたら笑い話にもならないからな」

「分かった」

「では、そろそろ他のメンバーも正門に集まっている頃だろう。俺は用があるからお前は先に行ってろ」

（いよいよオーク討伐か。さて、どんな魔石が手に入ることやら。他にも俺を狙ってる奴もいそうだし、退屈だけはしそうにないな）

　オーク討伐に必要な各種の物資をミスティリングへと収納したレイは、まだ用事があるというボッブスとその場で別れて裏口からギルドを出て、待っていたセトと共にギルムの正門へと向かうのだった。




「おや、今日も依頼かい？」

　すでに慣れたかのようにセトの対応に出て来るランガ。一般の警備隊員ではセトに怯おびえるということもあり、隊長だというのに……否、隊長だからこそ、ランガが半ばレイとセトの担当のようになっていた。

　ダスカーからレイに注意しておくように言われているというのも、ランガがレイの担当になっている大きな理由なのだが。

　ミスティリングからギルドカードを取り出し、セトの従魔の首飾りと一緒に手渡しながら口を開く。

「オークが集落を造ってるって話を聞いてないか？」

　その説明にピクリとするランガ。

「もちろん聞いているけど……君は強いとは言ってもまだＧランクだろう？　依頼を受けることが出来たのかい？」

「今回は緊急依頼で、オークと戦える実力があればランクは関係ないらしいから」

「……なるほど。まあ、ウォーターベアを倒せるんだから、実力という意味では問題ないか」

「で、討伐隊は昼過ぎに正門前に集合となってるんだ。まだ時間的にちょっと早いけど」

　まだ？　とばかりに頭を擦こすりつけてくるセトの頭を撫でながらギルドカードをランガから受け取る。

「すまない、時間を取らせたね。君とセトならまず安心だろうけど、気をつけてね」

　ランガの言葉に礼を言い、セトと共に街の正門から少し離れた草むらへと移動する。

　草原で気持ちよさげに横になるセトと、それに寄り掛かるレイ。本来なら正門の横で他のメンバーを待っていればいいのだろうが、ギルムに来てからまだ数日。セトの存在を知らない者もまだそれなりにいるので、街に出入りする際の邪魔にならないようにというレイなりの配慮だったりする。

　そしてセトもまた、街の中にいるよりは草原で夏の日差しを浴びている方が嬉しいらしく、機嫌良さげに喉のどの奥でゴロゴロと猫のように鳴いていた。

「……レイ君か？」

　周囲の警戒をセトへと任せ、うつらうつらとした眠りを楽しんでいると唐突に自分の名前を呼ばれ、意識が急速に覚かく醒せいしていく。

　目を開けたレイの前にいたのは少し前にギルドの会議室で知り合ったミンだった。その横には面白そうな顔をしたエルクと、何か信じられないような物を目にしたかのように固まっているロドスの姿もあった。

「そろそろ時間か？」

「いや、それもそうだが……その、一つ聞いていいかな？」

　何を聞かれるのかを大体予想しつつ、ミンの言葉に頷くレイ。

「君が寄り掛かっているのはグリフォンで間違い無いと思うんだが。……何故？」

『雷神の斧』のメンバーとは言っても、さすがに同ランクのモンスターであるグリフォンには恐怖心を覚えるのだろう。恐る恐るといった様子で問いかけるミンだったが、レイの返事は至極短かった。

「テイムしたからだ」

「ふざっ、ふざけるな！　ランクＧの冒険者如きがグリフォンを……っ!?」

　レイのあっさりとした言葉を聞き、反射的に怒鳴り返したロドスだったが、セトが喉の奥をグルグルと鳴らしながらその視線を向けると言葉に詰まる。

　ランクＡパーティに所属しているとはいっても、ロドス自身はあくまでもランクＣの冒険者でしかないのだ。グリフォンを相手にすれば本能的に生物的な格の違いを思い知らされても不思議ではない。

「ほら、セト落ち着け」

　そんなロドスの様子に苦笑を浮かべながらも、セトを宥なだめるレイ。

　どこか不満そうに黙り込んだセトの頭を落ち着かせるようにコリコリと搔かきながら、ロドスに向かって声を掛ける。

「一応言っておくが、セトは誰彼構わずに敵意は抱かない。ただし、俺や自分に危害を加える相手は別だけどな」

　その言葉に、パクパクと口を開きつつも何かを言えばまたセトに唸うなられるのではないかと感じたロドスはそれ以上声が出せなかった。

「がははははは。凄すごいな、坊主。モンスターをテイムしている奴はそれなりに見てきたが、グリフォンをテイムしてる奴なんて初めて見たぞ。なぁ、触ってもいいか？」

「父さん！」

　この辺がランクＡとＣの違いなのだろう。あるいは、単純に年季の差か。

「セト、どうする？　エルクがお前に触ってみたいってさ」

「グルゥ……」

　ロドスとエルク、ミンの三人を順番に見据えるセト。そのまま数秒が経過し、短く鳴いて尻しつ尾ぽを小さく振るのだった。

「いいってさ」

「そうか！　悪いな」

　ランクＡという危険度が非常に高いモンスターへ触れるというのに、緊張した様子も見せずに笑みすら浮かべて手を伸ばすエルク。その手がレイが寄り掛かっているセトの背へと触れ……次の瞬間には驚きよう愕がくの声を上げる。

「おお！　何だ、この滑らかな手触りは。グリフォンは見るのも初めてだが、こんなに滑らかな手触りの毛をしてるのか」

　セトの体毛を表現するのに一番適しているのは、シルクのような滑らかな手触りという表現だろう。

　その滑らかな体毛を撫なでながら、満足気に頷くエルク。

「なぁ、レイ。セトって言ったか？　こいつの体毛で服を作ったりすれば、それこそ王族にでも献上できるような品質の物が出来るんじゃないか？」

　セトの体毛で服を作る。想像もしていなかったことを言われ、目を見開いて驚くレイ。

「……レイ君、私も撫でさせて貰っても構わないかな？」

　エルクの言葉に好奇心を抑えきれなくなったのだろう。ミンもまたそう尋ねてくる。

　その質問にレイがセトへと視線を向けると、エルクのときと同じように尻尾を小さく振る。

「構わないってさ」

「そうか、では早速。……エルク、ちょっとそこを退どけ。私にもその滑らかな手触りを感じさせろ」

「母さんっ！　グリフォンなんかに近付いたら危険だよ！」

　ロドスがそう止めるが、好奇心で瞳ひとみを輝かせたミンを止めることは当然出来なかった。

「ほう、ほうほうほう……確かにこの手触りはいつまでも触っていたいと思わせるほどに素晴らしいね」

「だろう？　いやぁ、グリフォンに襲われる心配も無く触れるなんて、今日はラッキーな日だな」

「そうだな。ランクＡモンスターのグリフォン、その身体に触れるなんて非常に貴重な体験だ」

　そんな風に自分の胴体を撫でている二人を見ながら、ジロッとばかりにロドスへと鋭い視線を向けた後は再び目を閉じるセト。

「くっくっく。嫌われたもんだな、ロドス」

　その様子を見ていたエルクは、まだセトの胴体を撫でているミンをそのままに、ロドスへ笑みを浮かべて声を掛ける。

「べ、別に俺はグリフォンに嫌われたって構わないさ」

　処置無し、とばかりに溜ため息いきを吐くエルク。そんなエルクへとレイが声を掛ける。

「ボッブスに言われたんだけど、オークの集落に行くまで俺とお前たちは行動を共にするらしい。よろしく頼む」

「はぁ!?　何でわざわざ新人の面倒を見なきゃいけないんだよ!?」

　レイの言葉に真っ先に反応したのは当然ロドスだったが、それに反論したのはレイではなくエルクだった。

「そりゃ当然だろ。あぁ、もちろん俺は構わねぇぜ」

「父さん！」

　言い募るロドスに対して、呆あきれたような溜息を吐きながらエルクは口を開く。

「いいか？　午前中に行われた会議を思い出せ。レイは今回のオーク討伐に使う物資の輸送を任されたな？」

「ああ。俺も聞いてたからそれは知ってるさ」

「じゃあ、もしそのレイがオークなり他のモンスターなりに倒されたとしたらどうなると思う？」

「それは……あ……」

「ようやく気が付いたか。もしレイが殺されでもしたら、物資関係は全てパーになる。さて、ここで問題だ。俺たちは何だ？」

「……ランクＡパーティ、『雷神の斧おの』」

「そうだな。さらに言えば、今回のオーク討伐に参加している中で唯一のランクＡパーティだ」

　ランクＡ。ギルドのランク的にはＳの一つ下という地位ではあるが、そのランクＳが世界で三人しか存在していないのだから、そのすぐ下のランクＡがどれほどのものかは冒険者なら皆みんなが知っている。そしてランクＳが三人という稀き少しようさゆえに、一般の冒険者たちにしてみればランクＡを持っている者が実質的に自分たちのトップであるという意識もある。

　そして『雷神の斧』はそんなランクＡ冒険者二人が所属しているパーティなのだ。ギルムでも実力、実績共にトップクラスのパーティとギルドから評価されているし、実際にそれは間違ってはいない。

「この討伐隊の中でも最大戦力であると見なされている俺たちが、物資を運んでいるレイの護衛に付く。……何かおかしいところがあるか？」

「確かに物資の重要性は理解してるさ。けど、何も俺たちがこいつの護衛をしなくたっていいじゃないか。ランクＢやＣのパーティだっているんだから」

　半ば意地となってエルクに反論するロドス。

（くそっ、父さんも母さんも何でこんな奴にそこまで気を遣わなきゃいけないんだよ。大体グリフォンとかアイテムボックスとか、全部こいつ自身の力じゃなくてモンスター頼り、マジックアイテム頼りの実力じゃないか。わざわざ俺たちが護衛してやる必要なんか……）

　内心でそう思いつつ、エルクに視線を向ける。

　レイに対する反感が、自分の母親であるミンがレイを認めているというところから来ているとは、本人だけが気が付いていなかった。

　当然父親であり、なおかつ『雷神の斧』のリーダーでもあるエルクもそのことには気が付いている。

「いいか。これは『雷神の斧』のリーダーとしての決定だ。反論も、護衛に手を抜くような真似も許さん」

「……分かったよ」

　いつになく強硬に命令をしてくるエルクに、最後にはロドスも不承不承頷うなずくしかなかった。

（ったく、こいつを甘やかしすぎたか？　実力だけで言えばランクＣでも上の方なんだが……何だってここまで母親にべったりの性格になったのやら。出来れば今回の依頼でレイの影響を良い方に受けてくれるといいんだがな）

　ミンと違い、魔力を感じ取る力というのはエルクには無い。それでもランクＡの冒険者だけはあり、レイの実力や潜在能力は薄々察していた。話をしてその性格もエルクなりに大体摑つかめた。それはレイは莫ばく大だいな力をその身に秘めてはいるが、決して悪人の類たぐいでは無いということだ。……もっとも、『鷹たかの爪』に対するやり口を聞いたときには苦笑を浮かべるしかなかったが。

　エルクにとって、新人に絡んで雑用係として使うという『鷹の爪』のようなやり方は好みではない。……新人の育成にある程度の効果はあると知りつつも、どうしても好きになれないのだ。だからこそ、オーク討伐の会議終了後にレイの情報を集めて『鷹の爪』とレイが揉もめた経緯や結果を聞いても特に不快感を覚えることはなかった。寧むしろ、良くやった！　と喝かつ采さいを送っていたほどだ。

　エルクが一人息子の行状に悩んでいるのを見ながら、レイはセトに寄り掛かって正門の方へと視線を向ける。

　そこには午前中の会議で見たパーティの者たちが集まってきており、その殆ほとんどが会話をしながらもレイたちを気にしてチラチラと視線を向けていた。その大半はエルクたち『雷神の斧』……ではなく、グリフォンであるセトへと向いている。ギルド内部でレイの情報を聞いていた者にしても、実際に本物のグリフォンを初めてその目で見たのだから無理は無いのだが。

（けど……セトじゃなくて俺を観察してるような視線は相変わらずか）

　会議室でミスティリングを披露してから付きまとっている視線だ。

　その視線を送っている者にとっては、オークの討伐よりも自分の持っているミスティリングをどうにかして手に入れるのが優先されているんだろうと、いずれ必ず訪れるであろう戦いの予感に内心で笑みを浮かべるだけだった。

「お、来たな」

　エルクの呟つぶやきに、再度正門の方へと視線を向けるレイ。

　そこでは八台の馬車が連なって街の中から出て来る所だった。そして先頭の馬車の御者台には御者の他にボッブスの姿がある。

「オーク討伐依頼を受けた者は、集まってそれぞれのパーティごとに馬車に乗れ！　なお、レイと『雷神の斧』は俺と一緒に真ん中の馬車だ。理由は分かるな？」

　その場に集まっていた冒険者たちに声を掛け、エルクへと尋ねる。

「物資を失う可能性を少なくするためだろ？」

　ボッブスの言葉に、エルクがそう返す。

　馬車の方へと近付いていくエルク。その後を追うようにミンとロドス。そしてレイとセトも馬車の下へと向かう。

　正門付近に集まっていた冒険者たちは、近づいて来たセトを見ると急いで自分たちが乗ると決めた馬車へと乗り込むが、エルクとボッブスはそれを全く気にせずに会話を続けていた。そして……

「よし、出発するぞ！　オークの討伐だ！」




　ガタゴト、ガタゴト。そんな音を立てながら八台の馬車はギルムから離れていく。

　それぞれの馬車にはオーク討伐任務に志願した冒険者たちが乗っており、御者台にはギルドから派遣された御者と、モンスターや野盗の敵襲に備えて一人の冒険者の姿がある。

　そんな中、レイが乗っている馬車の御者台にいるのは御者だけだった。

「グリフォンの索敵能力を当てに出来るというのは嬉うれしい誤算だったな。テイムしているモンスターがいるとは聞いていたが、まさかグリフォンだったとは。グランに話を聞いたときは正気かどうか思わず耳を疑ったぞ」

「がははは、そうだろう。俺も待ち合わせで正門に行ったとき、少し離れた場所でレイがグリフォンを枕にしていたのを見て同じように思った」

「他の馬車に乗ってる面々はあまりセトを信用していないみたいだけど？」

　レイは一応道中の警戒に関してはセトに任せておけばいいと言ったのだが、他の冒険者のパーティはそれを良しとしなかったのだ。ボッブスも自分たちの身の安全は自分たちで守りたいと言われるとそれ以上強硬に出ることもなかった。

「それはしょうがない。何しろお前がギルドに登録してからまだ数日だろう？　他のパーティの面々にしてみればエルクのように実績を積み重ねていないだけに、はいそうですかとはいかないものだ」

「それに他の馬車の警戒要員が警戒しているのは、襲ってくるだろう敵だけじゃなくてお前のグリフォンが一番大きいと思うぞ」

　ボッブスの言葉に繫つなげるようにロドスが言う。そしてその言葉に頷くエルク。

「他の奴等にしてみればグリフォンに襲われるなんて悪夢以外の何ものでもないから、しょうがないさ。俺やミンはセトとそれなりに仲良く出来たから心配はしてないが……ロドス、お前はちょっと危ないかもな」

　ニヤリ、とした笑みを浮かべながらロドスをからかうエルク。

　だが、次の瞬間にはロドスの向かいに座っていたミンが持っていた杖つえを突き出してエルクの腹へと埋うずめる。

「ぐっ！　ミ、ミン……いくら狭い馬車で杖を振りかぶれないからといって、突きはないだろうが……俺じゃなかったら怪我してるぞ」

「黙れ、馬鹿亭主。わざわざロドスを脅すような真似をするからだ」

「母さん……」

　ミンの言葉に、嬉しそうに声を上げるロドス。

　その様子を眺めながらミスティリングから串くし焼やき肉を取り出し、まだ熱々のままのそれを口に運ぶ。

　鶏とり肉にくに近い食感を持つこの肉は、ポイズントードのモモ肉である。以前、レイがゴブリンの討伐任務のときにも遭遇したことのある毒持ちの蛙だ。その足の肉を毒抜きして一度蒸し、特製のタレを付けて焼いたものがギルドに物資を取りに行く通り道の屋台で売られているのを発見し、興味本位で買ってミスティリングの中に保存しておいたのだ。ミスティリング内は時間の流れが止まっているので、熱々の串焼きは購入してから数時間が経っても熱々のままだった。

「うおっ、何かいい匂いがしてると思ったら……レイ、お前いいもの食ってるじゃないか」

　杖の一撃による痛みもあっさりと癒いえたのか、タレの匂いを嗅かぎつけたエルクが羨うらやましそうに見つめてくる。

　すでに中年になっているとは思えないほどに目を輝かせ、自分も食いたいという雰囲気を周囲へと振り撒まく。

　やがてその視線に耐えきれなくなったレイは、もう一本ミスティリングからポイズントードの串焼きを取り出してエルクへと手渡すのだった。

「おう、悪いな……って、これまだ熱々じゃねぇか。どうなってんだ？」

「ミスティリングの機能だよ。この中は時間の流れが止まってるんだ。収納したときに熱いものは熱く、冷たいものは冷たいままで取り出すことが出来る」

「へぇ……さすが世界でも稀少品と言われているだけのことはあるようだね」

　レイの説明に感心したように頷くミン。そしてそれを見ていたロドスは当然機嫌が悪くなる。

「ふんっ。いくら魔導具の質が良くても、本人の実力が低ければ意味は無いってのを今回のオーク退治で教えてやるよ」

　そんなこんなで、色々と不安の種を残しつつもオーク討伐隊は馬車を進めて行く。




「グルルゥ？」

「え？　ちょっ、え？」

　オーク討伐隊として進んでいる馬車の御者台の上で周囲を警戒していた一人の女戦士は突然横から聞こえてきた声に驚きの声を上げる。

　もちろん、その声がどんな存在かは知っていたのだが、まさかこうも近くでいきなり接触するとは思わなかったためだ。

　この馬車に乗っているのは、自分のパーティメンバーである『灼しやく熱ねつの風』の面々と御者としてギルドから派遣されてきた者だけであり、それゆえにグリフォンという存在が唐突に現れたときには思わず困惑の声を上げる。

　だが、セトの方はそんな態度は関係無いとばかりに円つぶらな瞳ひとみを女戦士へと向けてくる。まるで構って、あるいは遊んでと訴えるように。

「えっと……その、初めまして。私は『灼熱の風』を率いているミレイヌよ」

　緊張のあまりか、何故かセトへと向かって自己紹介をする女戦士のミレイヌ。

　そんなミレイヌに対し、よろしくとでも言いたげに喉のどを鳴らして答えるセト。

「……か、可愛い……」

　セトの仕草がよほどミレイヌの琴線に触れたのだろう。数秒前にセトへと感じていた畏い怖ふは、次の瞬間その円らな瞳の前に綺き麗れいに消え去っていく。

　そして円らな瞳に誘われたかのようにセトの頭にそっと手を伸ばし……

「え？」

　だが次の瞬間、セトは身を翻してミレイヌの前から離れていく。

「あぁ……」

　一瞬残念そうな表情をするミレイヌだったが、すぐに何故セトが自分たちの前からいなくなったのかを理解する。何故なら、こちらへと向かって来るファングウルフの群れを見つけたのだから。

「ミレイヌ、どうしました!?」

　外の異変を感じたのだろう。馬車の中からパーティメンバーの声が聞こえて来るが……ミレイヌはそれに答えずに、ファングウルフの群れを一匹で圧倒するセトへと視線を奪われていた。
















「可愛いだけじゃなくて……強いんだ……」




　オーク討伐隊の馬車の一つ。その馬車の中には三人の冒険者パーティが乗っており、一人が御者台で周囲……というよりはセトを主に警戒していた。

「おい、どうするんだよ。アイテムボックスを盗むチャンスだって言うからこのやばい依頼にも参加したってのに。グリフォンをテイムしてるなんて聞いてねぇぞ！」

「ちょっと、アル。あんまりオタオタしないでよね、みっともない」

「スニィ、お前本当に事態が分かってるか？　グリフォンだぞ、グリフォン！　ランクＡモンスターの大空の死神！　ランクＤの俺たちがどうにか出来る相手じゃねぇぞ」

「アルもスニィも黙りな。グリフォンをテイムしていると言ったって、何も四六時中あの新入りの側にいるって訳じゃないんだ。特に戦闘中や野営のときに上う手まくすれば……」

　二十代の男女の冒険者が騒ぎ、それを見ていた三十代の女が落ち着かせる。

「けどよ、姐あね御ご。それだとオークの討伐が失敗するんじゃないか？」

「だからどうした？」

　男の声にあっさりと返す女。

「だからって……だって、オークの討伐に失敗したらギルムは……」

「落ち着きな、アル。別に討伐が一回失敗したからと言っても、即ギルムがどうにかなる訳じゃないさ。それにいざとなったら国から援軍を送って貰もらうことだって出来る」

　その場合は機会を窺うかがっている貴族派にいいようにやられるだろうけどね、と内心で呟く。

　この女の名前はセリル。ランクＣの冒険者である。現在は同じ馬車に乗っているアルとスニィ、御者台にいるムルガスという男の四人で『夜闇の星』というパーティを組んでいた。普段ならこの四人はオークの、しかも希少種や上位種の存在が確実視されているような討伐任務を受けるような者たちではない。では何故その任務を受けたか。それはレイの持っているアイテムボックスを何とかして奪おうと狙っていたからだ。

　世界を見回しても稀き少しようなアイテムボックス。もしそれを上手く手に入れられたら一体どれほどの金になるだろう。それを思うだけでセリルの背筋に甘い痺しびれが走るのだ。

（そしてその金であたしはこんな危険な辺境を出て行く。王都で面白おかしく暮らすんだ）

　セリルはすでに三十代で、冒険者という仕事もそう長くは続けていられないだろう。それに一流と言われているランクＢに上がるのはすでに無理だと諦あきらめてもいる。自分はランクＣがせいぜいの器なのだと。

　そしてそんなときに突然現れた十代半ばの新人。それがアイテムボックスを持っていると聞いたとき、すぐにセリルの腹は決まった。何としてもそのアイテムボックスを奪うのだ。否、それは本来自分の物でなければならないのだ。何故なら自分はこんなに苦労をしているのだから、と。

　そう思い込んだセリルは、パーティメンバーというよりは部下である三人に命令してレイの行動を探った。そして、丁度タイミング良く起きたオーク討伐任務にレイが参加すると聞き、自分たちも参加を決めたのだった。




「けどさ、姐御。あのレイって餓鬼、『鷹たかの爪』を一人で倒すほどの腕利きなんだろう？　グリフォンのいないときを狙うって言ったって……」

「少しは頭を使いな、アル。別にあたしたちは正面から正々堂々とあの新入りを倒さなきゃいけない訳じゃないんだ。眠ってるときに掠かすめ取ったっていい。戦闘のときに後ろから不意打ちしてもいい。手段なんざいくらでもある」

　意味ありげな笑みを浮かべるセリルだったが、それを見るアルは正直気が乗らない。

　別にレイを庇かばっているのでは無く、アル自身はギルムにそれなりに愛着を持っているのだ。だからこそオークの討伐任務中にそれを邪魔するようなことはしたくない。

（それに、あいつはバルガスを呆あつ気けなく倒したんだ。戦闘能力だけならランクＣ間違い無しと言われたあのバルガスを）

　アルはふと、御者台にいるムルガスならどうするだろうと考える。

　ムルガスは基本的に小心者であり、だからこそグリフォンという存在に怯おびえ、少しでも早くその行動を察知出来るようにと自ら御者台の見張りを買って出た。小心者ゆえにグリフォンの様子がおかしいと察知したら、馬車の中へと声を掛けて自分はさっさと逃げるのだろうが。

「……あ」

　そんな中、不意に今まで黙って二人のやり取りを聞いていたスニィが、どこか啞あ然ぜんとした声を漏らす。

「どうしたんだい、スニィ」

「姐御……その、グリフォンが……」

「グリフォンが？」

　グリフォン、という単語が出るとさすがに緊張を隠せずにセリルは先を促す。

「ファングウルフの群れを一匹で蹴け散ちらしてる」

「っ!?」

　スニィの言葉に、勢いよく座席から立ち上がって窓へと近寄るセリルとアル。

　その視線の先では、確かに普通の狼よりも一回りほど大きく特徴的な牙きばを持つファングウルフの群れが、グリフォンに蹂じゆう躙りんされているところだった。

　鉤かぎ爪づめの付いた前足を一振りすれば首が飛び、その特徴的な牙を剝むき出しにして跳躍して襲い掛かってきた相手にはクチバシを突き出して逆にその頭を貫き、尾を食い千切ろうと後ろへ回り込もうとした相手は獅し子しの足で蹴りつけて胴体を粉砕する。

「ファングウルフの群れをああも簡単に……」

　その戦い振りに呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきを漏らすアル。

　ファングウルフというのはランク的に言えばランクＦのモンスターであり、決して一匹では強くない。だが、狼が魔物化した存在だけあって群れを成して狩りをする。ギルドに登録したばかりの冒険者は、ランクが低いから大したことが無いと思い込んで討伐に向かい、群れによる狩りで逆に相手の餌になるというようなことが毎年数回は起きているのだ。

　もちろんしょせんランクＦはランクＦであり、群れを成したとしてもランクＥなのだ。ランクＤやＣの冒険者パーティである自分たちなら倒せないことはない。だが、自分たちでああも簡単に、圧倒的に、蹂躙としか呼べないような戦いを出来るだろうか。しかも馬車の中から見ている限り、グリフォンは全くの無傷に思える。

　そんなグリフォンの姿を見てしまっては、アルの小心さを馬鹿にしていたスニィでさえ自分があの新米に手を出して失敗したときにどうなるのかが頭を過よぎる。

「姐御……」

　セリルへと掛けられたスニィの声は多分に恐怖と怯えが含まれていた。

　このままではまずい。レイからアイテムボックスを奪う前に心を折られかねない。そう判断したセリルは咄とつ嗟さに怒鳴りつける。

「二人共、ビビってんじゃないよ。さっきも言ったが、あたしたちの目的はあくまでもあの小僧からアイテムボックスを奪うことだ。あのグリフォンがいくら強いと言ったって、別に正面から戦いを挑む必要なんか無い。不意打ちなりなんなりしてアイテムボックスを奪ったら、さっさと逃げ出せばいいのさ」

　当然、ギルムの運命が懸かっているといってもいいこの討伐任務から逃げ出すのだから、実行した以上はこのまま街に居続けるということは出来ないだろう。だが、セリルにしてみればアイテムボックスを奪ったらとっとと王都へと逃げ込み、お宝を売り払って悠々自適に暮らすつもりなのだ。もしかしたら冒険者ギルドのギルム支部を通じて賞金首として指名手配されるかもしれないが、腐っても自分はランクＣであり、その辺の冒険者には負けない自信がある。それにアイテムボックスを売った金があれば強力な護衛を雇うなり、貴族に渡りを付けてギルドに圧力を掛けることも可能だろう。

　いくらギルドが国から独立している機関とは言っても、結局はその国の土地にあるというのは間違いがないのだから、自分一人を指名手配するために貴族と揉もめることはない、というのがセリルの予想だった。

　改めて自分の目的と明るい未来を頭に描くと、グリフォンの虐殺ともいえる場面を見て僅わずかに湧いていた恐怖心もいつの間にか払ふつ拭しよくされている。

　目の前で不安そうな顔をしているアルとスニィの肩を力強く叩たたきながら口を開く。

「ほら、大丈夫だって。まずは今夜の野営だね。上手く行けば、オークの集落に辿たどり着く前にアイテムボックスを奪って逃げ出すことが出来るかもしれないんだ。しっかりと機会を窺うようにしなよ」

　そう告げるセリルの馬車から少し離れた場所では、セトが他のファングウルフよりも一回り大きい群れの長おさの肉を啄ついばんでいるところだった。




　パチッパチッと焚たき火の燃える音が周囲に響き、レイの休んでいるテントの中にもその音が聞こえてくる。

　月明かりと焚き火の明かりのみが周囲を照らす光源となり、数人の冒険者たちがその焚き火の周りに集まって周囲を警戒していた。

　現在は夜で、すでに夕食も終わって見張り以外はパーティごとに割り当てられたテントで休んでいる。

　レイの休んでいるテントの中でも、『雷神の斧おの』の三人がいつでも敵襲に対応出来るよう武器を手元に置いて眠りについていた。

　本来ならレイは一人で休みたかったのだが、ボッブスが一応念のためということでテントも『雷神の斧』と一緒にするように命じたのだ。

（……来ない、か）

　レイが一人で休みたかった理由。それはこのオークの討伐任務を受けたときから視線を送ってくる相手、男女四人組のパーティである『夜闇の星』を自分を餌にして誘おびき出すつもりだったからだ。本来ならそんな面倒臭い真似をしたくはなかったのだが、オークと戦っているときに背後から攻撃される可能性を考えると早めにどうにかしたかった。だが、『雷神の斧』とレイたちのテントのすぐ側で眠っているセトには手を出せないと思ったのか、特に何が起きるでもなく夜は過ぎていく。

　なお、本来ならレイもまた交代で見張りに付く予定だったのだが、これもまたボッブスの鶴の一声で免除になっていた。




「姐あね御ご、駄目だ。新入りのテントは『雷神の斧』の連中と一緒だし、近くにはあのグリフォンも張り付いてやがる。闇に乗じてってのは止めといた方がいい」

『夜闇の星』に宛あてがわれたテントの入り口から、一番遠くにあるレイと『雷神の斧』のテントの様子を窺うかがっていたムルガス。そのムルガスが周囲のテントで寝ているだろう者たちに聞こえないように小声でそう告げる。

　普通なら焚き火の明かりがあるとは言っても見えない距離にあるレイたちのテントだが、『夜闇の星』の中でも斥候を担当しているムルガスは夜目が利く。そのおかげでレイの休んでいるテントの他にも、そのすぐ側で寝転がっているセトの様子も見えていた。

「ちっ、仕方ない。今夜の襲撃は見送った方が良さそうだね」

　セリルはふて腐れたように吐き捨て、寝転がる。

「ったく、ボッブスの野郎があそこまでグリフォンを信頼するとは予想外だったね。他の奴等も奴等で、よくあんなモンスターを近くに置いておくのを承知するもんだ」

　このオーク討伐隊の指揮を任されているボッブスだが、それはあくまでも戦闘における指揮官でしかない。オークの集落に辿り着くまでの旅路では絶対的な指揮官という訳ではないのだ。……少なくともセリルはそう思っていた。ゆえにここで野営をすると決めたとき、いくらテイムされているとは言ってもグリフォンの近くで眠りたくないと訴えたのだが……セトの五感がどれほど優れているのかを説明され、また同時にファングウルフの群れを一匹で蹂躙したその戦闘能力を見ていた他の冒険者パーティはセリルに同調しなかったのだ。

　それは、喉のどを鳴らしてレイに甘えているセトの姿を見た冒険者たちが、少なくともこのグリフォンはレイと共に行動している限り、自分たちに危害を加えないだろうと判断したというのもあるし、同時にセトがテントの近くにいれば下手な見張りよりも鋭く敵の接近を感知してくれるという打算でもあった。もっとも、結局は念のためということで交代しながら見張りをすることになったのだが。

　なお、見張りの時間に関してはボッブスの持っている砂時計が落ちきったら次のパーティに交代するという流れになっている。

　それらの行動により、他の冒険者たちと違う行動を取った『夜闇の星』はボッブスやレイ、あるいは『雷神の斧』といった面々に違和感を持たれ、グリフォンの側にいるのが嫌なようなら……という理由でレイたちのテントから一番離れた位置に自分たちのテントを張る羽目になってしまったのだ。

「姐御、どうします？」

　スニィの声がテントの中に響くが、セリルは目を閉じながら答える。

「グリフォンに『雷神の斧』が側にいるんじゃ手の出しようがない。今日の所は大人しく寝て身体を休めておきな。本番は明日あしたの夜、オークの集落に夜襲を掛けたときだ。……今日のうちにアイテムボックスを奪えていれば、今回の遠征で用意された物資も丸々貰もらえたんだけどね」

　呟くセリルは、ここで野営をすると決めた夕方のときのことを思い出す。あの新入りの小僧の手に次から次へと野営に必要な物資が出て来るという光景は、アイテムボックスという存在の真価を十分に示していた。それは同時に、セリルの欲望もより強く揺さぶるものだった。




　セリルは横になって目を閉じながら、数十日後には自分が王都で遊んで暮らしている想像を浮かべながら眠りに落ちていく。

　その横で、アルが軽く眉まゆを顰ひそめていたのに気が付かないまま。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　翌日、オーク討伐隊の面々はすでにテントの類たぐいは全てをミスティリングへと収納し終わり、朝食もギルドが用意した乾パンや干し肉といったもので簡単にすませて出発の準備を行う。

　……なお、セトの食事に関してはどこかに飛んで行き、獲物を自分で狩って食べていた。

　魔石に関して疑問に思ったレイだったが、頭の中に例のアナウンスメッセージが流れなかったので、セトの朝食になったのはそれほど高いランクのモンスターではなかったのだろうと判断していた。

　そして出発準備が整ったオーク討伐隊の前でボッブスが口を開く。

「いいか。昨日も言ったが、このまま進めば今日の昼過ぎにはオークの集落付近まで辿り着けるはずだ。その後は夜中までそれぞれが休憩して体力を回復しておいてくれ。特に昨夜ゆうべ見張りをした者たちは睡眠不足なんてことにはならないようにな。その後は夜中になったら奇襲を仕掛ける。知っての通り、オークは団体行動を取れるモンスターだ。恐らく見張りを立てているだろうから、まずその見張りを倒す。その後は確実にオークを殲せん滅めつするため、集落を各パーティ単位で包囲してから攻撃を仕掛ける。討伐証明部位や素材の剝はぎ取りに関しては集落にいるオークたちを殲滅した後、明日の朝まで待ってくれ。質問は？」

「オークの希少種や上位種を倒した場合は占有権を貰えるんだな？」

「ああ、当然だ」

「オークが持っている武器や宝なんかを発見した場合は？」

「その場合は見つけた者が所有権を主張できる」

　その後も細こま々ごまとした質問に答えていくボッブス。

　そのやり取りを聞きながら、レイは自分の魔法について考えていた。

（俺の魔法なら、集落を纏まとめて消滅……いや、焼滅させることが出来る。それを言うか？　……いや、その場合は集落の中にいるオークたちも消し炭になって魔石が手に入らないか。なら他のパーティと一緒に襲撃に参加した方が最終的には得になる……か？）

　集落を纏めて燃やして功績を独り占めしながらも魔石を全て諦あきらめるか、他の冒険者パーティと共に襲撃に参加して功績は分け合いつつも魔石の入手を優先するか。どちらが得かを数秒だけ考え、レイはあっさりと後者を選択するのだった。

　もし前者を選択した場合は、確かに功績の独り占めは出来る。だが、それはつまり他の冒険者パーティから功績を挙げる場を奪うということだ。それによって逆恨みされる可能性を考えると、魔石を手に入れられる分後者の方がいいだろう。それに功績を挙げる機会はオークの討伐以外にもあるだろうが、オークの希少種や上位種といった存在の魔石はこの場でしか手に入らない可能性もあるのだから。

「よし、他に質問は無いな？　じゃあ昨日と同じく分かれて馬車に乗れ。出発するぞ」

　ボッブスのその言葉を合図に、それぞれが昨日乗った馬車へと乗り込んでいく。

　その際、他の冒険者たちの中でも数名がセトへと感謝の言葉を投げていたのがレイには印象的だった。夜はレイのテントの側で待機していたとはいえ、共に夜を過ごしたことである程度の信頼感を得たのだろう。

「レイ君、私たちも馬車に乗るとしよう」

　そんなセトと他の冒険者たちの様子を見守っていたレイへと、ミンが声を掛けてくる。

　その後ろではエルクが口元に笑みを浮かべ、ロドスが不機嫌そうにレイへと視線を向けているという、『雷神の斧』の面々がいた。

「そうだな、向こうについての休憩時間は少しでも長い方がいいか」

　呟つぶやき、セトの頭を軽く撫なでてから馬車へと乗り込み、出発する。




　馬車が動き出してからしばらく経ち、迷宮についての注意点をエルクやミンから聞いていたレイだったが、不意にボッブスがその会話を中断させる。

「レイ、それにエルクたちも。気が付いていると思うが、この討伐隊にオークの討伐以外の目的を持ったパーティが参加しているらしい」

「ああ。『夜闇の星』とかいう連中だろう？」

　エルクの断言した言葉にレイもまた頷うなずく。

　男女四人組の冒険者パーティである『夜闇の星』。特にリーダーの女から向けられる、欲望に濁った視線には当然レイも気が付いていた。

　ギルドで討伐任務の会議が終わったときから感じていた視線だが、実際に街を出発してからはその視線はより露骨なものになっていたのだから。

　欲望にべっとりとした視線を感じたとき、最初は自分の身体が目当てなのかとも思ったのだ。何しろ佐伯玲二だったときはともかく、ゼパイル一門が創りあげたこの肉体の顔はそれなりに整っているというのはレイ自身も理解していたからだ。

　だが、『夜闇の星』のリーダーであるセリルの視線が向かうのは顔や身体ではなく、決まってミスティリングの嵌はまっている右腕だった。

「そうか、やはり気づいていたか。どうやら奴等の狙いはそのアイテムボックスで間違いないらしい」

「あそこまで露骨に俺の右腕に視線を向けられれば、さすがに気が付くよ」

　レイが本当に普通のランクＧ冒険者であったのなら確かにランクＣ冒険者であるセリルの視線には気が付かない可能性もあっただろう。だが、幸か不幸かレイは並のランクＧ冒険者では無かった。

「……なるほど。たまに妙な視線を感じると思ったら、お前のアイテムボックス狙いだったのか。ふん、分不相応な物を持ってるからだ。大体、なんで新人のお前がそんなに稀き少しようなマジックアイテムを持ってるんだ？」

　レイの腕に嵌っている腕輪を見ながら呟くロドス。さすがに『雷神の斧おの』のメンバーだけあって、あの欲望に濁った視線には気が付いていたらしい。

「俺は元々どことも知れない山奥で魔法の師匠と一緒に暮らしていたんだよ。で、その修行も一段落したところで、後は自分で好きに修行しろと言われて魔の森にセトと一緒に転移させられたんだが、その際に幾つかのマジックアイテムを譲り受けている。それがこのミスティリングであり、俺のメイン武器でもあるデスサイズであり、他にもまあ、色々とな」

　ギルムに入るとき、ランガにした説明を思い出しつつロドスへと告げる。

「……魔の森、だと？　お前、あそこに転移させられたのか？」

「ああ。転移させられて最初に目の前に現れたのがウォーターベアだったときはさすがに驚いたな」

「ウォーターベア……」

　啞あ然ぜんとした表情でレイを見るロドス。その視線には、つい数分前まであった侮りの色は幾分か薄くなっていた。

「まあ、魔の森云うん々ぬんってのは置いといてだ。レイ、『夜闇の星』には気をつけろよ。奴等は恐らくお前を不意打ちか何かで襲ってそのアイテムボックスを奪うつもりだからな」

　エルクの言葉に頷くレイ。

「分かっている。昨日野営の前にテントの近くにセトがいるのは嫌だって言ったのも、恐らく俺が寝ている隙に……とでも思ったんだろう。まあ、結局その提案は他のパーティに却下されたけど。それにもし仮にセトをテントの側から離したとしても、俺はお前たち『雷神の斧』と一緒のテントだったんだから、結局はどうしようも無かったと思うし」

「けど、そのアイテムボックス……いや、ミスティリングはレイ君しか使えないんだろう？　それなら『夜闇の星』がもしそれを奪ったとしても、意味が無いんじゃないのかい？」

　ミンが、ギルドの会議室でミスティリングを見せて貰ったときに教えて貰った話を思い出して尋ねるが、レイは無言で肩を竦すくめる。

「稀少品中の稀少品だから、詳しい性能や特徴を知らなくてもおかしくはないさ」

「とにかく『夜闇の星』については、『雷神の斧』にしろ、レイにしろ気をつけておくように。……いっそのこと、集落に夜襲を仕掛けるときも『雷神の斧』と行動を共にするか？」

　ボッブスの言葉に数秒考え、首を左右に振る。

「いや、ただでさえ人数が多いとは言えないんだ。わざわざオークを逃がす穴を広げる必要は無いさ」

　そう返事をしたレイだが、その本心は『雷神の斧』と行動を共にした場合、魔石を吸収するところを見られたくないというのが大きな理由だった。

「そうか？　まあ、お前にはグリフォンがいるんだから大丈夫だとは思うが……くれぐれも油断はしないようにな。一応俺も『夜闇の星』には注意しておくが」

　確かに緊急依頼ということで人数が少ないのは事実なのだ。そのため、ボッブスは苦虫を嚙かみ潰つぶしたかのような表情でレイの意見を認める。

　そうして、オーク討伐隊は昼前には集落の近くへと到着する。




　オークの集落から徒歩で一時間ほどの場所。そこにオーク討伐隊は馬車を止め、各パーティのリーダーがボッブスの張ったテントへと集まって作戦会議をしていた。そしてレイもまた、ソロであったり物資輸送の担当という関係でその会議に呼ばれている。

　周囲ではオークや他のモンスターが来ないように冒険者たちが警戒しているが、その殆ほとんどは緊張している様子はない。

　そもそもこのオーク討伐の依頼を受けた冒険者パーティのランクは、レイを除いて最低でもランクＤだし、何よりグリフォンのセトが警戒しているというのが大きい。

「さて、ここまでは無事に辿たどり着いた訳だが……まず、オークの集落の偵察は最低限行いたい。誰か立候補する者はいないか？」

　ボッブスのその言葉に、会議に参加しているパーティリーダーの面々は無言で返す。

　エルクでさえそれは同様だ。何しろ、『雷神の斧』のパーティ構成は戦士二人に魔法使い一人。偵察担当の者がいないのでそれもしょうがないのだが。

　シーフを抱え込んでいるパーティもあるが、さすがに危険すぎると判断しているのかこちらも無言を通している。

　もっとも、ムルガスというシーフを抱えている、『夜闇の星』のリーダーのセリルは狙いが違っていた。

（ムルガスには新入りの小僧を見張っておいて貰もらわないといけないからね。機会があったらアイテムボックスを奪うように命令してあるし、オークの集落を偵察するなんて面倒な任務を振り分けられたら堪たまったもんじゃない）

　内心でそんなことを考えていただけに、ボッブスの視線が自分に向けられたときは一瞬視線が泳いでしまう。

「セリル、『夜闇の星』にはシーフが一人いたな？　そいつはどうだ？」

「悪いが、オークの集落の偵察に出すには性格がちょっと。基本的に臆おく病びようなタチなんでね。まあ、だからこそ敵を最初に発見出来るシーフなんてやってるんだろうけど」

　ちなみに、ここでいうシーフとは人の物を盗むという意味の盗賊ではない。冒険の際に先行偵察やトラップの作成、あるいは迷宮では逆にトラップの解除や宝箱の鍵かぎを解錠するといった意味でのシーフだ。数十年前まではシーフも盗賊と呼ばれていたのだが、名前が同じで色々と問題が起きたため、冒険者の盗賊はシーフと呼ばれるようになったのだ。

「……そうか」

　そんな意味あり気なボッブスとセリルのやり取りを見守っていたレイが手を挙げて尋ねる。

「この場合偵察に行ったりしたらギルドに対する功績と認められるのか？」

「ああ、それは当然だ」

「なら、俺が偵察を引き受けても構わないか？」

「……何？」

　一瞬、レイが何を言っているのか理解出来なかったボッブスが聞き返す。

「だから、偵察に志願したいんだが」

「ちょっと待て。お前はシーフの技能を身につけているのか？」

　ボッブスの近くにいたパーティリーダーの一人がそう尋ねてくるが、レイは無言で首を横に振る。

「なら俺は反対する。確かに俺のパーティからシーフは出せないが、それでもわざわざ見つかるのを前提とした偵察には反対だ。もし見つかってみろ。夜襲もパーになるぞ？」

「だな。悪いが俺もそれに賛成だ」

　他のパーティリーダーの面々も最初の男の言葉に同意する。

　それを見ていたレイは、自分の意見が却下されたにもかかわらず、笑みすら浮かべて口を開く。

「確かに俺は偵察の技能を持っていない。そして俺が偵察に出て行って見つかれば夜襲が駄目になるという意見は当然だと思う。けど、俺にはセトがいる」

「あ!?」

　レイがそう言った途端、何を言いたいのかが分かったのだろう。エルクが大声を出す。

　周囲のメンバーがエルクへと視線を向ける中、レイは話を続ける。

「セトはグリフォンで、空を飛べる。そして俺はそのセトをテイムしてるから、当然その背に乗れる」

　そこまで言えば、その場にいる全員がレイがどうやって偵察をするのか理解したのだろう。感心したような表情でレイへと視線を向ける。

　……ただ一人、苦々しげな表情をしているセリルを除いて。

　なお、この場にいる面々がレイの言ったように上空からの偵察に気が付かなかったのは、空を飛ぶ魔法が非常に高度な魔法であり使える者は極限られているという理由がある。

　同時に、オーク討伐隊に参加している冒険者たちの中には当然獣人も存在するが、そもそも獣人という種族の中には鳥の獣人というのが何故か存在していないということもあり、空からの偵察という手段は誰も思いつきすらもしなかったのだ。

　ちなみに国の騎士団には竜騎士と呼ばれる者たちもいるが、飛竜を卵の状態から孵かえしてそれを竜騎士の候補と共に育てていくという時間も労力も非常に掛かる存在のため、その殆どは国の軍隊に所属して王都に駐留しており、ギルムのような辺境には存在しない。

「ボッブス、セトに乗って上空からオークの集落を偵察するというのは問題あるか？」

「いや、無い。と言うか、やってくれるのなら大歓迎だ」

　ニヤリ、とした笑みを浮かべたボッブスが獰どう猛もうな笑顔を浮かべながら頷うなずく。

「調べてくる内容は？」

「まず敵の数。それと集落がどこまで出来ているか。後、集落の防御が薄そうな場所が分かればなお良い。それと、可能ならオークを率いているモンスターがどういう奴かを知りたい。希少種なのか、上位種なのか。……せめて希少種ならいいんだがな」

　希少種と上位種。どちらが厄介かと言えば、やはりそれは上位種となる。希少種はあくまでもその種族の中で能力が高い一匹でしかないが、上位種はその名の通りに種族として存在するほどの数がいるのだから。この場合の希少種は上位種と能力自体は大差ないと思われるため、オークたちを率いているのが一匹の存在でしかない希少種なら討伐するのはそれほど手間が掛からないというのがボッブスの説明だった。

　レイはボッブスの言葉に頷き、その場を後にする。

　その背へと向けられる憎々しげなセリルの視線を感じながら。

（くそっ、出来ればオークとの戦いが始まる前にアイテムボックスを奪っておきたかったってのに。わざわざ自分から偵察に出るだって？　ったく、そこまでしてギルドに媚こびを売りたいもんかね）

　セリルの内心の思いを薄々察しつつも、ボッブスはその場のパーティリーダーたちへと声を掛ける。

「一いつ旦たんこの場は解散だ。レイが偵察から戻ってきたらまた集合して貰う」

　ボッブスの言葉に、その場にいた者たちは各々のパーティの下へと戻っていった。




　ボッブスたちから離れ、自分の下へと向かってきたレイを見て喉のどの奥で嬉うれしそうに鳴くセト。たまたま周囲にいた数名の冒険者たちは、そんなセトの様子を眼を細めながら見守っていた。

　どうやら見張りを共にすることでセトに対する恐怖心が消え去った者も多いらしい。

「セト、ちょっと出るぞ」

「グルゥ？」

「ボッブスに偵察を任されてな。お前ならオークの集落の上を飛べば安全に偵察が出来るだろう？」

　了解、とでも言うように小さく鳴き、背をレイの方へと向ける。

　その背を軽く撫なでてから跨またがると、数歩の助走の後にその大きな翼を広げ、まるで空を踏んでいるかのように上空へと駆け上がっていく。

　冒険者たちはその様子を羨うらやましそうに見送るのだった。




　夏の青空と、白い雲。そして降り注ぐ太陽光。そんな中をセトは翼を広げて飛んでいる。かなり高い高度を飛んでいるので、地上にいるオークたちがたまたま上空を見たとしても鳥か何かだと判断するのがせいぜいだろう。

　その背に跨がったレイは、眼下にあるオークの集落を観察していく。通常の人間ならこの高さから地上を見ても偵察は難しいだろうが、そこはゼパイル一門の魔力と技術を結集して作成された身体だけあり、特に苦労せずに地上の様子を探ることが出来た。

　ボッブスからは最低五十匹のオークと言われていたが、集落の規模はその予想を超えて大きい。恐らく百匹近いオークが存在しているのではないだろうか。ただ、逆にそれがオークたちにとっては不運だったのだろう。集落はまだ完全に出来上がった訳では無く、東側一帯は殆ど手付かずの状態となっている。それでも一応は警戒しているのか、東側には数匹のオークが歩ほ哨しようをしている様子が上空からでも確認できた。

「あの中心部にある他よりも大きめの建物が恐らくこのオークを率いている者の住すみ処かだな」

　他のオークが住んでいると思われる建物は、藁わらや木を適当に組み合わせたような粗末な物だ。だが、その中央にある建物だけは周囲の物に比べて明らかに手間が掛かっている。……それでも、ギルムにあるような家々と比べたら粗末な物ではあるのだが。
















「オークの数と集落の状況は確認した。後は、このオークたちを率いているボスを確認できればいいんだが……いや、どのみち俺の知識だと希少種か上位種かの判断は出来ないけどな。……ん？」

　呟つぶやいたそのとき、レイの目に一匹のオークの姿が入って来た。普通のオークより一回りほど大きく、他のオークが上半身裸であるのに対して、そのオークは粗末な物ではあるが何らかの鎧よろいを身につけている。

「あれがオークたちを率いている個体か？」

　呟いたレイに、セトが鳴きながらオークの集落、先程まで見ていた場所から少し離れた場所にいるオークへとレイの注意を促す。

「……なるほど」

　セトの示した場所にいたオーク。そのオークもまた、他のオークよりも一回りほど大きい体格に何らかの鎧のような物を身につけている。

　そして注意深く集落の様子を見てみると、他にもポツポツと同じようなオークが存在していた。

「となると、あの鎧たちはこのオークたちの中でも幹部とか将軍とかそういう存在な訳か。……ん？」

　次に目に入ってきたのは、オークが集まっている場所だ。集落の北の位置にある粗末な小屋。その小屋の周囲に二十匹近いオークが集まっている。

「何だ？　食料庫か何かか？」

　そう思った次の瞬間、その小屋から何かが飛び出したかと思うと、そのまま集落の外へと向かって走り出し……小屋の側にいたオークたちに寄ってたかって追われている。常人よりも遥はるかに鋭いレイの視線は、その飛び出てきた何かをしっかりと確認してしまっていた。服の残ざん骸がいだろうと思われる布きれを身につけ、半裸と言ってもいい人間の女だ。

　言葉も出ないほどに必死に逃げているのだろう。半裸のその身体には殴られた痕こん跡せきの青黒い痣あざが幾つもついており、どれほどの暴力を受けたのかを雄弁に物語っていた。だが、そんな状態で逃げ切れるはずも無く、すぐにオークに追いつかれて殴られ、気絶する。

　気絶した女の足を持ち、乱暴に引きずりながら小屋へと戻るオークを目にして自分を落ち着かせるように深呼吸をする。

「助けるか？　……いや駄目だな」

　個人的な感情だけで言えばあの場に突っ込んでいって、あそこにいるオーク共を皆殺しにしたい。だが、そうすれば確かにあの小屋の近くにいるオークは始末出来るだろうが、他の大部分のオークに警戒心を抱かせてしまう。それは結局今夜行われるはずの夜襲を失敗させる要因になりかねず、最終的には討伐隊の犠牲と逃げ延びるオークの数に直結するだろう。

「……今夜だ。今夜まで頑張れば助けてやる。だから諦あきらめるな」

　ギリッと奥歯を嚙かみ締め、気絶しながらも小屋に引きずって行かれる女に聞こえないとは知りつつ小さく呟く。

　レイ自身もまた、現在感じている怒りを今夜の夜襲でオークたちにぶつけてやろうと決意し、小屋に連れ戻される女から意識して目を逸そらして偵察を続ける。

「やっぱり殆ほとんどのオークが持ってる武器は剣と棍こん棒ぼうだな。それと盾持ちも数人。……弓を持ってるのもそれなりにいるな」

　弓を手に持ち、矢筒を背中に背負っているオークが集落の中を歩いているのを確認する。そして……

「杖つえ持ちもいるか。あれがオークメイジだな」

　数匹ではあるが、杖を持ったオークの姿も見ることが出来た。

「よし、偵察はこのくらいで十分だろう。セト、戻るぞ」

　レイの声に鋭く鳴き、翼を広げてオーク討伐隊が陣地を作っている場所へと戻っていく。

「オーク共、今夜がお前等の最後の日だ。夜までの貴重な時間をせいぜい楽しむんだな」

　レイが発した冷たい言葉をその場に残して。




　セトが滑空するようにして地面へと着地すると、それを見ていた周辺の冒険者たちが思わず拍手をしながら出迎える。

　だが、笑顔を浮かべながらレイへと声を掛けようとした数人の冒険者たちは、レイの顔に浮かんでいる冷たい笑みを見てオークの集落で何があったのかを理解したのだろう。そのままボッブスの下へと向かわせるのだった。

　その背後では心配そうに鳴くセトへと数名の冒険者たちが干し肉を与えたり、頭を撫でたりしていたが。

　そんなセトをその場に残し、ボッブスの下へと向かっていたレイだったが、その肝心のボッブスがレイを出迎えるようにして向かって来ていた。

「レイ、戻ったか」

「ああ」

「お前が戻ってきたと報告を受けてすでにパーティリーダーたちは集めてある。来てくれ」

　そう告げて先を進むボッブスの後を追うレイ。その様子に多少おかしなものを感じたボッブスだったが、今は何よりも偵察の結果を聞くのが最優先だと判断し、よけいなことは言わずに会議の場であるテントへと向かう。

　そこには確かにボッブスが言った通りにパーティリーダーたちが集まっており、それぞれがレイの無事な姿を見てほっと安あん堵どの息を吐く。

　それはミスティリングを狙っているセリルも同様だった。もっとも、セリルに関しては獲物が偵察でドジを踏んでオークに殺されなくて良かったという安堵だったのだが。

　レイが座ったのを見てボッブスが口を開く。

「さて、レイ。早速だが偵察の結果を報告してくれ」

「まずオークの数だが、こちらの想定していた五十匹を大きく上回る。上空から見た限りでは、百匹以上確認出来た」

　百匹以上。その言葉が出た瞬間、話を聞いていた者たちが頰を引き攣つらせる。

　討伐隊としては、五十匹を相手にするつもりだったのだから無理も無い。

「落ち着け！　最初に言っただろう。オークの数は最低でも五十匹だと。数が増えるのは予想出来ていただろう」

「だが、倍になるなんて話は聞いてないぞ。ここは一旦街へ戻って準備を整えた方がいいんじゃないか？」

「……そして、オークの被害が出るのを見過ごせと？」

「それは……」

　撤退を進言した者も、ここで退ひけば被害が出ると言われては強硬に自分の意見を押し通すことは出来ない。その人物にしてもギルムに友人、知人がいるのだ。それがオークの犠牲になるのを良しとするのかと言われれば、頷うなずけないのだろう。

「それと、オークの数がこちらの予想以上だったという理由もあるんだろうけど集落はまだ造りかけで、東側は殆ど手付かずだった。もっとも、その代わりに歩哨がいたけど」

「東側は手薄か、それはいい情報だな。夜襲で使えるだろう」

「それと、オークたちの中に普通のオークよりも一回りほど身体が大きくて、鎧を装備している奴を確認した」

「……オークジェネラルだな。オークの上位種のうちの一種類だ」

「他にも弓持ち、杖持ちを多数ずつ確認した。オークたちを率いている個体は見つからなかったけど……集落の中心に他のよりも立派な建物が建っていたから、恐らくそこにいると思う」

「オークアーチャーとオークメイジか。……集落の中心だな？」

「ああ。……それと、最後に一つ。集落の北に掘っ立て小屋があるんだが、そこに人間がいるのを確認した」

　オークの集落に人間。それを聞いた他の者たちは顔を強こわ張ばらせ、ボッブスが口を開く。

「それは……女、か？」

「ああ。酷ひどく暴行を受けていたようで、身体中痣だらけになっていた。それでも逃げ出そうとしたのを、追いかけてきたオークに殴られて気絶したまま引きずられていったよ」

「……そうか。繁殖用、だな」

　レイの報告を聞き、憂ゆう鬱うつな表情を浮かべるボッブス。

　その言葉を聞き、レイはオークが繁殖で使うのは人間の女が多いと本に書かれていたのを思い出す。

　表情を険しくしたレイの様子に、ボッブスが落ち着かせるように肩へと手を伸ばす。

「落ち着け。とにかく、オークに捕まっているなら助け出せばいい。……食料として食われただろう男と比べれば、生きているだけまだマシだと考えるしかない。それよりも……他に何か気が付いたことは？」

　レイの暴発を心配したボッブスが話を変えるように、改めて尋ねる。

　それが幸いしたのだろう。レイは自分を落ち着かせるように小さく深呼吸をしてから口を開く。

「いや。これで全部だ」

「そうか、分かった。なら夜までは休んでいてくれ。夕食のときに作戦を説明する」

　ボッブスの言葉に小さく頷き、テントを出て行く。

　夜襲開始まで残り数時間。それぞれが戦闘準備を始めるのだった。




　雲が出ており、月明かりを遮るような夜。そんな、夜襲には丁度いい夜の闇に紛れてオーク討伐隊の面々は配置に就いていた。

　オークの集落を中心に、北、北東、東、南東、南、南西、西、北西の八ヶ所にそれぞれのパーティが固まっている。

　ボッブスから説明された作戦としては、まず集落がまだ造りかけな分、警戒の厳しい集落の東から『雷神の斧おの』が派手に攻める。そこに援軍が向かったら、他の場所にいるパーティが戦力の薄くなった場所から攻めていく、というものだった。

　当然、最初に攻撃を仕掛ける『雷神の斧』に攻撃が集中して一番の激戦区になるという意見もあったのだが、『雷神の斧』を率いているエルクの『俺たちを信じろ』という一言で他のパーティも納得してしまったのだ。その一言で皆みんなを納得させたのは、これまでの実績や実力を信頼されている証あかしと言えるだろう。

　そして、レイの担当は八ヶ所のどれでもなく、グリフォンであるセトの機動力を使っての遊撃だった。

「セト、そろそろだ。準備はいいな？」

　闇の中、雲のおかげで本当に薄うつすらと降り注ぐ、微かすかな月光にその身を晒さらしながらセトは短く鳴く。

　当初、鷲わしの上半身を持つグリフォンだと夜目が利かないのでは？　という意見もあったのだが、レイが魔の森で一夜を過ごしたときにきちんと見えていたと証言したことで問題は無くなった。

「オーク共、お前たちの命は今日ここで終わる。俺とセトの糧となって消えていけ」

　レイがそう呟つぶやいたのと、オークの集落の東に数条の稲妻が派手に降り注ぐのは殆ど同時だった。『雷神の斧』の魔法使いであるミンの魔法だ。

「始まったか。セト、狙うのはオークじゃなくてオークの上位種であるジェネラル、メイジ、アーチャー。それと最優先の標的はこのオークたちを率いている個体だ」

「グルゥッ！」

　地上では突然の襲撃に慌てながらも、ある程度は組織だって東へ向かっているオークの集団が見えていた。その隙を突くかのように集落の各所から他のパーティが侵入して、東に向かっているオークの背後から攻撃を仕掛けている。

　上空からそれらの行動を見ながら、標的の姿を捜し……レイの目が、南西からオークに攻撃している冒険者パーティへと弓を引き絞っている五匹のオークアーチャーを発見する。闇に紛れての奇襲ということもあり、冒険者側でも自分たちが弓で狙われているというのには気が付いていないらしい。

「セトッ！」

　レイの鋭い叫びに、セトもまた鋭く鳴いて地上へと急降下していく。その様は、まさに猛もう禽きん類るいが獲物を狙うときのそれを思わせた。

　オークアーチャーから放たれた矢は冒険者パーティの後方にいた男の左足を貫通し、胴体を貫通し、右腕を貫通する。不幸中の幸いと言うべきか、残り二本の矢は冒険者から外れて地面へと突き刺さっていた。身体に三ヶ所も矢を食らった冒険者は地面へと倒れこみ、仲間の冒険者が慌ててその男を物陰へと引きずり込む。それを見たオークアーチャーたちは仕留めきれなかったのが不満らしく、冒険者たちが隠れた物陰へと向かって大量の矢を次々に射込んでいた。

　もしこれが弓を使いこなす冒険者なら、すぐにその場から離れて次の獲物を捜すなり、隠れた獲物を狙える位置へと場所を変えてから改めて矢を撃ち込むだろう。

　何故ならこの集落はオークの集落であり、地の利はオークにこそあるのだ。それを利用していないというのはオークの戦力を大きく引き下げている。この辺が、上位種であるとは言ってもしょせんオークであることの証なのだろう。

　そして弓兵という存在は、その武器ゆえに近くまで接近されると対応が難しい。ゆえに。

「はぁっ！」

　急降下したセトから飛び降り、その勢いも利用して魔力の込められたデスサイズを振り下ろす。レイに狙われたオークは、自分に何が起きたのかも分からないままに幹から竹たけ割わりにされ、その身が左右別々に地面へと倒れこんだ。グシャッという生々しい音は、切断された場所からオークの内臓が零こぼれ落ちて地面に叩たたき付けられた音だろう。

　また、その隣では急降下してきたセトが勢いのまま鉤かぎ爪づめを振り下ろし、オークアーチャーの頭部を粉砕していた。

　頭部を無くしたオークアーチャーがドシャッという音を立てて地面に倒れこむのをチラリと確認したレイは、デスサイズを振り下ろしたままの状態から、未いまだに何が起こっているのかを理解していないオークアーチャーの一匹を狙って下から上へと切り上げる。

　同時に、地面に着地したセトがクチバシを繰り出してオークの喉のどへと鋭い穴を空け、次の瞬間には前足の鉤爪を振るい、胴体が破裂する。

「ブモォッ!?」

　最後の一匹になり、ようやく自分たちが襲われていることに気が付いたオークアーチャーだったが、出来たのは混乱の声を上げることだけだった。次の瞬間には、真横に振るわれたデスサイズによって首が綺き麗れいに切り離されて地面へと落ちる。そして数秒後、ようやく頭部が無くなったのを理解したかのように首から血を噴き出し、地面へと崩れ落ちるのだった。

「セト、他にいるか？」

　周囲を索敵していたセトへと声を掛けるレイだが、セトは小さく首を横に振る。それを見てここにいたオークアーチャーは片付いたと判断し、手早くオークアーチャーの死体と弓矢をミスティリングへと収納していく。

「レイか、助かった」

　収納が終わるのと同時に声を掛けて来たのは討伐隊メンバーの一人、先程オークアーチャーに攻撃されていたパーティのリーダーだ。

　このままではオークアーチャーに足止めをされて動けないので、矢の攻撃が収まった隙に何とかしようと突っ込んで来たのだろう。リーダーの後ろには剣とレザーアーマーを装備した典型的な軽戦士が一人付き従っている。

「もう一人は？」

「弓で射られた奴の回復をな」

「ポーションは足りるか？」

「ああ、受け取った補給物資で十分間に合っている」

　ミスティリングに収納して持ってきたポーションやマナポーションといったものは、夜になる前に各パーティへと分配はすんでいる。それを使って残り一人が治療しているのだろう。

「オークアーチャーの死体はどうしたんだ？」

　リーダーの後ろにいる軽戦士が不思議そうに尋ねてくる。確かに倒したはずのモンスターの死体がないというのは疑問に思って当然だろう。

「アイテムボックスに入れて回収ずみだよ。上位種のオークだから、後で揉もめないようにしておく方がいいだろうし」

「まあ、そうだろうな」

　軽戦士が頷き、リーダーも同意する。

「俺は上空に戻って、他のパーティの様子を確認しながら遊撃に回るから」

「ああ、分かった。今回は助かった」

「遊撃は俺の仕事なんだから、気にしなくてもいいよ」

　リーダーへと軽く返し、セトの背へと跨またがって数歩の助走で翼を羽ばたかせ、空気を蹴けるようにして上空へと昇っていく。

「大分騒がしくなっているらしいな」

「グルゥ」

　上空に昇ったレイが見たものは、集落の数ヶ所で燃え上がっている炎だ。誰かが使った炎の魔法がオークの住居へと燃え広がったのだろう。そしてその明かりがあれば、レイにとって戦場を把握するのは十分可能だった。

「ん？」

　燃え広がった明かりを光源にして地上を見ていたレイは、北にある掘っ立て小屋へと向かう冒険者パーティに気が付く。

　偵察の結果判明した、オークに繁殖用として捕まっている女を助けに向かったのだろう。

　だが運が悪いことに、小屋から出て来たオークと鉢合わせになり、当然戦いへと発展する。

　北側担当の冒険者は三人のパーティ。対してオークは五匹。それも一匹は他よりも体格が大きく、鎧よろいを身につけている。上位種であるオークジェネラルだ。

「見捨てるのも忍びない、か」

　それに昼の様子を見て自分の中にオークに対する怒りが存在しているというのも事実だ。ここでその鬱うつ憤ぷんを晴らさせて貰もらってもいいだろう。

　そう判断したレイは、好戦的な笑みを浮かべてセトへと次の戦場を示す。

「セト、次はあそこだ」

「グルゥ！」

　レイの言葉に従い、三人と五匹の戦いの現場へと先程同様に急降下していくセト。そして上空十メートル程度の位置まで高度を下げたところでレイはセトの背から飛び降り、空中を歩けるスレイプニルの靴を発動させ、デスサイズを構えたまま後方からオーク四匹に指示を出しているオークジェネラルへと向かって落下していく。

「ブモッ!?」

　さすがは上位種というべきか、レイが降下してくる音で何かが自分に迫っていると気が付いたオークジェネラルは、反射的にその腰に差していた大剣を頭上へと掲げる。

　確かに普通ならそれで十分だっただろう。レイの標的であるオークジェネラルが持っている大剣は、グレートソードと言ってもおかしくないほどの大きさを持っている。並大抵の武器なら防ぐことは容易に出来たはずだった。だが……

「そんな武器で俺の攻撃を防げると思うな！」

　振り下ろされるのは、デスサイズ。死神の大鎌。魔獣術の副産物としてレイの莫ばく大だいな魔力を物質化して創られたマジックアイテムなのだ。その効果には魔力を通して大鎌の斬れ味を上げるというものや、百kgを超えるデスサイズの重さを感じさせないというものがある。百kgを超える重量を持つ大鎌に、さらに魔力を込めてその斬れ味を上げる。そうして振るわれた一撃を、大剣とはいえマジックアイテムでも何でも無い武器で受け止めたらどうなるか。その答が、今レイの目の前にあった。

　振り下ろされたデスサイズは、オークジェネラルが頭上に掲げた大剣を何の抵抗も感じさせずに切断し、何かのモンスターの革で出来ていると思われる兜かぶとを切断し、その頭部、胴体をも鎧ごと切断して地面へとデスサイズが叩き付けられ、轟ごう音おんと周辺に大量の土煙を吹き上げて半径二メートルほどのクレーターを作りあげる。

「ブモォッ!?」

　その音で振り向いたオークたちが見たのは、クレーターの中心部で鎧ごと真っ二つにされて左右に倒れた自分たちの指揮官の姿だった。

　そして上空からレイの後を追って降下してきたセトが、驚きで動きを止めたオークの隙を見逃すはずがない。先程オークアーチャーを上空から奇襲したときと同様、鋭い鉤爪が落下の速度とセト自身の膂りよ力りよくも合わさった威力で振るわれ、オークの頭部を粉砕する。

「今だ、やれ！」

　鋭く叫ばれたレイの声に、我に返った冒険者たちがレイの方を見ているオークへと背後から襲い掛かった。

　前衛が剣と槍やり、後衛が弓の三人パーティは剣をオークの後頭部へと振り下ろし、弓から放たれた矢が別のオークの背中に連続して突き刺さり、その痛みに耐えているオークの後頭部を狙って最後の冒険者が渾こん身しんの力で槍を突き出して頭部を破壊する。

「ブモッ！」

　自分たちのリーダーであるオークジェネラルがあっさりと殺され、グリフォンという存在までが姿を現して自分たちに攻撃を仕掛けて来る。その隙を突くかのように先程まで戦っていた人間たちが背後から攻撃をして、最後に残ったのは自分だけだった。それを理解したオークは、戦っても勝ち目がないと判断。戦う素振りすら見せずに、持っていた剣をレイの方へと放り投げると一目散に逃げ出していった。

　オークを追おうとした冒険者たちだったが、投げられた剣をデスサイズで斬り捨てたレイがそれを止める。

「放っておけ」

「何でだ！　あのオークは！」

　槍を持っている冒険者の声に、獰どう猛もうな笑みを浮かべるレイ。それを見た冒険者たちは一瞬気け圧おされるものを感じたが、それでもオークを見逃した理由を聞くべくレイへと強い視線を向ける。

「どうせこの集落にいるオークは今夜全て死ぬんだ。それが早いか遅いかだけの違いでしかない」

　その言葉、というよりもレイの迫力に押された冒険者たちは黙り込む。

「それにお前たちの目標はあのオークを殺すことじゃなくて、あの小屋に捕まっている女の解放だろう？」

「……ああ。確かにそうだ」

　剣を持った男が頷うなずく。よく見ると、その男はボッブスの会議で見た顔だ。このパーティのリーダーなのだろう。

「じゃあ、あの小屋に関しては任せる。ボッブスの下へ避難させてきてくれ。上から見た限りでは、この周辺には殆ほとんど敵がいないからな。お前たちが戻って来るまでは、俺がここでオークたちの相手をしている」

「すまん、頼んだ」

　小さく頭を下げて小屋へと向かう三人。その背を見送りながら、レイは思わず溜ため息いきを吐く。

　本来なら、あの小屋に捕まっている女を救出するというのはオークの討伐が終了した後にやる予定となっていた。だが、集落が燃えているのを見てあの三人はこのままにしておくと危険だと判断したのだろう。それにオークは集団行動を取れる程度の知能は持っているのだから、いざというときに人質にされたら面倒だという考えもあったのかもしれない。

　そんな風にセトと共に周囲を警戒していると、数分ほどで男たちが小屋から姿を現す。

　連れているのは女が二人。一人はレイが昼間に見た女で、グッタリとしてはいるが何とか自分の足で歩いている。だが、もう一人の方はすでに自力で立つことも出来ないのか、槍を持った男に背負われていた。

「少しの間ここを頼む。出来るだけすぐに戻って来る」

　レイはパーティリーダーの言葉に無言で頷き、集落の外へと向かっていく三人を見送りその姿が見えなくなると自分が倒したオークジェネラルの死体と、セトが頭部を吹き飛ばしたオークの死体をミスティリングへと収納する。

「グルゥ」

　集落の各地で上がっている炎を見ながらセトが警戒を込めて小さく喉のどの奥で鳴く。

　レイはその背を軽く撫なで、暗闇の方へと一瞬だけ視線を向けてから無造作にデスサイズを振るう。

「ブモ!?」

　暗闇の中から放った矢を無造作に斬り捨てられたオークアーチャーは、混乱の声を上げ……次の瞬間、いつの間にか目の前まで接近していたレイにデスサイズの柄を振り下ろされ、頭ず蓋がい骨こつを砕かれてそのまま絶命した。

「他のオークたちからはぐれたのか？」

　疑問に思いつつも、オークアーチャーの死体をミスティリングへと収納するレイ。

　現在レイとセトがいる場所は、オークが繁殖用に捕まえてきた人間の女が閉じ込められていた小屋の他には見張り用の小屋らしき建築物があるだけだ。その見張り用の小屋にしても、『雷神の斧おの』が東側で起こしている騒ぎに応援に出されているらしく静まりかえっている。女たちが閉じ込められていた小屋にしても、自分たちの集落が夜襲を受けているというのに女を抱きに来るような真似はオークでもしないだろうと判断していたレイだったのだが……

「オークの性欲を甘く見ていたか？　それとも……」

　あるいは、オークの中でも単独行動が許されていたオークアーチャーなのかもしれない。通常のオークならともかく、オークアーチャーはオークの上位種なのだから、可能性としてはあり得るだろうと考える。

（とにかく、オークの上位種であるアーチャーとジェネラルの魔石は手に入れた。ただ、セトとデスサイズの分を考えると、出来ればジェネラルの魔石をもう一つは手に入れておきたいな。それと確認できた上位種の中でも、目玉であるオークメイジの魔石。それとオークを率いている奴の魔石だな）

　内心で呟つぶやき、集落のあちこちから聞こえる剣と剣がぶつかり合って鳴らす金属音や、怒声、罵ば声せい、あるいは爆発音といったものに注意しながら周囲を警戒する。幸い、はぐれて単独行動をしていたのは先程のアーチャー一匹だけか、あるいはいても主戦場となっている東に向かっているのだろう。レイのいる北側に向かってくるオークは存在しなかった。

　それから十分ほど。ようやく先程の三人組が戻って来る。

「すまない、またせたか？」

　パーティリーダーである剣を持った相手に尋ねられ、首を横に振る。

「いや、そっちが思ったよりも早かったからな。捕まってた女たちは？」

「ボッブスのいる場所に置いてきた。……本来ならこういうときは女の冒険者がいれば、向こうも精神的に安心出来るんだろうが……歯がゆいな」

　ボッブス自身がすでに冒険者を引退したとは言っても、かなりの腕を誇っている。そのため、今回の夜襲での指揮所とも言える場所にはボッブスが護衛も無しに残っているのだ。当初は数人の冒険者を護衛として付ける予定もあったのだが、集落に存在するオークの数が予想を遥はるかに超えていたために少しでも戦力を多くするべきだとボッブス自身が主張し、それが受け入れられた形だ。

「とにかく北からの侵攻は任せる。俺とセトはまた上空に戻って遊撃に専念させて貰もらうから」

「ああ、助かる」

　感謝の声を聞きつつセトの背に跨またがり……ふと、リーダーの方へ顔を向ける。

「言い忘れてたけど、あそこにお前たちの倒したオーク二匹の死体がある。俺が倒したジェネラルとセトが倒したオークはこちらで回収したが構わないよな？」

　その言葉に剣を持った冒険者はオーク二匹の死体を一いち瞥べつしてから小さく頷く。

「ああ。問題無い。オークの死体もそのアイテムボックスの中か？」

「そういうことだ。じゃあ、ここは任せるぞ。セトッ！」

「グルルルゥッ！」

　レイの声に高く鳴き、数歩の助走で翼を羽ばたかせて上空へと昇っていく。その一人と一匹を見送った三人の冒険者たちは、地面に倒れているオークの死体はそのままに、次の獲物を求めてよりオークが集まっているであろう集落の中心地へと向かって進んで行く。




「戦況は五分五分……か」

　セトに乗り、夜空を駆けながら地上へと視線を向ける。

　そこでは集落のかなりの部分が炎に包まれながら、それでもなお多数のオークが東へと向かっている様子が見えていた。

　最初に戦闘が始まった場所なので、どうしてもオークの注意もそちらへと集まっているのだろう。

　レイの視線の先では、エルクが巨大なバトルアックスを振り回して数匹のオークを胴体ごと切断し、あるいはバトルアックスから紫電を放ちオークを貫く。同時にミンの持っている杖つえから大量の氷の矢が放たれ、面射撃的な攻撃で多数のオークに対してダメージを徐々に蓄積させている。

　そんなミンを守るのはロドスだ。魔法使いをまず潰つぶそうと数匹のオークがミンへと襲い掛かっていくが、その前にロドスが立ち塞ふさがりオークの攻撃を尽ことごとく剣で弾はじき、いなし、回避する。そして攻撃を空振りさせた隙を突いて素早い剣技を披露し、オークを血の海へと沈めていく。

「なるほど。偉そうにするだけの実力はあるか」

　その様子を見ながら、感心したように呟くレイ。だが、その視線はすぐに集落から少し離れた場所へと向けられる。『雷神の斧』の背後から襲うつもりなのだろう、三十匹近いオークが集落から迂う回かいするようにして『雷神の斧』の背後へと回り込もうとしていたのだ。

　そしてレイにとっては都合のいいことに、そのオークたちを率いているのは杖を持ったオークだった。

「ようやくオークメイジを発見だな。さすがにメイジというだけあって、他のオーク共よりは頭が回るか」

　いくらランクＡパーティの『雷神の斧』とは言っても、目の前のオークたちと戦っているときに背後から……しかも魔法も込みの奇襲を受ければかなりの被害が出るのは明らかだ。ただでさえ最後尾は魔法使いであるミンなのだから、その防御力の低さは容易に想像が出来る。

「セトッ！」

　レイの声に短く鳴き、これまで同様に三度急降下をするセト。

　だが、さすがは上位種のオークメイジと言うべきか。オークジェネラルやオークアーチャーでさえも気が付かなかったセトの羽ばたく音に気が付き、杖を上空へと向けて呪文を唱え始める。

「構うな、そのまま突っ込め！」

　しかしレイはそんなオークメイジの行動にも構わず、セトへと突撃を命じる。セトもまた、鋭く鳴いてオークメイジ率いる別働隊へと突っ込んでいく。

『ブモルァッ！』

　オークメイジが魔力の籠こもった声で呪文を詠唱し、魔法を発動する。オーク語での呪文詠唱なのでどんな効果なのかはレイには分からなかったが、次の瞬間オークの目の前に頭ほどの大きさの火球が出現したのを見て口元に笑みを浮かべる。

「グルルルルルルルルゥゥゥゥッッッ！」

　雄お叫たけびを上げつつ突っ込んでいくセト。その様子に半ばパニックになりかけていたオークたちだったが、オークメイジが鋭く叫ぶとその混乱も徐々に収まり、セトを目掛けて火球が放たれる。

　放たれた火球は、かなりの速度で別働隊に突っ込んでくるセトへと向かい……その身体に命中するとオークメイジが確信した次の瞬間、何かに遮られるようにして空中で爆炎を巻き起こす。

「ブモ!?」

　予想外の結果に驚きよう愕がくの声を上げるオークメイジ。セトの足首に嵌はまっている風操りの腕輪は、弓などの飛び道具や攻撃魔法を一度だけだが防ぐという効果を持っており、それが発揮されたのだ。オークメイジにとっては、まさに青天の霹へき靂れきと言ってもいいだろう。

　そして自分の魔法が効果を発揮すると確信していたオークメイジに、セトの速度に乗った体当たりを回避する術すべがある訳もなく……

「ブモオオッ！」

　二メートルを超えるセトの巨体、それも落下速度とセトの翼による突進力を正面からまともに受けてしまったオークメイジは、十メートル近くも吹き飛ばされ、川で行われる水切りの石のように何度か地面にぶつかりながらもその反動でさらに遠くへと転がっていく。首や手足の殆ほとんどがあらぬ方向に曲がっており、すでに息をしていないのは明らかだった。

　そして……

『炎よ、踊れよ踊れ。汝なんじらの華麗なる舞踏にて周囲を照らし、遍あまねく者たちにその麗しき踊りで焼け付くほどに魅了せよ』

　呪文を唱えるに従い、人間大の炎が五十ほど姿を現す。以前魔の森で使ったときよりも小規模だが、それは敵の数が少ないからだ。

『舞い踊る炎』

　呪文が完成し、魔法が発動した瞬間。五十の炎は己おのが意志でもあるかのように動き回り、オークへと群がっていく。

　今まで見た事もないような状況に混乱しつつも、数匹のオークが焼き殺されたのを見るとその場にいては危険だと判断し、四方八方へと逃げ散っていく。だが、レイの魔法で現れた炎は逃げたオークへと追い縋すがり、灼しやく熱ねつの抱擁によってその身を焼き焦がし、同時にその命をも焼いていく。

「ブモォッ!?」

「ブモモ!?」

　それぞれがそれぞれの悲鳴を上げながら、人の形をした灼熱の抱擁から逃げることが出来ず、数秒後にはその場に存在していた全てのオークの生命が失われることになった。

　周囲には肉を焼く匂いが充満しており、セトがチラチラとそちらへと視線を送っている。

　夜襲が始まってから約一時間。小腹が空すいてきたのだろうが……

「セト、今は食ってる時間はない。この夜襲が終わるまではお預けだ」

「グルゥ……」

　微妙に悲しそうな顔をしながらも、大人しく頷うなずくセト。

「取りあえずこのオークたちはこのままミスティリングに収納する。この戦いが終わったら食わせてやるからしばらく我慢して……ん？」

　レイの耳に聞こえてきたのは、こちらへと近付いてくる足音。数からして一人のようだが、走って近づいて来ている。

「……この別働隊のさらに別働隊……あるいは残党か？」

　一瞬、集落の北で戦った単独行動をしていたオークアーチャーの姿が脳裏を過よぎり、あるいは残党であるとの可能性も考えてデスサイズを構える。

　だが、集落を燃やしている炎に照らされて浮かび上がってきた影は、オークのものではなく人のものだった。

　その様子に多少の警戒を残しながらもデスサイズの構えを解く。同時にそれを見ていたセトもまた緊張を緩める。

　それでも完全に警戒を解いた訳ではないのは、『夜闇の星』の件があるからだろう。

　そしてその人影の顔が判別出来る距離まで近づいて来たとき……それが誰であるかが判明する。

「ロドスか」

「お前、レイ……か？」

「ああ。と言うか、グリフォンを連れているのは俺以外にいないだろう」

「……あ、いや。確かにそうだが……このオークたちはお前がやったのか？」

　周囲に倒れている、半ば焼け焦げていたり、生焼けだったりするオークへと視線を向けて尋ねるロドス。

　その様子を見て、レイは時間を惜しむようにオークの死体を次々にミスティリングへと収めていく。

　そしてセトが仕留めたオークメイジへと近づき。

「ああ。このオークメイジに関してはセトがやったんだけどな」

　そう言い、オークメイジもミスティリングへと収納する。

「……お前、この数のオークを一人で片付けられるほどの腕を持って……いや、待て。何で死体は燃えてるんだ？　お前の武器はその馬鹿げた大きさの大鎌だろう？」

「馬鹿げたとはまた、随分な言い草だな」

　苦笑を浮かべながら地面に置いていたデスサイズを手に取る。

「これは確かに俺の武器だ。だが、マジックアイテムであり……同時に、魔力発動体でもある」

「魔力、発動体？　それってつまり……」

「ああ。お前はミンの持ってる杖で見慣れているだろう？　あれと同じようなものだ。ただ、その形状が大鎌ってだけでな」

「じゃあ、お前は魔法使いなのか？」

　セトの背を撫なでながら小さく首を横に振る。

「近接戦闘もやるから、どちらかと言えば魔法戦士だな。で、お前は何でここに？」

「魔法戦士……あ、いや。父さんや母さんたちと一緒に集落の東側で戦っていたら、いきなり背後に大量の炎が見えたからな。母さんがちょっと様子を見てこいって」

「なるほど。まあ、防御力の低い魔法使いが背後から奇襲される可能性を考えれば心配になるのも無理は無いか。実際、オークたちが背後に回り込もうとしてたんだし」

「……らしいな。で、お前はそれを上から見つけて逆にこいつらを奇襲した訳か」

　ロドスの言葉を聞き、思わずマジマジとその顔を覗のぞき込むレイ。

「何だよ」

「いや、一応理性的な判断が出来たんだな、と感心した」

「おい、喧けん嘩かなら買うぞ」

「そういう台詞せりふは、今までの行動を省みてから言うんだな。……セト」

　短く鳴いたセトの背へと跨またがるレイ。

「おいっ！」

「話は後だ。お前もエルクやミンたちの所に一いつ旦たん戻った方がいいんじゃないか？　オークとの戦いはまだ続くぞ」

「分かってるよ。いいか、この戦いが終わったらきっちりと話を付けるからな！　覚えておけよ！　勝手に死ぬんじゃないぞ！」

　背後でそう言い募っているロドスの様子に苦笑を浮かべつつ、レイはセトに乗って集落の上空へと戻っていった。

　だが、その途中で自分に向けられている視線に気が付く。

（これは……なるほど、『夜闇の星』の連中か。いつ仕掛けて来るかと思っていたが、ここでとはな。他のオークと戦っているときに出てこられても困るし、ここで片付けておくか）

　上空からオークの集落を見回し、まだ火が回っている訳でもなくなおかつオークや他の冒険者たちの姿が無い一角へと目を留めた。




　オークの集落の北西。そこで『夜闇の星』の三人はオーク相手に戦っていた。

「ブモォッ！」

　自分目掛けて振り下ろされたオークの剣を盾で防ぎ、たたらを踏んだオークの喉のどへと突きを放つ。

　鋭い突きにより喉に穴を空けられたオークは、首を半ば千切れさせてそのまま地面へと倒れ伏す。

「ったく、切りがない。アル、スニィ、そっちは無事だね！」

　オークの喉を抉えぐった剣を一振りし、剣先に付いていた血と肉片を吹き飛ばしてセリルが近くにいる二人へと声を掛ける。

「俺はまだ大丈夫だ」

「こっちも同じく問題は無いですけど……姐御、前方からオークが二！」

　セリルへと注意を促しながら、持っていた弓を引いて矢を放つ。

「ブギィッ!?」

　暗闇に紛れて近づいて来ていたオーク。そのうちの一匹の胴体へ、スニィから放たれた数本の矢が続けざまに突き立っていく。

「最初に攻撃が始まった東ならともかく、北西にいるあたしたちの担当地区までこんなにオークが大量に来なくてもいいだろうにね。アル、お前はそのハリネズミの相手をしな」

「分かった！」

　通常のオークは基本的に鎧よろいといった防具を装備しない。自分たちに合った鎧を手に入れるのが難しいというのもあるが、最大の理由はオーク自身の身体にあるだろう。人の数倍とも言える筋力を持つ筋肉。そしてそれを覆っているのは分厚い脂肪だ。一般人では、たとえ剣で斬り付けたり槍やりで突いたとしても、その脂肪を突破するのは難しい。

　そしてそれはスニィの矢にしても同様だ。一見ハリネズミのように大量に矢が突き刺さっているように見えるオークだが、その矢の殆どは脂肪で止まっており、致命的なダメージにはなっていない。

　だが身体に矢が突き刺さっているということは、オークが身動きする際にはその矢が邪魔になり、ほんの一瞬ではあるが行動のロスになる。

「くたばれ、この豚モドキが！」

　その一瞬の隙を突き、アルは己の体重の殆どを乗せたバスタードソードでの一撃をオークの胴体へと叩たたき込む。

「ブモォッ」

　その一撃を自分の持っていた剣で防ごうとしたオークだったが、身体に刺さっている矢が邪魔をしてそれを防ぐことが出来ず、胴体を深く斬られる。

　斬るというよりは叩き切ると言った方が正しいその一撃を受け、胴体の半ばほどを失ったオークは無言で地に倒れ伏し、地面へとその血と臓物をばらまくのだった。

「ぜはぁっ、ぜはぁっ、ぜはぁっ」

　そしてオークを倒したアルは剣を地面に突き立てて身体を支え、息を荒くしながら呼吸を整える。

　本来であればアルはランクＤ冒険者であり、ランクＤモンスターのオークを相手に一人で戦うのは非常に難しい。それは、息を荒くして体力が限界に近いアルの状態を見れば明らかだろう。

「姐御、一旦休憩した方がいいんじゃないですか？」

　アルの様子を見たスニィがセリルへと進言するが、そのセリルは残り一匹のオークの顔面に得意としている高速の突きを放って素早く片付けると小さく眉まゆを顰ひそめる。

　多少息は上がっているように見えるが、それでもまだ余裕を残しているところがランクＣのセリルとランクＤのアルの実力差を如実に示していた。

「そうだね、アルもちょっときつそうだし。……にしても、こうまでオーク共に群がられちゃあの新米を見つけるのも難しいね。ムルガスから連絡は？」

　セリルの言葉に首を振るスニィ。

　今頃ムルガスは、レイの姿を捜してオークの集落を文字通り跳び回っているはずだ。臆おく病びような質たちのムルガスだったが、セリルが脅し、アルが宥なだめ、スニィが言い聞かせてようやく今回の仕事、すなわちこの夜襲を仕掛けているオークの集落の中から遊撃を担当しているレイを捜しだし、あわよくばアイテムボックスを奪うという仕事を任されているのだ。襲撃が出来ないようでも、レイの居場所さえ分かれば自分たちが出て行くのみだとセリルは判断しており、現在ここでオークと戦っているのはかなり不本意な出来事だった。

　本来なら集落の東に戦力が集中して、その反対方向にいる自分たちはかなり楽を出来るはずだったのだ。それなのに何故かかなりの数のオークが襲い掛かってきており、その対処で手一杯になっているのだから。

　実は、これは『夜闇の星』のパーティ構成に問題があった。本来は四人パーティであるが、現在はその中でもシーフのムルガスが抜けて三人。そのうち二人が女なのだ。三十代でまだまだ女盛りと言ってもいいセリルに、二十代のスニィ。どちらもその性根はともかく外見はそれなりに整っており、それがオークの性欲を刺激した。何しろこの集落にいる繁殖用の女は移動中に偶然遭遇した人間の女二人だけなので、どうしてもオークの数が余るのだ。

　その結果、上位種の命令に逆らうように数匹のオークたちが『夜闇の星』へと襲い掛かり、それに気が付いた他のオークも仲間と戦っている『夜闇の星』を見つけて己の性欲に従い……と現在の状況になっていた。

「しょうがない。一旦オークに見つからないよう、あのボロ小屋に隠れるよ。アルも息を整えないといけないしね」

「はぁ、はぁ、はぁ。……す、すまない」

「ほら、ったく。オークごときにそこまで手こずってるから、まだランクＤなんだよ」

　足をもつれさせたアルを引きずるようにして、まだ火の付いていないオークの住居へと姿を隠すセリル。周囲を警戒するように後ろを付いていくスニィ。そうしてようやく三人は一時の休憩を取ることが出来るのだった。

「全く、あのオーク共は煩わしいったらないね。ああも大量にこっちに向かって来たりしなかったら、今頃はあの新入りを見つけていたかもしれないってのに」

「姐御、アイテムボックス云うん々ぬんは取りあえず後回しにして、今はオークの討伐に集中しないか？」

　ようやく息を整えたアルがセリルへとそう声を掛けるが、戻ってきたのは睨にらみつけるような視線だった。

「何だい、アル。あたしのやることに文句でもあるのかい？」

「いや、そういう訳じゃないけどよ。でも、このまま中途半端に戦ってるとオークに隙を突かれるぜ？」

「ふん、アイテムボックスを奪ってしまえばそのまま王都に逃げ込むんだ。ギルムがどうなったって構やしないよ」

　このとき、アルほどでは無いとはいえセリルもかなり疲労していた。何しろ性欲にギラついた目で自分を襲ってくるオークとずっとやり合っていたのだ。いくらランクＣの冒険者といえども、精神的な疲労はかなり溜たまっていた。だからだろう、つい本音をポロリと漏らしてしまったのは。

「姐御、今何て？」

　若干低い声でセリルへと尋ねるアル。

「あ？　ギルムがどうなってもいいってことかい？　言葉通りの意味だよ。あんただってこの仕事が終わったら王都に出るんだから、ギルムがどうなったって構わないだろう？　それにこの前も言ったけど、この討伐隊が負けたって王都の騎士団が出て来るだけだ。ある程度の被害はあるかもしれないが、最終的にはどうにかなるさ」

「……確かにそうかもしれないけど……」

　さらにアルが何かを言い募ろうとしたそのとき、表を警戒していたスニィが短く叫ぶ。

「姐御、ムルガスが戻ってきました」

「そうか！　よし、スニィはそのまま警戒を。ムルガスは中に入れな、話を聞きたい。アル、あんたとの話は取りあえず置いておく。今はあたしの命令に従って貰もらうよ」

「……ああ」

　アルが不承不承頷うなずくのと、ムルガスが勢いよく建物の中に入ってくるのは殆ほとんど同時だった。

「姐御、お待たせしました」

「確かに随分と待たされたね。で、新入りはどこにいるのか分かったのかい？」

「はい、何とか。何しろ遊撃担当なんで、地上に降りてきたかと思うとオークを蹴け散ちらしてまた上にって具合なんで手こずりましたが。少し前には東にいる『雷神の斧おの』の後方へ回り込もうとしたオーク共を蹴散らしていました。オークメイジ率いる一団でしたが、それをあのグリフォンが吹き飛ばしてましたよ」

　その言葉に眉を顰めるセリル。当然セリルとしてはレイのアイテムボックスを狙っているのだから、出来ればレイを自分たちと同じグループにして欲しかった。そうすれば不意打ちはいつでも自分の好きなときに実行出来るのだから。だが、前日の夜にグリフォンを信頼出来ないと言ってしまった以上はそういう訳にもいかず、レイは遊撃に回されることになってしまったのだ。

　……もっとも、実は他の冒険者パーティから数名、特にセトに餌え付づけをしていたメンバーが自分たちと一緒に行動して欲しいとボッブスに直訴したのだが、希望者が多かったために結局セトとレイは遊撃担当になってしまったという経緯もあったりする。

「で、新入りはまだ東側の『雷神の斧』の背後にいるのかい？」

　もしそうだとしたら襲撃するのは難しい、そう思いつつ尋ねたセリルだったがムルガスからの返事は予想外のものだった。

「それが、戦闘の連続で疲れたらしくて、まだ火の回ってない場所に降りて休憩してます。襲うなら今しかないと思って戻ってきた訳で」

「……へぇ。火の回ってない場所にねぇ。ちなみに周辺にオークや討伐隊の連中は？」

「その辺は問題ありません。少なくとも俺が戻ってくる前には、オークも他の討伐隊の奴等も新入りの近くにいませんでした」

「なら、あのグリフォンはどうだい？」

　レイを襲撃する上で一番厄介なのがあのグリフォンなのだ。少なくとも、セリルは『夜闇の星』のメンバー総出でグリフォンと戦っても勝てる気はしない。

　だが、ムルガスからの返事はこれもまた予想外のものだった。

「それが、グリフォンだけは上空に戻して遊撃をさせてるらしくて。だからこそ今のうちにと」

「……なるほど、それは確かに一世一代の大チャンスだね。自分は休憩しつつも、グリフォンに遊撃を任せて功績稼ぎはしっかりとやってる訳か。馬鹿だねぇ。欲張るから自分の命を失うことになる」

　ニヤリ、とした笑みを浮かべながらこれからの算段を考えていくセリル。それを素早く纏まとめて口を開く。

「いいかい、まずはあの新入りを全員で襲う。ただし、最初はスニィの矢で先制攻撃だ。出来れば頭に命中して即死といきたいところだけど、最悪胴体や手足に当てるだけでも構わない」

「姐御、私の腕を見くびってるの？　ギルドに登録したばかりの新入りくらい、一発で片付けられるわよ」

　入り口付近から頰を膨らませて文句を言ってくるスニィだが、セリルは小さく首を振る。

「忘れてるようだが、あの新入りは『鷹たかの爪』を一人で倒せる実力を持ってるんだ。油断は禁物だよ」

「……分かった」

「いい子だ。で、スニィの矢が当たったのを確認したら全員で一気に襲い掛かる。出来れば殺しておきたいところだね。そうすればあたしたちが動いたのをボッブスが知るには少し時間が掛かるだろう」

「で、その後は王都に？」

「ああ。馬車と馬はボッブスのいる場所に集まってるから、ムルガスとスニィで何とか気が付かれないように馬を出来れば四頭。最低でも二頭は連れてくるように。そうすれば後は王都まで一目散だよ。……まあ、出来れば馬を全頭連れていければ追っ手の心配はしばらくいらないし、いざというときの替え馬にもなるんだろうけど……さすがに全頭をボッブスに見つからないようにして連れてくるなんてのは無理だろうからね」

「王都まで移動するとなると数日って訳にはいかないが、その間の食料は？」

「それこそアイテムボックスにたっぷり入ってるだろうさ。それにもし食料が入ってないようなら、アイテムボックスの中身を途中の村なりなんなりで金に換えて食料を買ってもいいだろうしね」

「姐御、王都に行くのはいいとしても、アイテムボックスを売り払う伝つ手てはあるの？」

　入り口の方から聞こえてきたスニィの声に、セリルは笑みを浮かべて頷く。

「ああ。以前世話になった人がそっち関係の組織に入っていてね。連絡先も当然知っている」

「よし、姐御。ならあの新入りが休憩を終える前に早速襲撃を実行しようぜ」

「ああ。ムルガス、案内を頼んだよ。アルとスニィはオーク共に気が付かれないようにね」

　こうして、『夜闇の星』の一世一代の大おお博ばく打ちが開始されることになる。

　もっともセリルにしてみれば、自分が勝つと分かりきっている博打という認識だったのだが。

　このとき、もしレイが魔法を使う可能性があるとセリルに言っていれば『夜闇の星』に訪れる結果は違っていたかもしれない。だが、ムルガスはレイが魔法も使えるという情報を一切持っておらず、グリフォンの生態に関しても殆ど知らなかったため、オークを焼き殺したのはグリフォンの種族特有の能力か何かだろうと考え、そのグリフォンがいないのだからとセリルを急せかすだけで説明はしなかったのだ。




　其そ処こ此こ処こが燃え広がっているオークの集落。その中でもまだ火が広がっていない場所でレイは休憩していた。……少なくとも、他の誰かが見た場合は休憩しているように見えるよう偽装していた、というのが正しいだろうが。

　周囲にはいつもいるセトの姿も無い。自分を狙っていると思われる『夜闇の星』を罠わなに掛けるという目的があるのだが、オークの集落で行われている他の戦いに対する遊撃を疎おろそかにする訳にもいかない。

（それに、ギルドに対する貢献度を稼ぐチャンスを見逃す訳にもいかないしな）

　内心で呟つぶやくレイ。この点に関してだけ言えば、セリルの考えは正しかったと言えるだろう。そして……

（ようやくお出まし、か）

　チリチリと感じるソレ。クイーンアントやゴブリンの希少種から感じたのと同じものだが、より純粋なソレを放ってきたモンスターたちと比べ、今感じているのは欲望に濁ったソレだ。すなわち……殺気。

　握っているデスサイズに微かすかに力を込め、いつでも反撃出来るようにと態勢を整える。

　レイに見つからないように移動しているつもりなのだろうが、常人を超えた五感、そして第六感すら持っているレイにしてみれば、『夜闇の星』の四人が自分を囲い込むように展開しているというのは音や気配、殺気といったもので丸分かりだった。

　そして聞こえて来るキリキリという弓を引き絞っている音。

（なるほど。最初に弓で先制攻撃を仕掛けるか。なら……）

　自分に襲い掛かってくる馬鹿共を嵌はめてやろうと一計を案じ……次の瞬間、矢が放たれた。




　オークの小屋に背を預けるように、敵の奇襲を警戒しながらも休憩しているように見える男。その男を狙ってスニィは弓を引き絞っていた。

（結局グリフォンをテイムしてるって言っても、自分自身の実力はこんなものな訳ね。弓で狙われているというのに殺気一つ感じ取ることが出来ないなんて。全く、アルも心配しすぎなのよ）

　いつでも矢を放てるように準備を完了し、向かいの建物の屋上にいるセリルへと視線を向ける。

　スニィの視線を受け止め、小さく頷くセリル。アルとムルガスの準備も整ったという合図だ。

（新入りちゃん、分不相応にも貴重なマジックアイテムを持ってた自分を恨むのね。アイテムボックスは売り払って私たちの人生の糧にさせてもらうから……ねっ！）

　息を止め、狙いを定めて矢を持っていた手を離すと、弓から放たれた矢が夜の空気を斬り裂くように疾はしり、標的の胴体へと命中。レイは声もなく地面へと倒れこむ。

「全員掛かれ！」

　同時に周囲に響くセリルの声。その声が発せられるのと同時に、アルとムルガスがバスタードソードと短剣を構えて暗闇から躍り出る。セリルもまた長剣と盾を持ったまま屋根からふわりと飛び降りた。

　仲間三人の様子を確認しつつ、不測の事態に備えて再度弓を引くスニィ。




　少し離れた所で自分に狙いを付けていた矢が放たれた瞬間、レイの目はその放たれた矢を的確に捉とらえていた。

　自分の頭部を狙って放たれたのならデスサイズで斬り飛ばすなり回避するなりしようと考えていたのだが、矢が狙っているのは胴体だった。恐らく狙いがより付けやすい胴体を狙ったのだろうと判断し、そのまま受け止める。レイの着ているドラゴンローブは竜の革や鱗うろこといった素材で作られているマジックアイテムであり、その辺の鎧よろいよりも上の防御力を持っている。そんなドラゴンローブにマジックアイテムでもないただの矢が効くはずもなく、右脇腹へと放たれた矢をドラゴンローブで受けつつ地面へと倒れこんだように見せかける。

　次の瞬間には向かいにある建物の上からセリルの声が聞こえ、その声と同時に二人、セリルと合わせると合計三人分の足音が自分の方へと近寄ってくるのを聞き取っていた。

（ボッブスとエルクから貰もらった情報によると『夜闇の星』の構成人数は四人。戦士二人に弓使いが一人、そしてシーフが一人。この場合一番厄介なのは遠距離攻撃が可能な弓使いだが、幸いドラゴンローブを抜ける威力は無いから後回しでいいだろう。そうなると次に厄介なのは身軽で闇に紛れるのが得意なシーフか）

　自分に近寄ってくる三種類の足音を聞きつつ、シーフの位置を探る。

　戦士とシーフでは身のこなしや装備品の重量が違うために足音にも微妙に差異がある。それを聞き分けているのだ。

（左、か）

　正面がセリル。右から近付いてくるのはその足音や走る速度から『夜闇の星』のもう一人の戦士のアルだと判断し、地面に倒れたまま握っているデスサイズをしっかりと握る。

　戦士とシーフでは移動速度にも当然差があり、最初にレイの場所へと辿たどり着いたのは、『夜闇の星』の中でも軽装備であるシーフのムルガスだった。

「ムルガス、どうだい？　スニィの弓できちんとくたばってるかい？」

　少し離れた位置から聞こえて来るセリルの声。それも足音と共に徐々に近づいて来ているのがレイには感じ取れている。

「ちょっと待ってくれ姐あね御ご。今確かめてみる」

　慎重に近付いてくる足音を聞きながら内心で笑みを浮かべるレイ。

　本来ならこういう場合は迂う闊かつに標的に近付くのではなく、短剣なりその辺に落ちている石なりを投げたりして反応を確かめるというのが相手の生死を確かめるには一番いい。実際に今回も短剣なり投石なりで頭を狙われていたらすぐに反撃に移るしかなかったのだが、ムルガスは武器を惜しんだのか、あるいは手間を惜しんだのか、警戒しながらもレイへと近付いていく。そして……

（今だ！）

　足音からムルガスが自分の攻撃可能範囲に入ったと判断したレイの行動は素早かった。地面に倒れこんだまま握っていたデスサイズを地に這はうようにして横よこ薙なぎに一いつ閃せんしたのだ。自分の攻撃が察知されないように魔力を通さない状態での一撃だったので、肉を斬り裂き、骨を切断するその感触を普段より強く感じつつ、デスサイズ自体の斬れ味でムルガスの両足首を切断する。

「……え？　あ、あ、あ……ぎゃああああああああ！　お、俺の足が、俺の足がぁぁぁっっ！」

　一瞬、自分が攻撃を受けたのを信じられなかったのだろう。呆ほうけたような声を出しつつも、両足首を切断されたために上う手まく立っていることが出来ずに地面へと崩れ落ちるムルガス。そして数秒を経てから襲ってきた強烈な痛みに、地面を転げ回りながら泣き喚わめく。

「ちぃっ、まだ生きてたのかい。アル、行くよ。どうせ最後の悪あがきだ。スニィは援護！」

　セリルはレイの持っている最大のマジックアイテムはアイテムボックスであるミスティリングのみだと判断していた。ゆえに、まさか普段から身に纏まとっているドラゴンローブまでもがマジックアイテムであるとは思わず、今ムルガスに放たれた一撃は、スニィの矢で致命傷を負った死の間際の苦し紛れのものだと思い込んだ。

　あるいは、それも無理は無かったのかもしれない。何しろドラゴンローブはゼパイル一門、つまり当時の世界でも最高峰の錬金術師であるエスタ・ノールがその価値を他者に見抜かれないようにと隠いん蔽ぺい効果を付与しているのだ。ランクＣ程度の冒険者にそれを見破れというのが無理な話だろう。

　頭の片隅でそんなことを考えつつ、ムルガスの両足首を切断した一撃の反動を利用して跳ね起きるレイ。そのまま地面を転がり回っているムルガスへと近づき、デスサイズの刃で地を掬すくうような一撃を放ち、見苦しく泣き喚いていたムルガスの胴体を真っ二つにする。

「がっ!?」

　小さく悲鳴を上げ、胴体から胃や腸といった内臓を周囲にばら撒まき、目から光を失うムルガス。その近くに、足首から先が靴と共に並んでいるのを見て、一瞬だけ苦笑を浮かべる。

（『鷹たかの爪』と戦った時と同じく特に動揺とかは無いのは、倫理観がこの世界に適応化しているためで、その結果人を殺しても罪悪感は特に無いんだろうな）

「ムルガス!?　ちぃっ、矢が当たったってのに無傷なのかい！　アル、一斉に仕掛けるよ！」

「姐御!?　一いつ旦たん退ひいた方が！」

「馬鹿を言うんじゃないよ！　もう仕掛けたんだ。こうなってしまった以上はあたしたちが新入りを殺すか、あるいは奴に逃げられてギルドに賞金を懸けられるかのどっちかしかないんだ。覚悟を決めな！」

「……くそっ、分かったよ！」

　タイミングを合わせ、前方と右から剣を振りかぶってくる二人。そのうち『夜闇の星』のリーダーであるセリルの方が手て強ごわいと判断し、まずは相手の数を着実に減らすべく狙いをアルへと定め、デスサイズの石突きで周囲に撒き散らかされているムルガスの内臓をアルの方へと向かって弾はじき飛ばす。

「ちぃっ！」

　咄とつ嗟さにバスタードソードを横薙ぎに一閃。ムルガスの内臓を顔で受け止めて目め潰つぶしとされるのは回避する。だが……

「馬鹿！　迂闊だよ！」

　セリルの声が周囲に響くが、すでに遅い。バスタードソードはその重量ゆえに一撃の威力は高い。しかし、同時にそれは取り回しの難しさにも繫つながるのだ。例えば、レイが今やっているように懐に入り込まれたときのように。

　バスタードソードを振り切ったアルがふと風を感じて視線を向けると、すでに先程までレイのいた場所にはローブを纏まとった小柄な姿は何処にも見えなかった。

「アル、懐だ！」

　セリルが長剣を構えて叫びながらアルの方へと向かうが、すでに遅い。まさに死神の大鎌の如くアルの命を刈り取ろうと、その大鎌が振り下ろされようとしていたのだ。

（くそっ、姐御は間に合わない。俺の剣も間に合わない……こんな、こんな所で終わるのかよっ！）

　自分の死をもたらす存在がすぐ目の前に迫ってきているせいだろう。アルの頭はこれまでになく素早く回転し、自分の生きてきた人生の意味は何だったのかと自問をし、セリルの口車に乗ってレイを襲ったことを後悔し……

「馬鹿っ、諦あきらめるな！」

　その声が聞こえた瞬間、我に返った。

「……何だ？」

　おかしい。自分は今、死ぬ寸前だったはずだ。なのに何故生きている？　そんな疑問を抱きつつ視界に入ったのは、先程レイが大鎌を振るおうとしていた位置と、自分の位置の丁度中間辺りの地面に突き刺さっている数本の矢だった。

　その矢を見た瞬間、諦めるな、と叫んだ声がスニィのものだったと思い出す。

「無事だね？」

　そして隣には剣を構えてレイを牽けん制せいしているセリルの姿。そこまで周囲の状況を確認して、ようやく自分がまだ生きているんだと実感することが出来たのだった。

「姐御、あいつは強い。伊だ達てにグリフォンを従えてる訳じゃないらしい」

「そのようだね。ったく、ランクＧの新入りだよ？　それがこんなに強いなんて誰が思うのさ」

　そんな二人のやり取りを聞きながら、レイの口元には笑みが浮かんでいた。

「俺がどのくらい強いのか、か。そうだな。少なくともランクＣモンスターを討伐出来る程度の強さは持ってると自負しているよ」

　デスサイズをヒュンヒュンと振り回しながら目の前の二人を視界に入れつつ、弓使いであるスニィの様子を窺うかがうのも忘れない。

　先程の弓での一撃はタイミング的にはこれ以上ないものだった。レイが人外に近い身体能力を持っていたからこそ回避出来たのだが、通常の人間ならまず間違い無くその身に矢を受けていただろう。

（そして何よりも驚いたのは、あのアルとかいう男を明らかに囮おとりにしていた。俺がデスサイズを振るうのを、そのほんの一瞬の隙を突くかのようにして攻撃しながら、それでもなお諦めるなと口に出し、それに応こたえるように動いた。……なるほど。信頼、か）

　この討伐任務に参加してからのレイは、『夜闇の星』に関してチンピラ同然のパーティだと思い込んでいた。実際その行動原理はチンピラそのものではあるのだが、パーティ間の信頼はきちんとされているのだと、このとき初めて理解したのだった。

（かと言って、大人しく殺されてやる訳にもいかないけどな）

　死の寸前からどうにか脱したアルが、額に冷や汗を滲にじませながらもレイの隙を窺う。それは隣にいるセリルもまた同様だ。背後からはレイが隙を作ったらいつでも矢を放てるように弓を引いているスニィ。

　そんな三人を牽制するようにデスサイズの柄の中ほどを持ち、まるで棍こんの演舞でもしているかのようにヒュンヒュンと振り回しつつ『夜闇の星』相手の作戦を内心で練る。

（この場合一番厄介なのは近接戦闘が可能な二人じゃなく、遠距離からの援護が可能なスニィとかいう女か）

　デスサイズを振り回しつつ、スニィの方へと視線を向けるレイ。そこはオークが作った家屋の屋根の上であり、普通ならそこまで攻撃は届かないだろう。炎の魔法を使うにしても、セリルとアルの二人が呪文を唱える隙を与えるはずも無い。そう、スニィに対する攻撃手段が無いのだ。普通なら、だが。そしてレイは、とても普通と言える存在では無かった。

　デスサイズを振り回している遠心力を使い、柄の部分で地面を抉えぐり土や石を目の前にいる二人への目潰しとして撃ち放ち、その場から大きく跳び退すさる。

　次の瞬間、一瞬前まで自分がいた場所を中心に数本の矢が突き刺さっているのを確認しながら、スレイプニルの靴を発動する。

　跳躍したレイが最高点に達し、落ち始めたところでスレイプニルの靴で空気を踏んでさらに跳躍。

　その瞬間、まるでレイが落ち始めたのを読んでいたかのようにレイの足下を数本の矢が飛んでいく。あのままスレイプニルの靴で空を足場にしていなければ、恐らく放たれた数本の矢のうちの何本かはレイに突き刺さっていただろう。だが、そのスニィの計算をマジックアイテムであるスレイプニルの靴が覆す。

　自分の攻撃が再度外れたのを見たスニィが慌てて矢筒から矢を取り出して弓を引こうとしたそのとき……

「残念だったな」

　すでにレイはスニィの目の前に存在しており、デスサイズを振りかぶっていた。

「っ!?」

　何かを叫ぼうとしたスニィだったが、それが口に出る前に魔力の込められたデスサイズが振り下ろされ、その巨大な刃は肩口から入り、袈け裟さ懸けにスニィの身体を斜めに切断し……次の瞬間には身体がずれて内臓と血を屋根の上にぶちまける。

『スニィ!?』

　その様子を見ていたセリルとアルは同時にスニィの名を呼ぶが、身体を斜めに切断されたスニィの瞳ひとみからはすでに意志のある光は消え去っていた。

「手て前めえっ！　よくもスニィを！」

　怒声を上げるアルだったが、レイは冷たく凍えた目でアルとセリルを見据える。

「何だ、自分たちは俺を殺しても良くて、俺がお前たちを殺すのは駄目だとでも言うのか？　殺すつもりで掛かって来たのを殺し返して何が悪い？　それともお前たちのみが俺を殺す権利を一方的に持っているとでも言うつもりなのか？」

「うるせぇっ！　とっととそこから降りて来やがれ！　俺の剣でスニィやムルガスがやられたのと同じように叩たたっ斬ってやるよ！」

　そう怒声を吐くアルだったが、レイはそのままそこに留とどまって降りてくる様子が無い。

「何だ、シーフや弓で武装してる相手は倒せても、お前と同じ近接戦闘職同士でやり合うのは苦手なのか？　お前も男なら正々堂々と戦え！」

「くくっ。正々堂々、ねぇ。自分たちは不意打ち、四人で俺一人に奇襲を仕掛けておいて、正々堂々とかあまり笑わせないで欲しいんだが。……いや、冒険者としての才能はともかく、芸人としての才能なら一級品だな」

「ふざけるな！」

「そうだな、冗談はこの辺にしておくか。それと冗談ついでに訂正しておこう。俺は別に戦士じゃない。敢あえて言うなら……『魔法戦士』だ」

「……何？」

　思わず聞き返してきたアルの言葉を無視し、魔力を込めた呪文を口に出す。

『炎よ、汝なんじは我が指定した領域のみに存在するものであり、その他の領域では存在すること叶かなわず。その短き生の代償として領域内で我が魔力を糧とし、一瞬に汝の生命を昇華せよ』

　レイが呪文を唱え始めるのと同時に、魔力で構成された紅あかい線がアルとセリルのいる場所を囲うように描かれていく。

「ちぃっ！」

　その線の危険性を察知したのだろう。セリルは後方へと素早く跳躍してその魔力線から逃れる。だが、セリルよりもランクの低いアルにそこまでの判断力は無かった。いや、あるいはあったのかもしれないが、仲間を殺されて頭に血が上り危機感知能力が下がっていた。

　いつもの慎重さを発揮していたのなら、もしかしたら自分に迫る圧倒的な死の存在を感じ取れていたかもしれない。だが、それは全てもしもの話。すでにアルは紅い魔力線に囲まれており、その運命は決していた。

『火精乱舞』

　呪文が完成し、魔法が発動する。紅い線で描かれた場所がまるで切り取られたかのように半透明の紅いドームに覆われ、ようやく自分がどれほど危険な場所にいるのかを悟ったアルが頰を引き攣つらせた瞬間……紅いドームの中に無数のトカゲのような存在が現れる。その数は数えるのも面倒臭くなるほどの数であり、同時に次の瞬間にはトカゲたちが爆発して炎に変わっていく。一匹が爆発して炎へと変化し、その爆風に触れたトカゲが同じく炎に変化し……と、爆発と炎の数が連鎖的に増え、最後の一匹が爆発して炎に変化したときにはその眩まぶしさに目を開けていられないほどの灼しやく熱ねつの炎がドームの中を荒れ狂い、アルに最後の言葉すら発せさせずに瞬時に燃やし尽くすのだった。




　アルがその身を捕らえられた半透明の紅いドーム。その中ではまだ灼熱の炎が荒れ狂ってはいたが、そのドームの外には熱の一切を通してはいなかった。これは自らの魔力により周囲へと延焼するのを防ぐためにレイが作りだした魔法であり、ドームの中で燃えさかる炎はドームの外に一切の影響を及ばさないという代物だ。

「……あんた、一体……」

　半透明の紅いドームの中で、一瞬にして燃やし尽くされたアルを思い出したのだろう。セリルが思わず、といった様子で呟つぶやく。

　それに対するレイの返答は口元に浮かべる微かすかな笑みだ。

「さて、俺はお前たちが言ったように、ギルドに登録したばかりのランクＧ冒険者なのは間違い無いな」

　セリルの半ば一人言だった呟きにそう返しながら、指を鳴らす。すると次の瞬間にはドームの中で燃え盛っていた灼熱の炎はまるで幻だったかのように瞬時に消え去り、炎が全て消え去った次の瞬間、ドームそのものもまた消え去るのだった。

　後に残ったのは黒く焦げた地面と、アルが装備していた半ば溶けかけたバスタードソードのみ。アルの身体自身は装備していたレザーアーマーも含めて全て燃やし尽くされ、炭すらもその場に残ってはいない。

　せめてもの救いは、ドームの中で荒れ狂った灼熱の炎がアルに死の恐怖や痛みといったものを感じさせず、一瞬にして焼き殺したことだろう。アル自身は痛みもなく一瞬でその命を絶たれたのだから。

「ふ、ふざ……ふざけるんじゃないよ！　ランクＧの冒険者如きが人を一瞬で焼き殺して、しかも周囲には一切の影響を与えないなんて強力な魔法を使えるはずないじゃないか！」

　アルの末路を目にし、セリルはようやく屋根の上から自分に冷たい視線を送っている男がただのランクＧ冒険者では無いことを理解する。

　その代償として己の仲間三人が亡くなり、『夜闇の星』はすでにセリル一人となってしまっていたが。

「……一つ勘違いがあるようだから言っておこう。確かに俺はギルドに登録したばかりのランクＧ冒険者だ。それは間違いない。だが、だからと言って俺がギルドに登録する前に身につけた魔法や技術がギルドに登録した瞬間に消える訳じゃない。お前の間違いは、俺が戦闘や魔法に関してギルドに登録したばかりの素人しろうとと同じだと思い込んでいたことだな。俺に関しての情報は色々と流れていたはずだが、しょせんはギルドに登録したばかりの新人と本気にしていなかったのか？」

　セリルにしてもランクＤパーティである『鷹たかの爪』を一人で倒したり、グリフォンというランクＡモンスターを目の前の男が従えているというのは知っていた。それでもなお、自分なら何とか出来ると根拠のない自信を持っていたのだ。そしてその致命的な間違いはセリル以外の『夜闇の星』のメンバー全ての死という結果をもたらすことになった。

「くそっ、じゃあお前は何だっていうんだい！」

　奥歯を嚙かみ締めながら鋭くレイを睨にらみつけ、吐き捨てるように叫ぶセリル。しかしレイはその言葉を無視して、トンッと軽く足場にしていた屋根を蹴けり地面へと飛び降りる。

　地面に着地したときに、殆ほとんど音を立てないその様は確かにランクＧの冒険者とは言えないものだった。

「さてな。俺はこれから死ぬ相手へ冥めい土どの土産を渡すほどに優しくは無い」

　持っていたデスサイズをヒュンヒュンと振り回しながらも、その視線はセリルから外さない。

（俺の魔法の腕を知った以上、次に俺が何らかの魔法を使おうとすれば迷わず逃げ出すだろう。出来ればさっきの一撃でアルとかいう男と一緒に片付けておきたかったが……腐ってもランクＣ冒険者か）

　獲物を狙う視線でセリルを見ながらジリジリと間合いを詰めていくレイ。

　セリルはレイが徐々に間合いを詰めてくるのを承知していながらも、レイの実力を見てしまった以上は背を見せてその場を逃げる訳にもいかず、レイが近づいて来た分だけ自分もまたジリジリと下がっていく。

　だが、当然どこまでもそうやって逃げ続ける訳にもいかず、やがてセリルの背はオークの住居と思われる建物にぶつかることになる。

「さて、そろそろ時間稼ぎは十分だろう？　こっちとしても夜襲に参加している他のパーティを援護しないといけなくてな。そろそろ決めさせて貰もらうぞ」

　振り回していたデスサイズをピタリと止め、刃をセリルの方へと突きつけて尋ねる。

「……確かにあたしはあんたに勝つのは難しいんだろうさ。けどね、だからって黙ってやられる訳にはいかないんだよ！　こうなったら意地でもここを切り抜けてやる！」

　このまま時間稼ぎをしたとしても、やがて他の冒険者パーティが来ると考えたのか覚悟を決めたように叫び、左手に持っていた盾をレイの顔目掛けて投げつける。

「目め眩くらましのつもりか？」

　つまらなそうに呟き、魔力を纏まとわせたデスサイズを一いつ閃せんするレイ。魔力を込められたことにより鋭利さを増したデスサイズは、何の抵抗も無くセリルによって投げつけられた盾を二つに斬り裂く。

　だが、自分が投げた盾が通用しないというのはムルガスやスニィの最期を見ていたセリルにしても承知の上での行動である。それでもその行動を実行したのは、一瞬でもいいからレイの目を眩ませたかったため。そして一撃でいいからレイへとダメージを与えたかったためだ。

　盾で目眩ましをした瞬間に逃げ出せば、運が良ければそのまま逃げ切れたかもしれない。だが、レイの身体能力を知ってしまった今ではそれは難しいと判断し、自分を追撃できないような傷を与えるのを目的とした、まさにセリルの運命を懸けた一撃だった。

「はあああぁぁぁぁっっ！」

　雄お叫たけびを上げつつ、狙うのは胴。頭部は的が小さく、腕を狙ったとしても一撃で両腕を落とせる訳ではない以上は残った方の腕で攻撃される可能性が高い。そうなると残るのは上う手まく行けば致命傷を負わせられる胴体か、逃げた自分を追うのが難しくなる足。そしてセリルが選んだのは胴体だった。上手く行けば内臓にダメージを与えられるかもしれないという理由もあったが、最大の理由はその的の大きさだ。レイの動きを考えた場合は足を狙ったとしても回避される可能性が高いと判断したのだ。ならば身体の中心部であり、もっとも攻撃を回避されにくい胴体を、という訳だ。

　その、まさに窮鼠猫を嚙むとでも言うような乾けん坤こん一いつ擲てきの一撃は、確かにレイにとっても予想外の速度で放たれた一撃だった。しかもその攻撃方法はセリルが最も得意とする突き。

　盾をデスサイズで斬り裂いたときには、すでにセリルの突きはレイの胴体へと突き刺さる直前であり……

「惜しかったな」

　だが、セリルの全身全霊を込めた一撃であっても、レイにとっては咄とつ嗟さに対応出来る程度の一撃でしかなかった。

　盾を袈裟懸けに斬り裂いたデスサイズの石突きを使い、自らの腹……というよりも鳩尾みぞおちを狙って繰り出された剣の刀身をはね上げる。

　セリルの全身全霊の一撃と、レイが咄嗟に放った一撃。普通ならどう考えてもセリルの一撃が勝つのだが、この場合は双方の身体能力の差が如実に現れることになった。

　キンッ！　という鋭い金属音を立て、セリルの刀身が半ばで叩き折られて空中を回転しながら飛んで行き、地面へと突き刺さる。

　そして刀身の半分以上を折られたセリルの突きは当然レイへと届くことはなかった。

「ば、馬鹿な……あたしの全力の一撃だよ!?　それをあんなあっさり……」

「……残念だったな。元々の身体能力が違ったらしい」

　静かに呟き、長剣を叩き折った状態のままのデスサイズを左下から右上。いわゆる逆袈裟に斬り上げる。

　レイが攻撃するときの一瞬の気配を感じ取ったのだろう。自分の長剣を呆ぼう然ぜんと見つめていたセリルは咄嗟に跳び退るが、それはほんの少しだけ遅かった。斜めに斬り上げられたデスサイズの刃は、セリルを逆袈裟に斬り上げていたのだ。それでも身体を二つに切断されずにすんだのは、その反射的な回避行動のおかげだろう。

「ぐぅっ！」

　苦痛の呻うめき声を上げながら、地面へと片かた膝ひざを突くセリル。右腰から左肩にかけて深く斬り裂かれたために、いくら手で傷口を押さえても全てを押さえきることは出来ない。ボタボタと地面に血が流れ落ちるのを目にしつつも、レイはデスサイズを構えてセリルへと最後の一撃を加えるべく近付いていく。

「や……られて……たまるかぁっ！」

　呻きながらも、足下にある土……否、血が零こぼれ落ちて泥となったそれを摑つかみ取り、力を振り絞ってレイの顔面目掛けて撒まき散らす。

　だが、レイはそれを躱かわすでもなく、あるいはローブで防ぐでもなく、ただデスサイズで空中を一閃する。

　それだけで轟ごう、という音が周囲へと響き渡り、同時に血で出来た泥もまた周囲へと散るのだった。

「悪あがきを……いや、そうか」

　自分に血の泥を投げつけたセリルへと何かを言おうとしたが、セリルの狙いが何だったのかというのはその姿を見ればすぐに分かった。腰に着けられている袋から、夜襲が始まる前にボッブスから配布されたポーションを取り出し、自らの傷口へとぶちまけたのだ。

　デスサイズの一撃により皮膚と同時にレザーアーマーも斬り裂かれていたのだが、ポーションの効果で見る見るその傷は治っていく。

「はっ、女の素肌を見ながら興奮も何もしないとはね」

　傷口が治ったために微かに見える双丘を手で隠しつつ、憎々しげに呟くセリル。だが、すぐに自らの素肌を隠していた手を元に戻し、半裸に近い己の格好を見せつける。

「ねぇ、どうだい？　あたしを見逃す代わりにこの身体を好きにしてもいいって言ったら、その取引に乗ってくれるかい？」

　媚こびるような目でレイへと視線を送るセリル。元々その顔立ちは整っているだけに、半裸の姿もあって女を知らない男なら飛びつきそうなほどの色気を放っていた。

「……俺はお前の仲間三人を殺したんだが？」

　その言葉に一いち縷るの希望を見たのだろう。セリルは小さく首を振る。

「あいつらだって、危険を承知で冒険者なんて職業をやっていたんだよ。ここで死んだとしても、それは結局あの三人の器はそこまでだったってことさ」

「そうか」

　セリルの言葉に小さく呟つぶやくレイ。そんなレイへとしな垂れ掛かり、自らの半ば露あらわになった胸を押しつけようとするが……

「浮かばれないな、あいつらも」

　レイがさっと身を躱したために、その身体に寄り掛かっていたセリルは足をもつれさせてそのまま地面へと倒れ込む。

「ちょっ、何をするん……だ……い」

　地面に倒れこんだまま、勢いよくレイの顔を睨みつけようとしたセリル。だが、目の前にあったのはローブを纏まとったレイの姿では無く、どこまでも凶悪なデスサイズの刃。

「ねぇっ、なんでさ。あたしの身体と引き替えに見逃してくれるって言ったじゃないか！」

「確かにそう提案はされたが、俺はそれを了承した覚えは無いな」

　呟きつつ、レイの脳裏には目の前にいる女とパーティを組んでいたアルとスニィの姿が思い浮かんでいた。

　仲間を信じて囮おとりにしつつ、弓を射た女。

　その女を殺され、自分よりも圧倒的に強いと理解したにもかかわらず戦いを挑んできた男。

　どちらもレイにとっては、それほど強い相手という訳でも無かった。何せギルムに着いて早々に圧勝した『鷹たかの爪』と同レベルの者たちなのだから、それは当然だろう。

　だが、それでもその姿勢にはまだ見るべき所があった。しかし……

　チラ、と懇願の目で自分を見上げているセリルへと視線を向ける。そこにあるのは確かに円熟した女の、美しいと表現してもいい顔だろう。だが、レイにとってはその内部に詰め込まれている醜い性根が透けて見えるようで、それこそオークの顔と大差ない価値しか見み出いだすことが出来ない。

「俺が抱くにしても、お前のような女はごめんだな。それこそ金を貰っても抱く価値が無い」

「なっ！」

　多少年を食ったとはいえ、己の美び貌ぼうにはそれなりに自信を持っていたセリルだ。それだけに金を貰っても自分を抱きたくはないと言われて急激に頭に血が上る。

「あんたねぇっ！　あたしは本来ならあんたのような新人如きが相手に出来るような女じゃないんだよ！　それを……」

「もういい、黙れ」

　これ以上の無意味な命いのち乞ごいや容姿自慢を聞く価値も無いと判断したレイは、無造作にデスサイズを持ち上げる。

「ひっ！」

　小さな悲鳴を上げつつセリルが最後に見たのは、まさに断罪の刃やいばの如く己へと振り下ろされようとしている巨大な刃だった。




「辺境で冒険者の集まる街と言っても、結局は玉ぎよく石せき混こん淆こうか」

　首から頭部を切断され、血を噴き出しているセリルの死体を見下ろして呟く。

　その表情には人を殺した罪悪感や恐怖感といったものは存在しておらず、ただその死体を見て不快そうに眉まゆを顰ひそめるだけだった。

　そんなレイへと、いつの間にか暗闇から姿を現したセトが慰めるようにその頭を擦こすりつける。

「そうだな。冒険者には『雷神の斧おの』のような奴等もいるんだから、決して捨てたものじゃないってのは分かってるよ」

　擦りつけてくる頭をコリコリと搔かきながら、気を取り直すように小さく首を振る。

「さて、セト。そろそろ俺たちも本業に戻るとするか。まだオークを率いている存在は現れていないんだろ？」

　喉のどを鳴らしてレイの質問を肯定するセトを一いち瞥べつし、すでに慣れたようにその背へと跨またがる。

「よし、じゃあまずは他のパーティの援護に回りながらオークメイジとオークジェネラルをもう一匹ずつ捜すとしよう。オークアーチャーはもう十分に片付けてあるからもういらないんだが……まあ、いたら狩るってことで」

「グルルルルゥッ！」

　周囲へと聞こえるように高く鳴き、そのまま数歩の助走で夜空へと羽ばたいていく。

　雲が晴れ、月明かりが降り注ぐ夜空を一人と一匹は駆け上がるように昇っていくのだった。




　月明かりと燃えている集落が地上を照らす中、レイとセトはその上空に存在して地上を眺めていた。

　相変わらず集落の東で戦闘が続いてはいるが、そこにいるオークはさすがに数を減らしていた。そして『雷神の斧』へと襲い掛かっているオークの背後にも集落の各所から侵入した他のパーティの数組がようやく到着しており、背後から襲い掛かって『雷神の斧』と挟み撃ちの様相を呈している。

「たった一組で数組のパーティと同等の戦力で挟み撃ち、か。確かにランクＡパーティなだけはあるな」

　夜襲を開始してからすでに数時間は経っているというのに、未いまだに『雷神の斧』が押さえている東側からは派手な戦闘音が聞こえて来る。

　さすがにミンも魔力の残りが少なくなってきているのか、魔法の放たれる間隔が長くなってきているが、それでもなお途切れることなく火の玉や氷の矢、降り注ぐ雷といった魔法が放たれているのが上空からでも見える。

「オークの数が大分減ってきているのに、何故オークを率いている個体は出てこない？」

　レイとセトだけでオークを三十匹近く倒している。他のパーティが倒した数は分からないが、それでもかなりの数を倒しているのは間違い無いだろう。もちろん討伐隊の中で最もオークの討伐数が多いのは、夜襲開始時から集落の東で延々とオークと戦い続けている『雷神の斧』だろうが。

　実際、現在集落の東に集まっているオークの数は上空からざっと見た限りではすでに五十匹を割っているように見える。それなのにまだオークを率いている個体が出てこないというのは、どう考えても異常だった。

　その様子に疑問を覚え、集落の上空をセトに飛んで貰もらいながら地上の様子を見ていると、戦力が集中している東ではなく西の方で夜の闇に紛れて移動をしている集団が目に入る。

　普通の人間なら夜の闇に紛れて移動しているその姿を見つけるのは無理だっただろう。あるいは、夜目の利く種族なら話は別だったかもしれないが。

　月光や集落を燃やしている炎で大分薄れてきた夜の闇だが、それでもなお場所を選べばその身を隠しながら移動することは可能だ。だが、討伐隊の面々が各所から侵入しているというのにその集団が目に入ってきたのは、まるで集落から外へと向かうように移動していたからだ。そして決定的だったのは、その集団の前方に数名の冒険者たちの姿が見えていたことだろう。

　基本的に、今回の仕事では全てのパーティが集落の八ヶ所に分散して東の『雷神の斧』以外は殆ほとんど同時に侵攻を開始している。そんな中で、西から外へと出るように移動する集団というのは、上空にいるレイから見ても不自然極まりない。

　討伐隊にどんどんと数を減らされ続けているオーク、最大の激戦区になっている東とは反対の方向へと、夜の闇に隠れながら移動する集団。西から侵入した冒険者たちとは別行動をしている集団。それらがレイの頭の中で一つになったその瞬間、レイは獰どう猛もうな笑みを浮かべながら地上へと鋭い視線を向けるのだった。

「なるほど、確かにもうこのオークの集落は駄目だろう。オークの数は加速度的に減っていってるし、集落自体もそう遠くないうちに燃え尽きる。だからと言って、上に立つ者がそれを見捨てて逃げるというのはちょっといただけないな。セト！」

　レイの声に、セトは雄叫びを上げつつ地上へと鋭く降下していく。目指すのはオークの集落から逃げようとしている集団……ではなく、その前方にいる西から侵入した冒険者たちだ。

　集落の燃える熱気により、正真正銘の熱帯夜とでも表現出来るような空気を切り裂きながら地上へと降り立つセト。

「うわぁっ！」

　当然、そんなセトが突然目の前に現れたのを見た冒険者たちは、驚きの声を上げつつも瞬時に散らばって各々の武器を構え……そこにいたのが討伐隊で顔かお馴な染じみになった異色の冒険者であるレイと、グリフォンのセトであると知り武器を下ろす。

「ちょっと、あんまり驚かせないでよね」

　そう声を掛けて来たのは、二十代中盤ほどの女戦士のミレイヌだ。その手には鋭く光る剣を持っており、動きを阻害しない程度のレザーアーマーを身につけている。その隣で杖つえを構えているのは四十代ほどの中年の男で、ローブを身に纏まとっていた。二人の背後で安あん堵どの息を吐きながら弓を下ろしているのは、まだ十代、それこそレイよりも少し年上といった外見のショートヘアーの少女だ。こちらもまた動きを阻害しない程度のレザーアーマーを身につけている。

　リーダーであるミレイヌと、中年の魔法使いがそれぞれランクＣ、弓を構えている少女がランクＤのランクＣパーティ『灼しやく熱ねつの風』だ。

「あ、セトちゃん元気してた？」

　恐らくオーク討伐隊の中で最初にセトに陥落させられたであろうミレイヌがセトの頭を撫なでる。それを見て溜ため息いきを吐きながら魔法使いの男、スルニンがレイへと声を掛けてくる。

「それで、どうしてここへ？　確か貴方あなたたちは遊撃を担当だったと思いますが。ご覧の通り今の私たちは集落の中央へと向かっている途中で、ここで戦闘は行われていませんけど」

「ま、ここに辿たどり着くまで数回の戦闘はあったけどね」

　スルニンの言葉に、弓使いの女のエクリルが茶化すように口を出す。

　そんな三人の様子を見たレイはセトの背から降りて周囲を見回した。

「この先からこっちに向かって来ているオークの集団を見つけてな」

「ありゃま。てっきりオーク共は東の方に集まってると思ってたんだけど、こっちに向かって来るとはね」

　ミレイヌがセトの背を撫でながら口を開く。

　普段なら喉を鳴らして喜ぶ場面なのだが、さすがに近くまで敵が迫っているとあってセトは鋭く闇を見据えていた。

「だろうな。実際、上から見た限りだと殆どのオークが東に向かって『雷神の斧』とぶつかっているし、他のパーティの面々は作戦通りにその背後から襲い掛かっている」

「じゃあ、何でこっちにオークが？」

「分からないか？　オークも頑張ってはいるが、夜襲、『雷神の斧』と他のパーティの挟み撃ち。ついでに言えば俺とセトも何匹かの上位種を狩っている。つまりは……」

　そこまで言って言葉を区切る。だが、レイの言いたいことをすぐに理解したスルニンが、厳しい視線をセトが向けているのと同じ方へと向ける。

「オークを率いている個体が、勝ち目が無いと悟って逃げ出したと？」

「え!?　だってオークたちを率いているってことは、いわばボスでしょ？　なのに部下や仲間たちを見捨てて逃げるっていうの!?」

　エクリルの驚いたような声が周囲に響くと同時に、レイは持っていたデスサイズを鋭く一いつ閃せんする。

　次の瞬間、キンッという金属音と共に切断された矢が真っ二つになって地面へと落ちた。

「っ!?　敵襲！」

　それを見た瞬間、ミレイヌが鋭く叫びスルニンとエクリルも即座に戦闘態勢をとる。剣を持ったミレイヌが前衛へ。弓使いのエクリルと魔法使いのスルニンがミレイヌの後方へと。ミレイヌの言葉一つで滑らかに陣形を整えるその姿は、この陣形が『灼熱の風』にとって必勝のものなのだとレイにも理解出来た。

　そんな様子を内心で感嘆しながら眺めつつ、レイとセトも戦闘態勢をとる。

　レイはデスサイズを構えていつでも斬撃や魔法を放てるように。セトはいつでも飛び立ち、上空からレイの援護が出来るように。

「……来たぞ」

　レイたちが戦闘態勢を整えたのと殆ど同時に、闇の中から数匹のオークが姿を現す。

　通常のオークが五匹、弓を持ったオークアーチャーが一匹、杖を持ったオークメイジが一匹。他のオークより一回り大きく、鎧よろいを着ているオークジェネラルが一匹。

「うわ、通常のオークだけじゃなくて上位種が三匹も……こりゃ確かにレイとセトちゃんが援軍に来てくれて助かったわね」

　うっすらと額に冷や汗を滲にじませながらミレイヌが呟つぶやく。もし自分たちだけでこの集団とまともにぶつかっていたら、まず勝てなかったと判断していたからだ。どんなに上う手まく戦闘を進めたとしても、数名の死者を出していただろう。下手をしたら全滅だ。

　だが、ここにはランクＡモンスターのグリフォンであるセトがいる。また、実際に戦闘している姿を見たことはないが、レイの強さも噂で聞いていた。

　現れた八匹のオークを見ても、レイはまだ闇の奥を見据えている。その様子を疑問に思ったミレイヌがレイの視線を追うと、まるで闇からヌルリと這はいだしてきたかのように一つの影が姿を現す。

　その姿は他のオークより一回り大きいオークジェネラルよりもさらに大きく、三メートルを超えていた。また、見た目にも豪華な鎧を身につけており、その手には魔法剣と思われるグレートソードが握られている。そして何よりもその威厳、あるいは迫力、気迫。そういったものが明らかに他のオークとは違っていた。

　そんなオークの姿を見たミレイヌは、半ば気け圧おされそうになりながらパーティの知恵袋であるスルニンへと声を掛ける。

「スルニン、あのオーク知ってる？　私の知ってるオークの中にはああいうのはいないんだけど……どうにも嫌な予感しかしなくてさ」

「馬鹿なっ!?」

　ミレイヌに声を掛けられ、そのオークへと視線を向けたスルニンは思わず叫ぶ。

　それは普段冷静沈着で丁寧な言葉遣いをしているスルニンしか知らないエクリルにとって、初めて見る姿だった。だが、スルニンとそれなりに長い年月パーティを組んできたミレイヌは、幸か不幸かそういうスルニンを今まで幾度か見たことがある。例えばゴブリン退治の依頼を受けてケルピーというモンスターと出会ったとき。例えばトレント退治の依頼を受けて、より上位のモンスターであるアルラウネクイーンと出会ったりしたときだ。つまり予定していたモンスターとは違う、より強力なモンスターと出会ったとき。

「スルニン、教えて。あのオークは……何？」

　胸に広がる嫌な予感を必死に宥なだめつつ、オークたちから視線を外さずにスルニンへと尋ねるミレイヌ。

　それに答えたスルニンの声はどこか掠かすれたものだった。

「オークたちの王、オークを統べる者、すなわちオークキング……ランクＢモンスター、です」

「っ!?　……なるほど。スルニンがそうなるのも当然、か」

　スルニンの説明に鋭く息を吞のむミレイヌ。ランクＢモンスター、それはランクＣである自分と一つしかランクが違わない存在だ。だがランクＳとランクＡの間に越えがたい壁があるように、ランクＢとランクＣの間にも似たような壁がある。それはランクＤとランクＥの壁を越えてきただけに身に染みて理解していた。ランクを上げるのに試験があるというのは、伊だ達てではないのだと。

「困ったわね……まさか『雷神の斧おの』がいる東じゃなくて西にいる私たちの方に向かって来るなんて」

　焦る心を押さえ込むために、わざと気楽な口調を装うミレイヌ。おかげでランクＢモンスターという存在を前に震えていたエクリルも何とか落ち着きを取り戻しつつあった。

　そんな中、ミレイヌの隣でデスサイズを構えていたレイが口を開く。

「怯おびえる必要は無い。さっきも言ったように、こいつ等は俺たちオーク討伐隊に勝てないと見て逃げ出した敗残兵でしかないんだからな」

　その言葉に滲んでいるのは紛れも無い嘲あざけり。ミレイヌたちと睨にらみ合っているオークたちも、言葉は理解していなくてもその言葉に込められている感情は理解したのだろう。見る間に殺気立っていく。

「ちょっと、レイ！　あんまり挑発しないでよ。私たちだけでどうにかなると思ってるの？　今は何とか時間を稼いで、援軍が来るのを待つしかないんだから」

「そうです。残念ですが今の私たちの戦力ではあのオークたちに勝てるかどうか……貴方のグリフォンにしても、いくらランクＡモンスターとは言っても結局は多勢に無勢。グリフォンが生き残れても、私たちが生き残れないのでは何の意味もありません」

　ミレイヌの言葉に続いて、スルニンもまた戦闘を避けて時間稼ぎに徹するべきだと告げてくる。

　だが、レイはそんな二人の言葉を聞き流しつつ敵の戦力を見定めていた。

（オークキングは俺が何とかするとして、問題は他の上位種か。アーチャー、メイジ、ジェネラルがそれぞれ一匹ずつ。確かに素の状態ではセトでも多勢に無勢だろう。なら、どうする？　簡単だ。セトに禁じていた魔獣術としての力を発揮させればいい。だがそうなると、セトの特異性がこの三人に気付かれる。さらにその中の一人は魔法使いで、見るからに頭がいいだけに魔獣術という存在に辿り着く可能性がある。いや、ゼパイルは魔人として有名だったのを考えると、魔獣術に辿り着く可能性はかなり高いと考えてもいいだろう。そうなると何故俺が失われた魔術である魔獣術を……魔人とまで呼ばれたゼパイルが率いる、ゼパイル一門の魔術を使えるのか疑問に思うはず。そして、それが広がれば確実にかつての魔獣術についての伝承なりなんなりを知っている奴等に狙われることになるのは間違い無い。まだ生まれたばかりのセトがその状況に対処出来るかと言えば難しいだろう。……とはいえ）

　視線をミレイヌの方へと向けるレイ。

（ミレイヌにはセトも遊んで貰もらったりして懐いているし、そんな相手を見捨てるのは忍びない。ならしょうがない、か）

　利だけではなく感情の面でも自分を納得させるように素早く頭の中で考えを纏め、ミレイヌへと視線を向ける。

「ミレイヌ、提案がある」

「何？」

「ここを切り抜けるために、俺とセトは他の奴等には秘密にしている切り札を使ってもいい。そうなると当然お前たちはその切り札を目にすることになるが、それを絶対に他人へと漏らさないと約束してくれ」

「……嫌だって言ったら？」

「その場合、俺とセトはこの場から去らせて貰うことになる」

　あっさりと見捨てると言い切るレイ。

　その表情はどこまでも自然であり、自分が否いなと言った場合は躊ちゆう躇ちよ無くそれを実行するのだとミレイヌに理解させるには十分なものだった。

「ミレイヌ」

　震えた声で小さく呼びかけたのはエクリル。オークキングを見たときよりも落ち着いてきたとはいっても、さすがに格上の存在を相手にする恐怖を完全に消し去ることは出来ないらしい。

「分かったわよ。レイとセトちゃんの奥の手に関しては、絶対に誰にも話さないと約束する。これでいい？」

「ああ。ただし言っておくが、この場で口だけの約束をしておけばいいや、なんて考えは無しだぞ？　このオークキングとの戦いが終わったら誓約の魔法を使わせて貰う。それを受け入れるか？」

「誓約の魔法？」

　聞き覚えのない魔法にミレイヌがスルニンに目を向けるが、スルニンもまたその魔法の存在を知らなかったので黙って小さく首を振るしかなかった。

「どうする？」

　返事を促すレイ。それに対するミレイヌは、聞き慣れない魔法に多少不安になりながらもすでに腹を決めていた。セトと違って上空という逃げ場の無いミレイヌたちに、この場で選択可能な選択肢はレイの言葉に従い誓約の魔法とやらを受け入れてこの場を生き残るか、あるいはそれを拒否して自分たちだけでオークキングを含む集団と戦うかの二つに一つだ。そして後者を選んだ場合は戦闘で死ぬならまだマシな方で、下手をしたら……いや、間違い無く自分とエクリルはオークの母体としての一生を過ごすことになってしまう。それならまだ得体の知れない魔法の方がいい。

「分かったわ。レイとセトちゃんの秘密は守るし、その誓約の魔法とやらも受け入れる」

「よし。セト、もういいぞ」

　レイの声に小さく鳴くセト。レイが声を掛けるまでランクＡモンスターであるグリフォンとしてオークたちを牽けん制せいしていたのだ。

　オークたちにしても、目の前にいるグリフォンが並の相手でないというのは本能的に感じているらしく、動くに動けない状況となっていた。

『灼しやく熱ねつの風』とオークたち。その両者の距離はジリジリと縮まっていく。

　オークの中でまず前に出て来たのは、通常のオークとそれを率いるオークジェネラルのみ。後衛のオークアーチャーとオークメイジはいつでも援護を放てるように弓と杖つえを構えており、この集落を統べるオークキングはその様子を背後から悠然と見守っていた。

「ミレイヌ、お前たちでどれだけのオークを相手に出来る？」

　レイもまたデスサイズを構え、切り込む隙を狙いながら隣で長剣を構えているミレイヌへと尋ねる。

「そうね。上位種を抜かせば三人でオーク三匹までは何とかなるわ。五匹が相手でも勝つのはともかく持ち堪こたえるのは可能ね。けど、そこに上位種が入られるとちょっと苦しいわ」

「なら上位種は、オークキング含めて全てをこちらで受け持つ。『灼熱の風』はオーク五匹を受け持ってくれ」

　オークキングを含む上位種を全て自分たちが受け持つ。そう言われたミレイヌは、オークと睨み合っているのを忘れたかのようにレイへと顔を向ける。

「ちょっと、本気？　と言うか、正気？」

「まあ、何とかなる。セト、お前の担当はオークアーチャーとオークメイジだ。スキルの使用を全て許可する。俺はまずオークジェネラルを片付けてからオークキングを相手にする」

　レイの指示を喉のどの奥で鳴いて了承するセト。

　その様子を見ていたミレイヌはスキルの使用を全てというレイの言葉に反応するが、それが先程言っていた切り札なのだろうと判断して、それ以上は何も言わずにオークと対たい峙じする。

「スルニン、エクリル、聞いていたわね。どうやら私たちの相手はオーク五匹でいいそうよ」

「全く、ランクＧ冒険者に頼らないといけないとは……己の身の未熟さを恥じ入るばかりです」

「スルニンさん、今はここを生き延びるのが最優先だから」

　最年長の身としてレイのような少年にこの場の全てを任せることになってしまい、落ち込むスルニンにエクリルが励ますように声を掛ける。

　そんな様子を見ていたレイは、微かすかに笑みを浮かべつつデスサイズを構えた。

「何、気にするな。俺の計算通りに進めばすぐにセトはそっちのフォローに回せるだろうさ。……セトッ！」

「グルルゥッ！」

　レイの合図と共に、セトが鋭く鳴く。同時にセトの前に現れる水の塊。セトがウォーターベアの魔石を吸収して得たスキルの水球だ。

「え？　何でグリフォンが……」

　その様子を見て魔法やモンスターに詳しいスルニンが一瞬固まるが、そんなのはお構いなしとばかりにセトは水球を発射する。狙いは前衛のオーク……では無く、その後方からオークたちを援護しようとしていた遠距離攻撃が可能な上位種。それもより危険度の高いオークメイジの方だ。

　すでに弓を構えていたオークアーチャーが自分たちに向かって来る水球へと矢を放つが、セトに操られている水球はその軌道をある程度自由に動かすことが可能だ。そのまま一直線に飛んでいれば矢によって撃ち落とされていたかもしれないが、水球は空中で大きくカーブを描いて矢を躱かわし……オークメイジの喉へと狙いを付けて破裂させる。

　オークメイジとしても魔法で水球を防ごうとしていたのだが、呪文を唱えて魔法を発動するというオークメイジと、念じるだけで水球を自由に扱えるセトでは勝負にならずにそのまま喉から大量の血を噴出しながら地面へと倒れ込む。

　オークというのは基本的に頭が悪く、それだけに魔法を使えるオークメイジという存在は特別視されている。自分たちでは到底及びもつかないほどに強力な魔力を操る存在。そんな存在が戦闘開始直後にいきなり倒されてしまっただけに、上位種であるオークアーチャーやオークジェネラルはともかく、普通のオークは動揺でその動きを鈍らせる。

　そしてそうなったとき、すでにレイは地を蹴けりオークたちへと向かって走り出していた。急速に距離を縮めながら呪文を唱える。

『炎よ、汝なんじは蛇なり。ゆえに我が思いのままに敵を焼き尽くせ』

　魔法発動体でもあるデスサイズに炎が集まっていく。そのままオークたちの目前まで移動するとその場で跳躍。同時にスレイプニルの靴を発動させ、オークたちの上空を足場にしてさらに跳躍。そのまま五匹のオークの頭上を通り過ぎて着地する。そして目の前にいるのは、粗末な鎧よろいを身につけたオークジェネラルのみ。その身体目掛けてデスサイズを横よこ薙なぎに一いつ閃せんする。

「ブモォッ！」

　その一撃の危険性を察知したのだろう。その辺はさすがにオーク上位種であるオークジェネラルといったところか。しかし、持っていた剣でデスサイズの一撃を防ごうとしたのが災いした。魔力を通して振るわれたデスサイズの一撃は、盾のように突き出された刀身をあっさりと斬り裂き、刃の先端がオークジェネラルの脇腹へと突き刺さる。

『舞い踊る炎蛇！』

　同時に発動する魔法。オークジェネラルに突き刺さった刃の先端から体内へと放たれた炎蛇は、体内を焼き尽くしながらその身を進めていく。

「ブモオオオォォォォッッッ！」

　生きたまま体内を焼かれるという、死に勝る激痛に身も蓋ふたもなく悲鳴を上げるオークジェネラル。それは自分たちがこの集落を脱出するために密ひそかに行動していたというのを忘れ去ったかのような大声であり、周辺一帯へとその悲鳴は響いていた。

　だがそんな激痛も、炎蛇が突き刺さった脇腹から、肋あばら、肩、喉、顔、そして最終的に脳へと到達すると命の炎と共に消え去るのだった。

　あまりに凄せい惨さんな光景に、オークは言葉も無くただ黙り込んでオークジェネラルを殺したレイを見つめることしか出来ない。それは『灼熱の風』も同様で、三人が三人ともレイへと啞あ然ぜんとした視線を送っている。

　そして周囲の動きが止まったその一瞬。その一瞬でセトは翼を羽ばたかせて上空へと駆け上がっていく。

「……はっ！　スルニン、エクリル。援護を。私たちの担当分であるオーク五匹を引き受けるわよ！　レイがオークジェネラルを瞬殺したんだから、私たちにオーク五匹の相手が出来ないとは言わせないわ！」

「分かりました。陣形は？」

「いつも通りに。ただし、敵の数が多いから安全を重視してスルニンは補助魔法、回復魔法を中心に。攻撃は私とエクリルの弓で」

　素早く戦闘方法を指示し、ミレイヌはまだ混乱から完全には立ち直ってはいないオークへと素早く近寄る。同時に、呪文を唱え終えたスルニンからの補助魔法が放たれ、ミレイヌの持っている剣が青く光り輝く。

「はぁっ！」

　気合いの声と共に横薙ぎに振るわれた剣は、スルニンの補助魔法により斬れ味が上がっていることもあって先頭にいたオークの首を、殆ほとんど抵抗を感じさせずに斬り飛ばす。

　今の補助魔法が掛かっている剣なら、筋肉と脂肪で並の鎧よりも高い防御力を誇っているオークの胴体をも真っ二つにする自信のあったミレイヌだが、敵の数を考えてなるべく労力の少ない方法として的は小さいが致命傷を与えることが可能な首を狙ったのだ。

　頭が飛んだ一瞬後には頭部の無くなったオークの首から派手に血が噴き出し、地面へと倒れこむ。

「これで一匹！」

「ブモォッ！」

　それを見てさすがに立ち直った残り四匹のオーク。その中でも、地面に倒れこんだ者の左右にいたオークがそれぞれ持っていた槍やりでミレイヌを突こうと構える。

「エクリル！」

「やらせない！」

　右側にいたオークが突き出した槍を剣で受け流しながら鋭く叫ぶミレイヌ。その指示を聞き、エクリルはミレイヌの左側で今にも槍を突き出そうとしていたオークへと数本の矢を続けざまに撃ち放つ。

「ブモッ!?」

　数本の矢が突き刺さり、槍の動きを強制的に止められたオーク。鏃やじりは脂肪で止まっているのでダメージ自体は少ないのだが、突き刺さっている矢が邪魔をして槍を突こうとした動きを止められたのだ。そして次の瞬間には、鋭利な真空の刃やいばが数個、連続して襲い掛かった。

「ブモォォッ!?」

　スルニンの放った風の魔法により右手と左足を切断され、同時にその胴体にも深く鋭利な傷跡がつけられて地面へと倒れこむオーク。

「死になさい！」

　右側のオークが突き出した槍の一撃をいなしたミレイヌが、鋭く叫んで倒れこんだオークの首へと剣を振り下ろす。

「これで二匹！」

　叫びながら周囲を素早く見回す。空を飛んでいるセトは上空からオークアーチャーを襲おうとしており、それに対抗するようにオークアーチャーは必死に自分へと向かって来るセトへと矢を放っている。だが……

「グルルゥッ！」

　セトのクチバシが雄お叫たけびと共に開いたかと思うと、何とその口から周囲の暗闇を吹き飛ばすかのような炎が吐き出される。その炎の吐息はセトへと向かって放たれた矢のうち、動物の骨で出来た鏃以外を燃やし尽くし、鏃もその衝撃であらぬ方向へと飛んで行く。

「ファイアブレス？　さっきの水といい、あのグリフォンは一体……希少種？」

　その様子を見たスルニンが思わずといった様子で呟つぶやく。

　そんな『灼しやく熱ねつの風』とセトが戦っている横では、レイとオークキングの戦いが始まっていた。

　オークジェネラルを腕力とデスサイズの重量で赤子を相手にでもするかのように圧倒したレイだったが、さすがにオークを率いるオークキングと言うべきだろう。その手に持った巨大な剣、オークジェネラルが持っていたグレートソードよりも二回りほども大きいマジックアイテムのグレートソードでデスサイズとまともに斬り結ぶ。

「はぁっ！」

　下から掬すくい上げるように斬り上げられた一撃を、オークキングの持つグレートソードはギンッという甲高い金属音を発しながら受け止める。

　本来であればレイは振り下ろして攻撃をしたかったのだが、レイの身長は百六十五センチ程度であり通常のオークよりも小さい。そのオークより一回り大きいオークジェネラル、それよりもさらに大きいオークキングに対して振り下ろす攻撃を放つと隙が大きくなるので迂う闊かつには振り下ろしは出来なかった。

　人外と言ってもいい膂りよ力りよく。そして百kgを超える重量のデスサイズを持った自分と互角に渡り合える相手。それがオークキングなのだ。

（ちっ、舞い踊る炎蛇はオークジェネラルじゃなくてこいつに使うべきだったか。……いや、無理だな。あの位置からオークキングを狙ってもオークジェネラルの邪魔が入っていただろう。ならどうする？　俺の一撃が効かないのはこいつの武器が原因だ。つまり、この武器を無くすればいい訳だ。つまり……）

「腐食」

　クイーンアントの魔石をデスサイズに使ったときに得たスキル、腐食。斬り結ぶ敵の金属製の武器や防具を徐々に腐食させていくというスキルだ。それを発動させてレイはオークキングと斬り結ぶ。

　ただし、腐食の効果があるのは使用した直後の一度のみ。ゆえに一度オークキングのグレートソードと斬り合ったら、再度また腐食を使わなければならない。

「腐食」

　横薙ぎの一閃をグレートソードで防ぐオークキング。

「腐食」

　逆袈け裟さに斬り上げられたデスサイズの刃をグレートソードで弾はじくオークキング。

　そんな戦いが繰り返されること数分。本来であれば武器に宿ったスキルを使用する場合は使用者の魔力を消費するので、こうも武器スキルの連続発動は出来なかっただろう。だが、そこはゼパイルに規格外の魔力と評されたレイ。特に疲労した様子も無く、腐食を連続して発動させ続けるのだった。

　下から掬い上げ、横薙ぎに一閃。攻撃を回避されるが、その反動すらも利用して石突きでオークキングの喉のど元もとを狙う。

　それは、まるで華麗な舞踏のようだった。剣舞というものがエルジィンにも存在しているが、それに倣って言うのなら鎌舞とでも呼ぶべきか。

「……」

　苦戦しているようなら援護をしようと弓を構えたエクリルがその姿を目に入れ、まるで魂を奪われたようにその動きへと見み惚とれる。

「エクリル！」

　だが、それも一瞬。オークと斬り結んでいるミレイヌの声で我に返る。

　そして、エクリルがオークへと弓の照準を付けたとき。とうとうその瞬間がやって来た。

「腐食」

　デスサイズと斬り結び、次第に腐食の効果でオークキングの持っているグレートソードの刀身が色を変化させ……仕上げとばかりに振るわれたデスサイズの一撃を受け止めたその瞬間、刀身半ばで真っ二つに切断されたのだ。

「……」

　数回。否、数十回もの間腐食を発動させたデスサイズと斬り結んだ、己の愛剣へと無言で視線を向けるオークキング。

　オークキングにしても、己の剣が致命的なダメージを受けているのは気が付いていた。だが、それでもその剣を使わなければ、目の前に存在する莫ばく大だいな魔力を有する人間と戦うことが出来なかったのだ。

　あるいはマジックアイテムである魔法剣だからこそ、ここまで相手の攻撃に耐えたのだろうと判断する。

「ブモオオォォォッ！」

　集落中へ鳴り響けとばかりに雄叫びを上げ、持っていたグレートソードの柄をレイへと向かって投げつける。同時にそれを目隠しとしてオークジェネラルを超える腕力でレイを捻ひねり潰つぶさんとばかりに拳こぶしを繰り出す。

「さすが王の座にある者、最後まで己の生を諦あきらめないか。だが……」

　グレートソードの柄の部分をデスサイズの石突きで後方へと弾き、その勢いを利用してオークの拳を回避。すれ違うようにその横を通り抜け……同時にデスサイズの刃でオークキングの巨体の腹を薙いでいく。

「ブモオオオオオオオオオオオ！」

　断末魔。まさにそうとしか呼べないような雄叫びを上げつつも、地面へと倒れずにその場で踏み留とどまる。

　すでに胴体は皮一枚で繫つながっているかどうかというところなのだが、それでもなお、オークキングは地面に倒れずに立っていた。まるでそれこそが王の誇りだとでも言うように。

「……ああ。分かったよ」

　地面に倒れて死ぬのは王にあらず。戦場で敵に首級を挙げられてこそ王の敗北だと。目の前に立つオークキングの醸し出す雰囲気からそれを察知したレイは、デスサイズを手にオークへと近付いていく。

「さらばだ、誇りあるオークの王よ」

「ブモオオオォォッ！」




　斬っ！




　今日一番の最速の一撃。それを見ていた者には、まるで閃せん光こうが一瞬だけ走ったように見えるその一撃でオークキングの首は飛ぶ。

　それと殆ほとんど同時に空中から急降下してきたセトの鷲わし爪づめがオークアーチャーの頭を握り潰し、ミレイヌの一撃が最後のオークの頭を叩たたき割る。




　激闘。オークキング率いるオークとの戦いはそう表現しても構わないほどのものだった。

　オーク五匹相手では持ち堪こたえるだけで精一杯だと言っていたミレイヌ率いる『灼熱の風』は、レイの奇襲でオークたちが動揺したという幸運もあったが、それでも三人でオーク五匹全てを倒した。

　レイもまた、王の貫かん禄ろくを持つ文字通りのオークキング相手に己の最も得意とする炎の魔法を使う隙が見いだせず、結局はデスサイズのみで戦うことになり、その首を討ち取った。

　今回の戦闘で一番優勢に戦いを進めていたのはセトだろう。ランクＡモンスターの貫禄とも言うべきか、オークアーチャーを相手に殆ど完勝と言ってもいい戦い方だった。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……」

　オークたちの死体を前に、荒い息を吐くミレイヌ。その横では補助に回復に攻撃にと魔法を使い続け、魔力が殆ど空になったスルニンも地面へと腰を落として座り込んでいる。

『灼熱の風』の中で一番元気なのは、意外なことに一番の新入りであるエクリルだった。額に汗を滲にじませてはいるが、特に息を荒らげもせずに周囲を警戒している。

　もっとも、これはパーティ内の役割分担によるものだ。『灼熱の風』ではパーティリーダーのミレイヌが一人で前衛を受け持ち、スルニンが攻撃、回復、補助と魔法で援護をし、エクリルは敵の牽けん制せいをメインにしているのだから。
















「よく勝ったな。戦闘前には五匹を相手にしたときは持ち堪えるので精一杯とか言ってたのに」

「はぁ、はぁ、はぁ……ふぅ。そりゃね、いくらレイが強いとは言っても、ランクＧの冒険者がオークキング相手に互角に渡り合って……渡り合って……そう言えば、あんたランクＢモンスターのオークキングと正面からまともにやりあったってのに傷一つ受けてないわね。全く、あんたみたいなのが将来的にはランクＳに届くのかしら。まあ、とにかく。この場で一番ランクが下のあんたがオークキング相手にやりあっているっていうのに、私たちが普通のオーク相手に倒せませんなんて恥ずかしくて言えないでしょうが。……あー疲れた。とにかく疲れた。もの凄すごく疲れた。もう一歩も歩きたくない」

　ミレイヌの言葉に、同感とばかりにスルニンも頷うなずく。

「私たちは、これでも一応それなりに名前は知られたパーティなんですよ。だからこそ、その売れている名前通りの活躍はしないといけない訳です」

「……だってさ」

　周囲を警戒しながらも、微かすかに笑みを浮かべて頷くエクリル。

　それに対してレイが何かを言おうとしたその瞬間。

『うおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉ！』

　集落の東の方から雄叫びが聞こえて来る。

「あっちも勝負が決まったか」

　そう、今聞こえてきたのは紛れも無く勝利の雄叫び。歓喜の交じっているその声は、聞き間違えようがなかった。

「らしいわね。まあ、オークキングがこっちに来たんだから、あっちは結局自分たちが逃げるための捨て駒だったんでしょうね」

「捨て駒にしても、この集落で生き残っていた殆どをそっちに充てたんだから、その辺はさすがオークキングと言ったところか」

　もし自分たちの護衛を増やして陽動を少なくしていた場合は陽動の部隊は当然兵力が少なくなり、もっと早期に壊滅していただろう。そして護衛の兵が多いオークキングは目立つために討伐隊のメンバーにあっさりと見つかってしまう。

「……さて。まあ、何はともあれオークの討伐依頼はこれにて終了、と」

「そうね。……疲れた依頼だったわ。まあ、放っておけばギルムにも被害が出たのは間違い無いんだから、しょうがないんだけどね」

　苦笑を浮かべるミレイヌを横目に、レイは自分とセトが倒したオークメイジ、オークジェネラル、オークキングの死体をミスティリングへと収納していく。

　その様子を興味深そうに見ていた『灼しやく熱ねつの風』の面々だが、オークキングの死体を収納した所でスルニンがレイへと声を掛ける。

「今回の依頼で何度か遠くからは見ましたが、それがアイテムボックスですか」

「魔法の師匠から餞せん別べつに貰もらった品だけど、超の付く稀き少しよう品だというのはギルムに来て初めて知ったよ」

「それほどのマジックアイテムを、弟子とはいっても餞別に渡すとは……是非一度会ってみたいものです」

「さて、俺自身転移魔法を使われるまでは自分がどこに住んでいるのか気にしたことが無かったんだ。師匠の家がどこにあるのかすら分からないから、紹介はちょっと難しいかな」

「ねぇ」

　スルニンとレイの会話に唐突に割り込んでくる声。その声の主へとレイが視線を向けると、不思議そうな目で自分を見てくるミレイヌと目が合った。

「どうした？」

「レイとセトちゃんが倒したオークの上位種を回収するのは分かるけど、何でオークアーチャーの回収はしないの？」

　ミレイヌの視線の先にあるのは、頭部をセトに握りつぶされたオークアーチャーの死体。オークの上位種……とは言っても、ランクＣモンスターであるオークジェネラルやオークメイジとは違い、オークアーチャーはオークと同じランクＤモンスターなのだが。それでもオークの上位種というだけはあり、内臓の何種類かや特定部位の皮膚が素材として剝はぎ取り可能だし、魔石もランクＤモンスターの中では高額な方に入る。

　ミレイヌの言葉に、オークアーチャーの死体へと視線を走らせたレイは口を開く。

「オークたちとの戦闘になる前に話したことを覚えているか？」

「何よ、いきなり。もちろん覚えているわよ。レイとセトちゃんの切り札を使って私たちを助ける代わりに、誓約の魔法ってのを使うってことでしょ？」

　ミレイヌの質問に、セトだけに分かるような素早い目配せをしてから質問に答える。

「ああ。で、誓約の魔法というくらいだから色々とお前たちに負担になる部分もあると思う。その代償……みたいなもんだな」

「……つまり、その誓約の魔法っていうのはそれほど危険な魔法な訳？」

「もちろんお前たちが俺の秘密を他人に伝えようとしなければ一切の危険は無い。ただ、それでもそういう風に縛られるというのはあまりいい気分はしないだろう？　まあ、誓約の魔法はお前たちにもある程度のメリットはあるが」

「メリット？」

「ああ。誓約の魔法の性質上、この魔法を使われた者は多少ではあるが炎や熱に対する耐性を得る」

「……いいわ。今さらどうこう言ってもしょうがないし、何よりあのときレイたちがいなければなくなってた命だものね。覚悟が鈍らないうちにさっさとやってちょうだい。スルニン、エクリル、貴方あなたたちもいいわね？」

　深く深呼吸して、誓約の魔法を受けいれることを告げるミレイヌ。そのミレイヌに声を掛けられた二人もスルニンは無表情で、エクリルは多少頰を引き攣つらせながらも頷くのだった。

「行くぞ」

　レイの言葉にミレイヌが頷いたのを見て呪文を唱え始める。

『炎よ、汝なんじは種なり。宿主が我との契約を破りしときはその命を用いて美しき炎華を咲き誇らせよ』

　レイの呪文と共に、炎がデスサイズへと集まり花の種のような大きさまで圧縮される。

　そのままデスサイズの柄を持ち上げて、ミレイヌの頭部へと接触させる。

『戒めの種』

　そして呪文が完成するのと同時に、デスサイズの柄にあった炎の種がミレイヌの頭部へとスルリと入っていく。

「あ……」

　その感覚に思わず声を上げるミレイヌだったが、自分で予想していたような衝撃等は全く無く、ただ仄ほのかに温かい何かが自分の中へと入ってくるのを感じただけだった。

「あれ、もう終わり？」

　その様子に思わず呟つぶやくが、その問いにレイは小さく頷くだけだった。

「よし、他の二人もだ」

　そう言い、同様の魔法をスルニンとエクリルへと使用する。

　そうして三人に対する戒めの呪文を使用したレイは、小さく息を吐く。

「これでいいだろう。で、今の魔法についての詳しい説明だが、セトのファイアブレスや水球、それと俺の腐食を他人に何らかの手段で知らせようとした場合、お前たちの中に植え付けられた種が体内を焼き尽くすことになる」

　体内から焼かれるという言葉に、先程戦った……というよりは一方的に殺されたオークジェネラルの姿が『灼熱の風』の三人の脳裏に思い浮かんだ。

　仮にもランクＣモンスターであるオークジェネラルが、その痛みに恥も外聞もなく泣き叫んだのだ。どれほどの激痛なのかは、あの様子を見れば嫌でも理解させられる。

「それと、さっきも言ったがその種の影響でお前たちには多少の炎や熱に対する耐性が付く」

「ぐ、具体的にはどういう感じ？」

　オークジェネラルの様子を無理矢理に脳裏から消し去りレイへと尋ねるミレイヌ。

「そうだな……炎系統のダメージを大体一割ほど減らす程度、か。それとこれは魔法を使える奴にしか恩恵は無いけど、炎の魔法を使った場合の威力も大体一割程度上がって、消費する魔力が一割ほど減る。まあ、炎による恩恵と言えば分かりやすいと思う」

「一割も、ですか」

　レイの説明を聞いたスルニンが啞あ然ぜんと呟く。

　魔法使いであるスルニンだからこそ、その恩恵がどれほどのものなのかを素直に理解出来た。魔法の威力を高める類たぐいのマジックアイテムというのは存在しているが、白金貨数枚程度で買える物の性能だと、自分で上がった威力が把握出来ない程度の物でしかない。見て分かるほどに魔法の威力を上げるマジックアイテムとなると、それこそ光金貨による支払いが必要な物になるだろう。

　それに加えて炎や熱といったものに対する耐性も付くというおまけ付きだ。レイやセトの秘密を他人に喋しやべる気は全く無いスルニンにとっては、今使われた戒めの種という魔法はそれこそ恩恵以外のなにものでもなかった。

「魔法については分かったよ。私ももちろん言いふらすつもりは無いから、戒めの種の恩恵はラッキーだと思っておく。で、オークアーチャーは本当にこっちで貰ってもいいの？」

「構わない。じゃあ、俺は一いつ旦たんボッブスの所に行ってくる。オークキングを倒したって報告をしないと、いつまで経っても依頼達成にはならないだろうし」

「ええ、お願い。さすがに私たちは疲れたから、少し休んでから合流するって言っておいて」

　ミレイヌの言葉に頷うなずき、セトの背へと跨またがる。

「あー、出来ればセトちゃんは置いてって欲しいんだけどな。私の癒いやしのためにも」

「ミレイヌ、あまり無理を言ってはいけません」

　名残惜しげにセトへと視線を向けるミレイヌをスルニンが窘たしなめる。それをエクリルが苦笑して眺めていた。

　そんなミレイヌへと喉のどの奥で小さく鳴き、尻しつ尾ぽを数度振るセト。

「ミレイヌ、セトがまた後で遊んでくれってさ」

　セトの態度からレイが翻訳してミレイヌへと言葉を掛ける。

「え？　本当？　うん、うん。出発する前に一杯遊ぼうね。干し肉もまだあるから」

　そんなミレイヌの嬉うれしそうな声を聞きながら、今日何度目かになる夜空へと昇っていく。




「夜明け、か」

　上空へと昇ってきたレイが見たのは、東から昇ってきた朝日によって徐々に夜の闇が薄れていく光景だった。

「結局一晩中戦い続けていたんだな。まあ、下はまだまだ元気そうだが」

　さすが冒険者と言うべきか、一晩くらいの徹夜は特に応こたえるといった様子は無いようで、今も地上では陽動部隊を倒した『雷神の斧おの』を先頭に、オークの残党を狩り出すために集落を虱しらみ潰つぶしに見て回っていた。

　集落の数ヶ所かで隠れ潜んでいたオークを発見して戦闘になっているが、すでに多勢に無勢。最後の抵抗とばかりに攻撃を仕掛けるオークは次々に討ち取られていく。

　残党狩りと聞けば酷ひどい行いをしていると見られるかもしれないが、これはどうしても必要な処置だった。オークは人間の女を繁殖用の母体として使うことが多いので、ここでいらない情けを出して逃がしたりしたら、その分ギルムで被害が出る可能性が高い。ここから一番近い人の集まっている場所と言えば、ギルムなのだから。

　そんな残党狩りが行われている地上の様子を眺め、セトに合図してボッブスの待っている場所へと向かう。

　このとき、集落から離れていくセトの姿を見たエルクは、オークを率いていた存在がレイとセトによって倒されたというのを本能的に確信していた。




　オークの集落から少し離れた場所。そこでボッブスは明るくなってきた空を見上げていた。

　そんなボッブスから少し離れた所にある馬車の中では、オークの集落に捕まっていたところを助け出された二人の女が死んだように眠っている。ようやく自分たちがオークの下から助け出されたと知り、これまでの疲労が一気に噴き出たのだ。他にもオークに捕まっていたときのことを思い出させないように、気持ちを落ち着かせる効果のあるお茶を飲ませたのも原因の一つだろう。

　元々が冒険者出身のボッブスは、待つということに慣れていた。嫌な考えが頭に浮かびつつも、討伐隊に参加をしてくれた者たちを信じてその場でじっと待つ。

　もちろんいざというときのため、その手には冒険者時代に愛用していた槍やりを持っている。あの集落から逃げ出したオークがここに来ないとも限らないのだから。

　そんな状態でオークの集落へと視線を向けていたボッブスは、ふと何かが聞こえたように周囲を見回し……朝焼けの中を悠然と飛んでくるセトと、その背に跨がったレイの姿を見つけて夜襲の成功を確信して小さく笑みを浮かべるのだった。




　太陽の光が徐々に顔を出して周囲を照らし出していく中、レイとセトはボッブスのいる陣地へと着地していた。

「どうなった？」

「夜襲は成功。オークを率いていた奴も倒したよ」

　レイの言葉に小さく頷き、懐から小さな笛を取り出して思い切り吹く。

　同時に周囲一帯へと甲高い音が鳴り響いた。

　ボッブスが吹いたのは『魔笛』といい、マジックアイテムの一種だ。ただし仰々しい名前とは裏腹に、金貨数枚で購入出来るような安物だが。効果は単純で、使用者の魔力を使って甲高い音を広範囲に響かせるだけのものだ。だがその単純明快な効果ゆえに、今回のように何らかの合図を必要とするときには役に立つ。

　今ボッブスが魔笛を吹いたのも、オークを率いている存在を倒したときに討伐隊のメンバーへと知らせるため、前もって決めていたことだ。この笛の合図が聞こえれば、夜襲に参加した面々も残党狩りを終えたらすぐにここへと戻って来るだろう。

「これでよし。……さて、まずは何から聞くか」

　魔笛を懐へと戻し、ボッブスはレイへと視線を向ける。その視線に促されるようにレイは口を開く。

「まず、第一に予想通りに『夜闇の星』が夜襲の中で俺を襲ってきたから返り討ちにした」

「……で、『夜闇の星』の連中は？」

「全員死んだよ」

「そうか。……生かして捕らえようとは思わなかったのか？」

「殺す気で襲い掛かってきた相手を殺すなと？」

「まあ、確かに無理にとは言えないが……だが、もし生け捕りにしていた場合、レイにもメリットがあったんだがな」

「メリット？」

　ボッブスの言葉を聞き、不思議そうに尋ねる。

　そもそも『夜闇の星』がパーティ単位で動いていたのは見れば分かることであり、背後に誰かがいるような様子も無かったので、情報を聞き出す必要性を見み出いだせなかったのだ。

「ああ。もし今回『夜闇の星』が生け捕りにされていた場合、犯罪奴隷として扱われていただろう。そしてその売り上げの半分がお前に入ることになる」

「奴隷、ね」

「ん？　ああ、そうか。お前はギルムに来るまでは魔法の師匠と暮らしていたんだったな。じゃあ奴隷を見たこともないのか」

「確かに奴隷は見たことが無いけど、その情報は助かった。ありがとう。次から機会があれば生け捕りにするよ」

「そうしてくれ。ギルドとしても情報的な意味で生け捕りにしてくれると助かるしな。盗賊の類も生け捕りにした場合は奴隷として売られて、その売り上げの半分が冒険者の懐に入ることになっている」

　そこで『夜闇の星』については終わる。ボッブスにしても、いつまでも自業自得の運命を辿たどったパーティに拘こだわっている暇はないのだ。

「で、話は変わるが……お前さんが討伐終了を知らせに来たってことは、オークを率いていた個体を倒したのは……」

「夜の闇に紛れて集落を脱出しようとしていたのを発見して、『灼しやく熱ねつの風』と一緒に殲せん滅めつした」

　ボッブスに事情を話しつつ、ミスティリングからオークキングの死体を取り出す。

　目の前に現れた三メートル近い大きさのモンスターの死体。胴体が半ば二つに切断されたような状態で、その横にはオークキングの頭が転がっている。

「おいっ、こいつはもしかして……」

　そのモンスターの死体を見て、勢いよくレイの方へと振り向いてくるボッブス。さすがに元熟練の冒険者だけあり、目の前で地面に横たわっているモンスターが何なのかを知っていたのだろう。

「ああ。『灼熱の風』の魔法使いのスルニンから聞いた。オークキングだろう？」

「……その通りだ。ランクＢモンスターのオークキング。俺も冒険者をしているときに何度か戦った経験があるが……よくお前たちだけで倒せたな。いや、セトと『灼熱の風』もいるんだから可能性はあるのか」

　呟つぶやき、頷いているボッブス。その様子を見ていたレイは一瞬このまま誤解させておいてもいいかと思ったが、オークキングを自分が倒したと知ればギルドのランクも上がりやすくなるだろうと判断し、オークキングを倒した経緯を説明する。

「オークキングが率いていたのはオーク五匹、オークアーチャー、オークメイジ、オークジェネラルがそれぞれ一匹ずつ。『灼熱の風』が倒したのがオーク五匹で、セトがオークメイジとオークアーチャー。俺がオークジェネラルとオークキングを倒した」

　レイが口に出したその瞬間、ボッブスの動きがピタリと止まる。そして恐る恐るといった様子で、オークキングからレイへと視線の方向を変える。

「今、何て言った？　すまんが、見ての通り耳が半分欠けていてな。どうやら聞き間違いをしたらしい」

　そう言い、半分千切れている右の耳を指すボッブス。だがそれは無理も無い。ランクＧの冒険者がランクＢモンスターであるオークキングを一人で倒したと言っているのだ。いくらレイの異常さ加減を知っているボッブスにしても、そう簡単に信じられるものではない。

　あるいは、セトがオークキングを倒したと言われたのなら納得することも出来ただろう。何しろランクＡモンスターのグリフォンなのだから、格下のオークキングを倒すのは難しくはないはずだ。だが……

「俺がオークキングを倒した。……いや、信じられないという気持ちは分からないでもないけど、後で『灼熱の風』の面々にでも聞いてみればはっきりすると思う」

　そう言い、ポツポツとオークの集落からここへと向かって来ている数組のパーティが目に入り、無意味にこれ以上騒がれるのもごめんだとばかりにオークキングの死体をミスティリングへと収納する。

「おーい、ボッブス、レイ、それとセト！」

　こちらへと戻って来るパーティの先頭で足元がおぼつかない様子のミンに肩を貸しながら、こちらへと大きく手を振っているのは『雷神の斧』のリーダーであるエルクだ。一晩中オークと戦っていたというのに、その顔には殆ほとんど疲れの色が見受けられない。ミンは魔法の使い過ぎで魔力がもう殆ど残っていないのか、見て分かるほどに疲れ切っており顔色も悪い。その横では二人の息子であるロドスが両親を……より具体的に言えば母親を心配そうに見つめていた。

　その後ろからも討伐隊に参加していたパーティの面々が姿を現す。レイがざっと見た限りでは作戦開始前に比べるとやはり多少の人数が減っているようだ。さすがにオークキングが率いるオークの集落に攻撃を仕掛けて全員が生き残るというのは難しかったらしい。

　それでも、夜襲だったからこそ被害人数はこの程度ですんでいるのであり、もし昼間に正面切って戦いを挑んでいればより多くの犠牲者が出ていたというのは、今回の討伐隊に参加した全員が理解していた。

「おう、レイ。やっぱりお前たちがオークのボスを倒したのか？」

　ボッブスの下に辿り着き、疲れや傷の手当てでその場に座り込んだり、あるいは馬車に置いてある荷物を取りに向かう他の冒険者たちを尻しり目めに、エルクが大声でレイへと尋ねる。

　その横ではロドスが顔を顰しかめてレイへと視線を向けていた。

「父さん、いくら何でもこいつがオークのボスを仕留めたなんてことは無いだろう。確かにレイが新人離れしている力を持っているのは俺も分かるさ。けど……」

「グルルゥ」

　何かを言いかけたロドスを咎とがめるようにセトが唸うなり声を上げる。

「……とにかくっ！　俺はこいつがオークのボスを倒したなんて認めないからな！　ほら、母さん。今は少しでも休まないと」

　セトの唸り声に、まるで捨て台詞ぜりふのように叫んでミンを連れて馬車のある方へと向かうロドス。ミンもまた苦笑しながらロドスに抱えられて行く。

　その後ろ姿を妻と同じく苦笑を浮かべて見送ったエルクは、レイに向かって小さく頭を下げる。

「悪いな。ほら、俺たちの後ろに回り込もうとしてたオークがいただろ？　そいつらをレイが倒したのを見てから実力はあるって認めるようになったんだが、どうしても素直に認められないらしい」

「グルゥ……」

　不機嫌に鳴くセトに、レイもまたエルク同様に苦笑を浮かべながらその背を撫なでて相棒を宥なだめる。

「ほら、落ち着け。最初に会ったときに比べれば随分と態度も軟化してきてるんだから、あまり不機嫌になるなよ」

　しょうがない、とばかりに尻しつ尾ぽを一振りして少し離れた場所へと寝そべる。

「まあ、セトの態度ももっともなんだがな。強い奴を強いってきちんと認められれば、あいつも一皮剝むけるんだが……」

　溜ため息いきを吐いたエルクへと、ボッブスが近寄って水の入ったコップを渡す。

「ほら、まずはこれでも飲んで一息入れろ。ったく、お前は息子に高望みしすぎだ。そもそもあの年齢でランクＣって時点で、ギルムの次世代を担う年代の冒険者としてはトップクラスなんだからな。……まあ、何事にも例外はあるが」

　一瞬、レイに視線を向けて含みを持たせるボッブス。エルクもまたその様子を見て、自分の直感が正しかったことを理解する。

「やっぱりな。だと思ったよ」

「そうそう、レイがいないと私たちはオークキングに勝つなんてまず無理だったわ」

　話へと唐突に割り込んできたのは、レイと共にオークキング等と戦った『灼熱の風』のリーダーであるミレイヌだった。

　オークキングという単語が出たその瞬間、ボッブスやエルク、レイの話を聞くでもなく聞いていた周囲の冒険者たちがざわめく。

「おい、聞いたか今の」

「私が聞き間違えたんじゃないとしたら、オークキングって聞こえたんだけど」

「俺にもそう聞こえた」

「でもほら、あの子にはセトちゃんがいるじゃない。なら何とか……」

「けど、ミレイヌ自身があのレイって奴がいないとオークキングに負けてたって言ってるんだぜ？」

「そりゃあ多分、『灼熱の風』とあのレイって奴が協力してオークキングを倒したってことじゃないのか？」

「セトちゃんがいれば何でも出来る！」

　そんな周囲の声を聞きつつ、さすがにエルクも驚いた顔で確認をしてくる。

「おい、オークキングってマジか？」

「そうよ。さすがに私も最初にオークキングを見たときはもう駄目かと思ったわよ。オークキングの他にもオークジェネラル、オークメイジ、オークアーチャーが一匹ずつ、他に普通のオークも五匹いたし……」

「なんつーか、それはさすがにちょっときついな」

「でしょ？　まあ、結局セトちゃんとレイのおかげで何とかなったんだけど」

「なぁ、レイ。お前のことだし、ミスティリングの中に倒したオークの死体は入れてあるんだろ？　ちょっと見せてくれよ。幸か不幸か、俺はオークキングを見たことがなくてな」

「俺は取りあえずそろそろ一休みしたいんだけど。さすがに一晩戦い続けで疲れたし」

　溜息を吐きつつそう呟くが、ボッブスがレイの肩を軽く叩たたく。

「諦あきらめろ、エルクは言い出したら聞かないぞ。それにここにいるのは、危険を顧みずにオーク討伐隊へと参加したメンバーなんだ。ならオークキングを一目見たいと思ってもおかしくないだろう？」

「そうだそうだ。一晩程度戦い続けたくらいで疲れてちゃ、冒険者はやってけないぞ？」

　ボッブスに続き、エルクからもそう言われる。また、周囲で休んでいる者たちは何も口には出さないが、その目からは明らかに期待の視線を向けていた。そして馬車で休憩したり荷物から予備のポーションやら飲み物やら食べ物やらを探していた者たちも、騒ぎを聞きつけて表に出て来ると期待の視線を送ってくる。

「ほらほら。こうなったらもう見せない訳にはいかないよ？　レイが倒したんだから何も謙けん遜そんすることはないって」

「お前のせいでここまで騒ぎが大きくなったんだけど……しょうがない、確かにこうなったら見せるまではどうにもならないだろうし」

　ミレイヌの声に諦めの溜息を吐き、再度ミスティリングからオークキングの死体を取り出す。

　ミスティリングの効果を初めて間近で見た者もいたのだろう。数人分の驚きの声が聞こえて来る。

　その驚きの声も、オークキングの死体が現れたことにより周囲の皆みんなが同様の声を漏らすことになった。

「でかいな」

「ああ。通常のオークと比べると明らかに。それに、あの首の斬り口を見てみろよ。よほど鋭い一撃だったんだろう」

「それに胴体とか殆ど真っ二つじゃない。これ、本当にあのレイって子がやったの？」

　胴体は殆ど二つに切断されて皮のみで繫つながっている状態となっており、そのすぐ横にはオークキングの頭部が転がっている。

　それを見た周囲の冒険者たちは、本来新人のはずのレイの実力がどれほどのものなのかを心身に刻み込んだのだった。

「な？　見せて良かっただろ？」

　悪戯いたずらが成功した悪ガキそのものの笑みを浮かべ、エルクがレイの背中を乱暴に叩く。

「少なくとも、この討伐隊に参加した連中はもうお前を新人なんて目で見ることは無いだろうさ」

「それが狙いだったのか。……取りあえず感謝しておくよ」

「ああ、どんどん感謝しろ。お前のように腕の立つ奴に貸しを作っておくのは悪いことじゃないからな」

　こうしてオークキングの観賞会がすんだ後は、まだ体力に余裕のあるエルクとボッブスが見張りを任され、オークの残党や他のモンスターの襲撃を警戒しつつ、殆どの冒険者たちはぐっすりと眠って一晩中戦い続けた疲れを癒いやすのだった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　オークの集落に対する夜襲が終了し、ボッブスの下へと戻ってきてから数時間。レイを含めた討伐隊の面々は泥のように眠っていた。

　皆が眠っている馬車の近くではボッブスが見張りとして起きており、その隣ではエルクが地面に座ってレイから出して貰もらった料理を口へと運んでいる。

「おい、エルク。一応見張りって名目で起きてるんだから、食ってばかりいないで周囲の様子も確認しろ」

　食事だけに集中しているエルクにボッブスが声を掛けるが、エルクは串くし焼やきやサンドイッチ、あるいは蒸し焼きにしたファングボアといったものを次々に口へ運びながら、呆あきれたように返事をする。

「おいおい、お前だってセトの感覚の鋭さは知ってるだろ？　あいつがいる限り、敵に奇襲される心配は殆ほとんど無いって」

　エルクの視線の先ではセトが地面へと寝転がって目を瞑つむっている。だがそれは寝ているのではなく、周囲の気配やら何やらを感じ取っているのだということをエルクもボッブスも知っていた。

「だがな……というか、そんなに食って大丈夫なのか？」

　すでに十人分以上の料理を腹へと詰め込んだエルクへと、先程の仕返しとばかりに呆れたようにボッブスが呟つぶやく。

「一晩中戦い続けていたからな。皆が起きたら次はオークの集落で剝はぎ取りという大仕事が待ってるだろう？　それにオークが溜ため込んでいたと思われるお宝についてもまだ見つかってないし。……まあ、集落の中央にあるオークキングの屋敷には見当たらなかった以上、あまり期待出来ないが」

　ようやく食事を終えたエルクが、水筒に入っていた水を飲み干して一息吐く。

「確かにな。……お前は本当に寝なくても平気なのか？」

「はんっ、俺をその辺りの奴等と一緒にするなよ。何年か前に駆り出されたクラーケン討伐のときなんか丸三日も戦い続けたんだぜ？　それに比べたら一晩くらい楽勝だ」

「……お前も、いつまでも若いって訳じゃないんだぞ？　その辺を自覚しろ」

「まだまだ若い奴等には負けねえよ」

　エルクの言葉に、溜息を吐いたボッブスも近くに置いてあった水筒を呷あおる。

　何しろ真夏の日差しが照りつけている上に、オークの集落から少し離れた所にある草原に作られた拠点だ。太陽を遮るような屋根のような物は無く、直接日光を浴びているので水分補給はかなり頻繁に行わなければならない。

「暴れん坊エルクは未いまだ健在、か」

　暴れん坊エルク。それはエルクがまだ低ランクの冒険者だったときに付けられた呼び名だ。今でこそ『雷神の斧おの』というパーティ名が轟とどろいているが、ギルドに登録したばかりのエルクはその呼び名通り当時ランクＣ冒険者だったボッブスの手を何度か焼かせたものだ。

　己の忘れたい過去の呼び名を出され、眉まゆを顰めるエルク。ボッブスも昔むかし馴な染じみとの会話とあってリラックスした表情で、笑みを浮かべながらエルクへと視線を向ける。

「いい加減それはやめてくれよな」

　さすがに大人になって結婚し、子供も出来た身としては暴れん坊という呼び方は嬉うれしく無い。

「まあ、確かに今のお前は十分強いさ。少なくとも冒険者を引退したロートルの俺よりはな。特に今回の依頼でもお前がいなければあんな無茶な作戦も立てられなかったのも確かだ。……けどな、上がいつまでも頑張り続けていると下の芽が育たないというのも事実なんだ」

「……レイか？」

　さすがに大きな声でする話でもないので、声を潜めてそう尋ねる。

「まあ、それもあるが……奴は別格だろう。俺が言ってるのはお前の息子とかだよ。にしても、レイか。知ってるか？　あいつ、夜襲をしている中で奇襲を仕掛けてきた『夜闇の星』を逆に返り討ちにしたんだぜ？」

「へぇ。さすがにやるな。……『夜闇の星』の連中は自業自得だが」

「少なくともあんな奴がランクＧってのは何かの間違いだろうさ。この依頼が終わってギルドに戻ったらすぐに上に掛け合ってランクＥに推薦するつもりだ」

「おいおい、一気に二ランクアップかよ」

「いや、三ランクだな」

「ボッブス？」

「なるべく早い内にランクＤへのランクアップ試験を受けて貰おうと思っている」

　いくら緊急性の高い依頼であるとは言っても、たった一つの依頼で実質的に三ランクアップする。それがどれほどありえないのかということは、それらのランクを歩んできたエルクだからこそ理解していた。

「……本気か？」

　いっそ正気か？　とでも尋ねたいかのような視線をボッブスに向けるエルク。

　だが、ボッブスは至極当然とばかりに小さく頷うなずく。

「当然だろう。ランクＢのオークキングを倒せる実力を持つ冒険者だぞ？　このままＥやＦに置いておくのは非効率的すぎる。それに……」

　レイの眠っている馬車の近くで寝そべっているセトへと視線を向ける。

「ランクＡモンスターのグリフォンを従えているような奴だ。それこそＡやＢにしたっておかしくはないと俺は思っている」

「おいっ！」

　その言葉には、さすがにエルクもボッブスの正気を疑う。だが、ボッブスはまるでいつものエルクの如くニヤリとした笑みを浮かべる。

「当然すぐにって訳じゃない。ランクＤになるのはともかく、ＢやＡになるには戦闘能力以外にも色々と知識が必要なのは事実だしな」

　冒険者として一流であると言われるＡランクやＢランクともなれば、各国の王侯貴族といった存在から直接依頼を任されることも少なくない。そのときのための作法や、ときには国益すらも左右する選択をしなければならないときもある。

　王族や貴族に対する作法という言葉がまるで似合わないエルクだが、こう見えても最低限の作法は心得ているのだ。そして何よりエルクの妻であるミンがその辺全般に関しては前面に立って処理をしているので、『雷神の斧』はランクＡパーティとしては全く問題無くそれらをこなしている。だがレイはと言うと、ボッブスやエルクが見る限りでは人付き合いがそれほど得意ではないらしい。そんな人物が王族や貴族と会ったらどうなるか……叱しつ責せきされる程度ならまだいい。だが、下手をしたら冒険者を続けられないようになる可能性もあるのだ。あれほどの可能性の塊を、そんな下らないことで失うのは二人にとって絶対に許容出来ないことだった。

「それに……なぁ、エルク。お前、あのオークキングの死体を見て何か気が付いたことはなかったか？」

「……気が付いたこと？」

　ボッブスにそう尋ねられ、数時間前に見たオークキングの死体を脳裏に浮かべる。まず最初に目に入ってきたのは皮一枚で繫がっている胴体……では無く。

「頭を切断した首への一撃。どれほどの技量があればああいう斬り口になるのかちょっと想像付かないな。少なくとも俺には難しい」

　いつでも手を伸ばせる位置に置いてある己の相棒たるバトルアックスへと視線を向けて呟く。

　斧とは斬るのではなく、破壊するという武器だ。頭部ごと木っ端微み塵じんにしろというのなら難しくないだろうが、レイがやったように鋭く斬り裂けと言われると難しいと言わざるを得ない。それでも無理ではなく難しいというところに、エルクの技量が窺うかがえた。

　だが、ボッブスは小さく首を振る。

「そういうことじゃない。……いや、お前の言いたいことは分かるがな。俺だってあんなに鋭い切断面を見たのは、今まで生きてきてほんの数度あるかないかってところだ。だがな、ギルドに登録してあるあいつの書類に何て書いてあったと思う？」

「……さぁ？」

「魔法、近接戦闘、テイムモンスターあり、だ。つまりレイは魔法も使えることになる。けど、あのオークキングの死体に魔法で付けられたような傷があったか？」

　そう問われ、自分の息子であるロドスの言葉が思い出される。

　集落の東で戦っていた自分たちの背後へと回り込もうとした相手が全滅していたと言っていた。そのときにはセトの力でどうにかしたんじゃないかと言ったのだが、オークの殆どが焼き殺されていたと言われてはそれをやったのがレイであると理解しない訳にはいかなかった。何しろグリフォンに炎を操るような力は無いのだから。それはつまり……

「おい。レイは全力を出さないでオークキングを倒したってことか？」

「恐らくな。風の魔法でよく使われるカマイタチのようなものを使った可能性はあるが、それでもあの切断面ほどのものは出来ない。恐らくはまだ全力を出していないんだと思うが……その状態でオークキングを倒す実力を持つレイと、グリフォンを従えているというのを考えると、少なくとも戦闘力に関してはランクＡやランクＢ相当だと思うのはおかしくないんじゃないか？」

「……その話が本当なら確かに、な」

　自分の息子であるロドスよりも随分と小柄で華きや奢しやな体格に見えるレイだったが、その身に秘めている実力は息子を圧倒的に超えているらしいと判断する。同時に、今回の依頼を通してレイに対抗心やライバル心といったものを抱いた息子のこれから先の苦労を想像して……ニヤリと笑みを浮かべる。

（ライバルがいるってのは悪いことじゃねぇ。そしてライバルが高い壁であればあるほど、それに負けじとロドスの奴も成長していくだろうさ。その壁を乗り越えるなりぶち破るなり出来ない可能性もあるが……まあ、俺の息子なんだからそれくらいは何とかするだろ）

　そんな相手がいるというのが羨うらやましい、とふと内心でエルクは思う。

「で、エルクも知っての通り、冒険者ギルドは基本的に常に人手不足だ。まあ、辺境にあるギルムはそれに輪を掛けて人手不足だが」

「……まあな」

　ボッブスの言っているのは事実だ。先程エルク自身が言っていたクラーケンの討伐に関しても、海辺の街からギルドを通して応援要請があって『雷神の斧』が出張ったのだ。それほどに冒険者ギルドというのは常に人材不足……否、正確に言えば高ランク冒険者の数が少ないのだ。Ｃ～Ｄ、あるいはそれより下のＥ～Ｇというのはそれなりの数がいるのだが。

「今はまだいいさ。お前がまだまだ現役だし、俺だっていざってときは前線に立つことが出来る。けど、俺やお前たちの世代が引退した後のことを考えるとどうしても……な」

「ボッブス」

　一瞬言いよどむエルクだったが、すぐに気を取り直したかのようにボッブスの背を力強く叩たたく。

「ほら、あんまり心配しすぎると髪の毛の生え際がもっと後退するぞ？」

　さらりと自分が最近気にしていることを告げられ、思わず苦笑を浮かべるボッブス。

「次の世代には俺の息子のロドスもいる。レイだっている。ほら、あんまり心配する必要は無いって。それに今はまだ無名だとしても、腕の立つ奴ってのはそれなりにいるもんだ。低ランクの冒険者たちだってそのうち才能を開花させるだろうさ」

「そうだな……あぁ、確かにそうだといいかもしれないな。久しぶりに現場に出たせいで、柄にもなく感傷的になってしまったらしい」

「そういうのを年寄りの冷や水って言うらしいぜ？」

「ぬかせ。お前も俺とそう大して変わらないだろ。……さて、時間的にはそろそろいいか？」

　話を一段落させ、太陽の位置を確認する。

　基本的に持ち歩ける時計といったものが無い以上、太陽の位置で大体の時刻を計るしかなかった。

「だな。出来ればもう少しゆっくりと寝かせておいてやりたいが、何しろこの暑さだ。早めにオークの討伐証明部位と素材の剝はぎ取りをしないと傷んでしまうし、動物や他の魔物に食われたりする可能性もある」

　エルクの言葉に頷き、懐から魔笛を取り出して思い切り息を注ぎ込む。すると、その音で眠っていた討伐隊のメンバーたちが徐々に起き出す。

　それぞれがまだ完全に疲れが取れていない状態でありながらも、レイのミスティリングから出してもらった糧食や水を軽く腹に入れて早速オークの集落へと向かうのだった。




「レイ、お前は集落に行かなくてもいいのか？」

　ミスティリングの中に入っている補給物資を出して貰もらうために真っ先に叩き起こされたレイだったが、その仕事を終えた後はセトの相手をしていた。そんなセトの背へと掛けられた声の方へと振り向く。

　そこには一睡もしないで見張りをしていたというのに体力が有り余っている様子のエルクと、ある程度の魔力が回復して元気になったミン。そしてまだ眠たそうにしているロドスの姿があった。

「ああ。俺が倒した分はオークキングを含めて全部ミスティリングに収納ずみだから。街に戻ってから素材の剝ぎ取りや討伐証明部位の切り取りをやるつもりだよ」

　オークキングという単語を聞いてピクリと反応したロドスだったが、すでにその辺の事情はエルクから聞いているのか特に何か口に出す素振りは無い。

「それはお前の自由だからいいけどよ。何でここでやらないんだ？」

「……」

　その問いに数秒沈黙するが、エルクの視線に耐えきれなくなったのか溜ため息いきを吐いて口を開く。

「どうも素材の剝ぎ取りとかが苦手なんだよ。ランクの高いモンスターの剝ぎ取りだから、失敗しないように慎重にやりたい」

「くっくっく。なるほどなるほど。驚異の新人レイにも苦手なことはあった訳だ。しかも剝ぎ取りとか……」

　笑みを漏らすエルクにバツの悪そうな顔をするレイだったが、それは次の言葉で消え去ることになる。

「いい機会だ。俺が剝ぎ取りのコツを教えてやるよ。ほら、出せ出せ」

「ちょっ、父さん!?　ここでレイに時間を使ってたら俺たちの分の報酬はどうなるんだよ！」

「そんなの、お前とミンで行って来ればいいだろ。別にもう敵はいないんだからよ」

「けど！」

　さらに言い募ろうとするロドスの肩を、ミンが押さえる。

「……無駄だロドス。こうなったエルクはもう止められない。幸いエルクの言ってるようにもうオークたちはいないんだから私たちだけで行こう」

　そうして引っ張られていくロドスを見送り、エルクは早速剝ぎ取りのコツを教えるべくレイのミスティリングからオークを取り出させるのだった。





◆　◇　◆　◇　◆　◇






　その日、ギルムを治める貴族であるダスカーは最悪の目覚めを迎えていた。

　何しろ街から徒歩一日程度の場所にオークが集落を造ったという報告があって以降、騎士団を含め臨戦態勢に入っていたのだ。腕の立つ冒険者の多くがオークの討伐隊に参加している影響もあり、それをフォローするために必要な書類の山を処理しつつ、領主としての通常業務もこなす。かと思えばこの忙しいときに王都からとある手紙が届いたりと、まさに忙しさで目が回る数日間だった。

　せめてもの救いは、忙しいのはオークの討伐が完了するまでと期間を決められていたことだろう。現状のまま一ヶ月を過ごせと言われれば、さすがのダスカーでも仕事を投げ出していた可能性があった。

　そんな忙しい一日が終わり、泥のように睡眠を貪むさぼっていたダスカーが寝室の扉を唐突にコンコン、トントン、ゴンゴン、ガンガンとノックされ、強制的に目覚めさせられたのだ。

　ベッドから起き上がったダスカーは周囲を見回す。

　部屋の中はまだ暗く、恐らく自分が眠りについてから数時間と経っていないのは明らかだった。

「何だ、一体」

　それでも自分は領主なのだからと、夜着の上からローブを羽織り扉を開ける。

　扉の向こうにいたのは、自分と同じく疲れきっているはずの秘書だった。ただしその顔には眠さも疲れも殆ほとんど見当たらず、そこに浮かんでいるのは歓喜の表情だった。

「ダスカー様、お休みのところを申し訳ありません。緊急の連絡です」

「構わん、何があった？」

「つい先程、オーク討伐隊の者が数名戻って参りました」

　数名という言葉に嫌な予感を覚えたダスカーだったが、それは次に秘書の口から漏れた言葉で霧散する。

「その者たちがギルドに伝えた報告が上がってきたのですが、オークの討伐は無事完了したそうです」

「本当か？」

「はい。その数名は討伐の完了をなるべく早く報告するためと、その……」

「どうした？」

「オークの集落に囚とらわれていた女性二人を救出したので、その者たちを安心して休ませるために先触れの意味も込めて送り出されたそうです」

「……そうか」

　オークの集落に囚われていた女性。それだけでどのような扱いをされていたのかは容易に想像がついた。

「その二人、手厚く迎え入れるように。自活できる程度の支援を許可する」

「了解しました」

「それにしても、オークの集落を無事潰つぶせた……か」

　安あん堵どの息を吐くダスカー。もしも討伐隊がオークに負けていたら、この街でそれに対抗出来る戦力は殆ど無い。王都に連絡をとって、後日色々と不利になるのを承知の上で貴族派なり国王派の戦力を派遣してもらう羽目になっていたはずだ。

（それを思えば、あの手紙はある意味好都合だったのかもしれないがな）

　内心で昨日届いた手紙を思い、すぐに首を振る。

　とにかくギルムの冒険者たちでオークを倒すことが出来たのだから、ここは喜んでもいいだろう。

「それで、オークを率いていたのは何だったのだ？　やはり希少種か？」

　ここ最近、ギルムを含む辺境では希少種の発見報告が多くなっている。最近の話では、街道を通る旅人や商人を襲うゴブリンが希少種に率いられているというものがあった。

（……そういえば、ここ数日はそのゴブリン共に襲撃されたという話を聞かないな。こっちが警戒しているのを悟って別の場所に移動したのか？）

　まさか自分が気に掛けていた、グリフォンを連れた冒険者がその希少種を倒したとは思わずにダスカーは内心で呟つぶやく。

　だが、その自問自答も秘書が次に口を開くまでだった。

「いえ。戻ってきた冒険者たちの話によると、オークを率いていたのはオークキングだったらしいです」

「……何？　俺の聞き間違いか？」

　尋ねるダスカーに秘書は首を左右に振る。

「聞き間違いではありません。オークを率いていたのはオークキング。他にもオークアーチャー、オークメイジ、オークジェネラル等の上位種の存在が多数確認されております。また、前情報には五十匹程度とあったオークの数ですが、実際には百匹を優に超える数だったと」

「待て、待て待て待て。オークキングの他にもオークの上位種が多数、しかも百匹以上だと？　よくそれで勝てたな」

　ギルドから入って来ている報告では討伐隊の参加人数は三十人程度でしかなく、とても百匹を超えるオークと戦える数では無い。

「聞いた話ですと、『雷神の斧おの』が主戦力としてオークの大多数を倒したと」

「あぁ、そうか。そう言えば『雷神の斧』が参加しているという話は聞いていたな。すまん、寝起きでまだ上う手まく頭が働いていないらしい」

「しょうがないですよ。ここ数日ダスカー様は書類の山と格闘していましたから」

「あー、ちょっと待て。じゃあ、『雷神の斧』がオークキングを倒したのか？」

　その質問に秘書は僅わずかに眉まゆを顰ひそめる。

　それは自分の聞いた話が信じられない内容であり、そのまま自分の上司へと伝えてもいいかどうかで迷っていたのだ。

「……違うのか？」

　秘書の様子を疑問に感じたダスカーは、改めて秘書に尋ねる。そして尋ねられた秘書は意を決したように質問に答える。

「その、まだ裏を取っていないので、あくまでも先に戻ってきた冒険者たちが言ってるだけなのですが……」

「くどいな、単刀直入に頼む」

「……ランクＧの冒険者が一騎打ちでオークキングを倒したと」

「馬鹿なっ！　オークキングと言えばランクＢのモンスターだぞ!?　それをランクＧの冒険者が……いや、ちょっと待て。その冒険者はランクＧで間違い無いんだな？」

「私に入った報告ではそうなっています」

　秘書の言葉を聞き、頭に思い浮かんだのはレイのことだ。少なくともダスカーにはランクＧのような、素人しろうとと大差ないランクでオークキングを倒せるような存在はレイしか心当たりがない。というよりも、自分に入って来ている情報によるとオーク討伐隊に参加したメンバーの中でランクＧなんて低ランクは一人しか存在していない。だが、それにしても。

（オークキングより上位のランクであるグリフォンが倒したというのなら、まだ納得出来なくもない。だが、報告によると一騎打ちでオークキングを倒したとなっている。つまり、これはレイ本人もランクＢモンスターを倒せる実力を持っているということになるのか？）

　ダスカーの中で、また一つレイに対する興味や重要度が上がった瞬間だった。

　その知らせを聞いた後はさすがに眠気も吹き飛び、次々にやるべきことの指示を出していく。

　本来であれば身体を休めるという意味で重要な睡眠だったが、現在のダスカーは興奮、喜び、解放感といった感情で、とても眠れるような状態ではなかったのだ。

「それで、討伐隊の本隊が戻って来るのはいつになる？」

「オークの集落の方の後処理もあるので、早くても明後日あさつてくらいになるのではないかとのことです」

「明後日か……よし、なら明後日の朝に討伐隊へ使いの者を出せ。戻ってきたときにパレードを行う」

「パレードですか？　しかしここで大きく予算を使ってしまうと……」

「お前の心配も分かる。だが、オークの集落がこのギルムから一日程度の場所に出来たという情報は、すでに街にも広がっている。その不安を完全に払ふつ拭しよくするためには、そのくらい派手にしないといけないだろう」

　オークの集落に対する討伐隊。それもランクＡパーティを含めた三十人以上の大所帯で出撃したのだ。それが騒ぎにならないはずはなく、オークの集落の件に関してもすでに街中へと広がっている。そして何よりも、その噂が噂を呼んで変に住民が混乱に陥るのを防ぐため、すでにオークの集落に関しては冒険者ギルドを通して情報を公開している。その甲か斐いもあって街の者たちの暴走や商人の物資の買い占めといった出来事は発生していなかったが、それでも不安に思っているのは事実なのだ。なら、オークの集落を壊滅させた討伐隊を派手に出迎えてその不安を一いつ蹴しゆうするべきだとダスカーは説明する。

「そうなると……英雄がいるな」

「英雄、ですか？」

　呟いたダスカーの言葉に秘書が尋ね返す。

「ああ。今回のオーク討伐の象徴とも言える人物がな」

　そのとき、脳裏に浮かんだのは二つの名前だった。一つはこのギルムの街でも凄すご腕うでとして広く知られている『雷神の斧』を率いるエルク。こちらは仕事の関係上何度かダスカーも顔を合わせており、どのような人物かというのは大体分かっている。今回の騒動に関しても自分の考えを理解してくれるだろうと期待も出来た。

　もう一人はオークキングを倒したというレイ。こちらはまだ直接会ったことが無く、書類に書いてある情報や人ひと伝づてに聞いたことくらいしか知らない。

（ここで一気にレイという人物をこの街の英雄に仕立て上げるか？　……いや、どういう性格かまだ分かっていない以上、それは危険か。もしそういうのを煩わしく感じる性格をしているのなら、下手をしたらギルムから出て行ってしまう可能性もある。それに街の住民に関しても、今回のオーク討伐の象徴として考えるのならギルドに登録したばかりのレイではなく『雷神の斧』のリーダーでもあるエルクの方がいいだろう）

「エルク、だな」

「は？　あ、いや。失礼しました。エルクですね。すぐに手配致します」

　秘書はオークキングを討ったと言われるレイでなくてもいいのかと一瞬考えたが、すぐに自分の上司と同じ結論に至り頭を下げて部屋から出て行く。

　冒険者ギルドとの調整や新たな情報収集をするためには少しの時間も惜しいのだろう。

　その後ろ姿を見送ったダスカーは、寝室のベッドに腰を下ろす。

「グリフォンを従えているだけではなく、オークキングを独力で倒す実力を持つ、か。グリフォンの力も加味して考えるのなら、ランクＡパーティ相当の実力と見てもいいだろう。それだけの実力を持ってまだランクＧ……いや、待て。ランクＧ？　そうか」

　その瞬間、脳裏に浮かんだのは昨日届いた手紙だ。その手紙にはある厄介ごとに対して力を貸すように依頼……という名目の半ば命令に近い内容が書かれていたのだ。あちらが指定したのはランクＤまでの冒険者。

「オーク討伐隊の象徴はエルクに譲ったとしても、オークキングを倒したという事実が無くなる訳じゃない。ランクＥまで一気に上げて、すぐにランクＤへのランクアップ試験を受けて貰もらうだけの功績は間違い無くある」

　奇くしくもこのときのダスカーの意見は、討伐隊を率いるボッブスが抱いているのと同じものだった。

「ランクＡパーティ並の存在をランクＧのままにしておくというのはこのギルムにとってもデメリットしかないからな」

　半ば自分を納得させるように呟き、ふと部屋の中が明るくなっているのに気が付く。

　どうやら考え事をしている間に、すでに太陽が昇ってきたらしい。

　こうして、ダスカーの忙しい一日がまた始まる。だがその顔には前日までのような疲労感は殆ほとんど無く、むしろ嬉き々きとして領主の仕事やパレードの準備といったものをこなしていくのだった。







　エピローグ







　ダスカーが報告を受けてから二日後、ギルムへと向かって数台の馬車が街道を進んでいた。

「凱がい旋せんパレードねぇ。しかも俺が先頭に立ってか？」

　その馬車の中の一つ。『雷神の斧』とボッブス、レイの五人が乗っている室内にはエルクの嫌そうな声が響く。

　愚痴っているのは、先程訪れた使者からパレードが開かれると聞かされたからだ。それだけならエルクもここまでふて腐れはしなかっただろうが、自分が討伐隊の先頭に立って街の入り口からギルドまで向かえと言われては、堅苦しいのを好まないエルクとしては正直勘弁してくれと言いたかった。

「オークの集落の件に関してはすでに街中に広がっているらしいからな。ラルクス辺境伯にしても不安を完全に払拭したいんだろう」

　エルクの向かいに座っているミンが諦あきらめろ、という感じで告げる。

「俺がそういう仰々しいのが苦手なのは知ってるだろ？」

「確かにそれは知っているが、お前の好き嫌いと住民の不安払拭。どっちが大事だ？」

「ぐっ……なら別に俺じゃなくてもレイでいいじゃねえか。何しろオークキングを討ち取ったのはこいつだぜ？」

「あまり無茶を言うな。お前は『雷神の斧』として名前が知られているが、レイはまだギルドに登録したばかりなんだ。どっちが先頭に立ってパレードを行った方が住民たちに受け入れられるかは考えるまでもないだろう？」

　ボッブスがそう言い、ギルムに近づいて来たところで魔笛を鳴らし、全ての馬車を停止させるのだった。




　街中に歓呼の声が鳴り響く。

　自分たちの住んでいる街のすぐ近くに出来たと言われるオークの集落。それを倒しに行った討伐隊の帰還パレードなのだから、それも当然だろう。

「ほら、あの先頭の馬車の御者台に座ってるの。あれが『雷神の斧おの』のリーダー、エルクだ」

「知ってるよ。……っていうか、おい、あれ！」

　観客の一人が隣の男の言葉に頷うなずきながらも、次に男の目に入ってきたのは予想外の存在だった。

　獅し子しの下半身に鷲わしの上半身。その背には巨大な翼。すなわちそれは……

「グリフォン!?」

　オークの討伐に行って、何故より凶悪なモンスターを連れてきているのか。そんな疑問が一瞬脳裏を過よぎるが、殆ど反射的に逃げ出そうとして……エルクの名前を知っていた隣の男に襟首を摑つかまえられる。

「おいっ、何をするんだよ。早く逃げなきゃ！」

「落ち着け。あのグリフォンはテイムされたモンスターだから、人を襲うことは無い」

「はぁ？　グリフォンをテイム!?　何の冗談だ!?」

「冗談じゃないって。大体良く考えてみろよ。あのグリフォンが普通のモンスターなら、何で馬車の横を一緒に歩いてるんだよ」

「……」

　確かによく考えてみれば、男の言っていることももっともだと理解が出来る。だが、それですませるにはグリフォンという存在は大きすぎた。

「お前、何か知ってるのか？」

「ああ。ちょっと前にギルドの前で『鷹たかの爪』ってランクＤパーティが、登録したばかりの新人に叩たたきのめされたって話を聞いたことがないか？」

「そう言えばそんな話を聞いたような覚えが……」

「実は俺、その場にいたんだよ。で、その絡まれた新人ってのがグリフォンをテイムしていた訳だ。それがあのグリフォンだな」

「……本当か？」

「ああ。それにあのグリフォンは結構な頻度で街中を歩いているからな。周りを良く見てみろよ。逃げ出そうとしているのなんか殆どいないだろう？」

　男に言われ、周囲の様子を見回すが、確かに殆どの住民は逃げようとはしていない。逆に、グリフォンの姿を見て逃げだそうとしている者へと説明をしてやっているように見える。そう、自分の隣の男のように。

　それどころか、パレードを見ている住民の中には干し肉をグリフォンへと放り投げている者もいた。

　グリフォンは飛んできた干し肉をクチバシで見事にキャッチし、そのまま飲み込んでは『グルルルルゥ』と嬉うれしそうな鳴き声を上げている。

「……な？」

「あ、ああ。にしても、グリフォンをテイムしている新人とか……ちょっと想像が出来ないな」

「俺も最初はそう思ったよ。街中をグリフォンが歩いているのを初めて見た奴等も同じじゃないかな。ただ、実際あのグリフォンが他人に危害を加えた話は聞かないからな。それに、食い物の露店を出している商売人たちにはもの凄すごい人気だぞ。……まあ、あのグリフォンの飼い主が、金に糸目を付けずに露店の商品を買いまくっているってのもあるんだろうが」

「商売人って凄いな……」

　もし自分なら、たとえ客としてでもグリフォンが来たら逃げ出してしまうだろう。そう考え……ふと気が付く。

「おい、ちょっと待て。あのグリフォンの飼い主ってギルドに登録したばかりなんだろ？　それがオークの討伐隊に参加したのか？」

「そう言われればそうだが……まあ、グリフォンがいるんだからオーク程度はどうとでもなるんじゃないのか？」

「あー、なるほど。……いいなぁ。俺も強いモンスターがテイム出来れば、冒険者になって戦闘はモンスターに任せて楽して儲もうけられるのに」

「ばーか。そんな奴にモンスターがテイムされるかよ」

　苦笑しながら、その男の頭を軽く殴る。

『きゃー、お姉様こっち向いて下さーい！』

　同時に、タイミングよくそんな声が聞こえてきた。

「痛っ、少しは手加減してくれよな。……で、あれは？」

　パレードを見ている少女たちに黄色い声を上げられている女の姿を見ながら、隣の男へと尋ねる。

「あれは確か……『灼しやく熱ねつの風』を率いているミレイヌだな。若手では結構な実力派ってこともあってか、ご覧の通りお姉様と慕われている」

「お姉様、ねぇ」

　そんな風にオーク討伐隊がギルドへと辿たどり着くまでパレードは続くのだった。




「あー、疲れた」

　街中をパレードという名の晒さらし者にされ、ようやくギルドの前まで辿り着いたエルクは深く溜ため息いきを吐きながら馬車から降りる。

　一晩中オークと戦っても元気だったのとは裏腹に、顔に疲労感が強く刻まれていた。

「くっくっく。人気者は大変だな」

　ボッブスもまた、エルクのその様子に苦笑を浮かべつつ馬車から降りる。

「けっ、自分は馬車の中にいたからって気楽なもんだな」

「仕方ないだろ、御者台は二人しか座れないんだから。それに街の連中も『雷神の斧』のリーダーであるお前を見て、ようやくオークの脅威に怯おびえなくてもいいって実感しただろさ」

「……分かってるよ。けど愚痴くらいは言ってもいいだろう？　そもそもこういうのは俺の柄じゃないんだ」

「それこそしょうがない。何しろギルムの領主であるダスカー直々のご指名だ」

「ふんっ！」

　ボッブスは大人気なくそっぽを向いたエルクをそのままに、他の馬車から降りてきた討伐隊のメンバーへと声を掛ける。

「皆みんな、良く頑張ってくれた。これからのことだが、今日はここで解散とする。報酬に関しては、明日以降ギルドの受付で貰もらえるようにしておくから安心してくれ。それと、オークの討伐証明部位は銀貨五枚で買い取る。上位種についても同様に通常より高く買い取らせて貰う。ただし、その値段で買い取るのはオーク討伐の報酬を貰うときのみだから注意するように」

　その言葉に皆が頷き、その後はそれぞれが酒場なり、宿屋なり、武器屋なり、道具屋なりと街中へと散っていく。

　レイもまた、セトと共に近くの食堂や露店で腹に何かを入れようと一歩踏み出した所で……

「レイ、お前はちょっと残ってくれ。話がある」

　ボッブスに呼び止められるのだった。

　どうしたの？　とでも言いた気に頭を擦こすりつけてくるセトの頭を軽く撫なでてから、ボッブスへと視線を向ける。

「報酬なんかは明日以降って話なんじゃ？」

「他の奴等はな。いや、お前も報酬を受け取るのは明日でも構わないが……ランクのことでちょっと話がある」

　その台詞せりふに数秒考える様子を見せるが、すぐにまたセトの頭を撫でてミスティリングから数個のサンドイッチを取り出す。

「悪いな、俺はちょっと用事をすませてくるからセトはいつもの場所でこれでも食って待っててくれ」

「グルゥ……」

　少し不満気なセトをその場に残し、レイとボッブスはギルドの中へと入っていく。

　その背中を見送ったセトは、小さく鳴いてからサンドイッチを咥くわえていつもの場所へと向かうのだった。




「あ、レイさん！　良かったぁ……無事だったんですね」

「レイ君！　ほら、言ったでしょ？　エルクさんたちがいるんだから心配は無いって」

「何言ってるのよ、ケニーだって心配してたじゃない。何回私が書類の修正をしたと思ってるのよ！」

「なっ、そ、それを言うならレノラもでしょ!?　依頼書の受理印を……」

　ギルドに入って来たレイとボッブス……というより、レイを見てレノラとケニーは嬉しそうな表情を浮かべつつ声を掛けるも、次の瞬間には何故か言い争いを始める二人だが、それはレイが怪我もない状態で帰ってきたからこそとも言えるだろう。そんな二人の様子を薄うつすらと笑みを浮かべて見ていたボッブスだったが、このままここで時間を無駄にする訳にもいかないと口を開く。

「悪いがレイと話があってな。無事を喜び合うのは後にしてくれ」

　ボッブスが二人にそう言ってギルドの二階へと上がって行き、レイもまた軽く手を上げて挨あい拶さつをするとその後に続く。

　その背を見送ったケニーは心底安あん堵どしたとばかりに大きく溜息を吐いた。

「あー良かった。レイ君が無事で」

「ええ、それは確かに嬉しいけど……」

「レノラ？」

「オークの、それもかなり数が多い集団の討伐だったでしょう？　詳しい説明に関しては後であると思うけど、きっと何人かは戻って来れなかったと思うの」

「……それはしょうがないでしょ。冒険者に危険が付きものだってのは承知の上でギルドに登録したんだろうし」

「まあ、それはそうなんだけど……やっぱり知ってる顔が少なくなるのはちょっとね」

　小さく溜息を吐くレノラ。

　そもそもモンスター討伐や迷宮の探索、商人の護衛のように戦闘が前提となっている仕事が多いのが冒険者だ。中には採取の依頼等もあるが、それだって簡単に採取できる物なら依頼を出さずに自分で採取するだろう。当然ギルドに依頼されるのは依頼人が危なくて取りに行けないような物がメインだ。

　冒険者という仕事がそういう危険を前提としている以上、当然今回のように死人が出ることもある。それは理解しているのだが、それでもレノラには完全に割り切るということが出来ないのだ。

「ほら、とにかく殆ほとんどの人は戻ってきたんでしょ？　なら少しは喜びなさいよ。そんなんだからレノラは身体付きが貧相なのよ」

　貧相、という言葉にピクリとするレノラだったが、冷静さを装って口を開く。

「私は別に貧相じゃないわ。普通よ、普通。平均。誰かさんみたいに男に媚こびるような身体付きよりはマシだと思うけどね」

「……あら、それは誰のことかしら？」

「さて、私は別に特定個人を指しては言ってないけど、心当たりがあるの？」

「やーねー、全く。これだから胸の小さい女は器も小さいって言うのよ。あーあ、レイ君もこんな女が半ば担当になって可哀想に。私だったら手取り足取り、その他諸もろ々もろ色々とじっくりたっぷりねっとりと教えてあげるのに」
















「ケニー、あんたねぇっ！」

　こうしていつものようにじゃれ合いを始める二人。だが、先程までレノラを覆っていた寂しげな雰囲気はすでに消え去り、いつものレノラへと戻っていた。




「座ってくれ」

　オーク討伐隊の話を聞いたときと同じ部屋。そこで現在レイはボッブスと向かい合っている。

　最初に部屋に入ったときがオーク討伐隊のときだっただけに、レイには二人しかいない会議室は広く、なおかつ殺風景に感じられた。

　勧められた椅子へと腰を下ろして向かい合うこと数十秒。その沈黙を破ってボッブスが口を開く。

「俺の方もこの後は色々と後処理やら何やらある。……『夜闇の星』に関してもな。だから単刀直入に言わせて貰うが、お前のランクは明日にでもＥランクに上がる」

「Ｅ？　てっきり上がってもＦだと思ってたんだけど」

「ふん。お前の功績を考えるとＥでは到底足りないさ。補給物資輸送、セトによる道中の護衛、夜襲実行の際の単独での遊撃。そして、オークキングの撃破。これだけの功績を挙げたというのに一ランクアップだけというのはさすがにないだろう。ＣやＤならともかく、お前はランクＧなんだから特にな。それに……」

　最後で言いよどむボッブス。その様子を見たレイは内心で苦笑を浮かべる。

（『夜闇の星』に関しての口止めと慰謝料か）

　ギルムの危機とも言える状況で、己の欲望のために味方のパーティを襲う。その外聞の悪さと冒険者ギルドに対する信頼の失墜を考えれば、ボッブスの行動もおかしなことではない。

「ランクを上げるのは、本来規定回数の依頼をこなした後にギルドに申請するというのが普通らしいから、それを飛び越えてランクが上がるというのは色々と面倒が減るんだし、特に文句は無い。というか、助かる」

「そう言って貰えて俺も嬉うれしいよ。それと近いうちにランクＤに上がるための試験を受けて貰うから、それも覚えておいてくれ」

「……え？」

　ボッブスの言葉に思わず聞き返すレイ。その態度を予想していたかのように、ボッブスは再度繰り返す。

「だから近いうちにお前はランクアップ試験を受けて貰うことになる、と言っている」

「一気に三段階もランクアップ？　ギルドとしても随分な大盤振る舞いじゃないか？」

「まあ、そういう訳だ。お前の実力や、セトのことを考えるとランクＢでも大丈夫そうな気もするが……今回はランクＤということで納得しておいてくれ」

「俺としては願ったり叶かなったりだけど……いいのか？」

「いいんだよ。そもそもオークキングを一人で倒せる奴がランクＧってのがおかしいんだからな」

「……分かった。それでランクアップ試験はいつくらいに？」

「さぁ、それは俺にも何とも言えないな。決めるのは上層部や担当官であって、俺じゃないからな」

　とは言いつつも、ボッブスはその試験はそれほど遠くない日に実地されると考えていた。冒険者が常に人手不足だというのはギルド職員なら誰でも知っていることだし、なにより……

　ボッブスは、自分の懐に入っている手紙へと思いを馳はせる。オーク討伐隊が帰還中にギルムから来た使者から受け取った手紙だ。そこにはオーク討伐を褒める言葉と、先程行われたパレードのこと、そしてギルドに着いたらレイにランクＥへの昇格とランクアップ試験について伝えるように書かれていた。

（いくら情報を持った数人を先に帰したからって、この動きは早すぎる。確かにレイの実力はランクＢ……下手をしたらランクＡにも匹敵するだろう。だが、それでもこの動きは……）

　ボッブス自身、ギルムに戻ったら手紙に書かれていたようにランクＥへのランクアップと、ランクＤへのランクアップ試験を上層部に提案しようと思っていた。だが、それはあくまでも今回の任務をレイと共にこなしたボッブスだからそう判断したのであって、報告を聞いただけの上層部がこうも素早く動くとは思ってもいなかった。つまり……

（ギルドマスター含む上層部もレイに関心を持っているってことか。……いや、下手をすれば領主もか？）

　本来であればありえないと言い切れる懸念だが、何しろグリフォンを従えているのだ。それを考えると、どうしても無いとは言い切れなかった。

「まあ、とにかく話は分かった。近いうちにランクＤになるための試験を受けると思っておけばいいんだろう？」

「そのつもりでいてくれ」

　ボッブスの言葉に頷うなずき、そのまま席を立つレイ。

　その姿を見送り、レイがこれからギルムでどのような騒動を起こすのかが何となく楽しみに感じるボッブスだった。







　あとがき







『レジェンド』を手に取ってくれた皆様、ありがとうございます。

　そして購入してくれた皆様には、幾らお礼を言っても言い足りません。




　初めまして、神かん無な月づき紅こうといいます。

　本作は「小説家になろう」というサイトで投稿していた作品であり、このたび非常な幸運に恵まれて富士見書房さんから出版することになりました。

　……そう、あの富士見書房です。ライトノベルを出版している大手の一つです。まさか私がそんな出版社から本を出版することになるとは、夢にも思っていませんでした。

　最初に「小説家になろう」の運営様経由で書籍化のお誘いの連絡があったときに感じたのは、「本物か？　これ」ということでした。メッセージを眺めながら、数分程呆然としていたのを覚えています。

　こうして実際に書籍化されているのですから、勿論本物であった訳ですが。その日は興奮のあまりなかなか寝付けなかったのは秘密です。

　思えば、私が初めて購入したライトノベルも富士見ファンタジア文庫の作品でした。それ以降は毎月のように発売日を楽しみにしていたものですが、まさかそんな私がこうして本を出版するようになるとは……世の中、何が起こるか本当に分からないものですし、同時に非常に感慨深いものがあります。

　さて、本作レジェンドですが、ＷＥＢで掲載している内容と比べると大きく手が入れられています。細かい文章の手直しや追加エピソードもありますし、何よりも夕ゆう薙なぎさんの素敵なイラストもありますので、まさに完全版と表現してもいいような出来になっており、ＷＥＢで読んでいた人も新しい気持ちで読めると思います。




　……以上！

　いえ、テンパってしまってすいません。自分で本を買って読んでいるときには、あとがきって結構簡単そうだなーとか思っていたんですが。……他人事だからこそでした。実際にあとがきを書く身になってしまうと、どうしても何を書いたらいいのか分かりません。

　そもそも、あとがきを書いている時点（七月末）ではレジェンドはまだ連載してから一年も経っていないんですよね。あ、でもレジェンドが発売されるのは九月ですので、既に一年は経ってますか。

　うーん、他に何を書くべきか。……在り来たりですが、レジェンドについて語ってみることにします。




・その一

　レジェンドの主人公でもあるレイが現代日本で住んでいた場所は、実は私の父親の実家がベースとなっています。家のすぐ近くに山があったり、家から徒歩一分もしない場所に川が流れていたりしています。小学生の頃は夏休みになるたびに泊まりに行って、親戚の子供達と一緒に遊んでいました。特に川は冷たくて、夏には最適の遊び場だったんですよね。

　ただし、注意することが一つ。それは、夏の川にはヤツがいるということです。人が川で泳いでいると、背中を急襲してくる忌々しい敵……虻あぶ！　分類としては蝿はえの仲間なのですが、まるで蜂はちのように刺してくる憎い奴です。何しろ、Ｔシャツを着ていてもその上から刺してくるのですから。

　小学生の頃は幾度となく刺されて痛い思いをした記憶が……

　もっとも、それでも川遊びは止やめられませんでしたが。




・その二

　ＷＥＢ版ではレジェンドのヒロインとして名高い（？）セトですが、私は最初からセトを人化させるつもりはありませんでした。

「小説家になろう」の作品では、主人公のお供のモンスターやマスコットキャラクターがよく出て来ますが、その殆どが何故か人化するんですよね。もちろんそれが悪いことだとは言いませんし、一定の需要があるからこそ供給があるのも分かります。ただ、私にはちょっと合いませんでしたので、レジェンドを書き始めるときからセトを人化させるつもりはありませんでした。




・その三

　最初に担当のＨ氏と書籍化に関しての相談をしたときには、文章量的にかなり多いので出来れば圧縮して欲しいとお願いされました。

　それで頑がん張ばって削っても構わない文章やシーンを削除していったのですが……何故か書籍化作業が完了してみると総ページ数三百五十ページオーバーという、とんでもない量に。

　いえ、最初に削ったときはＨ氏も「ここまで削ってくれるとは思いませんでした」と言ってくれたのですが、そこから追加シーンを加えていった結果が二十万文字オーバーという、ちょっと予想出来ない文章量になってしまったんですよね。

　具体的には一万文字以上。文字数で言われてもピンと来ないでしょうが、「小説家になろう」で連載しているレジェンドは一話あたり五千文字前後ですので、大体二話分程多くなっていると考えて貰えれば分かりやすいかと。

　……で、でも、好意的に見れば読み応えがあるということに……ならないですかね？　出来ればそういうことにしておいてくれると嬉しいです。

　この文章量を許容してくれた担当のＨ氏には感謝の言葉がありません。

　もし文章を圧縮しないでそのまま追加シーンを加えていったとしたら……あるいは、四百ページの大台に乗っていたんじゃないでしょうか。




　さて、そろそろページも埋まってきたと思いますし、作品について語るのはこの辺で止めておきましょう。




　では、最後に謝辞を。

　レジェンドに目を留め、書籍化のお誘いをしてくれた編集のＨ氏、富士見書房の皆さん、素敵なイラストを提供してくれた夕薙さん、レジェンドの出版に尽力してくれた全ての方々。

　これまで色々と世話になった家族の皆みんな。

　私がＷＥＢ小説を書く切っ掛けとなってくれた肥ひ前ぜんのポチさん。

　そして何よりもレジェンドを応援してくれる読者の皆さん。

　全ての人達に感謝を込めて、ありがとうと言わせて下さい。




　では、また次巻でお会いしましょう。

　なお、次巻では『レジェンド』でセトと対を成すヒロインが登場予定ですのでお楽しみに。










レジェンド
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